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’財政と金融

社会学の理論1

社会構造と社会変動1

地域社会学1，

　　　社会と経済特論

　　　　　産業と技術専攻

139　技術卑・技術論

即産業技術の動向L

141　産業社会学

142　産業地理学

143　産業と情報

144　産業と企業

・145 hζ資源，

146　産業と．環境

147　経済活動と法

148　労働問題と法

149　経営管理1，

150　人事・労務管理

151　　労働経済．

152’経営分析と財務管理

153　企業と会計1，

154，ヤ』・ケティシグ

155　経営組織論

156　経営戦略『

157－生産管理とOR

158　経営科学

159．システム工学

i60　人間工学

161　情報工学

頁 新 旧 開設年次 作成年度

τ…　．・・・・・・…　∴・・・・・・…　∵・。．。・・・・・・・・・・・・…　。・・・・・・・…　。・・　　194 ○ 1

…　6・…　。・…　r・・・・・・…　。・・…　6・・・・・…　’・…　弓・◎r・・σ・鱒ひ…鯛・　　195 ○ 2

1，　11　　・∵・・・・・・・・・…　帆・・・・・・・・…　の・・・・・・・・・・・・・・…　　　　196
○ 1、 馳．58㊥1／2）

会変動1，■、…・一………・………・・……・　198 ・○ ．3・一．

，・∬　　………・・…一・…………・……・・……… 3．’

ケーショ，ン論1，∬　………・…・一・………　’200 ○ 1． ・58（㊤）

論・…一・・…ρ………………………・・…・…… 、．

S・

専．攻

論　　………一・……・…・…一…………一…… ！
1

向1，皿：　…・……・・………………………… 3

………・…・…・… @……・・…・………　……………　　202
○・ 1 58

●’”●”●●’●’●．”●’●’●”●”．●’”．●’●’’”．．●”．’●’●．”●●●”
’○ 1 58（㊤）

・・・・・・・・・…
@。…　。℃・・。・・・・・・・・・・…　。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　　　207 ○ 2 58（㊥）

・’

E・・・・・・…。・。・・・・・・…
@。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　。　　209 ○ 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r
怐@．　●　o　●’●　●　■　●　●　●　■　●　o　●　●　●　o　●　●　■　●　●　●　■　●　．　●　●　●　●　●　●　■●　●　●　●　●　●　●　■　■　■　●　．　●　・　・　●　・　．　．　・　●　●　● 1

………・………・・………・……・…・……………@　211 ○． 1 58（㊥）

●　■　■　●　■　■　o　●　●　●　●　■．●　●　●　●　．　．　■　・．．　⇔　o　●　●　●　●　●　■　●　●　■　●　・　．　o　・　．　．　．　・　．　●　o　o　．「●　・　．　．　●　．　．　・
1・

●　■　■　●　●　■　●　●　■　●　●　o　■　●　●　o　■　■　●　●　■　■　■　●　●　●　o　■　●　■　・　●　．　■　o　■　■　■　●　●　■　●　■　■　●．o　■　o　■　■　●　●　●　■ 1

Ill　　・・…　ご・4・。・・・・・・…　。・・…　。…　。…　。・・…　。…　。・・。・…　　　　213 ○ P

理三．　．．．．・・・・…　。・。・・・・…　。・・・・・・・・・…　．・・・・・…　一。・・・・・…　　　　217 ○ 2 58

・・・…
@。・・・・…　鱒・・…　。・・・・・…　。。・・。・・・…　。・。・・・・・・・・・・…　　　219 ○ 4

務管理・……………●●’………………●●’……　　220 ○ 4

，皿　　………・…・・…………………………… 2

グ　　　…………・…・・…………………………　　221 ○ 3 58

●●●●●’●●’●’’”●’’”●●●●●’●’”●●’●’●’●’●’●’… @’●．…　’”●。’　　223 ○ 3

■　●　●　●　●　■　・　●　●　■　●　●　■　■　●　■　●　●　o　■　■　・　■　●　●　●　・　●　o　o　●　■　●　●　■　●　・　．　o　■　●　●　．　．　●　●　o　●　●　■　■　●　■　■　●　・　● 3

R　　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．。．．．．．．．．．．・・・・・・・・・…　　　224 ○ 3． 5’8

●．o■●●　●　●●■●●9　●●　●　■●●■●●■．●●●●●■・◎．・．o　●o．●●■■●●．．・．．・●．o●●o 3

・・。・・・…
@ボ・・・・・…　。・・・・・・・・・・・・・・・・…　。・・…　。…　。…　。・　　，226． ○ 3

’●”●’●。●’●●●”●●●’●●●。’●’●’●。●。’’’”。’。●●’●’●”・・…・… @　　228 ○ 4

●’●’●’’”●●”●●●”●●”●●’．’●．’●・●a●●・…
@σ・。・・・…　。・・…　●・　　230 ○ 1 r
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頁 新 日 南翌年珠 作成年度

162 美嚢旺と詣縣卸　　∵・・…∴・・…・…・…・・・・…　崩・・∴…　…。…・……　。6“・、　232 σ 2
5＄〈㊥）’

163
解析と設計　∵・………・6…・……・・一∵・………・…・・∴…“雨　234 σ

乞、
・1「

164 物質工学，∴…・……∵回…∴・繭………』・・b…・……6・……∴…　235 ○ ．
3

i65 エネルギー工学　……・……・∴…・・．・・r…………………b…ピゼ　236　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

σ
　　．こ

R

166 商業と流通．…………・9・…・…・・……………・……・・………
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聖

3 58．（㊤）

167 サー．ビス産業論．・…∵・づ・……………………∴・………・諭…「　237：
・○ 1

168 交通と通信　………・9・……・・・…曾・……………・・…∵ゆ…… 渇3

1β9 産業と技術特輪　……6…………’…’…………6…”……… 4
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　　　　　　　　　　　　一現代の人間観と世界観＝＝

　　　　　　　　　　　騰i窪簿1鞘糊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
全体のねらい

　私たちがいま生きている現代という時代に：は、人間と世界について、他の時代には見られない独特

の考え方があるはずである。それを、科学・哲学・文学・芸術・宗教という5つの分野に：ついて、

講義と対談によって考えてゆく。

回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

まず「現代」とは何かを考え、「現代」

1
57／12

@11
序　　　　　　論

の思想的・文化的な特質と、それにもと

ﾃいて形成された人間観と世界観の全般
Iな特徴を概括する。

中　埜　　　肇

i筑波大学教授）’

17世紀の西欧で遂行された「科学革命」
は、科学的自然観を定着させ、世界像に 永井　　　博

2 18
自然科学的世界像

ﾆ人間1

も多大の影響を与え、さらに科学技術を

赶ﾕとする機械文明のもとで、入間観の
ﾏ革をうながした。まず、この歴史的経

（筑波大学教授）

?@埜　　　肇

緯を概観する。

20世紀になると、新物理学理論、特に：

量子論の形成によって、世界像は「古典

3 25
自然科学的世界像 的」から「現代的」へと変貌した。’因果 同　上
と人間丑 律に代って確率統計法則が科学の基本と

なり、新しい型の機械論が登場してくる。

機械論の影響は生物科学に及び、生命
の機械論的解明を澄し進め、人間の科学

4
58／1

@8
自然科学的世界像

ﾆ人間皿

的理解を深めるのに役だった。しかし、

ｱの傾向に全く何の問題もないかどうか
�沒｢し、これからの人間像について考

同　上

える。

現代哲学を大別すると、「考える我」
を中心に据えたドイツ・フランス系の超 竹　市　明　弘・

5 15
現代哲学から見た

l間と世界1

越論的哲学と、実証主…義的発想を受け継

ｮ英米の分析哲学とに：分かれる。世界と

l間の見方はこの二つの流れでどめよう

（京都大学助教授）

?@埜　　　肇

になるか。

「ことがら」に即して考えるという実

6 22
現代哲学から見た

証主義の精神を生かしつつ、同時に素朴

ﾅ日常的なものの見方を徹底的に反省す 同　上

人間と世界皿 ることから、現象学や解釈学という、新

しい世界と人間の見方が成立する。
，

現代思想の特徴は、これまでの実体的
な見方を排して、物を機能や構造のなか

7 29
現代哲学から見た

l間と世界皿

にとけこませることである。しかし私た
ｿの具体的な世界概念や人間経験：は、む

同　上

しろ逆に「物」や「個体」という見方の
確立を求めばしないか。

1



何 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 3／5

現代文学にあらわ

黷ｽ人間像と世界
怩P

　まず、文学は人間・世界をどのように捉える

J＼を考える。つぎに現代文学の〈現代性〉と

ﾍ何か、を考える。そして現代文学を構成する

蝸vな流れを、①心理主義的文学②マルクス主

`的文学③キリスト教的文学に分類し、それぞ

黷ﾌ人間観と世界観を考える。

山　形　和美
i筑波大学教授）

?@埜　　　肇

9 12

現代文学にあらわ

黷ｽ入間像と世界
恷M

　上の三つの主要な流れを代表すると思

墲黷骰?ﾆ・作品をあげながら、現代文

wにあらわれた人間像・世界観を具体的

ﾉ：確認してゆく。

同　上

10 19
現代芸術から見た
l間と世界1

増　成　隆　士

i筑波大学教授）

?@埜　　　肇

11 26
現代芸術から見た
l間と世界∬

　自分で直接に見ることのできる自分の

轤ｩたちはごく限られており、それにつ

｢て多くを知ろうとするとき、鏡や他人

ﾌ眼のような媒介が必要となる。現代人

ﾆ現代世界がいかなるものであるかを知

?､とするとき、われわれにとって事態

ﾍ類似の構造をもっており、われわれは

l間と世界を映す鏡やこれらを捉える他

lの眼を必要とする。芸術作品はこのよ

､な意味での鏡のひとつであり、芸術家

ﾍ同時代を客観視する鋭い眼である。

黷ｱのような認識にもとづいて、ここで

ﾍ主として造形芸術の具体例によって、

ｻ代の個人としての人間、人間関係、生
ﾔ系としての社会の基盤である環境世界

ﾌ特徴をさぐり、その意味を哲学的に考

ｦる。

同　上

12 亀／5
現代芸術から見た
l間と世界皿

同　上

13 12

　　師

ｻ代宗教から見た

l間と世界1現代
ﾉおける神の問題

　宗教の性格と本質は、その崇拝の中心

ﾅある神の内容によってきまる。神概念

ﾍ、ω非形態的、⑧形態的、◎人格的の

Oつに分けられる。そのうち真の超越性

ﾍ人格的独一神に求められる。

小　川　圭　治

i筑波大学教授）

?@埜　　　肇

14 19

現代宗教から見た

l間と世界H神か
迪ｩた人間

　人間を客観的に見る科学の立場に対し

ﾄ、哲学では主体としての人間そのもの
�ﾆらえる。その主体の中心を入間の理
ｫにおく自律的・内在的・主観的な見方
ﾉ対して、超越者としての神から見る超
z的・客観的なとらえかたがある。

同　上

15 26

現代宗教から見た

l間と世界四神か
迪ｩた世界

　人間のとらえかたに二種類があったように、

｢界に対する見方にも、内在的・主観的なもの

ﾆ超越的・客観的なものがある。前者で世界は

l間の活動の場所、利用する資源となる。それ

ﾉ対して世界を与えられたものとして、世界そ

ﾌものとして見る立場があるはずである。

同　上

2



　　　一・人間　の歴史・＝
　　　　　　　一日本女性史一一

〔主任講師：笠原一男（元東京大学教授）〕

全体のねらい

　日本の女性史を日本の女性と信仰生活史のなかで考える。日本の女性は古代社会に澄いては仏教の

救いから拒否され、男性との間に修行と救済の両面で大きな差別が存在した。それが中世社会に：画い

ては男女平等の形で女性の宗教による救いが説かれるようになった◎さらに近世以後、近い現代に澄

いては女性教組の誕生を見るほどになった。このような女性と宗教との関係は、日本女性解放史の宗

教的視角からの究明ということが出来る。

　これが、現在考えている日本女性史のねらいである。

主な項目

（1）女性を救いと修行から差別し、拒否する古代仏教の聖域。

（2）巷に生きる古代の女性と仏教。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

（3）女人往生論を説く鎌倉仏教。

（4）近・現代社会に診ける女性教祖の誕生と女性救済の論理。

（5）膨大な男女に救いを説く女性教祖。

　　　　＝文化の形成と普及一

　　　　・一仏教の日本土着化の過程一

二〔主任講師：笠原一男（元東京大学教授）〕

全体のねらい’

　日本の歴史は外国文化の選択的摂取を通じて形成されてきた。それは思想・宗教・制度・衣食住の

すべてについていえることである。ここでは、外国文化の一つとして日本人に摂取された仏教が、約

1，400年の日本人との関係の中で、日本人の生活の中に土着化して行人過程を、仏教の伝来以来現

在にいたる歴史のなかで考える。この問題の究明によって日本人が外来文化を摂取する場合の基本的

姿勢、つまり日本民族の心ともいうべきものをさぐってみた。

主な項目

（1）仏教の心と救いの条件を探究する古代社会の日本人。

（2）仏教の救いを全日本人の手の届くところへ唱うした鎌倉仏教。

（3）転換期の時代一鎌倉初期、明治初期、終戦当初一の日本の民家と宗教。

（4）日本史上の宗教者の行動と思想。

3



＝文　学　と　芸　術＝＝

〔主任講師：長谷章久（埼玉大学教授）〕

全体のねらい

　文学も芸術の一環であるが、言語あるいは文学を媒体として人間の思想・感情・想像を美的に表現

している点が、造型美術と呼ばれ視覚に直接訴えかける絵画・彫刻や聴覚中心の音楽と根本的に異な

っている。この相違点を分析するとともに、文学と他の芸術とが古来密接に連関し合っている事実例

えば絵巻や舞台芸術の如きを生んで効果を発揮していることを考慮し、これらの諸点について検討を

加える。

主な項目

（1）文学と芸術

（2）唐絵と大和絵

（3）文学絵巻の種々相

（4）平曲（平家琵琶）の鑑賞と批評

（5）舞台芸術各論一能・人形浄瑠璃・歌舞伎・オペラ等

4



　　　　＝日本の生活文化史一
一茶の湯といけば：なを中心に一（向生活と芸術）
〔主任講師：山根有三（群馬県立女子大学教授　　　　　熊倉功夫（筑波大学助教授）放送局：テレビ朝日）〕

全体のねらい

　日常生活に即した「茶を飲み」・「花を生ける」ことから、日本狸自の芸能ないし芸術として知ら

れている「茶の湯」・「いけばな」が、いつ、どうして成立し、現在でも栄えているのはなぜか。そ

の歴史を中心に、生活・芸術・自然を一体とする日本文化の特：質に触れてみたい。

回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
56／12

@18

日本の生活文化史

@一はじめに一

　生活文化とは何か。平安・鎌倉時代の貴族を

?Sとする生活の芸術化とその伝統。日本人の

ｶ活（衣・食・住）の基本的なスタイルが確立

ｵた室町時代以後に澄ける生活に即した新しい

ｶ化とその普及。床の間のことや、茶の湯とい

ｯばなの意義などを考えてみたい。

山　根有　三
i群馬県立女子
蜉w教授）

F　倉功　夫
i筑波大学助教授）

2 15、 茶の文化の成立

　人類がいっから茶を飲用したかわからないが、

��逕N前の中国の文献に：は茶の記事が初めて

ｻわれる。中国の茶の文化は唐心に大きく成長

兼坙{にも九世紀に伝わっている。さらに鎌
q時代に再び茶の文化が禅宗とともに渡来し、

坙{的な展開をとげた。

熊　倉　功　夫

3 22 供える花と飾る花

　「花を瓶に挿す」ことは、まず、仏に供える

汢ﾘとして、とくに密教伝来の九世紀以後に盛

�ﾆなる。また平安時代の貴族は愛する草花を

rに立てて楽しんでいた。鎌倉時代の絵巻など

�痰ﾉ、それらの供花や観賞花が生活空間に：取

闢?黷轤黷ﾄゆくさまを眺めてみたい。

山　根　有　三

4
57／1

@5
南北朝時代の生活
ﾆ文化

　鎌倉末以後、禅宗を背景に：数多く輸入された

?荘v磁時代の書・画・工芸品は武家や公家に
謔ﾁて唐物として珍重されそれらの唐物を誇示
ｵた会所（接客空間）で、茶寄合や花合せが盛
�ﾇなる。室町初期の書院造の形成に：伴い、そ
黷ﾍ「座敷飾り」として洗練され、それを母胎
ﾆして、茶の湯といけばなが確立する。

山　根面　三

F　倉　功　夫

5 12 書院の茶の湯

　室町時代の武家文化の発達に伴い、武士の礼

@、毒血、飲食などの面で新しい様式が完成さ

黷驕Bそうした様式の一つの核となるのが書院

｢に論ける茶の湯で台子の茶といわれる規式正

ｵい道具の扱いや点前法が行われたといわれる。

﨑ｨを見ながらそめ姿を具体的に述べる。

熊　倉　功　夫

6 ・19 室町時代のいけばな

　「花を瓶に挿す」ことに旧いて、技術や：方法

ｪ問題どなりはじめたのは、室町時代、十五世
Iの中葉。その核となったのは、座敷飾りの中
Sをなす「三具足の花」。座敷飾りの普及は略
ｮの飾りを生み、いけばなの役割が増大する。

ｻれらの種々相と理論を初期の花伝書などによ
闖qべる。

山　根回　三

7 26 わび茶の成立

　京・；堺などの都市には経済的に豊かな新興町

Oが登場する。彼らは武家貴族の遊びであった

モ�ｩらの生活のなかにあみな澄し、賦やつし”

ﾌ美ともいうべき粗相の美をもって茶の湯の建

zや道具を創造した。村田珠光と武野紹鴎の茶

�ﾆ澄してわび茶の’立みる

熊倉　功　夫

5一



回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 2／2 千利　久　の茶

　わび茶の大成四千利久の茶とはどのようなも

ﾌであったのか。日常由活の様式を借りながら、

�叝崧Iな体験を創造するために、庭や茶室に

Vしい工夫をこらし主客の礼法を完成さぜたの

ｪ利久の茶である。戦国時代の下剋上の文化と

?墲ｹて利久の茶を考えたい。

熊　倉功　夫

9 9
池坊専好の立花
iりっか）

　室町末から座敷飾りとしての花以外に花を立

ﾄること自体を楽しむ花会が行われた。江戸初

冾ﾌ後水尾天皇は寛永年間に宮中や仙洞御所で
ｵばしば花の会を開かれたがきその花会を指導／したのが池坊専好（二代）でいけばな史上最大の天才。この専好により自然と造形の合致したい　　謙の典・ウ乙式ミ虐’ 山　根　有　三

10 16 元三町人といけばな

　専好が大成した立花様式は公家・僧侶から裕

氓ﾈ町人層に普及、大住院・命玉・藤掛似水・

�t軒丈漢などの名手がでて、造形美を競った。

ｵかし江戸中期より、その巨大化や類型化に対

ｷる反省から、より自由で自然を生かした口入

ﾔが再興した。

山　根　有　三

H藤　昌　伸
i羅霧蕎箋）

11 23 茶の湯文化の普及

　茶の湯の発達に伴って、茶の湯の美意識や、

逍@、さらに食事様式などが、生活文化の各面

ﾉ大きな影響を与えた。例を踏篭料理などにと

ﾁて探ってみよう。さらに江戸時代には町人の

V芸として茶道が大衆化する一方、庶民生活に

ﾍ煎茶が普及していく点もみのがせない。

熊．・倉’功　夫

12 3／2 化政文化といけばな

　自由な樋入花は、せいぜい間ロー間・奥行三

ﾚの床の間をもつ多くの住宅の座敷飾りに適す

驍烽ﾌとして迎えられた。しかし江戸後期には

汨謔ﾉ格式化を強め立花様式の簡略式ともみら

黷髏ｶ花（せいか）様式が誕生。生活の飾り、

ｳ養、遊芸として、広く町人層に普及した。

工藤　昌　伸

13 9 近代の茶の湯

　伝統文化としての日本の生活文化は近代を迎

ｦて厳しい試練にであうことになる。茶の湯も

]来の遊芸性から脱脚して精神性を強め、また

x持者層もそれまでの武士や上層町人にかわっ

ﾄ財界人や、一般大衆に求められた。茶の湯の

ﾟ代文化としての再生の道をたどる。

熊　倉　功　夫

14 16 近代のいけばな

　明治以後の厳しい生活の変化に際しても、日

{人の自然愛を根底とするいけばなは、一方で

ﾃい様式を保存しながら、他方で新しい生活や

|術に即応する活力をもち、洋花の採用や自由

ﾔの運動を展開、女性にひろまった。戦後の専

蜑ｻには造形芸術への強い志向をみる。

工藤：昌　伸

15 23

生活文化の回顧と

W望
@　一まとめ一

　戦後の日本の日常生活は衣・食・住とも、か

ﾁてないほど大きく変わりつつある。日本文化
ﾌ特質を端的に示す、生活文化として、長い伝
揩�烽ﾂ茶の湯やいけばなは、今後どうなるで
??､か。単なる伝統文化として保存されるの
ｩ。新しい世界的な生活文化の形式に寄与する
烽ﾌはなに：か。

．山　根　有　三

F　倉　功　夫

H藤　昌　伸
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＝＝ 冝@本　の　教　育一

〔主任講師：深谷昌志（放送大学教授）〕

全体のねらい

　教育についての入門コースにあたるため、教育現学を巾広い角度からとらえるのを狙いとする。そ

のさい、学問的な体系から離れて身近かな教育問題の中から、よく考えると、深い重みを持つテーマ

を選んで扱う形をとりたい。とりあえず、15のテーマを選び、教育考現学とでもいう型式の講義を

展開していきたい。特に、日本の教育は、他の国の教育と比べ、長所や短所を備えているので、そう

した特性を具体例を通して提示したいと思う。なお、こうした構成を考えているため、数名の共同研

究者の協力を得るのを予定しそいる。

主な項目

　入学式、教科書、給食、学力、入学試験、教師、学歴、修学旅行、部活動、女性の教育など、15・

の項目を選び、歴史的な背景や、比較教育的な角度からの分析をまじえて、それぞれのテーマを回り

下げていきたい’
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コ人　間　と　社　三一

全体のねらい

　社会と人間の関係を探究することは、社会学のもっとも中核的な課題であると同時に、その明確化

はきわめてむずわしい。このコースの前半では、動物としての人間というわれわれの存在の根源に：ま

でさかのぼり、社会と人間の関係の多様性を学習し、後半ではそれをふまえて、現代日本の社会の諸

問題をとらえる手がかりを用意したい。

回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
57／12

@8
社会とは何か

　「社会」ということばによって、どの
謔､なことが意味されるのであろうか。

ｱの地球上に生きている百万以上の生物
Eぜんたいを見わたし、「種」社会をそ

加藤　秀　俊
i学習院大学教授）

｡西　錦　司
のなかでの個体の役割を、ひろく生物社

?wの立場からとらえてみる。
（京都大学名誉教授）

動物はかなり素朴な段階から社会を形
成してきている。そうした動物社会の諸 加藤　秀　俊

2 15
動物の社会

@　　　人間の社会
相を具体的事例によって紹介しながら動
ｨ社会と人間社会とが、どのような点で 日　高　敏　隆

連続し、どのような点でちがうのか、に： （京都大学教授）

ついての問題点を整理する。

メラネシアの大部分は、まだ国家形成
をとげる以前の部族社会である。ここで 加藤　秀　俊

3 22
　　、＜鴛sシアの
@　　人間と社会

は、主としてニューギニア高地の人びと

ｪ形成する社会をとりあげ、はげしいリ
[ダーシップの交替の背景にある諸要因

畑　中　幸子
i金沢大学教授）

をさぐることをこころみる。

入類は、その初期の段階で、いわゆる
狩猟・採集社会のなかで生活していたと 加藤　秀俊

58／1 アフリカの 澄もわれる。そうした、定着社会以前の
4
5 人間と社会 人びとの姿にちかいものが、こんにちの

｢界にも存在する。それをアフリカの事

山　口　昌　男
ﾂ京外国語大学教授）

例を中心にして考察する。

「社会」と「個人」という二分法は、

近代ヨーロッパからうまれた。このふた 加藤　秀　俊
ヨーロッパの つの観念によって意味されるものを、北

5 12
人間と社会

イタリアの村落の事例に即して検討し、

ｻの歴史的背景と現代における展開をあ

谷　　　　　泰

i京都大学教授）

きらかにすることをこころみる。

日本の稲作文化は東南アジアからつた
わったものとされている。農業的に定着 加　藤　秀　俊

6 19
東南アジアの

@　　人間と社会

した社会のひとつの事例として、タイの

_村をとりあげ、安定した村落社会と、
ｻのなかでの人間の行動様式の諸特徴を

飯　島　　　茂
i東京外国語大学教授）

とらえることをこころみる。

　人間の社会は、大規模な定着化ととも

ﾉ分化をとげるようになってきた。そう
加藤　秀　俊

インドの した分化のひとつに階層分牝がある。イ 佐々木　高　明
7 26

人間と社会
ンドの一一ズト制度はその一例であろうQ

ｻの事例をつうじて、階層社会での人間
ﾌ生きかたをさぐる。

（国立民族学博物館
@　　　　　教授）

8



回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

多くの社会は、たんなる階層分化のみ
ならず、さまざまな人種と民族の混住に 加藤　秀　俊

8 2／2
アメリカの

@　　人間と社会

よって成り立っている。そうした多民族
痩ﾆの一例としてアメリカ合衆国がある。
ｻの多民族国家社会の諸問題と、将来へ

David　Plath
盾秩@J・Bailey
iアィオア大学教授）

の展望を考察する。

われわれの日常生活をふりかえってみ
ても、社会はしばしば拘束的である。法

9 9 拘束としての社会
律だの、制度、慣習、あるいはしきたり

ﾆ呼ばれるものはどのようにして生まれ
加．藤　秀　俊

それらはひとりひとりの人間の行動とど
うかかわるのかを検討する。

かって、人間は地縁・血縁という原理
に：よって生活していた。しかし、近代社

10 16 近代の組織原理
会は、そのような人間関係の組み方を根

黷ｩらくつがえすことによって成立した
同　上

とかんがえてよい。その社会変化の過程
を主題として考察する。

声 人間は、社会への帰属意識をすくなく
とも潜在的に抱いている。それを顕在さ

11 23 シンボルと社会
せ、かつ強調するために、社会は、たと
ｦばトーテムのような共同経験の対象と

同　上

してのシンボルをつくってきた。そうし
たシンボルと社会を考察する。

近代から現代にかけての人間は、複数
の集団に所属し、それぞれの集団で特定 加藤　秀　俊

12 3／2 ひき裂かれる自我
の役割をうけもたなければならぬ。そこ
ﾅは「自我」とはなにか、という問いが 小三木　啓　吾

浮き上ってくるしまた、そこから社会病 （慶応義塾大学教授）

理的な問題も派生してくる。

入間と社会とは相互刺激的な性質をも
つ。社会は人間にたいして拘束的だが、

13 9 社会をかえる力
同時に、人間こそが社会をかえる力の唯

D一 ﾌ源泉だ◎技術革新をもふくめて、そ

高　橋　　　徹

i東京大学教授）

もそも社会の「進歩」とはどのようにし
て生まれるのか、を問題とする。

まえに：みた世界のさまざまな社会につ

いての事例や、現代社会の特質に関する

14 16 日本の人間と社会
考察をふまえて、いまの日本社会で、ひ
ﾆりひとりの人間がもっている行動様式

加藤　秀　俊

や、それと関連する諸問題を整理して、

生きた学問としての社会学を論ずる。

これまでシリーズは、人間と社会のす

15 23 社会と社会学

べての問題をあきらかにしたわけではな

｢。最終回では、これから受講者がみず
ｩらかんがえ、研究をつづけてゆくため

青井和　夫
i津田塾大学教授）

の問題領域を示唆し、主体的な学習のた

めの手がかりをしめす。
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＝・ ﾐ　会　生レ活　と　法一
〔主任講師：伊藤：正己（東京大学教授放送時間：午前6時15分～午前7時放送局：テレビ朝日）〕

回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
54／8

@21
法　　と　常　識

　日本人は、法に対して親近感が薄く、

??ﾌ意識が明確ではない。しかし、法

ﾍ常識に基礎をおくものであり、・一般の

lも法の常識をそなえ、また、法や裁判
熄寛ｯと遊離しないことが必要である。

伊藤　正　己
i東京大学教授）

2 28 法を学ぶ意味

　法学の中心をなすのは、法解釈学であ

驕Bそれが科学であるのかどうかは争い

ｪあるが、これを学ぶことによって、法

Iなものの考え方を習得し、論理的な判

f力を養うことができる。

同　上

3 9／4 法　と　は何か

　法を定義することは難しいが、それは、

酪K、集団内部のしきたり、道徳などと

ﾈらんで、人間の行動を規律する規範で

?閨Aそれらのうち最も強制力の強いも

ﾌである。

同　上

4 11 法　　と　道　徳

　法と道徳とは、行為規範として密接な

ﾖ係をもつとともに、異なる役割をはた

ｵている。この両者を区別するものが何

ｩを考えることにより、法の特質を明ら

ｩにすることができる。

同　上

5 18 法　は　必要か

　「社会があるところに法がある」とい

墲黷驍ｪ、古くからいろいろな根拠で法

ﾍ必要でないという主張がある。これに

ﾎして、法は必要であることをどう論証

ｷるか。

同　上

6 25 法　　と　強　制

　実際に行われない法は意味がない。そ

ｱで、法がどのようにして強制されるか

ｪ問題になる。法はそれぞれの目的や任

ｱにしたがって多様な強制手段をそなえ

ﾄいる。

同　上

7 1Q／2 悪法とは何か

　悪法も法であるという考え方と悪法は

@ではないという考え方は、古くから対

ｧして澄り、特に日本では悪法論議がさ

ｩんであるが、何が悪法なのかを考えて

ﾝる必要がある。

同　上
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回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

悪法も法であるかどうかを考えるには、

法の目的、機能の理解が必要である。そ

8 9 悪法は法であるか こに法実証主義と自然法論という法思想 伊藤　正　己
の二つの潮流の対立をみることができる。

抽象的な議論よりも、悪法をどう防ぐ

かが実際上重要である。近代の国家は、

9 16 悪法を防ぐもの 議会制や司法審査制などの仕組を通じて 同　上

悪法を防いでいる。最も問題になるのは

抵抗権である。

法は具体的事件に＝適用されねばならな

いが、近代国家は、それを主として裁判

10 23 裁判　の働　き 所の任務としている。そこで、現代の法 同　上，

を明らかにするために、司法権のあり方

を考えるごとが重要になる。

裁判は法を基準として行われる。そこ

11 30
裁判の基準（1）

@一成文法一

で裁判の基準となる法が何かを考察する

K要がある。まず、近代の国家では、法

ﾌうち成文法が重要であり、その種類を

同　上

明らかにせねばならない。

成文法を補うものとして、慣習法と判

12 11／6
裁判の基準（H）
鼕ｵ習法と判例法一

例法とがある。それらは、どのような意

｡：をもち、どのような働きをするのであ

?､か。

同　上

学説は法となりうるか。さらに、適用

13 13
裁判のi基準㎝：）

鼕w説と条理一

すべき法のないとき、条理によって裁判

ｪできるか。現代の法は、一般条項を通

ｶて、実際には条理による裁判の道を開

同　上

いているともいえよう。

法は、それを適用するに：あたって解釈

しなければならない。法の解釈とはどう

14 20 法　の　解　　釈 いうことか。正しい解釈をどうして選べ 同　上

るのか。法を作っ・た人の意思をどうみた

らよいのか。

法の解釈には、文理解釈、論理解釈、

目的論的解釈など多くの方法があり、法

15 27 解釈　の方法 ’の概念も相対的である。法を生かすため 同　上

の正しい価値判断をするために、法的な

ものの考え方が重要になる。
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　　　　＝比　較　政治　1＝

全体のねらい
　国家を単位として、政治の比較研究を行う。国家は各々個性的であるが、「似たもの同士」で国家

群に分類し、国家群間の比較、国家群内の比較を行う。このような比較を通じて、各国に：ついての知

識を得るだけでなく、政治という現象の多様な問題点をより深く理解するようにしたい。

回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

この比較政治1で扱うのは、東欧を含 斉藤　　　真
めた欧米、つまり（日本を除く）先進工 侮際基督教大学教授）

56／8 序　　　　　論（1） 業諸国である。それはさらに自由民主主 河　合　秀　和
1

24 一一 ﾚ的と方法一
義国家群とソ連を中心とする社会主義国 （学習院大学教授）

家群とに分けることができる。このよう 百　瀬　　　宏
に国家を分類し比較することにどんな意 （津田塾大学教授）
味があるのかを、これまでの比較と尺度
とを合わせて考える。比較の基準として

2 31
序　　　　　論（2）

齊ﾚ度と基準一

は、国家の独立と統一という意味での国
ｯ主義、自由主義、民主主義、社会福祉
�ﾜめた社会主義の四つを選び、各国に

河合　秀　和

ついて、その四つがどう関連しているか
を見る。

イギリスは早くに国家統一を実現し、世界最

イギリスの場合 初の産業革命を体験した。：革命や戦乱に見舞わ

3 9／7 一島国と連続性一
@　　　（1）

れることも少なく、いわゆる「不文憲法」のも

ﾆ、社会は過去との連続性を保ちながら発展し

ｽ。国民主義、自由主義、民主主義、社会主義

同　上

は、その順序で順調に、先のものを含み込みな

がら発展した。この国について、政府機構、代

イギリスの場合
表制（政党、圧力団体）の発展過程をたどり、

痩ﾆ別の比較政治研究にとっての1つのモデル

4 14 一一㍾曹ﾆ連続性一 を打ち出したい。イギリスの政治制度と理念は 同　上

（2） 世界各地に拡がったカ＼イギリス：連邦諸国に：つ

いても展：望しておきたい。

イギリスの植民地として、アメリカに：

アメリカの場合 はイギリス的制度が移植されたが、アメ

5 21 一連邦制と権力分
ｧ一α）

リカ的な風土の下で、その制度は大きく

ﾏ容する。主として、イギリスと比較し
ﾂつ、アメリカの政治制度と機能とを学

斉藤　　　真

びたい。前半では、アメリカ人の政府観、

憲法観を検討し、その憲法の下での連邦

アメリカの場合
制及び三権分立制の構造を明らかにする。
續ｼでは、その制度を実際に：動かすもの

6 28 一連邦制と権力分 として、大統領のリーダシップ、政党の 同　上

立一（2） 役割、圧力団体の活動、裁判所の政治的
機能などを検討したい。

フランス大革命の伝統は、フランス史の中に
何度も再現してくる。フランスは、大革命以後
16回も憲法を変えた。この革命的伝統とでも

7 Q／5
フランスの場合
鼕v命と伝統一

いうべき逆説を明らかにすることによって、イ
Mリス、アメリカとの比較を進めたい。いくら
ｩフランス史に立ち入ることになると思うが、

河合　秀　和

それというのもこの国が「比較を絶した」独自
性を有しているからである。
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回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ドイツが統一国家になったのは、1871年、
国家の形成には遅れたが経済発展、社会主義運

8 12
ドイ　ツの場合
齔謳iと後進一・

動の発展では、きわめて急速で、遅れた国の早
｢発展ぶりを典型的に示している。今世紀二度
ﾌ敗戦ファシズムの出現など、国際政治によっ
ﾄ国の進路は大きく左右された。現在のドイツ

河　合　秀　和

は東’西に：分割されて翔り、そのことが現在の西

欧世界の安定の条件ともなっている。

西欧外周に位置：する後進的地域であり

ながら、列強紛争からの隔離に上せられ

9 19
北欧　の　場　合

齟?ｧと福祉一
た急速な工業化を通じて福祉国家を築い
ｽスカンディナヴィア諸国に戴ける、多

百　瀬　　　宏

党政治とそれを機能させてきた「組織社
会」について考察する。

これまで述べてきた比較政治論の方法

10 26
日　本の　場　合

齟?ﾔのまとめ一

と英米仏独北欧の事例のまとめを兼ねて、

ｱの章では日本を論じる。これまでの考

ｦ方と知識からすれば、日本はどのよう
河合　秀　和

に類えられるかが、この章の課題であるb

国際革命への期待を裏切られたソヴィ

ソ　連　の場　合 エト政権は、ロシア帝国の多くの負の遺

11 11／2 一国際：革命と一国 産をかかえながら、かつ敵対的な国際環 百　瀬　　　宏

社会主義一（1） 境のもとで社会主義を建設する課題に直

面した。第2次世界大戦後の変化した内

外条件のもとでもなお、「一国社会主義」

時代の体質を脱却しえていない。ソ連憲

ソ　連　の場　合 法に示された理念と現実、ソ：連共産党に

12 9 一国際：革命と一国 よる一党支配がもつ機能、労働組合が果 同　上

社会主義一（2） す役割、多民族国家としての問題点に注

目しつつ考察する。

19世紀から20世紀に：かけて多民族帝国

東欧　の　場　合 の解体の結果独立し、かつ西欧の停滞し

13 16 一団結と多元三一 た外周部分として位置づけられていた東 同　上
（1） 欧諸国は、第2次世界大戦後、「社会主

義共同体」としてソ連と強く結びつく反

面、一元的な統御に：抗して民族的伝統の

うえにそれぞれの道を模策してもいる。

東欧　の　場合 この点を踏まえながら、ソ連政治との、

14 23 一団結と多元化一 また東欧諸国相互の異同を検討し、また 同　上
（2） 「自主管理社会主義」の理念を掲げるユ

一ゴスラヴィアについても考察する。

以上14回の講義の成果をふまえてもう 斉藤　　　真

15 30一
シ　ンポ　ジ　ウ　ム

}ー総括と展望・一

一度、いわゆる欧米諸国の政治について、

ｻの共通性と各国との特殊性とに注目し

ﾄ、総括的に比較討論を行い、さらに比

r政治皿への展望を行う。

河合　秀和

S　瀬　　　宏

一一 P3一」



＝比較政治■＝＝
〔灘耀諸事腱大学教授）〕

全体のねらい
　本書では、発展途上地域（中国、東南アジア、南アジア、中東、アフリカ、ラテンアメリカ）の政

治について比較学的考察をおこなう。具体的に：は、各地域の歴史にも触れながら、主として独立期以

後に澄ける国家建設と近代化の問題を取りあげ、それぞれの政治文化、イデオロギーと政治体制・国

際政治への対応などを比較する。

回 放送日 テ　　一一　　マ 内　　　，　容 担当講師
i所属・氏名）

1
5Z／8

@23

序　　　　　　論

齡芒rの方法

　比較の方法として、伝統と近代化との
ﾙ張関係、国民的統合、政治・社会体制、

総ﾛ社会に対するイメージと対外行動の
lつの側面で、各地域がどういう特殊性
ﾆ共通性をもっているかを検討し、その
詩∮I把握を試みる。

小　田　英　郎
i慶応義塾大学教授）

2 30
中　　　国　　　（1）

鼕v命と近代化一

　西欧の衝撃のもとで、伝統社会から近

纃痩ﾆへの成長をめざして苦悶した中国

ﾌ歴史的経験をかえりみる。
岡　部達　味
i東京都立大学教授）

3 9／6
中　　　国　　　（2）

鼕v命と近代化一

　社会主義的発展途上国である現代中国

ｪ、革命の完成、建設、独立の確保にあ

ｽって当面した諸問題を考察する。 同　上

4 13

東南　ア　ジ　ア

[ASEANと
@　インドシナー

　人類、宗教、言語……世界のなかでも

ﾁとも多様性に富むこの地域の、国民的

搓№ﾆ近代化の努力のあとを、その複雑

ﾈ国際環境にも触れながら考察する。

松　本邦　郎
i慶応義塾大学教授）

5 20
南　ア　ジ　ア
[三三する
@インド半大陸一

　9億の人口の圧力と、改善されぬ貧困
ﾉあえぐ南アジア諸国の前途は厳しい◎

ﾃい政治文化とイギリスの植民地として
ﾌ歴史的経験のうえに、混合革命方式に
謔ﾁて国家建設をはかってきたインドを
?Sに考察する。

同　上

6 27

中　　　東　　　（1）

鼾ﾀさと新しさの
@　　　モザイクー

　現代中東の政治を考える出発点として、

C候、地勢にも触れながら歴史について
T観する。中東の歴史は「ここに歴史始
ﾜる」といわれるほどに古いが、そのな
ｩで生まれた伝統や文化に触れながら、

?件剥曹ﾌ独立達成までを考察する。

青　木一　能
i日本大学助教授）

7 1Q／4

中　　　東　　　（2）

齟?倹ｭ治の
@　　　　展開軸一

　独立後の中東政治を規定してきた中東
ｴ争と、それに対するアラブ諸国の団結

ﾆ分裂について考察し、さらにサーダー
gのイスラエル訪問とそれ以後に生じた
ﾏ動を、中東政治の多元化に触れながら
沒｢する。

同　上

一14一



回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

社会主義から君主制にいたるさまざまな

8 11
中　　　東　　　（3）

齦ﾏ動と模索一

体制をもつ現代中東諸国の政治について

l察し、それぞれの道を模索する状況と

ｻこでの変動要因に：ついて、中東地域と

青　木一．能

国際社会との関係を考慮しつつ検討する。

歴史的復権への志向が現代のアフリカ
ア　フ　リ　カ　（1） に轟いてなぜ強いのか、そうした志向は

9 18 一歴史的復権の志 ナショナリズムにどう反映しているか、 小　田　英　郎

向とナショナリズムー といった問題を、植民地時代を振り返り

ながら考察する。

アフリカ的社会主義、一党支配体制、
ア　フ　リ　カ　（2） 軍部支配体制など、国家建設および近代

10 25 一近代化と 化の過程において出現した、イデオロギ 同　上

政治体制一 一や政治体制を考察し、あわせて南部の

白人人種主義支配体制にも論及する。

パン・アフリカニズムの名のもとに大陸

全体の統一・団結をめざしている反面、国

11 11／1
ア　フ　リ　カ　（3）

齟c結と多元化一

家的自己主張；によって対立を強め、多元

ｻの度合をたかめつつあるアフリカ圏内
同　上

の国際関係、澄よび非同盟主義を軸とし
た第三世界：連帯運動への反応を考察する。

序論として、現代ラテンアメリカの政

12 8

ラテンアメリカ（1）

皷ﾇ頭支配的
@　　政治体制一

治現象の諸特徴を指摘したのち、それら

ﾌ歴史的淵源である植民地時代以来の寡

ｪ支配的、権威主義的政治体制を考察す

加　茂　雄　三
i青山学院大学教授）

る。

民衆の政治舞台への登場を契機とする
ラテンアメリカ（2） 現代国民国家の形成、近代化された権威

13 15 一回忌の登場と 主義政治体制、現代政治における軍部の 同　上

政治の近代化一 役割などの諸問題について考察する。

対米関係の歴史と現段階、ラテンアメ

14 22
ラテンアメリカ（3）

鼾総ﾛ政治の展開一

リカの地域主義、第三世界主義、澄よび

�ｯ盟主義運動との関係などに言及しつ

ﾂ、ラテンアメリカの国際政治の展開に

同　上

ついて明らかにする。

14回の講義の成果を踏まえて、もう一

15 29
シンポ　ジ　ウ　ム

[総括と展望一

度、発展途上諸地域の政治について、そ

黷ｼれの特殊性と共通性を整理しながら、

濠∮Iに：比較討論をおこなう。

小　田　英　郎

一15一



　＝日本経済と産業と企業＝＝

、

全体のねらい
　本講は日本経済の全体の姿（国民経済の構造）を、国民所得勘定を用いて構造的に：把握する・次に

日本経済を構成する産業と企業の構造的な相互関連を明らかにする。さらに産業組織や企業経営のレ

ベルに：澄ける歴史的、構造的な特徴をうきばりにすることが本直のねらいである。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

この講義の導入部として、本講義で論じられ

1
日本経済一産業一
鼕驪ﾆ一

る内容がどのような一般的枠組みの中に位置づ

ｯられる、どのような問題意識に従って取り上

ｰられるかを明らかにする。

　黒　澤一　清
i東京工業大学教授）

最も単純な経済循環モデルから、国民所得勘

2
日本経済と企業
i国民所得勘定と
驪ﾆ）

定（企業部門、家計部門、政府部門、海外部門）

ﾌ体系を示す。それは日本経済を構成する諸部

蛯ﾌ構造的連関を統計的に示すものである。

　磯　部　浩一
i明治学院大学教授）

生産国民所得によって、産業の付加価値額の！

日本経済と企業 構成比を示し、歴史的な変化を明らかに：する

3 （国民所得勘定と （産業構造の変化）。あわせて産業連関表を説 同　上

産業） 明する。

国民経済計算：によって日本経済の全体の姿を

4
国民経済計算に：よ

體坙{の産業と企業

展望し、その中に産業と企業部門とを位置づけ

ﾄ、相互の関連を理解する。 同　上

（1）主として国民所得統計により日本経済澄よ

5
日本経済・産業・
驪ﾆの歴史的展開

び産業の歴史的発展を跡づける。
@（2）日本経済、産：業の：構造的な展開を明らかに

ｷる。

同　上

’

日本経済の発展において貿易の果してきた役

割を明らかに：する。とくに、国際収支表に：よっ

6
日本経済の発達と て、その特色を明らかにしたい。貿易摩擦や産 同　上

貿易 業調整問題にもふれる。

先進資本主義国へ追いつくために1強力な中

7
日本経済の発達と

熕ｭ・金融政策

央銀行のもとで信用創造による資金の調達と、

ｭ府主導下の大企業育成策がとられた。資本市

黷ﾌ発達が遅れたために、間接金融が企業の資金調

同　上

達の方式となった。（資金循環表と国富表を示す）
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回 テ　　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

日本に澄ける産業の形成と発展の過程にみる

8 産業構造の特徴
特殊性、第2次大戦後の産業発達、及び第1次
Iイルショック以降におげる新しい産業展開を、 黒　澤一　清
どのように見ることができるかを考える。

日本産業にかんする産業組織置上の特徴とし

て、本章ではまず独占禁止政策及び寡占問題を

9 産業組織の特徴（1） めぐる基本的論点をまとめてみる。 黒　澤　一　清

前章にひきつづいて、日本産：業に澄ける技術

進歩の基本問題：、及び消費者、地域社会等産業

10 産業組織の特徴（2） をめぐる社会的環境の諸問題を考える。 同　上

相対的な業績資本不足と相対的な労働過剰の

11
日本経済に澄ける

?ｬ企業問題

下で、急速な成長をした日本経済に蔚いて、中

ｬ企業の問題性が国民経済の講造的矛盾として

?轤墲黷ｽ。中小企業問題の展開の特殊性と一

磯部　浩・一

般性を明らかに：したい。、

戦前までの日本企業の歴史的特徴は、財閥本社を頂点
とするピラミッド型で、かつ多角化された企業の資本的

12
日本企業の経営史

I特徴

管理の展開、労働力の定着のための終身雇用と年功序列

^賃金制度による労務管理、さらに先進国から導入され
ｽ生産管理や予算：管理が組織的に展開されたこと、また

小　林　靖　雄

i放送大学副学長）

移植工業における中小企業の下請的利用の展開等があげ
られる。これらをできるかぎり具体的に把握する。

日本企業は今日極めて高い国際競争力をもち、

世界市場に進出している。それは高度の技術・

13
日本企業の国際競

?ﾍ
製品開発力、近代的設備の装備、人材育成、経
c管理力の強化を基盤としてえられる高い生産 同　上

性に支えられている。その実態を具体的に明ら
かにする。

日本企業の経営管理の特徴は、その歴史、社

会的環境に大きく関係しているが、終身雇用と

14 日本的経営の特徴 年巧序列賃金制度に育まれた集団主義的経営が 同　上

展開し成果をあげる基盤となっている。この点

を先進国との比較に澄いて展開する。

政府の軍事費支出の比重の低いこと、民間部門
の設備投資が高度成長の促進要因であり、消費支

15
日本経済の特色と
｡後の課題

出の増大が国内市場の拡大、日本産業の輸出競争

ﾍを高めた。石油ショック以降、低成長経済下の 磯部浩　一
国際化の進展により貿易摩擦の回避、国内市場の
開放、産業構造の技術集約化等の課題を示す。
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＝・ n　球　と　宇　宙一

←任講師灘額誰難総長）〕

全体のねらい

　人間の活動の場としての地球、1個の天体としての地球を取り巻く宇宙について、その全体像がど

のように変遷してきたか、現在の地球や宇宙の観測や探査がいかに行われているか、それによって得

られた成果にもとつく地球像や宇宙豫がどのようなものであるかを学ぶ。人間とのかかわりを含めて『

広い視野から考察する。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

1 宇宙観の歴史

　古代から現代まで、人間の宇宙観がどのよう

ﾉ：変わってきたかを述べる。それは、文化一般

ﾌ進展、周辺の科学や技術の発展と切りはなす

ｱとができないが、ここではさまざまな視点か

迚F宙観の変遷をながめ、考察する。

小尾　信　弥
i東京大学教授）

ﾞ　須紀　幸
i東京大学海洋
@　　研究所長）

2
現代の宇宙観測と

T査

　昔からの光学観測に加えて、近年は電波や赤

O線観測、地球大気圏外からの紫外線やX線観

ｪが宇宙の研究には欠かせない。さらに惑星な

ﾇの直接探査も盛である。宇宙の観測と探査に：

ﾂいて、現状と展望を述べる。

小　尾　信　弥

3 宇宙の階層構造．

　現在の宇宙の特徴の一つは、物質が階層化し、

ｽ様化し分化していることである。銀河集団、

竕ﾍ、星団、恒星、冷たい天体、生物という宇

?ﾌ階層構造を概観するとともに：、その空聞的、

條ﾔ的な拡がりを認識する。

同　上

4 宇宙の　構造
@（膨張宇宙）

　有限な天球に恒星がちりばめられていると考

ｦられた昔から今日まで、宇宙全体の溝造につ

｢ていろいろなモデルが考えられてきた。現在

齡ﾊに受け入れられている膨張宇宙について、

攪_的な基礎と観測的裏付けをもとに概説する。

同　上

5 宇宙の　進　化

　澄よそ200億年前に爆発的に開幽したわれわれ

ﾌ宇宙では、膨張に伴って温度や密度が下がる

ﾌにつれて、元素が形成され、銀河や恒星がつ

ｭられてきた。その意味で膨張宇宙は、進化宇

?ﾅあるといえる。そのような宇宙を概観する。

同　上

6 宇宙進化と地球

　地球が誕生したのは約46億年以前であるが、

ｻれまでには長い宇宙進化の歴史力∫ある。ここ

ﾅは、地球を含む太陽系の誕生に至る背景を述

ﾗるとともに、その形成の過程を概観し、われ

墲黷ﾌ地球が存在する宇宙的な意味を考える。

小　尾　信　弥

ﾞ　須紀　幸

7 地’球間の歴史

　古代から現代にいたるまでの間の人々の地球

ﾏの変遷について述べる。例えばギリシャ時代

ｷでに地球の大きさを測ったエラトステネスの
ﾆ績などを紹介する。科学・技術の進歩とともに

l類の地球観は最近飛躍的な進展をみせている。

奈　須紀　幸

ｬ　尾　信　弥
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

地球についての観察や研究を行うに際して、

現在どのような探査が実施されているのか、そ

8 現代の地球探査 の内容について概説する。例えば、地球内部の 奈　須　紀　幸

構造の推定には主として地震波による測定が行

われていることを紹介する。

地球は固体地球と、その表層に分布する水圏

と、さらに高空までを覆う気圏によって溝成さ

9 地　球　の構造 れている。固体地球の内部を含めて地球は層状 同　上

構造を形成している。この層状構造に注目して
地球の構…造を学ぶ。

固体地球の内部の構成物については種々推定

はなされているが不明な点も多い。一方、固体地球

10 岩　石　と　鉱物 の表層を構成するのは岩石であり、その最小単位 同　上

の構成物が鉱物であることはよく知られている。

これら岩石や鉱物の種類や特徴について学ぶ。

固体地球の表層を覆う大気と海洋はそれぞれ

独特の性質と特徴を示す。一方、大気と海洋の

11 大　気　と　海洋 間の相互作用も密接なものがある。大気澄よび 同　上

海洋の特性をそれぞれ学んだ上で、大気と海洋

の相互関係まで立入って学ぶ。

地球はその創性からほぼ50億年に近い歴史を

編み続けてきたといわれる。その間にどういう

12 地球　の歴史 事柄が起ったのか、主として生物界の変遷と地 同　上

球表層の変動の跡を辿って地球の歴史を学ぶ。

地質時代の歴史に主眼を置いて学習する。’

1967年から68年にかけて提唱されたプレー

プレートテクトニクス
トテクトニクスは、固体地球の表層の変動に関

13
（現代の地球観）

する実体をほぼ解明したと云える。その内容と、

ｻこにいたるまでの研究の足跡について、大陸

同　上

移動説の提唱の時点から辿ってみる。

地球の表層では火山と地震が生起する場所が

ある。これら火山や地震は主として火山帯と地

14 火　山　と　地震 震帯の中に集中している。何故、このように限定 同　上

された地域に火山や地震が集中するのか、その

原因を探りかつ火山や地震の実体について学ぶ。

地球・宇宙の中に澄ける人間の存在という事

実をまず認識し、そのかかわりについて思考す 奈　須紀幸

15 人間と地球・宇宙 る。そのような基礎認識の上に立って、人間生 小　尾　信　弥
活や科学・技術、さらに社会と、自然としての

地球・宇宙の関係の深さを学ぶ。 他
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物質とエネルギ
〔灘勢簾北大学剃

全体のねらい
　物質とエネルギー、そしてそのかかわりあいを広い視野から解説し、自然界に：知けるそれらの重要

性と自然科学的なものの見方を把握する。

回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
5Z／8

@24

自然界をつくる

ｨ質とエネルギー
@一序論として一

　自然界にはいろいろな物質とエネルギ

[がある。力学的、熱、光、電磁気、化

w、原子核エネルギーは多様な仕事をし、

ﾏ換する。物質とエネルギ』のかかわり

?｢を概括的に述べる。

池　田　雄　作

i東北大学教授）

2 31 物質　の構成

　物質の分類や溝成をどう理解するか、

ヵｨ質、混合物、元素、原子、原子量、

ｪ子、イオン、モルの概念を簡潔にまと
ﾟ、無機、有機物質のいくつかを化学式

ﾆともに解説する。

同　上

3 9／7
力学的エネルギー
E熱

　運動エネルギー、位置エネルギー、仕

磨A熱、温度、エネルギー保存則はエネ

泣Mー論の基本になる。熱力学の基本法

･についても触れたい。

！　　同　上

4 14
物質の状態とその

ﾏ化

　物質の三態は分子の運動と深いかかわ

閧?｢があり、状態の変化はエネルギー

ﾌ変化を伴う。相図、潜熱、エントロピ

[変化を実例とともに解説し、気体につ

｢て分子運動論の要点を述べる。

同　上

5 21 溶解　と溶液

　更叱溶ける”ということは自然界の重要な

ｻ象である。溶解度、溶けるときのエネ

泣Mー変化、溶液のもつ諸性質について

�烽ｷる。

同　上

6 28 原子　の構造

　原子の構造、その模型、核外電子の配

u、イオン化ポテンシャル等について概

烽ｷる。電子のようなミクロの粒子の世

Eを理解するには、エネルギーが不連続

ﾅあるという量子概念が必要である。

同　上

7 10／5
化学結合とエネル

Mー

　共有結合と電子、δ結合、π結合、原

q間距離、またイオン結合、金属結合、

?f結合等について、解説する。化学結

№ﾍいろいろな大きさの結合エネルギー

�烽ﾂ。

同　上
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回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

光で代表される電磁波は宇宙線からラ

電磁波のエネルギ ジオ波まで広範な周波数をもち、E・＝hv

8 12 一とスペクトロス
のエネルギーをもつ。物質は発光したり、

d磁波と相互作用して吸収したり、いろ’
池　上　雄　作

コピ＿ いうなスペクトルをみせる。実例を挙げ
て簡潔に解説する。

燃焼はきわめて身近な化学エネルギー

の変換である。発火や爆発を含め、熱化

9 19 燃　　　　　　焼 学方程式、反応熱等による化学的解釈を 同　上

平易に述べる。

反応速度、活性化エネルギー、反応座

10 26
化学変化とエネル

Mー

標と自由エネルギーの関係、遷移状態、

ｽ応中間体、触媒や酵素の働きは、物質 同　上

，の化学変化を理解するうえで基本になる。

物質の酸化還元の応用として、標準電

11 11／2
電気化学的エネル

Mー

極電位、電池の原理、起電力、実用電池

ﾉついて電気化学の基本を理解する。電 同　上

気分解についても言及したい。

原子核分裂と核融合反応は多量のエネ

12 9
原子核エネルギー
ﾆ太陽

ルギ｝を放出し、また太陽エネルギーの

ｹ泉になっている。超高温プラズマ状態 同　上

では「質量とエネルギーは転化しうる」

という∠E＝」mc2の考えが重要になる。

生体物質、生物の利用するエネルギー、

生体におけるエネルギー変換の基本的な

13 16 生体とエネルギー 部分を、呼吸、解糖を例により、高エネ 同　上

ルギーリン酸化合物ATPの構造と機能
を含めて解説する。

生物におけるエネルギー転換の代表的

なものに光合成がある。緑色植物による

14 23 光　　　合　　　成 光合成のしくみ、葉緑体の役割、光りン 同　上

酸化、光合成に澄けるエネルギーの収支

について述べる。

自然界に：おける物質の循環と手ネルギ

15 30
物質とエネルギー
ﾌ循環

一の循環をその相互関係を含めて概説す

驕Bそして化学エネルギーとしての物質

ﾉついて言及したい。

同　上
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一生　物　と　人　間一
　　　（→人間の生物学）

回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
53／12

@4
人　間　　と　は

　このシリーズの導入として、生物界に

ｨける人間の位置や生物としての人間の

ﾁ徴などを紹介する。
太　田　次，郎

i澄茶の水女子
蜉w教授）

2 11 三三の誕生と進化

　化石人類から現代人に至る進化の道筋

�A近年の成果を交えてたどり、人間の

ｶ化の発達についてもふれる。 同　上

3 18 人体の成り立ち

　人間を含めてすべての生物体の基本単

ﾊとなっている細胞の溝造を中心にして、

ﾗ胞から3個体への成り立ちを述べる。 同　上嘱

4
54／1

@8
人体　の働　き

人体で行われている働きを血液の循環

�?Sにしてとりあげ、消化・呼吸・排

o・循環などの系のまとまりを解説する。 同　上

5 15 脳　　と　神　経

　神経系の構造と機能を概説し、脳と神

oに：よる調節作用を述べる。また他の動

ｨと比較して、人間の脳の特徴を説明す
驕B

同　上

6 22 ホ　　ル　　　モ　　　ン

　人間のおもな内分泌器管及びそこから

ｪ泌されるホルモンについて述べ、ホル

c唐ﾉよる調節作用を説明する。 同・上

7 29 学　習　と　知能

　生物学的にみた学習や知能の意味を説

ｾしく人間を中心に動物の行動が学習や

m能とどう関連するかを説明する。 同　上
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回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

動物の行動が、体内時計に支配されて、

一定のリズムをとる例を紹介し、人間の

8 2／5 バイ　オ　リ　ズム バイオリズムに：ついても説明する。 太　田　次　郎

動物の生殖と発生の経過を説明し、人

間の生殖や発生の特徴を述べ、受精卵か

9 12 生　殖　と　発生 ら個体が形成されていく道筋を解説する。 同　上

生物の遺伝を支配する法則性、遺伝の

本質などを説明し、そのような法則が人

10 19 遺　　伝　　（1） 間に適用できる例を紹介する。 同　上

人間の遺伝を調べる方法とその成果を

述べ、入間がどの程度遺伝に支配されて

11 26 遺　　伝　　⑪ いるかを説明する。 同　上

集団を支配する法則性をもとにして、

生物の個と集団の関係をとりあげ、』その

12 3／5 個　　と　集　　団 ような観点から人間を見る。 同　上

自然環境が人間に澄よぼす影響、澄よ
ノ

び人間の生活が自然環境に与える影響に

13 12 自　然　と　人間 ついて述べ、今後の人間生活のあり方を 同　上

考える。

生物学的にみて、健康とは何か、病気

とは、などについて述べ、免疫・感染な

14 19 健康　と　病気 どの問題をとりあげる。 同　上

今までに学んだことをもとにして、今

後の人間の生活に関係する問題を広い角

15 26 人　間　の未来 度からとりあげる。 同　上
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＝・矧wと人間生活一

全体のねらい

　数学は、日常生活、科学、技術等々と密接に関連し、互いに強い影響をあたえあって来た。この様

相を概観し、数学が人間にとって何であるのかを考える資料とするのが目標である。

回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
57／12

@7
記　　　数　　　法

　十進位取り記数法を他の種々の記数法

ﾆ比較し、前者の特徴について考える。

M算との関連にとくに注目するQ
赤　　　摂也
i立教大学教授）

2 14 代　　　数　　　学

　四則応用問題の算術的解法と代数的解

@とを比較し、代数的解法が強力である・

活ﾈを考える。また、記号化の他の意義

ﾉついても考察する。

同　上

3 21 ユークリッド幾何学

　ユークリッドの「原論」の成立の過程、

氓謔ﾑその構成の概要を紹介する。

同‘上

4 28 幾何学的精神

　ユークリッドの「原論」は西欧の合理

蜍`に強い影響をあたえて来た。パスカ

汲ﾌ「幾何学的精神」その他を引きなが

轣Aこのことを説明する。

同　上

5
58／1

@11
解　析　幾　何

　解析幾何は、幾何を代数的に研究しよ

､というものである。その概要を紹介し、

ｻの意義について考える。 同　上

6 18 ニュートン力学

　ニュートン力学は、のちに優勢となっ
ｽ機械論的自然観の基盤であるとともに、

｢わゆる解析学の発展を強力に促した要
�ﾅもある。ケプラーなどの業績からニ

?[ gン力学が生まれ出るまでのいきさ
ﾂを明らかにする。

同　上

7 25 解　　　析　　　学

　ニュートン力学が解析学の発展をどの

謔､に促したか、他方、解析学がいかに

ｵてその独自の課題をもつに至ったかを

l察する。

同　上
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回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

数学では、例外をなくし、理論を単純

化するために、「理想的要素」を導入す

8 2／1 射影幾何学 ることが多い。その典型的な例として射 赤　　　摂　也

影幾何学を紹介する。

ユークリッド幾何学の平行線公準は、

19世紀に至って非ユークリッド幾何学を

9 8
非ユークリ　ッ　ド幾

ｽ学
生んだ。さらに、後者は、数学思想を公
搦蜍`へと根本的に変革する原因と：なつ 同上
た。これらのいきさっと意義どについて
考察する。

パスカルとフエルマによりはじめられ、

ラプラスによって大幅に発展させられた

10 15 確　　　率　　　論 、確率論は、公理主義の誕生によってあざ 同　上

やかに衣がえをした。その概略を紹介す
る。

構造主義は公理主義を深化したもので

ある。溝造の概念は、諸科学と数学との

11 22 構造主義と数理科学 関係を明確に：し、多ぐの科学に数理化す 同　上

るきっかけをあたえた。これらのことを

解説する。

電子計算：機は、現今の社会を急速に変

えつつある重大な存在である。これが、

12 3／1 電子計算機 おおよそいかなる講造をもつものである 同　上

かを紹介する。

「

確率論の応用としての数理統計学は、

電子計算機の登場によって、その適用範

13 8 数　理　統　　計 囲を一躍ひろげた。その数理統計学とは 同　上

どのような原理にもとつくものであるか

を解説する。

社会に大きな影響をあたえはじめた、
隻脚

mew　Math’セ）一つに計画数学がある。

14 15 計　画　数　学 そのうちもっとも初歩的な線型計画法に： 同　上

ついて、その原理を紹介する。

電子計算機は巨大な存在ではあるが、

あきらかな限界がある。それがどのよう

15 22 帰納　的関数 なものであるか、また、それを克服する 同　上

ためにどのような努力がなされているか

を説明する。
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一哲　学　の　基　三一

〔主任講師　山本　信（東京大学教授）〕

全体のねらい

　哲学は我々の日常生活に：根ざし、人生観や世界観の問題に連なるものではあるけれども、学問とし

て理論的にやってゆくためには、どうしても抽象的な概念や問題設定を扱うことができなければなら

ない。そのための最も基礎的な道具立てを整えて診きたい。

回 テ　　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1 哲学とは何か

　「哲学」という言葉そのものの意味を考える

ｱとから始め、この学問がもっている独自の性

iと、それを学ぶときの特殊事情について述べ
驕B

山　本　　　信

i東京大学教授）

2 哲学と哲学史

　他の諸学とは事情を異にして、哲学の研究は

墲ﾉその歴史との内的な連関に窪いて行われな

ｯればならない。哲学を西洋から移入し、しか

燻ｩ国の思想的伝統をもっている日本入には、

ｱの点でも特別の問題が課されている。

同　上

3 哲学の諸部門

　普通哲学に属すると考えられている諸学問を

�唐ｵ、それぞれに：ついで多少の説明を加え、

ｻれら全体にわたって見と澄しをつける。 同　上

4 存在論の基本問題

　「ある」ということをめぐる古来の論識をふ

ﾜえ、「実体」「形相」「体質」など、歴史的

ﾉも体系的にも哲学にとっても最も基本的な諸

T念をとりあげる。

同　上

5 主　観　概　念

　「主観」あるいは「主体」と訳される概念の

`成過程をかえりみることによって、現代にい

ｽるまでの近代的な思考体制の原点を究明する。 同　上

6 近代的二元論

　近世に澄ける心と物、精神と物体の二元論は、

ｻれ自体が本質的に不安定なものであり、観念

_と唯物論という対立的立場もそのことの所産

ﾉほかならない所以を論ずる。

同　上

7 認識論の系譜

　近世以降の哲学を特徴づける認識論的問題設

閧ﾉついて、その端緒における歴史的意義を明

轤ｩにし、その後の展開を跡づける。 同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

認識し行為する主体としてのあり方をもって

原理とする立場が、近代の合理性をになう一方

8 主体性の形而上学 の柱としてどのように展開されてきたかを考察 山　本　　　信

する。

現在われわれが「科学」とよんでいる知的形

9
近代科学の歴史的

ﾓ味

態が、近代の合理性をになうもう一方の柱とし

ﾄ、思想史的に何を意味しているかを考察する。 同　上

科学的な思考法、それはまたわれわれが小学

校以来の教育で叩きこまれてきて常識になって

10 科学的思考の諸性格 いる考え方でもあるが、その特質と帰結とを、 同　上

いくつかの項目にわけて露わにする。

科学の進歩は、生命現象をも物理的化学的な

過程にひきもどし、また人間に対してはその尊

11 生命と入間性 厳を剥奪してゆくかのようにみえる。こうした 同　上

事態に関してどう考えたらよいか。

人間の自由に対立するものとして、運命、自

然因果性、社会的制約などが語られる。これら

12 自　然　と　必然 の必然的支配を説く決定論に対して、どう考え 同　上

たらよいか。

からだとの関係において心とは何なのかとい

うことは、人類にとって古くからの関心事であ

13 心　身　問　題 り、哲学の主要問題の一つでもあった。特に近 同　上

世的二元論の文脈のなかで現在どう考えたらよ

いか。

何を考え何を語るにぜよ、それは逆なのかと

いう問が最後までつきまとう。ではそもそも真

14 真　　　理　　　論 理とは何か。そして、何かが真であるというこ 同　上

とはどうやって確かめられるか。

哲学の歴史から見てわれわれがどのような状

況におかれ、いかなる問題に直面しているか、

15 現代の哲学的状況 ということを知るために、現代の諸学説に現わ 同　上

れている思想的動向を概観する。
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＝二 ?綜v想の流れ＝＝
　　　　　（→古代・中世の思想）

〔主任講師：戸川芳郎（東京大学教授）放送時間：午前7時45分～午前8時30分放送局：ラジオ短波）〕

全体のねらい
　中国古代中世に生れた思想の歴史を概観する。その源流を追って、発現のすがたと現実に果たした

役割またその後世への影響をえがきつつ、中国思想のいとなみを把握したい。

回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
57／12

@6
気叱

m”　と　孔　子

　東洋思想は、中国文明のはじまりとと

烽ﾉある。古代宗法制の世界再編にさし

ｩかった春秋期の、時代様相とそこに：出

ｻした孔子一儒家の開祖の思想を説きあ
ｩす。

戸　川　芳　郎

i東京大学教授）

2 13 墨家集団の思想

　儒家の思想的基盤を澄びやかした墨家

ﾌ更謙愛交利”の考えと宗教結社の性格を
ｨびるその行動集団の軌跡をたどるb史一志”眠尚同”の政体論や賦薄葬可逆攻”の

ﾐ会批判にも言及する。

同・上

3 20
孟子の王道論　、

　社会体制の変動するただなかで論人”

ﾌ徳治を遊説する孟子の“王道”国家論を、

l間q性善”説とともに紹介する。楊朱・

n子や嫡子らその論争の対象となった諸
v考をも考える。

同　上

4 27 荘　子　と　老子

　入為を排した全性保身の奴養生”論と相

ﾎ世界を脱しで済同”の真実在をもとめ

ｽ荘周の夢は古代観念論の極致である。

繿ｱの「老子」の史泊然無為”を標傍した

ｩ老思想をあわせ論ずる。

同　上

5
58／1

@10
“礼”　と　筍　子

　古代中国は筍子の指さす方向にすすん

ｾ。天人の分離、山王思想、性悪説によ
ﾁて“礼法”秩序を支える根源を現実の実

ﾍ者塾王”の権威に帰した。この法家思

zを導いた内容を考える。

同　上

6 17 諸　子　　百　　家

　宋鉦・サ文の精気論や恵施・公孫龍の
_理学、「結婚」や筍子の正名思想、ま

ｽ申不害・商軟・慎到の法術思想を、郵

ﾍから韓非までを紹介しながら概論する。

同　上

7 24 「三三」と陰陽思想

　中国の生んだグローバルな思想とは、

ｯだし陰陽二元と五行終始の説であって、

ｻれを採用しで隻変易”の原則を立てた

u易伝」であろう。多岐にわたる変遷・

ﾏ化の概念を整理してみよう。

同　上

一一 Q8一一



回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「史記」にみえる司馬遷の考え方をそ

の列伝と書を中心にうかがう。また董仲

8 31 司馬遷と董仲劔 野の国家思想一天人相関”の災異説がも 戸　川　芳　郎

つ意味を述べる。両者の後代に及ぼした

影響力をも考える。

統一帝国の宇宙観を「緯書」や三三・

張衡をつうじて見るとともに、王充を代

9 2／7 生成論と運命論 表とする徹底した命定論を紹介する。で 同　上

きれば後漢の政論をもふくめたい。

学官や学校制度の整備にともなう学術

の分化と論争、また統一解釈への動き。

10 14 経学　の展開
後漢の許慎・鄭玄、領導の王粛・何曼の

w術について、またかれらの経書解釈を
同　上

再解釈する。《駿疏”一訓　・音義の学に

言及する。

六調思想を特徴づける「易」と老荘の

三富の学について、その義理の易学と

11 21 旧記　の成立 鷲無”の存在論、斐籟の崇有職、郭象の名 同　上

教自然の主張などを追ってゆく。稽康・

高高や晶晶・鞄二言にも及ぼう。

中国仏教の受容と定着について概述す

る。気絡義”による伝統思想との習合また

12
28　　、 仏教　の受容 それへの批判が展開されるなかで、仏教 同　上

理解が深まってゆく、そのありさまを説

明する。

道教前史の神仙思想、後漢期の五斗米

道などをつうじて老子の神格化・宗教的

13 3／7 道教　の形成 性格がすすむ。葛洪の理論と冠謙之・陶 同　上

弘景の教義を見てゆく。

人間を人間をとりまく社会や自然を成

りたたせ運動させている生命体や万物の

14 14 気　　の　思　想
エネルギーとしての娘気”は、ひろく伝統 同　上

医学（方枝）の診断や文芸思想の評価に

も用いられた。いまその一二を例示する。

以上の中国思想の流れを概括するとと

もに、わが国の古代社会に中国文明を支

15 21 近代日本と中国思想 えた世界観がどのように受け入れられた
同　上

か、そのあらましを述べる。
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一近代の思想＝
〔主任講師　中埜　肇（筑波大学教授）〕

全体のねらい

　西欧近代の思想的特質を、その主題（神・人間・自然）と時期（ルネサンス期、知性の時代、啓蒙

の時代、ロマン主義の時代）との関連に於いて、明らかにしながら、ひろく近代的なものの本質を考

える。講義では、時間的な順序よりも主題の展開に重点を置く。

回

1

2

3

4

5

6

7

テ 「マ

「近代」の概念

中　世　と　四

神について（1）

神につしバて（2）

神について（3）

神について（4）

人間について（1）

P 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

「近代」という概念の内容、その由来および

1念
思想のレベルに論ける近代の開始と終末につい

ﾄ述べる。
中　埜　　　肇

i筑波大学教授）

近代思想の特徴をそれに先行する中世との関

係に旧いて考える。

代 同　上

近代初期の神学と哲学および科学との関係に

ついて述べる。
（1）

同　上

宗教改革、神秘思想、ピエティズム：などの思

想的意義について考える。
（2）

同　上

理神論や無神論について考える。

（3）

同　上

汎神論と理性宗教について述べる。・

（4）

同　上

新しい人間像をヒューマニズムやフランス・

モラリストの仕事を通して考える。（
1
） 同　上
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回 テ　　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

自然と精神が近代思想の核心であるゆえんに

ついて考える。

8 人間について（2） 中　埜　　　肇

自然法思想と市民社会の近代性について述べ
る。

9 人間について（3） 同　上

近代国家と歴史哲学の思想的意義を考察する。

10 人間について（4） 同　上

新しい自然像としての「開かれた宇宙」が世

界観に与えた影響に：ついて考察する。

11 自然について（1） 同　上

力学と唯物論が近代的自然観の結果であるこ

とについて考える。

12 自然について（2） 同　上

生命的自然と身体の問題について考える。

13 自然について（3） 同　上

美的自然という考え方の意味について述べる。

14 自然について（4） 同　上

近代と現代とが思想的にどうちがうかという

点を考察する。

15 近代　と　現代 同　上
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＝現代の思想＝
〔主任講師　今道友信（放送大学教授）〕

全体のねらい

　現代を20世紀後半と規定し、1983年現在の思想状況を哲学的に明らかにし、21世紀への展望を試み

ることにする。テーマには、常に問われている永遠の課題と特に現代で問われ始めたものとがあるが、

前者では方法の新しさに、後者では問題内容に重点を置く。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1 近代から現代へ

　時代区分として現代をいかなる理由で1950

N前後とするかを明らかにするとともに、19世

I末から20世紀前半にかけての思想を現代思想

ﾖの助走として論理的に反省する◎

今道　友　信
i放送大学教授）

2 過渡期の苦脳

　実存主義、・ゼルクシズム、プラグマティズム1930

N代からしばらく、世界的な危機が全体主義の高揚と

ﾈって具体化して来た瓜この時期の思想的な運動と
ｵて現象学の深化としての実存主義と社会思想の実践

ｴ理としてのマルクシズム、道具連関に澄ける認識方

@としてのプラグマティズムをあげる。

同　上

3
科学哲学と論理学

ﾌ変貌

　新カント派の科学批判とは異なった別種の科

w哲学と数学に接近した論理学の再編が大戦前

繧ﾌ世界に流行したが、その思想的背景と哲学

I特色をのべる。

同　上

4
歴史の再考と比較

､究

　人間への反省が、神話や歴史への注目を呼ぶ。

ｱこでは、考察の次元の拡大とともに成立しか

ｯた本格的な比較研究への手がかりを探索する。 同　上

5 言　語　哲　　学

　相互伝達の可能性の根本に言語性があるから

ｱそ、人聞同士の理解が期待されるのである。

ｻれゆえ、言語の構造的省察を事とする言語哲

wが成立する。

同　上

6 分析哲学の展開

　分析哲学の自律的展開の過程の中で、初期に

ﾍ問われなかった諸問題が新たに探究されるよ

､になって来た。そういう問題として、芸術や

ﾏ理に対する態度決定と方法上の試みを考える。

同　上

7 構　造　主　義

　言語による意味指示の構造は一般化すれば文

ｻ全体をテキストとして構造的にとらえる考え

福ﾉつらなる。歴史主義の相対性に対立する非

條ﾔ的な考察方法として溝造主義が拾頭した。

同　上
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回 テ　　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

立場や見解の差異に対する寛容が、共存（co一

existence）の条件として新たに要求されると

8 修　　　辞　　　学 き、説得の論理としての修辞学が見直されて来る。 今　道　友　信

新たな再興を示した修辞学が見直されて来る。新

たな再興を示した修辞学の哲学的検討を試みる。

1940年頃からの神学の動向は注目に値いする

ものがあり、これが哲学に及ぼした影響も見逃

9 宗　教’哲　　学 しえない。また、禅に集結する仏教哲学への西 同　上

欧からの近接も見逃してはならない。イスラー

ム神秘思想も注目されている。

芸術が、その：豊かな表現可能性を以て、思想

界を先駈けることは過去にもあったが、現代に

10 芸　術　思　　想 澄いてはどうであるかを、芸術の各ジャンルに 同　上

わたる作品を基にして芸術家や作曲家、詩人た

ちの証言を参考にしつつ考えてみる。

日本の思想界は特に現代世界の中でどのよう

11
日本の現代の思想

ﾆについて

に位置づけられるのか、広い視野から公正に考

ｦてみる必要がある。 同　上

自然だけが環境であった時代とは異って、技

12
metatechnica

術が環境となった現代、人間は環境との対応の

d方としては、古代に回帰したも同然で、新し 同　上
一技術の哲学一 い哲学が要求される。それがmetatechnica

である。

都市が、巨大都市化するにつれて、国家の編

ur’b≠獅堰@ca
限形態としてのcivitasとは違った新しい

13
一都市の哲学一

（urbs）についての学urbanicaが要求される。

Vしい都市哲学は国家哲学や法哲学とも違って、

同　上

独特の社会哲学となる。

人間の生態の変化とともに、新しい倫論説が

14
eco－ethica

齔ｶ圏道徳学一

要求されて来る。その必然性と新しい徳目や新

ｵい人間関係、物質観や生命観について考えて

ﾝたい。

同　上

二十一世紀に向けて、どのように旧くべきか、

また思うべきか、を具体的に考えてゆく。

15 将来への展望 同　上
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一世界史　と　時代意識一
〔主任講師　和田久徳（放送大学教授）〕

全体のねらい

　本講では、歴史を理解しやすくするため、その基礎となる紀年法と歴史書編纂の大要を説明する。

さらに、この理解を通じて、歴史的な物の見方、歴史的センスを会得できるようにしたい。

回 テ　　一　　マ

1 序

2
東アジアの時代

ｯ　（中国，1

3 同　（中国，2

4

東アジアの時代

ｯ（朝鮮，ヴエ

@　　　　ナム

5 同　　（日本

6 中国の歴史記述

7 同

説

1）

2）

ト

（2）

内 容

　世界諸民族の時代意識、とくに紀年法などの

展開を概観する。

中国に澄ける紀年法など、とくに元号の発達。

元号の展開と近接諸民族に対する影響。

　東アジア文化圏内の有力な民族として、朝鮮

診よびヴェトナムにおける紀年法、とくに元号

の受容と展開。

わが国に澄ける紀年法、とくに元号の発達。

　中国に冷ける歴史書の編修の中で、紀伝体の

成立と展開、とくに「史記」著作の意義など。

　中国における編年体史書の発達、とくに「資

治通鑑」とその影響。実録などについても解説。

担当講師（所属・氏名）

和　田　久　徳

（放送大学教授）

和　田　久　灘

浜　口　允　子

同　上

和　田　久　徳

：和・田　久　徳

笠　原　一　男
　　　　（予定）

和　田　久　徳

浜　口　允　子

同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

中国に澄ける紀事本末体史書、その他の歴史

的文献の発達。以上3回のまとめ。 和　田　久げ徳

8 中国の歴史記述（3）
浜　口　允　子

朝鮮澄よびヴェトナムに診ける史書編修、と

朝鮮，ヴェトナム
くに中国的歴史記述の受容の意味

9
の歴史記述

和　田　久徳

わが国に澄ける史書編修、とくに大国史など

成立の意味。 和　田　久　徳
10 日本の歴史記述（1）

笠　原　一　男
（予定）

いわゆる鏡物その他の成立とわが国の歴史記

述の特性。

11 同　　　　　　（2） 同　上

インドにおける伝統的な歴史意識のあらわれ、

南アジア（インド）
とくに：紀年法。

12
の時代意識（1）

和　田　久徳

インドにおける歴史的文献の展開。

13 同　　　　　　（2） 同　上

インド文化圏としての東南アジアの時代意識、

東南アジアの時代
とくに紀年法、歴史記述。

14
意識

同　上

日本澄よび近隣諸民族に白ける伝統的な年代

観、歴史観とその意義。近代に診ける欧米の時

15 結　　　　　　論 代意識との対比。 同　上
1

一35一・



　　　　　　　　　　　　　　＝比較文化論＝

　　　　　　　　　〔主任講師：中村　元（東京大学名誉教授）〕

全体のねらい

　もし小生が講義するのでしたら、先般藤田健治理事長が講義なさったような諸問題を、東洋思想の’

立場から論じてみたいと思います。これは、どの大学でもやっていないはずです。
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　〔参考：＝比較文化論＝〕

＝比較思想論＝
〔灘寧臨東京大学名誉剃

全体のねらい

　人間の思想の発展に関して、単に知識を伝えるというのではなく、世界が一つになり、万事がグロ
ーバルに考察されねばならぬ時代になったので、〈思想〉そのものを取り上げて、東西を通じて発展で

史的に述べて行きたい。

回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

従来思想に関する研究は、それぞれの

1
54／12

@3
比較思想論とは何か

文化圏の思想＝潮流に即して行なわれて来

ｽ。しかしグローバルな見方が出現しつ

ﾂあるので、従来の見方に代わって新し

　中　村　　　元

i東京大学名誉教授）

い視点が必要とされるに至った。

比較思想論は欧米においても長い発展

史があるが、東洋においても過去にその

2 10 比較思想論の発展 あとをたどることができる。 同　上・

どの文化圏に：澄いても最古代には民族

宗教が成立し、多くの神々を崇拝してい

3 17 古代思想の特徴 たが、やがて哲学的思惟力1出現するよう、 同　上
になった。

諸の文化圏のうちでも特にギリシア・

4
55／1

@7
自由思想家の出現

インド・中国に：澄いては伝統的な思想に

ｽ抗して、唯物論、快楽論、道徳否定論、 同　上

宿命論、懐疑論、などを唱える自由思想

家が出現した。

人間の現実のすがたをまともに直視し、

人間はいかに生きるべきかということを

5 14 入　間　の反省 考えて、真の自己を探究する動きが起つ 同　上

た。ここに人類にとっての普遍思想乃至

普遍宗教が出現する。

普遍思想乃至普遍宗教と呼ばれるもの

は、互いに伝統を異にするにもかかわら

6 21 普遍宗教の生活倫理 ず、人間の生き方については意外に共通 同　上

のことを説いている。しかし相違も存す
る。

都市国家から広域国家へ、さらに世界

国家をめざす動きによって世界共同体の

7 28 世界共同体の理想 理想がかかげられるように：なった。 同　上
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回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 2／4 普遍的国家の成立

　普遍思想乃至普遍宗教の理想を現実の

､ちに実現することを標榜して統一的国

ﾆが諸文化圏に：おいて成立した。しかし

ｻれらもやがて挫折して、中世世界へと

ﾚって行く。

中　村　　　元

9 11
中世社会の思想的

ﾁ徴

　中世には諸国の社会を通じて、身分的

K位制、武士道、宗教の現世超越的性格、

@教の権威の確立、神学的思惟の成立な

ﾇが認められる。

同　上

10 18 〈慈悲一景〉の道

　普遍宗教は人々をわけ隔て無く愛する

ｱとを説いた。ここにく慈悲一宮〉の道

ｪ成立する。 同　上

11 25
〈瞑想〉の道と哲

w的思想

　中世に澄いては、諸文化圏を通じて、

q慈悲一愛〉の道と並んでく瞑想〉の道

�ﾀ践する人々が現われ、哲学的思策も

[められるようになった。

同　上

12 3／3
自我の自覚と批判

I精神

　中世の伝統的権威を合理主義をもって

癆ｻし、自我を自覚するところに近代的

v惟が登場する。東洋の若干の思想家は

ｱの点でも徹底的であった。

同　上

13 10 人　間　の平等

　人間はすべて平等であるという主張は
ﾟ代において特に顕著になった。しかし

撃ﾆ西とではこの点で椙違も認められる。 同　上

14 17 宗教と資本主義

　近世初期の宗教が資本主義広広神を基

bづけたと言われるが、諸文化圏ごとに
活痰熨ｶずる。 同　上

15 24 未来への展望

　過去における思想の発展を回顧し検討

ｷることを通じて、未来に向ってどのよ

､なことが期待され得るか、それを検討

ｵたい。

同　上
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＝・ ｾ語とコミゴニケーシヨン＝
　　　　（→コミュニケーションと言語）

〔主任講師　沢田理想（慶応義塾大学名誉教授）〕

全体のねらい
　人間だけが生物の進化の過程で言語によるコミュニケーシ．ンという手段を獲得した。このことで

人間は何ができるようになったのか、それは人間の生活にどのような特殊性をもたらしたのか、それ’

は人間にたいしてどんな意味をもつか、などの問題を分析して言語の側面から人間への理解の途を探

るのが本講座全体のねらいである。

回 テ　　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1
「生きること」と

Rミュニケーション

　生きているということはその生物の内部やその

ﾂ境との間に何らかの形のコミュごケーションが行

墲黷ﾄいることを意味する。それは人間だけでな

ｭすべての生物にとって「コミュニケーション」がも

ﾁている意味の根源であることを明かにする。

　沢　田　允　茂

i慶応義塾大学名誉教授

2
環境世界とコミュ

jケーション

　すべての生体はそれをとり巻く自然的、社会

I環境と何らかの形のコミュニケーションを行って

｢る。そしてそれぞれの生体にとってその環境
｢界とはコミュニケーションによって構成されて始

ﾟて存在するものだ、ということができるだろう。

同　上

3
言語によらないコ

~ュニケーション

　人間以外の動物ではコミュニケーションはフェ

鴻c唐ﾆよばれる化学物質の刺激とか調味、ある

ﾁ殊な動作などの知覚を通じて澄こなわれる◎人

ﾔの生活に：おいても言語によらない、知覚による

Rミュニケーションは重要な役割を果している。

同　上

4 言語の進化について

　言語というものは霊長目の一つの種としての人

ﾔがその進化の過程で適応と自然心太を通じて
l得してきたものである。この過程を（実証的
ﾅなくとも）理論的に再構成することによって
l間の言語の本来の意味を採ることができるだ
?､。

同　上

5 言語の環境その1

　言語は人間の存在をあまねく包み、物理的に

^えられた環境世界と人間との間にあって、一
墲ﾌ中間世間を講成している。だが強いて言え
ﾎ、与えられた環境に比較的よく対応する部分
ﾆ、それを余り反映しない部分に分けることが
o来る。

　鈴木孝夫
i慶応義塾大学教授）　　　　　　　　〆

6 言語の環境その2

　牧畜を主とする人々の言語に、家畜を細かく

ｪける表現が多いといったことは、外的対応の
D例であるが、反面、生物としての人間が共通
ﾉ持つ新講関係が、民族により甚レく違って把
ｬされるなどは極めて人間的な言語のしくみと
ｾえる。

同　上

7 言語の構造その1

　人間がことばを聞いて意味が理解できるのも
ｨ理的な音の流れの中には現れない不連続な単
ﾊや区切りなど抽象的な構造を知っているから
ﾉほかならない。文の要素間の統語構造に焦点
�№墲ｹてそのような構造や規則について明ら’
ｩにする。

　西　山　佑　司

i慶応義塾大学助教授
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

文の意味は、その文を構成している語の意味
“や、文の統語構造と密接な関連をもつ。文の意

8 言語の構造その2
味講造や規則を明らかに：したあとで、意味の曖

?ｫとは何か、それは意味解釈にまつわる不明
西　山　佑　司

瞭性と同一視してよいかといった問題について
考える。

自然言語に内在するそれ固有の論理的推論に
は形式論理だけでなく、文の意味構造が重要な

9 言語　と　論理
役割を果たす、，「意味論的含意」や「前提」と

｢う概念を明らかにすることを通じて、論理的
同　上

思考と言語構造との間の密接な関連について述
べる。

話し手が文を用いて聞き手に伝えようとして
いる内容は文の言語的意味と必ずしも一致しな

10 発話の解釈と推論
い。そこには話し手・聞き手の背景的知識や文

ｬ的要因が介入してくるからである。言語を用
同　上

いて現実に行っている推論を発語状況との関連
で考える。

言語は入間の環境に適応するように作られて
いるが同時に言語の構造に合わせて世界を見、

11
言語による世界の

`成
そのような世界を自から作りあげるという側面
�烽ﾁている。この章では思想とか世界観とい

沢　田　允　茂

うものがいかに言語に関係しているかを明かに
する。

人間が言語を通じて作りあげた世界は不変の

ものではなくて自然環境や社会環境の変化に応

12 言語的世界の進化 じて進化する。原始宗教の世界から今日の科学 同　上

的に見られた世界への進化はどのような環境の

変化との関連の下で生じたのかを探求してみる。

私たちが日常生活で遭遇する考え方や思想の

色々な問題とその混乱が（無意識にではあるが）

13 思想の三三と言語 いかにして言語のからくりの中で生じてくるか 同　上

を明かにすることを通じてそのような混頓をさ

けるためにはどうすべきかを考えてみる。

言語とは単にある情報を受取るだけでなくて、

それにもとづいて行動するときの仕方をも決定

14 言語　と　行為
する。しかし我々の行動のすべてが言語的思考
ﾉよって決定されているものでもない。私たち

同　上

の行動の中で果す言語の役割と意義について考
える。

言語は理解されねばならない。しかし異なつ

た国語で語られたことを完全に理解することが

15 言語　と　理解
できるか。また言語の理解は言語で云われたこ
ﾆの真偽判定の問題にもつながっていく（認識

同　上

論の問題）。これらの問題について要点をのべ
る。
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　　　　　　　　　　　　　　＝思考と論理＝

　　　　　　　　　　〔主任講師：大森荘：蔵（放送大学副学長）〕

全体のねらい

　「思考」と「論理」の意味分析。

主な項目

（1）「思考」とは？

　　広義には「何かを心に浮べること」、従って、想起、想像、予期etcもすべて含む。

（2）だ弓田は、何かを唾合的に（首尾慣）偲畔べること．四四計臥病気診断、理

論鰍犯罪臨ζの「整合性」が崧I整合断して三田ぱ織
（3）論理学の性格

　α）記号論理学（命題論理）の概説的説明（アリストテ∫レス三段論法を含む）

　←）心理法則、存在法則ではない。

の諦鯛規則である・そのことを・現代諦羅学の髄躾際三三することによって四三

　　する。

（4）複数の論理学

　α）弁証法と形成論理

　←）多値論理、量子論理、等非標準論理学の提示

　←う論理機械（Turing　Machine）とコンピュータ

　←）帰納法の問題

（5）まとめ

　　「論理的」とは？繰り言に他ならず、etc．
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＝： l　文　地　理　学一
〔讃翻ビ覇1東京大学鋼

全体のねらい

　人文地理学は、人間が風土に適応して生活環境を組織し、自然生態系を人間生態系へと改変し、自

・然地域の上に人文地域を展開していく過程として人間の営みを把え、その地域的差異の要因を究明す

る学問である。ここでは主に日本の風土、村落の都市、経済活動の地域システムを考察し、人文地理

学の方法的特徴について説明する。

回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1’
57／8

@24
日本の風土と国民性

　人文地理学的思考法の導入部として、

欄y論を取上げる。日本列島の多彩で精
Iな地生態構造と生活様式、とくに社会、
o済、文化の発達に基本的な役割を果し
ﾄきた水田稲作に視点を定め、歴史的風
yと日本人の思考の特徴を論じる。

西　川　　　治
i東京大学教授）

驕@木秀　夫
i東京大学助教授）

2 31 日本国論の変遷（1）

　わが国では古来、小国論と大国論とが
J返し現われてきた。それぞれの論旨を
梠纉I背景、地理思想、外国人の日本論
坙{地図・世界地図の発達などとの関連
ﾉ輸いて考察する。

西　川　　　治

3 9／7 日本国論の変遷（2）

　明治以降、ナショナリズムの昂揚を警

冾ｷる小国論も現れたが、大国意識が強
ﾜる。戦後は資源小国論が流行したが、
ﾅ近では経済大国論が復活する。これら
ﾌ論拠を検討し、高度経済成長が残した
竭闢_を指摘し、以下の導入部とする。

西　川　　　治

a@崎　正義
i日本地図センター）

4 14
日本の国土開発と

i観変化

　わが国の大部分の文化景観は、農地開
ｭとくに開田と土地改良に：よって形成さ

黷ﾄきた。国土の開発史を社会環境、地
`配列、水利技術、村落立地などとの関
Wにおいて歴史地理的に考察する。

一点　川　　　治

R　田　安彦
i千葉大学教授）

5 21 日本の農業地域

　世界における日本農業の特色、高度成
ｷ期に生じた農業地域の変化とその要因
ｪ析、とくに都市化、脱農化、兼業化、
@械化、農業政策、農産物市場の自由化
ﾈどとの関係について考察し、農業立地
_の適用範囲に：ついても論じる。

西　川　　　四

|　内　啓　一一

i一橋大学教授）

6 28
村落と土地制度の

芒r研究

　村落地理学は、社会地域を構成する一
ﾂの基礎単位である村域を対象とする。
ｺ域は、村民が土地制度を運用し、社会
ｶ態系として組織している土地空間であ
驕B日本とアジアの農村の事例を示し、
芒r研究の意義について述べる。

西　川　　　三

H口善美i駒沢大学教授）

7 1q／5
近代化による村落

ﾌ変貌

　ヨーロッパに：澄ける村落の諸形態とそ

ﾌ分布を概観し、村落共同体の解体に伴
､農村の激変（エンクロージャー、二次
I散居化）、第二次大戦後の農村構造改
P事業について紹介し、日本農村の変貌
ﾆの差異についても言及する。

西　川　　　治

|　内　啓一
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回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 12
人口移動の趨勢と
n域人口問題

　日本の人口史、明治中期紅白の人口移
ｮ、大都市集中傾向を、都道府県別の転
?A転出収支と人口密度順位モデルによ
ﾁて考察し、・とくに1970年代の転換期の

ﾓ義を指摘し、人口構造の地域的差違と
竭闢_について論じる。

西　川　　　治

l　　　英　彦
i成城大学教授）

9 19
日本の工業構造と

n域的展開

　わが国に：澄ける工業の発達過程を地域

Iに考察し、とくに高度成長期に澄ける
H業立地の動向、基幹工業の立地による
n域の変貌、企業：城下町の特色を扱い、

H業立地が地域経済と生活環境に及ぼす
e響についても論及する。

西　川　　　治

ｺ　野　寿　彦
i中央大学教授）

10 26 日本の地場産業

　わが国には地域的特色を示す地場産業
ｪ多く、地理学者による研究成果が豊富
ﾉある。その中から類型別の研究事例を
ﾐ介し、国際化時代に：おける零細工業の

竭閨A中小企業団地の意義等についても
l察する。

西　川　　　千

｢　内淳’彦・
i日本工業大学教授）

11 11／2
都市の類型と都市

Vステム

　都市の：機能と形態に＝基づく類型、ヨー

鴻bパと日本の歴史的都市の差違、近代
ﾈ降に澄ける都市機能と階層分化、澄よ
ﾑ都市システムに関するW・クリスタル
堰[理論について説明し、それに関する
坙{の事例研究を紹介する。

’西　川　　　治

R　口　岳志
i東京大学助教授

12 9 大都市地域の構造

　大都市の成長は、都市化地域の拡大と
n区別の住み分け、澄よび機能分化を伴
｢、中央業務街（CBD）を中心とする同
S円的ならびに扇形的地域分化が現われ
驕Bその事例と古典的理論モデル、およ
ﾑ最近の研究法に：ついても紹介する。

西川　　治

R　口　岳志

13 16
日本の地域構造と

＜Kロポリス論

　人ロボテンシャル分布の変化、大都市

x外の発展とニュータウン、コナーベー
Vョンの進展と地方行政問題、地方都市
ﾌ盛衰、高速輸送サービスの発達、観光・レクリエーション地域の発展などとの

ﾖ連に憎いてメガロポリス論を考察する。

西　川　　　治

l　　　英　彦

艨@内　　　昇
iお勲ホ欧子大学彰綬）

14 23 都市化と自然災害

　高度成長期には各地で工場団地、宅地、

�､用地建の造成のために大規模な地形
ﾌ改変が行われた。これに：大都市の過密

ｻや地盤沈下等、洪水、高潮、地震によ
骰ﾐ害を助長する要因がふえている。災
Q対策における地理学の役割を説明する。

西　川　　　治

蛛@矢　雅彦
ｼ　田　盤　余
暑椏s立大学助教授）

15 30
国際化時代における

l文地理学の役割

　人文地理学的考察をふまえて、日本列
№ﾍそれぞれ個性を有する諸地域の機能
I統一体．動的地域システムとして理解
ｵ、地球社会における日本の地位を見定
ﾟ、その発展に対する日本の貢献の仕方
ﾉついて考える。

西　川　　　治

|　内　啓　一

蛛@矢　雅彦
驕@木　秀夫
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　　　　　　　　　　　　　・＝　行　　動　　科　　学　一

　　　　　　　　　〔主任講師：小川　隆＝（明星大学人文学部教授）〕

全体のねらい

　行動科学はこのカリキュラムでは心理学概論と並んで基礎科目として置かれているので心理学概論の

の内宕を充分・調整して計画する・

　行動科学を行動の科学として広い意味で扱うので、その特徴である学際研究との関連を扱わねぼな

らない。それぞれの斯方面の担当者の参加が必要で、それがどの程度可能かを充分、検討して計画す

る。

、主な項目

亀（1）行動の系統発生・個体発生

（2）生得的・習得的行動の機制

（3）社会環境と行動

（4）対人行動

⑤　集団・集合行動
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　　＝心理学概論＝・

全体のねらい

　人の心と行動のはたらきを理解するために、まず、人が環境の状態を感覚を通して知り、それによ

って得た情報を処理して、自分の要求の実現に役立てていく過程を考えてみる。

回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

心理学とは何かについて、2回以降の 大　山　　　正

1
54／12
心　理学　と　は

内容を説明しながら具体的に述べ、つぎ

ﾉ、心理学の課題、対象、方法などをめ
（千葉大学教授）

4 ぐって、歴史的発展の過程と現況を述べ 詫　摩　武　俊

る。 （東京都立大学教授）

人間が環境の中で生活し行動し、環境

2 11
環　境　の　認知
@1　感　　覚

に適応していくためには、まず環境の状

ｵを把握する必要がある。その手段とし
ﾄの感覚の特性について考える。

大　山　　　正

i千葉大学教授）

われわれが環境の状況を見、聞き、感

3 18
環　境　の　認知
@H　知　　覚

じる場合、それは単なる感覚のよせあつ

ﾟでも外界の忠実な反映でもない。こ。

ﾏ点から、知覚の法則、錯覚、空間と運

同　上

動の知覚について述べる。

われわれが日々接している情報の量は 大　山　　　正

4・
55／1

@8
情報　の処理
@1　注意と探索

きわめて膨大であるが、その一部しか利

pしていない。この観点から、注意と知

o的探索について述べる。

（千葉大学教授）

A御領　　　謙
（千葉大学助教授）

人間が利用している情報のかなりの部 大　山　　　正

5 15 情報　の処理
@H　記　　憶

分は記憶として保存されている過去の情

�ﾅある。この記憶の成立、保持の検索、

ﾏ容などについて述べる。

（千葉大学教授）

ｬ谷津　孝　明
（慶応義塾大学助教授）

選択され、検索された情報を用いて、
?髢ﾚ的のために：、人が問題を解決して 大　山　　　正

6 22 情報　の処理@皿　思考と言語
いく過程が、思考である。その際には、

l々が長年にわたり作り上げ、個人が幼
桙謔闖K得してきた言語の体系が大きな
�墲閧�奄ｸる。

（千葉大学教授）

戟@　　　　洋
i東京大学教授）

多くの生物とともに人間は、過去の多

7 29 経験　の効果@学　　　　習

くの経験によって、行動の習慣を獲得し、

ﾏ容している。この学習の過程を、条件

ﾃけの原理に基づいて考えてみる。

大　山　　　正

i東京大学教授）
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回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 2／5 要求　と　感情

　人が行動を起こすのは何らかの要求に
烽ﾆづいている。要求には、多くの動物
ﾆ共通している生物的要求と、人間の社
?ｶ活にもとつく社会的要求がある。ま
ｽこれらの要求が実現される過程にさま
ｴまの感情と情動が生じる。

大　山　　　正

i千葉大学教授）

l　摩武　俊
i東京都立大学教授）

9 12
心　　の　発　達
@1　乳児期
@　　幼児期

　他の動物に比べて、人には本能的行動

ｪ少なく豊：かな可塑性をもって生れてく

驕B赤ちゃんがまわりとのかかわり合い

ﾌ中でどのように成長していくかを述べ
驕B

詫　摩武俊
i東京都立大学教授）

10 ユ9
心　　の　発　達
@H　青年期から
@　　老人期・

　青年期から老人期にかけての心の変化、

ｷなわち他人との関係、自分自身につい

ﾄの考え方や感じ方の変化の過程を述べ
驕B

詫摩武　俊
i東京都立大学教授）

ユ1 26
個　　　人　　　差

@1　知　　能

　知能とは何か、どんな働きの知能があ

驍ﾌか、それの測定は可能か、天才とは

ｽかなどについて述べる。

詫　摩武　俊
i東京都立大学教授）

ﾉ　藤　隆　二
i神戸大学教授）

．12 3／4
個　　　人　　　差

@H　性　　格

　性格の個人差の形成過程、性格の類型、

ｫ格の測定法、性格の好き嫌いなどに：つ

｢て述べる。
詫　摩武●俊
i東京都立大学教授）

13 11 社会　的行動

　人はつねに他人とかかわりをもって生

ｫている、個人と集団との関係、人と人

ﾆの距離感、入間関係にみられる日本人

ﾌ特徴などについて述べる。

　詫　摩　武　俊
i東京都立大学教授）

@加　藤　義　明
i東京都立大学助教授

14 18 心　の　異　常

　情心病、神経症、性的倒錯、非行、自

Eなどの実態、原因、対策などを取り上
ｰる。

詫　摩　武　俊
i東京都立大学教授）

氈@島　　　章
i上智大学教授）

15 25 心理学の応用

　現在の心理学は個人の生活とも社会の

博柾ﾛとも密接に：関係している、心理学

ﾌ研究法が実際にどのように：応用されて

｢るかを実例をあげながら述べる。

大　山　　　正

i千葉大学教授）

l　摩　武俊
i東京都立大学教授）
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教　育　学　概　論

〔主任講師　田浦武雄（名古屋大学教育学部教授）〕

全体のねらい’

　教育学は、教育現象を学問的に研究し理論体系化したものである。教育は、文化・社会の動態と、

人間の成長・発達の接する面で、文化と人間との現実構造を探究し、よりよい未来を創出するのを助

ける営みである。低年齢化しつつある自殺や非行等を含め、多くの問題に対処して、教育はどのよう

にあるべきかを検討し、どうしたら改善し解決することができるかを究明したい。

主な項目

（1）教育の意：義

②　教育の歴史・動向

（3）教育学の動向

μ）現代教育学の類型

⑤　生涯教育と学校の機能

⑥　現代社会と教育

・（7）学校教育の現実と課題一発達と教育、教育目的、教育課程・方法、生徒指導・道徳教育、教育

　評価、教育経営

（8）教育制度と学校一教育制度、教育行政、教師三
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　＝日本語の基礎＝
〔灘騰綴都大学…授）〕

全体のねらい
　母国語である日本語は、われわれが・・言語・・というものについて考えるための、最適の材料である。

ここでは、特に日本語に澄ける特徴的な事実を取上げて、その意味を解明しつつ、実際的な問題にも

触れて、日本語の基礎的な問題について、ひとわたり述べたい。

回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講：師
i所属・氏名）

1
57／8

@26
日本語とは何か

　何を指して日本語というカも世界の諸言

黷ﾌ中で、日本語は、どういう位置をし

ﾟているか。また、それはどういう位置

�ｵめているか。また、それはどういう

n統の言語か、等の問題について述べる。

阪　倉　篤　義
i京都大学名誉教授）

2 9／2 日本語のいろいろ

　同じく日本語と言われるものの中にも

n方的な違い、位相的な違い、さらには
ﾜた歴史的な違いがあり、・・話しことば”

ﾆ・・書きことば”との違いがある。そう

｢う日本語の種々相について述べる。

同　上

3 9
日本語のコミュニ

Pーション

　一般に、ことばによるコミュニケーシ

㏍唐ﾍ、どのように：して成立するか。特

ﾉ日本語のコミュニケーションの特色は

ｽか。それが日本語の構造とどう関係す

驍ｩ、等について述べる。

同　上

4 16
敬語と娘やる・も
轤､”表現

敬語は日本語の特色の一つとして、よ

ｭ問題にされるが、その本質は何なのか。
E・ ﾇんでやる”・・見てもらう・・などの言

｢方とともに、こういう物言いの生れて
ｭる理由はどこにあるのか、について考える。

同　上

5 23

叱蔑

ﾍ”と更気がりの

gい分け

　・・は”と・・が・・との使い分けは、実践

Iには容易であるが、両者の違いを説明

ｷることは、なかなかむつかしい。これ
ﾌ解明は、日本語の構文論（シンタック

X）の基本的な課題の1つである。

同　上　　　3

6 30 語　順　の　問題

　日本語は、語煩の比較的ゆるやかな言
黷ﾅあると言われる。しかし、そこに：は

竄ﾍり一つの法則がある。それはどうい．
､ものか。また、日本文の句読点は語順
ﾆどのように関係するか、などについて
qべる。

阪　倉　篤　義

秩@島　忠　夫
i：大阪府立：た学教授）

7 ユ0／7 日本語の語彙

　語彙とは何か。語の種類には、どうい

､ものがあるか。特に使用率の大きい語

ﾆ小さい語との性格・機能はどう違うか

ﾈどの点を考え、日本語の語彙の特色を

qべる。

同　上
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回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

和語の文章の中での役割はどういうも
のか。それに：対して漢語が日本語に：澄い 阪　倉　篤　義

8 14 和語・漢語・外来語
て果す役割はどういうものか。特に造語
ﾆいう面から考えた場合の両者の特色。
ｳらに：、いわゆる外来語の役割に：ついて

樺　島　忠　夫

述べる。

語の意味は、どのように記述されるか。

また、それを集めた・・辞書”というもの

9 21 語の意味と辞書 について、その種類と、利用法について 阪　倉　篤　義

述べる。

漢字・ひらが：な・カタカナ・Rδmaziと

4種類の文字を使う日本文の表記には、 阪　倉　篤　義

10 28 日本語の文字と表記
特異な問題がある。その役割の分担、分
ｩち書きの問題、更には外来語の表記や
潤[ドプロセッサーなどとの関係から考

樺　島　忠　夫

えられる。将来の日本語表記について。

仮名遣いとは何か。特に現代仮名遺い
における、・・とお・・と・・とう・…　こうし・・

11 11／4
かなづかい・送り

ｪな
は格子か子牛かという問題などを考え、

ﾜた、送り仮名の問題点などを述べる。

同　上

日本語の音韻組織は比較的簡単で、ア
クセントも、臨め言語に比較して意義弁

12 11 日本語の発音 別の役割が軽い。その体系の概略と、方 阪　倉　篤　義

言的・歴史的な差異について述べる。

現代日本語は、過去の日本語の変遷の
結果として生れてきたものである。現代

13 18 語史『と慣用句
語の単語が、かつてはどのような形や意

｡を持っていたかを、二三の例によって
同　上

説明し、併せて慣用句の発生について説
ｭ。

日本語の歴史が始まって以来、今日ま

で理数万年の間に、内発的な原因ま、ま

14 25 日本語の過去 た外国語との接触による外野的な原因で、 同　上

日本語はどのような方向に変化してきた

か。その大要を述べる。

君 日本語は、将来、発音・語彙・文字な

ど、どのような面で変化する可能性があ 阪　倉　篤　義

15 12／2 日本語の将来 るか。それは日本人の言葉に対する態度

によるが、将来の日本語はどうあるべき 樺　島　忠　夫

かという点をも含めて語りあいたい。
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　　＝短歌と俳句＝
　　　　　　（→作詩・作歌・作句）

〔欝驚讐覇魚子大学教授）〕
、

全体のねらい

　短歌・俳句を知的に理解するだけでなく、それらを創作する試みによって、文学に対する共感と理

解を深める。

回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講＝師
i所属・氏名）

1
54／12

@5
短歌と俳句の成り

ｧち

　古典和歌・俳譜から現代短歌・現代俳

蛯ﾜでの歴史的展望を述べ、短歌と俳句

ﾌ文学的特質について論ずる。 井本農　一
i聖心汝子大学教授）

2 12 風雅への共感

　短詩形文学に澄ける作者と読者の同一一

ｫの問題を論じ、何等かの意味において

莱?ﾖの共感が必要であることを述べ、

｢わば国民詩ともいうべき短詞形文学創

?ﾖの導入を計る。

同　上

3 19 なぜ歌をつくるか

現代に生きる日本最古の詩形である短歌

ﾌ特性と、短歌をつくることの意味を述

ﾗる。

井本農　一
i聖し女子大学教受）

O　田　　　透
i高腰大学教授）

4
55／1

@9
現代短歌の傾向

　現代短歌にさまざまな傾向が見られる

ｪ、おの澄のの作歌思潮を、具体的な作
痰ﾉ：よって示す。

前　田　　　透

i成腰大学教授）

5 16 言葉と　リズム

　作歌の根本は感動であるが、感動の把

ｬは言葉によってなされ、言葉が短歌の

C律をつくる。短歌の言葉とは何か。 同　上

6 23 写　　　　　　　生

　作歌技法のおもなものが写生であるが、

ﾊ生とは生を写すことであって、たんな

髢ﾍ写ではない。写生の歌とはどのよう

ﾈものか。

同　上

7 30 比喩の　用　法

　現代短歌に澄ける比喩の技法とその重

v性とを、実作に即して述べる。

同　上
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回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

作品のよさを感じとる力を養うことが

作歌上必要であり、一歩進んだ批評の態

8 2／i6 理解と批評と推高
度を確立することがさらに重要である6

ﾖ連して推高の添削等を述べる。
同　上

芭蕉の「古池や」の句をめぐって「俳ヨ
井　三農　一

の意味を探り、俳句の特性を考えるとと （聖心汝子大学教授）

9 13 なぜ俳句を作るか もに、現代人が俳句を作ることの意義に：

ついて考える。 川　三三宏
（明治大学教授）

子規の俳句革新運動とそれによって切

10 20 近代俳句の出発

り捨てられたものの意味を、芭蕉の句を

痰ﾉして考え、句作の「場」の問題、先

sの文芸との関係などを考える。

川　崎　展宏
i明治大学教授）

明治という時代の中で子規が文学や俳

句をどう考えたかを明らかにしながら、

11 27 写　　　　　　　生 子規の写生について述べ、さらに写生の 同　上
現代俳句に診ける意義を論ずる。

虚子が俳句と俳人の在り方を規定した

「花鳥翌翌」と、その方法としての「客
！

12 3／5 花鳥三二と季語 観写生」について述べ、さらに季語につ 同　上
いて考える。

挨拶の句は、連句の第一句目としての

発句のはたらきが、近代の社交の場に生

13 12 対話　の　世界 かされているものだが、挨拶句を鑑賞し 同上
て俳句の対話性に着目する。

子規の俳句革新の試みが、その旧いか

に継承され、俳句の近代化がいかに推進

14 19 俳句の近代化の過程 されたかを具体的に：考える。 同　上

この講座の結びとして、短歌・俳句の ’井本農一

15 26
創作の根源にある
烽ﾌとその形象化

根源にあるものと、その形象化について

bし合い、短詩形文学の未来についても

W望する。

（聖昏女子大学教授）

O　田　　透
i成腰大学教授）

?@崎展宏
（．明治大学教授）
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〔参考：＝現代の経済と経営分析＝〕

＝　経　済　学　概　論　＝・

全体のねらい
　現代経済学の概要に：ついて説明し、現実の経済に関する理解を深めると共に・経済の有るべき姿に

ついて考える能力を養う。

回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
56／12

@8
経済学の諸領域

　現代の経済学が主として資本主義体制
ﾌ下での経済現象を分析の対象とするこ
ﾆを明らかにする。そしてその内容とし
ﾄは個別の経済主体の行動に関するミク
漉攪_と国民経済の実態に関するマクロ
攪_があることを説明し、経済学の全貌
�ｦす。

嘉　治　元　郎

i東京大学教授）

2 15 消費者の行動

　消費者あるいは家計の行動を、効用極

蜑ｻの原理にもとづいて説明する。
同　上

3 22 市場　の機能

　私的企業の行動を、利潤極大化の原理

ﾉもとづいて説明する。
同　上

4
57／1

@5 市場　の失敗

　競争市場の作用を説明し、価格の果し

ﾄいる役割を明らかにする。
同　上

5 12 市場　の失敗

　市場の機能の限界を論じる。具体的に

ﾍ外部効果、公共財などの問題をとりあ

ｰる。また市場の機能をさまたげる要因

ﾆ占についても触れる。

同　．一ヒ

6 19 国民経済の＝構造

　国民所得理論の基礎を明らかにし、集

vされた家計と企業の関係と雇用水準の

?閧ﾉついての考え方を示す。 同　上

7 26 消　費　関　数

　マクロ的に見た消費の決定について論

ｶる。また消費と貯蓄の関係、乗数の考

ｦ方についても述べる。 同　上
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回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

マクロ的に見た投資の決定について論

じる。粗投資と純投資、自発的投資と誘
嘉　治　元　郎

8 2／2 投　資　の決定 発投資の諸概念を明らかにする。
（東京大学教授）

一国の経済の総供給能力が、労働力、

物的資本、技術水準によって定まること

9 9 総供給能力の決定 を示し、この能力の拡大である経済成長 同　上

について論じる。

貨弊とは何かを論じ、それが経済全体

との関連で果している役割を明らかにす

10 16 貨　　　　　　弊 る。 同　上

現代の金融制度の骨組みを示し、金融

政策の目的と手段について説明する。

11 23 金　　　　　　融 同　上

政府の経済に関する役割を、その支出

と収入の両面について明らかにする。ま

12 3／2 財　　　　　　政 た所得分配の問題にも触れて経済政策の 同　上

在り方を論じる。

国際貿易と国内経済との関係を明らか

にし、自由貿易の利益と、その限界につ

13 9 国　　際　貿　易 いて論じる。
同　上

今日の世界経済の金融面について論じ
国際金融機構、外国為替制度に関して説

14 16 国　　際　金　融 明する。
同　上

総括の目的を持って、現代の先進諸国

に見られる経済上の諸問題を理論的に検

15 23 現代の資本主義経済 討する。 同上
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二　会 計 学 1　＝＝・

〔主任講師　江村　稔（東京大学経済学部教授）〕

全体のねらい

　会計学の講義は、三業会計（とくに財務会計）の「しくみ」と「はたらき」を明らかにすることを

目的として、体系的かつ構造的な説明を行うように企図されている。会計学1は、その前半部分に相

当するので、ひきつづき、会計学皿を受講する必要がある。会計学1に録（ては．企業会計に澄ける

会計処理、すなわち、複：式簿記の技法による経済活動の記録に：ついての説明に：、相当の時間があてら

れることとなる。

主な項目

（1）決：算書とその役割

（2）複式簿記と複式記帳

《3）複：式記帳の法則

（4）決算のしくみ（その1）

冗（5）決算のしくみ（その2）

（6）決算書の様式（その1）

（7）決算書の様式（その2）

（8）利益の処分と留保

（9）企業会計の法的規制

「⑩　期間損益の計算方法

αD発生主義と現金主義

⑫　商製品の売上高

⑬役務提供による営業収益

、αφ資産：の取得価額：と払出価額（その1）

⑮資産の取得価額と払出価額（その2）
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＝　会 計 学 H　＝

〔主任講師　江村　稔（前掲）〕

全体のねらい

　会計学1に引きつづく講義として行われるので、すでに、会計学1を受講して旧く必要がある。

会計学豆では、主要な財務諸表項目につき、その会計処理とくに期間損益計算に澄ける取り扱いを詳

述する。したがって、固定資産の減価償却や繰延経理と引当経理のような高度の問題につき、説明が

加えられる。そして、最後のまとめとして、財務諸表による財務状況の開示、診よび、財務諸表監査

さらには、企業会計の国際化などの諸問題を解説する。

主な項目

qe商製品の売上原価

⑰　商製品の貸借対照表価額：

⑱　製造費用と製造原価

⑲　有価証券の貸借対照表価額

⑳　固定資産の減価償却（その1）

⑳　固定資産の減価償却（その2）

⑫　繰延資産とその償却（その1）

㈱繰延資産とその償却（その2）

⑳　引当金の設定

㈱　資本金と資本項目

㈱利益配当の法的規制

⑳連結財務諸表の作成

28企業内容の開示と財務報告

¢9株式会社の監査制度

⑳制度会計の諸課題
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　　　　　　　　　　　＝・社会科学の成立と発展1＝＝

　　　　　　　　　騰騰欝騰劉

全体のねらい

　社会科学は、自然科学と比較すれば周くれて成立した新しい科学である。しかし、自立的な科学と

なる迄にも、哲学、自然科学の発展のなかに、その基本概念の基礎は与えられた。そして、社会的現

実の実態を認識し、その発展の法則性を明らかにしてきた。これに基いて未来像を、批判的科学とし

ての成立史をたどりたい。

回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担』当講師
i所属・氏名）

1
57／12

@11
社会科学について
@　　　（1）

　社会科学とは何か。社会集団は、政治
o済、文化などを結合の軸として、歴史
Iな序列に澄いて編成される。その社会
W団を正確に、科学的に把握するとと、

]って、その発展の動きの法則性を捉え
謔､とする。

松　田　智　雄
i図書館回報大学長）

2 18
社会科学について
@　　　（∬）

　社会的現実を組織的な法則体系のなか
ﾅ把握する。従って発展してきたものと
ｵて歴史的に捉える。先ず自然法則の下
ﾉあるものと仮定し、次いで固有の社会
@則の下に在るという認識論的な意味で
ﾐ会科学の方法の成立史を述べる。

同　上

3 25
社会科学について
@　　　⑪

　社会的現実の実態を認識し、さらにそ

ﾌ未来像を描くことによって現代批判が
ｶまれ、批判的科学として成立するに至
驕Bユートピアの諸説から、社会理想の
�ﾄを追い、最後にマックス・ウエーバ
[の理念型に：及ぶ。

同　上

4 1／8 ド　イ　ツ　思　想

　思想的前提：を明らかにするために：、ま

ｸドイツ思潮を辿る。カント、新カント
hとしてのウィンデルバント、リッケル
g、マックス・ウエーバーへ。さらに、

wーゲルとマルクスを対比し、歴史学派
ﾆカール・メンガーに至る。

同　上

5 15 啓蒙期の思想

　啓蒙期に、はじめて社会に対する法則
I組織が始まる。自然法の光りのもとに
ｩ然と人間社会とを観察し、社会に対す
骰ﾅ初の科学的見地をうち立てる。

同　上

6 22 科学の　成立

　Natural　Hi　story一　という概念は、

ｩ然史などをいう訳語は誤訳の回れがあ
驕B自然についての歴史または叙述をい
ﾝするもので、生物学、物理学、地質学、
z物学など自然を全体として把握する。

同　上

7 29馬 自然科学の意義

　Natural　PhiIosophγは、自然全体を
､究し、とくに物理学を中心として学問
�m立する。さらにNatural　Scicnceは、
ｬ立し、自然を観察し把握するのである
ｪ、自然のなかには人間が含まれ、人間
ﾌ社会が考察される。

同　上
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回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 2／5 カール・マルクス

　人間は自然に従属するものとして、人
ﾔ論が科学的思考の対象となる。念のた
ﾟ、Karl　Marxの「経済学批評」は経済
ﾌの対象をnalurgeschichichtlicker
orozessとするが、これが自然史的過程
�?�ｳれた。社会科学とは人間と人間
ﾐ会の科学である。

松　田　智　雄

9 12 哲学思潮と社会科学

　社会科学。科学としての成立。プラト
刀Aアリストテレスの思想を前史とする。
_ンテの社会批判とデカルトの人間論、
l間の意味と人間に関する批判の基準と
ｵて「社会的正義」とくに配分的正義論
ｪ再生する。

同　上

10 19 市民社会の研

　社会に関する思想一一イギリス近代社
?ﾉおける市民的社会の自己認識が進め
轤黶Aベイコン、ホッグス、ロックに：よ
ﾁて、自然法の社会生活を貫徹する意義
�ｭ見する。社会批判と、社会改革、社
?i歩の思想が生み出される。

同　上

11 26 経済学の父、スミス

　市民社会の経済的組織を科学的に把握
ｵたのが、アダム・スミスであり、社会
ﾈ学としての経済学が成立する。経済学
ﾍ、すべてスミスを源泉とする。これに
ｱく々ルカス、　リカードウ、J．　S。ミル。ついに経済学は、　な科学となる。

同　上

12 3／5 フランス啓蒙思想

　フランス啓蒙思想のもとに導いては、

泣¥ー㍉モンテスキュー、ヴォルテーン、
Pネーに：至る個人的自由、近代国家論、

ｩ然法則のもとにある経済社会が、科学
ﾆして形成される。

同　上

13 12 社会科学と社会主義

　社会思想の発展の系譜について。ベン
TムからJ。S。ミルへの功利主義は、最
蜻ｽ数の最大幸福を理想とした。しかし、
ｻの結果は社会主義に接近する。ヘンリー、ジョージ、ラスキン、モーリス。フ

宴塔Xではサン・シモン、ブルー・ドン。

同　上

，14 19 新’カ　ン　ト　派

　カントは経験科学をあとづけ、次いで
Vガント派は、ウインデルバントが歴史
ﾈ学を、リッケルトが経済改学を基礎づ
ｯる。カール・マルクスは、古典主義経
ﾏ学とヘーゲルを前提として、基本的に
ﾍ人間的科学としての社会科学を提起。

同　上

15 26 マックス・ウェーバ＿

　市民社会への批判的科学として、マッ
Nス・ウェーバーは、社会法則を理念型
ﾉよって、発展法則を具体的因果帰属と
ｵて把握する。資本主義を「鉄の如き外
ﾟ」として表現したことは、その批判の
W約であった。

同　上
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〔鞭忍言含羅1難糊

全体のねらい

　現代社会論1では、現代社会を基本的に規定している諸条件を、世界的視野のなかで眺め、現代社

会が歴史的にどのように位置づけられるかを検討する。そのためには、資本主義か社会主義かといっ

た社会体制という条件と、近代化という条件との絡み合いのなかでみていく必要がある。

回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
57／12

@10
現代社会のとらえ方

　人類の発展過程を5つの社会類型でと

轤ｦるマルクスとロストウの理論を紹介

ｵ、両者の比較を通して、現社会のとら

ｦ方の典型を検討する。

辻　村　　　明

i東京大学教授）

2 17 現代社会と大衆社会

　現代社会を階級社会とみるか大衆社会

ﾆみるかで、意見は大きく成立するが、

坙{での大衆社会論とアメリカでの大衆

ﾐ会論を比較レながら、コーンハウザー

ﾌ大衆社会論を検討する。

同　上

3 24 社会体制と近代化

　現代社会を規定している最も基本的な

�盾ﾅある「社会体制」と「近代化」に

ﾂいて、それぞれの定義をおこなったの

ｿ、両者の絡み合いのなかで、現代社会

�ｪ析することの必要性を説明していく。

同　上

4 1／7
資本主義社会のメ

Jニズム

　そのまず初めとして、資本主義社会を

ｮかしている根本的なメカニズムを明ら

ｩにする。ウェーバーの初期資本主義の

Gーストやスミスの自由放任や予定調和
ﾌ説を紹介する。

同　上

5 14
資本主義社会の近

繪ｻ

　その資本主義社会が、「機械化」と「

ｯ主化」を内包とした「近代化」が進展

ﾜることによって、どのように変貌して

ｫたかを検討する。

同　上

6 21
社会主義社会のメ
Jニズム

　次いで、資本主義社会の対極をなす社

?蜍`社会の、基本的メカニズムを明らか

ﾉする必要があり、具体的にはソ連をと

閧?ｰて、国家機構、経済機構、党機構、

ｾ論機関などの現状を報告する。

同　上

7 28
社会主義社会の近

繪ｻ

　その社会主義社会も、資本主義社会と
｣争していかなければならず、「機械化」

ﾆいう「近代化」は大いに推進されてき
ｽ。それが社会全体に：どのようなインパ

Nトを与えているか、「民主化」の可能
ｫを検討する。

同　上
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回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

その結果、資本主義社会と社会主義社

会とは、類似した社会に接近していくで

8 2／4 収敏理論と拡散理論 あろうとみる収敏理論と、両社会は根本 辻　村　　　明

的に対立し続けるとみる拡散理論とを比

較検討する必要がでてくる。

以上の他、大規模組織には不可欠の官
僚制というメカニズムが、資本主義社会

9 11 現代社会と官僚制
にも社会主義社会にも出現してくるので

ｻの病理現象を検討することが、最終的
同　上

な体制選択をするために必要な参考とな
るであろう。

これまでは、両社会体制の先進国間で

の比較ということになるが、近代化の遅

10 18 発展途上国の近代化 れている発展途上国も近代化を指向して 同　上

いるので、その近代化途上に澄けるさま

ざまな難i問も検討しておく必要がある。

「近代化」の定義として、「機械化」

と「民主化」ということを設定していく

11 25 機械技術の発達 が、特に：「機械化」が中心概念となるの 同　上

で、機械技術の発達の跡を回顧して澄く

必要がある。

その機械技術の発達は、人類に多くの

利益をもたらした反面、過度の発達から

12 3／履 機械技術発達の功罪 逆に最近は不利益をもたらしている面が 同　上

あり、功罪の両面を検討する。

特に機械技術のうちでも、交通機関の

発達はめざましく、その総合的：な結果と

13 11 高速社会と人間 して、「高速社会」とも呼ばれるべき状・ 同　上

況が出現し、それが人間にどのようなイ

ンパクトを与えているかをみる。

また機械技術の発達は、単に交通機関
に曵いてばかりでなく、最近は通信機関

14 18 情報社会と人間
や情報処理機関での発達がめざましく、

u情報社会」が人間にどのようなインパ
同　上

クトを与えているかも検討して…bく必要
がある。

以上を踏まえて、　「社会体制」と「近 辻　村　　　明

代化」との絡み合いを視座に澄いて、現 加　藤　　　寛

15 25 総　括　討　論
代社会の今後の動向を、比較体制論の専

蜑ﾆ3人で討論する。（現代社会論皿で

（慶応義塾大学教授）

宦@谷弘壬
は、よリミクロな現象的な問題をとりあ （青山学院汰学教授）

げていく）。 （予　　　定）
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一現代社会論豆一

〔主任講師　辻村　明（前掲）〕

全体のねらい

　現代社会論Hは、IQマクロの視点にたいして、ミクロな視点にたった現代社会の現象的な諸問題

をとりあげる。いトかえれば、より心理学に接近する。前半は主としてコミュニケーションに：関して

次いでその特殊な形態として流言やパニックの問題をとりあげ、そのあとにコミュニティ論、最後に：

日本社会論と日本人論とする。・

主な項目

世論とマスコミ、国際コミュニケーション、文化摩擦と異文化間コミュニケーション、入種的偏見

とステレオタイプ、流言と噂話、パニック、流言と伝授普及過程、コミュニティの崩壊、地方の復権、

大衆文化論、社会病理現象、国民性論、日本社会論、日本入論、戦後日本の大衆心理。
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一社
〔主上

会

田
井
甲
直

　　調　　査＝

三二禁驚釧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　転全伝のねらい

　社会調査は（D歴史、iD方法、　ilD経験社会学の成立という3つの側面をもっている。社会調
査の範囲は、センサスから個人の日記・書簡に及ぶ。ここではわれわれの日常生活に社会調査がか玉

わる問題を通して、この3つの側面をできるだけ同時にとりあげていきたい。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 社会調査とは

　D社会的事実と社会的現実㍉の社
?ｲ査は科学たりうるか、，について論議

ｷる。

甲　田　和衛
i放送大学教授）

ﾒ　村　　　明
i東京大学教授）

ｼ井　　　優
i東京大学助教授）

2 国　’勢’調，査

　国勢調査の実施、集計、結果の利用か

迥軏{的統計調査としての国勢調査の歴

jに及ぶ。

井　出　　　満

3 人　　口　問　題

　人口学的分析の基本的方法と、．人口構

｢に影響を与える諸要因を探求する。
阿　藤　　　誠

﨎ｶ省人口問題

@　　　研究所

l口資質部長

4
社会調査と経験社

?w

　社会調査の対象と方法、とくに事後実

ｱと機能的説明について概説する。
、甲　田湘　衛

5

社会調査の展開

@　1＞ヨーロッパ

　社会調査の創始者としてのDBoothの

n困調査、iD　Durkheimの自殺論をと

閧?ｰる。

@　　　　　」

，同　上

6
社会調査の展開

@　2）アメリカ

　3つめ業績、DMyrdalの黒人間
戟A一ll＞Adorno〃まかの権威主義的性格、
堰pD’ rtoufferほかのアメリガの兵士、

�ﾆりあげるび

同　上

7
社会調査の展開

@　3）日　　本

　戦前日本の社会調査の典型として、戸

c貞三「家族構成」を検討する。

同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 事例調査と統計調査

　事例調査と統計調査の2つの方法は社

?ｲ査に漉ける古典的課題であり、こ＼

ﾅはその対比を問題とする。
甲　田　和　衛

ｼ　井　　　優

9 世　論　調　査

　世論調査は、社会調査に大きな技術上の

v新をもたらした。ここでは、世論調査
ﾌ沿革を辿りつつ、無作為標本抽出や構
｢化された質問票の意義を明らかにする。
ｻして指数化された情報が、入々の行動
ﾌ予測や公共政策へ反映することを示す。

直井　　　優

10 ：産業・労働調査

　近代の工業化は、新たな社会問題をもた

轤ｵただけでなく、オートメーションなど

ﾌ技術革新は、勤労者の仕事や労使関係
ﾉたえず影響を及ぼして“る。勤労者の

d事や動機づけの測定法を招介すること
ﾉより、社会調査の応用を明らかにする。

同上

11 社会階層と社会移動

　近代社会は、機会の均等と現実の不平等

ｪ両立している社会である。そのため、
ﾐ会全体に、不平等がどのように分布し
ﾄいるか、そしてどれだけ機会の均等が
B成されているか、という問題に関して、
c断調査の方法と測定法を説明する。

同　上

12 集団・組織調査

　近代社会は、多元的な社会といわれるよ

､に、たんに家族の・一員であるだけでな

ｭ、各種の集団や組織に属している。こ
､した集団や組織の社会的なネ呼トワー
Nや集団・組織が人々に及ぼす集合効果
�ｪ定する：方法を説明する。

同　上

13 地　域　調　　査

　地域調査は、一地域に関する調査から、

n域間の相互連関を明らかにする調査へ
ﾆ発展してきた。ここでは、地域を調査
P位として、集計量による指数を作成し、
ｻれによって、地域間格差の是正をはかろ
､とする社会指標運動について説明する。

同　上

14 国際比較調査

　社会調査による結果の妥当性と信頼性
ﾍ、たえず他の調査結果との比較によっ
ﾄめみ評価することができる。こうした
芒r調査め最も大きい設計が、国際比較
ｲ査である。具体的な調査事例をもとに、
坙{社会の普通性と個別性を説明する。

同　上

15 社会調査の課題

　科学としての経験社会学の成立に果す

ﾗき、社会調査における方法上の課題に

ﾂいて説明する。
甲　田　和　衛

ｼ井　　　優
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＝数理計画法入門ギ

〔主任講師　加瀬滋男（大阪府立大学工学部教授）〕

全体のねらい

　現行の各種数理計画法のうち最も一般的でしかも重視されている線形計画法（LP）につき、具体

例を挙げながら平易に解説する。す左わち」1～13章にてLPの基礎から各手法の実際までを諦冠

し・・1’4、15章で産業界における若干の応用例を紹介する。その応用例に関する印刷教：材作成澄よ

術レビ鰍には・三回石油㈱から参萬協力の内諾を三略闘る・（関連稠：「経営戦略」・

「生産管理とOR」、　「経営科学」等）

主な項目

（1）数理計画法概説

（2）LPの具体例

（3）LPの構造

（4）　シンブレクス法（1）

15）同（2）

（6）特別な場合の解法

（7）2段階シンブレクス法

⑱実施上の検討（1）

（9）同　（2）

⑩　モデルの改変’

αD特殊問題の解法（1）

⑫同　（2）

⑬　CPMの解法

六二：業界における例（1）

⑮同　（2）
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＝＝ @＝基 礎 数 学　＝＝

〔略筆鵠1元東京大轍）〕

全体のねらい

　数学の明王さをそこなうことなく、乾いた形式の背後にある具体的・直観的なイメージを伝えるた

めに、わたくしたちは微分積分学と力学の境界をたどってみたい。

回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容
拉当講師（所属・氏名）

高等学校で学ぶ数学のなかから、今後
必要と思われる最少限の知識を整理して

1
56／8

@25
導関数と原始関数

澄く。内容は初等的な微分積分法の基礎
♀T念だけである。

田　村　二　郎

i元東京大学教授）

すべての自然現象は空間のなかで起こ

∬
り、時間とともに推移する。それゆえ、

2 9／1 時刻　と　位置
われわれはまず時刻と位置を・・数”によ

ﾁて表わさなければならない。その手続き
同　上

を考えてみよう。

最終的にはすべての量を数で表すとし
ても、いくつかの量はひとまずベクトル

3 8
ベクトルとベクト

距ﾊ
で表す方がはるかにわかりやすい。ここ
ﾅは、ベクトル量とベクトルそのものを
ｾ確に区別し、後者を前者の数学的表現

同　上

をみなすのがよいと思われる。

小学校で学習した・・速さ”を考え直す。

これによって、新しい量の単位を定める

4 ユ5 速さ　と　速度
手続きがわかる。さらに、ベクトル量と
ｵての速度を導入する。数：学から見れば、

同　上

ベクトル値関数の微分法である。

速度がわかれば、加速度の理解に困難
はない。そこで質量と力の概念を導入す

5 22
加速度と運動の方

�ｮ
ると、ニュートンの第2法則は数とベク
gルによって表現される。同時に：、古典

同　上

物理学における三つの基本量（長さ、質
量、時間）が出そろうことになる。

ベクトルを三つの数で表せば、古典物
理量はすべて数に翻訳される。この際、

6 29 数による量の表現
座標系とともに単位系を固定しなければ

ﾈらない。この前提のもとに、はじめて
同　上

量と数の同一視が意味をもつであろう。

いわゆる一般角は、平面上の回転とい

う量を角によって測ったものである。さ

7 10／合 回転と円運動
らに、等速円運動を考えると、三角関数

ﾌ微分法について、具体的なイメージが
同　上

得られる。
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回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 13 無限小と微分

　実際の現象をとり扱うときには、極限
ﾆしての変化率（微分係数）よりも、微

ｬ変化を用いる方が有効である。ただこ
ﾌ際、物理学の考え方と数学の理論との
?｢だに：、微妙な相違が現れる。このギ

ャbプを数学の側から埋めて澄きたい。

田　村　二　郎

i元東京大学教授）

9 20 積分と道のり

　がんらい、積分とは微小変化の集積
iの極限）である。ここでは、運動の概
Oから出発して、積分と原始関数の関係、

ﾈ線の長さなどに言及したい。
同　上

10 27 仕事と線積分

　力学にもどって、仕事とエネルギーの

T念を明らかにする。これによって、ベ
Nトルの内積と線積分の意味が自然に理

�ｳれるであろう。
同　上

11 11／3 テイラーの定理

　・・1変数の微分積分学・・を締めくくる

ﾉあたって、テイラーの定理を取り上げ
驕Bこの際、多項式近似”から見たこの
阯揩ﾌ意味と、使用上の注意を明らかに
ｵたい。また、できるだけ自然な初等的
ﾘ明をくふうしたいと思う。

同　上

12 10 スカラー場の変化

　時刻の関数から位置の関数に移ると、

ｽ変数（3変数、2変数）の関数が現れ
驕Bこれは物理学でいう・・場”である。

｢わゆる偏微分法は、場の変化を計算す
驍ｽめの手段と考えられる。

同　上

13 17 重力　の　法　則

　第2回忌とともに、重力の法則は力学
ﾉおけるもっとも基本的な原理である。
ﾜたこれから導かれる重力場とニュート
刀Bポテンシャルは、ベクトル場とスカ
堰[場の典型である。

同　上

14 24 複　　　素　　　数

　平面ベクトルの変換とみなせば、複素

狽煬?ｵて・・仮想的な数”ではない。そ

黷ﾇころか、物理現象を記述し、処理す
驍ｽめにしばしば有効な手段を提供する。
矧wに論ける複素数の役割はさらに重要

ﾅある。

同　上

15 12／1・1惑星の　運動

　惑星は太陽を焦点とする惰円の軌道を

`く、この事実を発見したのはケプラ
[である。さらに、ニュートンは彼の第

Qの法則と重力の法則から、ケプラーの
@則を導いた。この業績を紹介して、本
uを終わる。

同上
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＝基礎物理学1＝＝
　　　　　　　　　〔主任講師：戸田盛和（横浜国立大学教授放送時間：午前6時～午前6時45分放送局：テレビ朝日）〕

全体のねらい

　自然現象をできるだけ少数の基本概念と法則によって理解しようとするのが物理学の立場である。

重要な概念と法則がどのようにして確立されてきたか、古典物理学の範囲でこれを明らかに：したい。

回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 57／12

@12
科学のはじまり

　自然現象を理解しようとする知的な努
ﾍから科学が生まれた。エジプトのピラ
~ッドに代表される技術、ユークリッド
�ﾂ学、アルキメデスによるてこの釣り
№｢の静力学の研究は数量的な科学のは
ｶまりを物語っている。

戸　田　盛　和
i横浜国立大学教授）

2 19 浮力と水の圧力

　アルキメデスは風呂の中で浮力の原理
�ｭ見したと伝えられる。パスカルは大
Cの圧力が空気の重さに：よるものである
ｱとを明らかにした。これに：より自然に
ﾍ真空が存在することが明らかにされた
ｪ、これは自然を理解する上で大きな発
ｩであった。

同　上

3 26 落　下　運　動

　ガリレイは落体の運動を研究し、速度
ｪ変化する場合の運動を明確に把えた◎
ﾀ験と数理的な推論を組み合わせて自然
ｻ象を理解する方法がはじめられた。放
ｨ体の運動、振り子の等時牲に：ついても

Gれる。

同　上

4 1／9 地　　　　　　球

　ガリレイは望遠鏡によって木星の衛星
竭ｾ陽の黒点などを発見し、地球もこれ
轤ﾆ同じように天体であることを明らか
ﾉした。地球が球形であることは古代ギ
潟Vャ時代に：も考えられたが、この時代
ﾉこれが確認された。コペルニクスの地
ｮ説が提出された。

同　上

5 16 太　　　陽　　　系

　ケプラーの法則の発見について述べる。

獅ﾜでの距離、太陽までの距離はどのよ
､に：して知られたか。 同　上

6 23 運動の　法則

　ニュートンは運動の法則、それを有効

ﾉ扱う数学、それに万有引力の法則をも

ﾁて太陽系の問題と取り組んだ。地球を

ﾜわる月の運動はそのテストケースであ
ﾁた。

同　上

7 30 力　　と　運　動

　力に対する身近かな例といろいろの運

ｮの具体的な働
同　上
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回 放送日 テ　　一一　　マ 内　　　　　容 担当講・師
i所属・氏名）

多くの日常的な運動は回転を含んでい

る。玉の衝突、円板の回転、潮汐、体操

8 2／6 回　転　運　　動 などにおける身体の回転、茅コの空中に 戸　田　盛和
惚ける回転、コマの運動。

ワットは蒸気機を発明し、馬力という

単位を作った。エネルギーの概念は力学、

9 13 仕事とエネルギー に澄いても重要である。永久機関の夢に 同　上
も触れる。

熱はエネルギーの一つの現れであるこ

とがわかってきたのは19世紀半ばである。

10 20 熱　　　　　　量 熱現象に：関する学問、低温の物理学も19 同　上
世紀後半にはじまった。

物質の分子的構造は今世紀になってか

ら明らかにされたものであるが、ここで

11 27 物質　と　分子 は原子分子に対する理解の進歩、気体・ 同　上

液体・固体のちがい、結晶の構造などに
喝

ついて述べる。

飛行機の翼やヨットの帆に働く揚力を

はじめ流体の運動は大変興味深い現象が

12 3／6 流体の　運動 多い。台風などの運動には地球の回転も 同　上

からんでくる。

波は重要な運動の形態である。音の波

光の波、水の波、ドップラー効果などに

13 13 波　　　　　　動 ついて述べる。 同　上

電流は磁気的な作用がある。その研究

は独特な歴史をもち、ファラデーを経て

14 20 電流　と　磁気 マクスウェルによって完成された。 同　上

マクスウェルの研究は電波の存在を予

回した。一方で光速度の測定と熱放射の
1・5 27 電　波　　と　光 研究は物理学の20世紀に：於ける大きな変 伺　上

革につながるものであった。
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膨醗ビ驚1武蔵大学剃

全体のねらい
　化学は自然化学の一分野であるが、その究めようとする対象が物質（その性質と変化）であるため・．

人の日常生活や社会と深いかかわりを持つことになる。その辺の問題を明らかにすることを目標とし

ながら、基礎化学1では、化学のもつ性質、化学を支える基礎理論を、できる限り平易に追求して行

きたい。

1回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
　
　
　
　
｛

57／8

@26

化学とは（そり1）

@一身辺の化学一

　台所、自動車など、われわれの周辺に

?髏eしみやすいものが、いかに：化学と

ｩかわっているか、実物と対応させなが
迚ｻ学に：澄けるミクロ：な見方、考え方に

ﾍいりこんで行く。

伊　能　　　敬
i武蔵大学教授）

ﾈ抜邦　彦
i東京大学助教授）

ｱ　台　　　潔
i東京大学助教授）

2 9／2
化学とは（その2）一自然界の化学一

　自然界において、化学変化がどのよう

ﾈ形で見出せるか。化学変化イコール実

ｱ室、白衣、ビーカー、試薬瓶といった
Cメージを、ここで改めて見直したい。

同　上

3 9 物質の　構造

　固体物質の構造から発展させて、エネ

泣Mーと物質の不連続の問題、さらに原

qの構造へとつないで行く。

伊　能　　　敬

ﾈ抜　邦　彦

4 16 原子の　構造

　原子を構成している電子、陽子、中性

qの本性を調べ、さらに水素原子の構造、

ｯ位体、原子の電子構造などを明らかに

ｷる。

伊　能　　　敬

5 23 化　学　結　合

　イオンの本性、イオン結合、共有結合、

熨ｮ結合など原子の主な結合方式、分子
F構造の表現などを学ぶ。 同　上

6 30 物質の　三態

　気体の性質からはいって、液体、固体

ﾌ特徴を明らかにし、それらの状態の相

ﾝ変換について調べる。

伊　能　　　敬

ﾈ抜邦　彦

7 10／プ コロイ　ド状態

　物質の三態から見れば、いろいろな意

｡ではんぱな状態がコロイドである。と

ｱろが、われわれを取り囲む自然界、衣

H住を支える多くの物質：が、実はコロイ

hの状態にある。

伊　能　　　敬
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回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

溶液はどのようにしてできるか。純物

質としての液体と、どのように違うか。 伊　能　　　敬

8 14 溶　　　　液　（1） 溶液の特徴、溶解という現象に：かかわる
諸問題を解明する。 綿抜　邦　彦

前回に引続き、溶解度の関係をわれわ

ノ

れは、どのように利用するか、など問題

9 21 溶　　　　液2（2） を展開する。 同　上

駄化学反応とは何か。それをわれわれは

どのように表現するか。化学反応にとも

10 28 化学反応　（1） なうエネルギーの出はいりに：ついて、ま 伊　能　　　敬
た化学反応の速度を決定するも（bは、な

どを追究する。

沈澱反応、酸・塩基反応、酸化・還元

反応など、諸反応の本質を明らかにし、

11 11／4 化学反応　（2） また、それがどのように：応用されるかを 同　上

知る。

12 11 化学反応　（3） 同　上

基礎化学∬に旧いて活躍する有機化学

関連の諸分野の話を理解するために：も、 伊　能　　　敬

13 18 有機化学　（1） 知って澄かなければならない有機化学の
基礎を学ぶ。 務台　　　潔

前回に：引続き、炭素化合物の主な族、

官能基に従って行なう物質の分類、代表

14 25 有機化学　（2） 的な化合物などを知る。 同　上

放射能とは何か、から始まって、核反

応のあらわし方、人工核転換、核分裂、 伊　能　　　敬

15 12／2 核　　　化　　　学 核融合、原子力利用、放射性同位体など、
核反応という他の化学分野と違う特異な 綿抜　邦　彦
領域について学ぶ。
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　　　　　　　　　　　＝＝基礎化学H＝
　　　　　　　　　　　〔主任講師：伊能　敬（前掲）放送時間：午前6時～午前6時45分放送局：テレビ朝日〕

全体のねらい

　基礎化学1では、化学理解に必要な基本的な原理を解説した。基礎化学皿では、それを受けた応用

面として・化学がわれわれの日常生活や現代社会とどのようにかかわっているか、いくつかの角度か

ら興味南る話題を取り上げる。初学者に理解しやすいよう平易に、しかも可能な限り新しい情報を取

り入れながら解説を進めたい。

回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
57／12

@9
生体の化学　（1）

　生物の体内には、どのような物質が見

｢だされるか。そしてそれらの物質の間

ﾅはどのような反応が起こるか。生物体
�`づくる物質：の多くは巨大で複雑な分

qであり、それらの間に起こる化学変化・

煌ｮ全に解明されてはいない。究極的に：

ﾍ生命現象のなぞ解きに結びつくこの研
?ｪ野は決して容易な仕事ではないが、

ﾟ年、新しい知見がいくつも得られて澄

閨A大きな成果があがっている。その概

vを2回にわたって探る。

　伊　能　　　敬
i武蔵大学教授）

@華甲　　　潔
i東京大学助教授）

@大　島　泰　郎
i≡菱生命科学研究所）

2 16 生体の化学　（2） 同　上

3 23 食物の化学　（1）
Y

　人間が生き続けるために不可欠な食物。

ｱとに近年の世界人口の急増に：とも：ない

｢界の食糧供給問題は深刻の度を増して

sく。食物、それにかかわる肥料、食品

Y加物などと、化学との関連を2回に：わ

闥ﾇ求する。

伊　能　　　敬

氈@島　博保
i澄茶の水女子
@　　大学教授）

4 1／6 食物と化学　（2） 同　上

5 13 化学とくすり　（1）

　化学といえば薬品を連想する。そして

ｭすりは当然医療につながる。くすりに

ﾍ天然物利用のものもあれば、合成医薬

烽?驕B化学療法、消毒、殺中あるいは

rタミンなど広くくすりに関する化学の

�р�ｲべてみよう。

伊　能　　　敬

ｱ　台　　　潔

X　　　謙　治
i東京大学教授）

6 20 化学とくすり　（2） 同　上

7 27 化学と産業　（1）

　学問としての化学は、いわゆる化学工

ﾆを成立させただけではなく、材料を媒

薰ﾆして他の産業分野にも貢献してきた。

ｻの歴史と現状を概観し、化学技術開発

ﾉおける指導原理の展開を探る。

伊　能　　　敬

ｽ沢　　　冷
i東京大学助教授）
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／

回 放送日 テ　　　一・　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

物質の性質や機能は分子の構造だけで

8 2／3 化学と産業（2）

は規定されない。原子・分子の集合状態
ｨ質の配置やその構造等物質の構成にか
墲髑ｼの要因も重要である。ニーズに適
№ｷる素材をどのようにして設計するか

伊　能　　　敬

ｽ　沢　　　冷

合成高分子等を例にして調べる。

材料の開発はまたその合成法の開発で
もある。設計された「物質の構成」を実

9 10 化学と産業（3）
現するためにどうアプローチするか。そ
ﾌ指導原理を探る。

同　上

物質の極限状態、または極限条件下に：

澄ける物質の性質を追求する過程で、画

10 17 化学と産業（4） 期的に新素材が生み出されている。新素 同上
材開発の動向とそれが産業に与える衝撃

を予測し、化学工業の将来を展望する。

いわゆる化石エネルギーの、これまで

の利用法について、環境と結び付けなが 伊　能　　　敬

11 24 エネルギー資源（1） ら調べてみよう。 綿　抜邦　彦
（東京大学助教授

将来のエネルギー資源として、何が残

っているか、新たにどんなものが利用で

12 3／3 エネルギー資源（2） きそうか考えてみよう。 同　上

人類が誕生してから現在まで、環境は

どのように移り変ってきたか。化学の立場

13 10 化学と環境（1） 場で追ってみよう。 同　上

現在、地球的スケールで人為の影響は

大きい。それが環境をどのように変えつ

14 17 化学と環境（2） つあるか。将来にむけて、われわれは環： 同　上

境をどのように維持しようと努めなけれ

ぱならないか。

化学とは
今世紀の化学の進歩はまことに著しい。

?轤ｽめて振り返り、われわれの身辺で
伊　能　　　敬

15 24 一分ける・つくる・ 化学はどのように役立っているか、いく 綿抜邦彦
考える一 つかの話題をひろってみよう。 務台　　　潔
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＝基　礎　生　物　学＝＝

〔主任講師：毛利秀雄（東京大学教養学部教授）〕

全体のねらい

　専門課程生物への橋渡しとして、生物（学）の基本となる一般的事実や概念をできるだけ分り易く

のべることをねらいとする。高校課程までの教育では、生物を暗記物とする傾向が強い。しかし実際

の生物学は実験科学の一つで、日々新たな発見や考えが出されて澄り、まだまだ分らないことばかり

である。また医学、農学、主学など応用分野との関連も拡がって澄り、これらをひっくるめたライフ

サイエンスの研究は人類の将来にも大きな影響を一与えつつある。生命の探究がきわめて魅力に富んだ

ものであることを伝えられれば幸である。

主な項目

（り　生命の単位としての細胞

②　エネルギ晩の獲得と利用

（3）恒常性の維持

（4）遺　伝

（5）発生と形態形成

　　（生命の誕生を最初か最後に入れるか？）

　　（生態や系統進化、分類は？）
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二基：礎宇宙地球科学＝

〔主任講師：小尾信彌（東京大学教養学部教授）　　　　　奈須紀幸（東京大学海洋研究所長）〕

全体のねらい

この科目は「自然系」の中の縫科目である。基本科目である「地球と四割を学習したことを前

提として本科目を学ぶ。「地球と宇宙」の内容を、より高次の視点から捉え、かつ、よの細分され準

立場から深めて学習する。

　地球は宇宙の一員であり、そこにわれわれ人類は日常の生活を営んでいる。とくに最近のように宇

宙科学と地球科学が飛躍的な進展を遂げつつある時期に旧いては人々の宇宙・地球に関する理解への

要求も高まって来ている。そのような関心に応えるべく当該分野の基礎を学ぶことを目標とする。

主な項目

　宇宙、銀河系の天体と構造、恒星、星と宇宙の進化、太陽系と惑星、太陽、月、地球の自転と公転、

地球の物理的性質、地球の構造と構成物質、地回の構成物質、地球内部のエネルギー、太陽エネルギ

ー大気、海洋、地球の歴史など。’
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＝確率論　・統計学＝＝

〔主任講師：林知己夫（統計数理研究所長）〕

全体のねらい

　「統計学に必要」という立場から、絞って確率論を説明する。統計学の基礎的事項の説明、確率論

と統計学との結び付きについて詳しく解説する。このところが、従来の統計学の書物に瓢（て、曖昧

にされていたところである。統計学について賦そのミニサム、エッセンシャルについて立ち入った

説明を試み、今後勉強を進めるに際しての基礎を与えることを目標とする。説明に当って「科学的態

度とは何か」を常に念頭に細いて方法を講じ、科学各分野に応用するときの仕方に誤りがないように

努める。

主な項目

（1）確率とは何か

②「

m率論の初歩

（3）チェビシェフの不等式

（4）確率と統計との結び付き

⑤　データのまとめ方

⑥　データを獲るための理論

（7）データを分析するための理論

　　その1　統計的推論

（8）その2　データ解析の考え方
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一白　然　系　実　験＝＝

〔主任講師：宮代彰一（放送大学教授）〕

全体のねらい
　他の多ぐの自然系科目がそれぞれの実験テーマを含んでいるのに対し、本科目においては、それら
4に共通した、いわば横割りのテーマで編成する。この筋書きに沿うような具体的実験例をとりあげる。

より広ぐは、各分野の担当教官と打合せ学習センターで行うことを考える。な澄放送では有名、重要

または高度な例を多く紹介する。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

1 序　　　　　　論

・オリエンテーション

E科学における実験の意義

棊�jに残る科学実験の例
E実験の種類一純粋研究（R）と応用研究：D）

宮　代彰一
i放送大学教授）

2 実験の企画・計画

・研究実験の企画について

E実験の計画・・R研究とD研究での性格

E二、三の手法一KJ法、　PERT法など

E研究管理、チームワーク

條e種の研究所の紹介

同　上

3 文　献・資　　料

・文献、資料の必要性、・情報の種類、ありか

E資料の整理、文献ノートなど’

E検索の方法、機械検索

梵}書館、機械検索の例（JICSTほ：か…）

同　上

4 実験の心得r観測

①観測～記録～判断
E実験：ノードのあり方

E機械、器具、材料の工夫
Eひとの感覚はすべてのもとになる
J人間の感覚実験（ex．Webe　r－Fechuerの法則

@を出してみる。）

同　上

5 分　　　類：　　法

・分類は科学法則の出発点

E分類の視点、分類のしかた。

E符号化
Jホールソートカードによる実習

E各種の分i類法一ex。UDC、LPC～UPC等

同　上

6 単　位・次　元

・測定と単位

E基本的な量

B国際単位系

E次　元
條e種の標準原器などの実際を紹介

同　上

7 測　定・計　算

・計測法：偏位法（ex．物さし）～零位法（ex．：天秤）も

E読取り：目盛、指鉱バーニヤ
Eいろいろな基本計測器
J形状質量、力学・・惣などに関連した簡単な
@測定とデータの整理計算
J電卓のつかい方

同　上
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回 テ　　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 誤差デー・タ処理

嘆誤差の種類原因
E測定精度
E有効数字
Eデータの整理
J最小自乗法、実験式
梃v測精度に関する実例若干の紹介

宮　代彰一
i放送大学教授）

9 〃

・偶然誤差、統計ゆらぎ

E誤差の理論
J統計ゆらぎのある実験と結果の処理

@（ex．熱、気圧、光、放射線一・などに関

Aしたもの一・⑪にできるか？）

同　上

10
器具・設備安全性　　　　　　　　　4

・機械、器具の選定、調達、製作

E機械工作》材料の知識
E． ﾀ全性の問題：毒性物質ほか
C・化学実験での注意

J水質（水道、河川水）の検査

同　上

11 電　子　　計　測

・基本計器（電流、電圧計、テスタ等）

J基本的電気測定の実習
@（ex）抵抗値の測定、半導体ダイオードなど
@　　　の測定、ハンダ付けの要領等）・オシロスコープの使い方：各種波形の観測（

@音、交流波形、リサージュ…）

同　上

12
電子計測　・
d算機の利用

・センサの話
E光、圧力、・…・・などの測定（ものによっては
Jを考慮）・マイコンによる数値処理

档}イコン制度、ラボラトリオートメーション

@の例を紹介

同　上

13ヤ 数　値　　実　験

⑪モンテカルロ法：πの値を求める・数値計算でのシミュレーション実験・簡単：な電子回路（ex．RC回路）や人工衛星

@の軌道（単純な場合）
梃v算物理の実例（ex．：Laureuce　Rivermore
@研編集のフィルム）の紹介

同　上

14 報　　　　　　告

・技術報告書のあり方、書き方

E技術発表の仕方

E図表の書き方

B技術英文（？）

同　上

15
しめ　く　＼　り

iオリジナリティ）

・実験研究のまとめ

E学会：学会とは、学会発表

E発明：発明とは、研究の実用化

Eオリジナリティの尊重

同　上
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＝英語1一，lntroductiop　to　Living　Enghsh　Speech＝

〔主任講師：誤難劇

全体のねらい

英語1では、副題にLiving　Ebglish　Speechとあるように、話されている英語の効の

ままの姿を学習の対象とする。教材としては主とトて・標準的な英語が使われているテレビドラマ能

たは劇映画を2～4作品用い、ことばが使われている場合や身体的動きなどの非言語情報と関連させ

ながら諦表現の真の意味を理解させ漉解力の養成を図る。話す力の諦騰解力養成の糖の一

環として行うことになる。

主な項目

　作品を少しずつ視聴する間に次のような聴解に役立つ事項を取り上げる。

（⊃　スピーチに澄ける音変化

②　文法の知識

（3）語彙および語法

（の　文化的背景に関する知識

（5）非言語情報に関する知識

r（6）　文脈から推察する力

⑦　話の内容に関する予備知識

（8）一般常識
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　　　＝＝英語巫　　A　一

全体のねらい
　英語皿Aでは、大学め一般教養課程に澄ける英語講読に相当する程度の英文を読むことになってい

る。さまざまの文体に慣れるために、（1）事実についての論述　（皿）文学作品の想像的散文、（皿論述

的要素と想像的要素とを兼ね備えた散文を選んで読む。英語の修練と同時に、新知識を得たり、想像

的世界を垣間見るのがねらい。

回 放送日 テ　　　一一　　マ

1．The　British　Life

5γ12 a：nd　Insti七utiσn：
1
10

Walter　Pbny、　The　　　　　　　　一

晦nUbiversity（1）

The　British　Life　an

Insti　tution：「W』1ter

2 17 Perly、　Tbe　Open
一Uhi　vers　i　ty・　　　　（2）

The　Birti曲Life　and
Ins七、itution：「Walter

3 24 Perly、　The　Open
University　（3）

The　Briti曲1』ife　and

58／1 Institution：V吃1ter
4
7 Peny、　The　Open
Univers　i　tγ　（4）

：π．Theτ～b］ピk　of

5 14
1聡gination：E．　M．

eorster、’lhe　S　toly

of　a　Panie（1）

The　Wbrk　of㎞agna一
』tion：E．1年春ors　ter、

6 21 The　Sto正y　of　a　Panic
（2）

The　Wb］磁（f

7 28陶
hぬginati｛m；E．M・

eorster、　The　S　tory

of　a　Panic　（3）

内 容

　英国の社会・教育制度の中で、　「放送

大学」がいかにして生成江沼して来たか一

を探る。①成人教育の必要性、②教育放

送の発達、③教育に引ける機会均等主義
の三つの要因のうち、まず成人教育の実
態が辿られる。

　①の話題を続けて、英国に澄ける成人

教育のための機関が、正規の教育機関に

比して不充分であったこと、また従来の

教育機関がこの目的のために有効でない

ことを論ずる。

　②英国に：澄ける従来からあった教育放

送番組が、放送大学発足の機運に廼かに

関わったかを論ずる。

　③エリート主義に対する機会均等主義

の理念が、　「放送大学」の発足にいかに

結びついたかを論ずる。

　経済学者Maynard　Kbyne　sらとともに
The　Bloomsbury　Groupの一員であった
E．M・：Forsterの初期の短編The　S　tory
of　a　Planicを読む。イタリアに滞在中の
慣習的な英国人観光客の一行に混じって、
躾や慣習から逸脱した少年Eustaceが登
：回する。

　散策に出かけた山中で、突如得体の知
れない「恐怖」（Pani　c）に襲われてわれ

先にと山を駆け下りる、慣習に凝り固ま
って鼻持ちならない英国人観光客の俗悪
さと、不合理な恐怖心から遁走する愚か
しさとの皮肉な対照性。

　山を駆け下のる途中、Eus　taceがない

いのに気付いた大入たちは、元の場所へ
と引き返す。大人たちの恐怖と不安をよ

そに、ひとり山中で平然として、山羊の
足跡の上を転げ廻るEhstaceの姿には、
大人たちの理解を絶する何かがある。

一78一

担当講師
（所属・氏名）

山　内　久明‘

（東京大学教授）

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上
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回 放送日ド テ　　　一　　『マ 内　　　　　容 担当講師
i1所属．・氏名）、

帰る三々、喜々として山中を跳びはね
The　Wbfk　of 自然界と一体化したかに見える：Eustace

8
58／2

@4

1magination：E・M；

eorster、　The　S　toly

盾?@a　Pa：nic　　（4）

の姿は、大人たちには不可解である。さ
轤ﾉ、ホテルのイタリア人使用人に馴れ
驍黷ｵく振舞澄うとするEustaeeは、階7
沿ﾓ識にとられた大人たちの　　を買う。

山　内　久　明

9 11

TheW）】ピk　of

qagination：E・M
eorster、　Tbe　Story

SfaPanic　（5）

　その日の真夜中、・ひとり闇の中でホテ

汲ﾌ庭を三三するEustaceに再び狼狽す
髑蜩?ｽちは、室内に監禁しようと、使

p人Gemaroを買収して、　Eustaceを連

齧ﾟす。

同　上

、　　　　　　．

110 18

The　W6tk　of’

qagination：E・M
eorster、　The　Story

　二階に閉じ込められた筈のEustaeeと

fennaroは、窓から庭に飛び下回るo
femaroの死。あとには、庭の塀を跳び　　　　　　　　　　　　　　1

zえて逃げ延びたEustaeeの笑い瓜下
同　上

of　a　Panic　（6）
方の谷間からこだまして響いて来るのだっ

原著は、英国を代表する著名な美術史
皿：。　Civi　lization：

家によるBBCの連続テレビ番組で、わが

』11 25
Kemeth　C　laIk、　The

v）rshi　p　of】Nbture

国でも放映された〇十八世紀後半から十國

辮｢紀前半にかけて生じた自然に対する
、　同　上

fr㎝Civilislation（1） 興味の覚醒を、文学と美術に即して論じ
た一章6第一回は十八世紀詩人の場合。

12
58レ’3

@4

Gvi　lization：Ke㎞eth
iユalk、　Th6　Wb　rsh　i　p

盾?@Nature　from

　’Jean』Jacques　Rousseau、・Johann　いWbllga：ng　von　Goethe、　Samuel　T　aylor

bo：1eridgeの場合。 同　上

Civilisation　（2）

Civi　i　i　zation：Kenne　th
Wi　l　1ねmWbrdsworthの場合。

13 11、
Cl　afk、　The「Wbrsh　i　p

盾?@Nature　fro　m
同，上

Civilisation　（3）

，

Civilization：晩nne血
前回の話題のつづき。

A

．14 18．

Clad（、　The　Worshipof　Nature　fr㎝

同　上

Civi　l　i　sati　on　（4）

自然に対する興味と絵画との関係。
Civilization：Ke㎜et

15 25．
Cla磁、　The　Wbr息hip

盾?@Nature　fr㎝
同　上

Civilisation　（5）
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　　　＝独　　語　　1　＝＝

1全体のねらい

　まったくの初歩から出発し、順を追って文法の学習を積み重ねることによって　ドイツ語の基本構

造を理解させる。耳からの学習という特徴を生かしつつ、単なる知的理解にとどまらず、聞く、話す、

’読む、書くなど、総合的な語学力の一両をはかりたい。

回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
5（シ42

@9

＼発　　　　　　音 　簡単な日常会話を題材に、ドイツ語の．

ﾂづりと発音の関係を学ぶ。

諏訪　　　功
i一橋大学教授）

Q　　ス　　　ト

ublker　H6tsch

c応義塾大学講師）

2 16
seinの現在人称
ﾏ化

　発音の復習と練習を兼ねて、動詞sein

ﾌ現在人称変化を学ぶ。
　　同　上
Q　　ス　　　ト

gilli　Hets6h
i慶応義ii雛講師）

一3 23
habenの現在人称

ﾏ化

動詞habenの現在人称変化を学ぶ。

同　上

芋4
57／1

@6
規則変化動詞の現
ﾝ人称変化

　lemen、　arbe　i　tnなど、規則変化〈弱

ﾏ化〉動詞の現在人称変化を練習する。

同　上

5 13
定冠詞と不定冠詞
ｼ詞の性

　冠詞類と名詞との関係、訟よび名詞の

ｫについて学ぶ。

同　上

6 20

　　　duとSie
s規則変化動詞の
@　現在人称変化
@　　命令形

　fahren、　sprechen、werdenなど、不

K則変化く強変化〉動詞の現在人称変化

yびdu、　ihr、Sieに対する命令の表現

�wぶ。

つ
　
同
　
上

7 27
不定冠詞kein
?闍^問文の答え方

　不定冠詞kein及び決定疑問文に対する

嘯ｦのja、　nein、　doehについて学ぶ。

同　上
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回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

名詞類の格について

8
5Z／2 格

諏　訪　　　功

3 （一橋大学教授）

格支配を中心として主要な前置詞を分

前　置　詞 類・整理し、続いて旧称代名詞の格変化

9 10 人　称代名詞
、を学ぶ。 同　上

9

複数形を作るための4つの主要なタイ

プを学ぶ。

10 17 名詞の複数形 同　上

konnen、　mu　ssenなどの助動詞の形と

意味を学び、ドイツ語のいわゆるワク構

11 24 話法の助動詞 造についての理解を深める。 同　上

冠詞類の格変化についてまとめ、形容

12
5τ／3

@3

dieser型とmein型

尓ｶ

詞の格変化の学習に対する準備を澄こな

､。 同　上

さまざまな非人称表現に触れる。非人

称主語esの省略、非人称熟語も学ぶ。

13 10 非　入　称のeS
同　上

ドイツ語のワク構造についての理解を

いっそう深める。

14 17 分　離　動　詞
同　上

いわゆる形容詞の格語尾について学ぶ。

15 24 形容詞の用方と変化
同　上
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＝：独語1（その2）＝

〔灘騨三三〕
全体のねらい

　動詞の過去人称変化から始めて、接続法に至るまで、初級文法の後半を概観する。さらに、中級へ

の橋渡しとして、最後の数回では、さまざまな文体の現代ドイツ語を読んでみるほか、すこし古い時

代のドイツ語にも触れてみたい。

回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

諏　訪　　　功
弱変化動詞、強変化動詞、混合変化動 C一橋大学教授）

1
57／8

Q5 動詞の過去形
詞の過去形と過去人称変化を学ぶ。動詞

ﾌ三基本形についても学ぶ。
フォルカー・ヘッチュ

i慶応義塾大学講師）

qリー・ヘッチュ
（慶応義塾大学講師）

現在完了形の作り方を学び、haben支

2
5τめ

@1
完　　　了　　　形

配の動詞とsein支配の動詞との弓田過
詞`と現在完了形の用法に触れる。 同　上

3格と4格の再帰代名詞に触れ、それ

3 8
再帰代名詞、再帰
ｮ詞

らとともに用いられる再帰動詞の形式と

p法を概観する。 同　上

形容詞の比較級の述語的・付加語的弓

法を学ぶ。

4 15 形容詞の比較級 同　上

形容詞の最上級の述語的・付加語的用

法を学ぶ。

5 22 形容詞の最上級 同　上

ZUをともなう不定詞のさまざまな用
法を学ぶ。

6 29 ZU＋不定　詞 －
同　上

受動文の作り方、受動文と能動文との

7
5τ40

@6
受　　動　　　態

対応関係などについて学ぶ。

同　上
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回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

不定関係代名詞によって導かれる関係

8
57／皇0
関　係　文　（1）

文の形式と用法を学ぶ。 諏　訪　　　功

tォルカー・ヘッチュ

13 ヒリー・ヘッチュ

不定関係代名詞によって導かれる関係

文の形式と用法を学ぶ。

9 20 関　係　文　（2） 同　上

いわゆる非現実話法について学ぶ。

10 27 接　続　法　（1） 同　上

間接話法について学ぶ。

11
5彩41

@3
接　続　法　（2） 同　上

接続法のその他の用法を概観する。

12 10 接　続　法　（3） 同　上

現代ドイツ語で書かれた時事文などを

読む。文法の捕説も兼ねる。

13 17 読　　　章　　（1） 同　上

現代の文学作品、論文をいくつか読む。

文法の捕説も兼ねる。

14 24 読　　　章　　（2） 同　上

古い時代の文学作品、ルター訳聖書の

15
57／12

@1
読　　　章　　（3）

一節などを読む。文法の捕説も兼ねる。
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一　独語■一A・＝

〔主任講師辻三（放送大学教授）〕

全体のねらい
　言葉は、人間左いし生活そのものと同じように、各種各様の層を持ち、それをさまざまな文体で表

・現しているものである。若い夫婦クラオスとガービに、日独文化を比較してもらい、その対話を枠に

しながら、各種の文章形態に習熟していぐことをねらう。ドイツ語を通じて、自分の外へ出てみよう、

抽象化への道へ歩みだレてみよう。

回 テ　　一・　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

ガービの両親にあてた手紙。日本に無事到着

1
　　手　　紙

齟ｬに見る人々一

したことを知らせるσそしてドイツ入の目に映

ﾁた日本人の姿一一女性、男性、子供たち。カ

泣`ュア・ショック？

辻　　　　　理

jゲシュティヒ夫人

日本の先生とクラウス、ガービの若夫婦。

2
対　　話

「何でも好きな風に教えてくれ」という日本の

謳ｶ。もっとカリキュラムやきまった方法があ 同　上

一日本の先生一 るはずだと思って怒るクラウス、なだめるガー
ビ0

テキストだのドイツ語だのと言っても、実に

3
対　　話

千差万別。そして内容は必ず形式に表われる。

坙{人のロマンチックなドイツ像にちょっと困 同　上
一三を教えたら一 りながら、テキスト選びをする若夫婦。

クラウスとガービは、自分たちの変化の足跡

4
　日記について
iエリァス・カネジティ）

を書きとめるために日記をつけようとする。カ

lッティの日記についての一文が想起される。

鞄魔ﾞずかしい文章。でも短かいから恐れるこ

同　上

とはない。

カフカの小品『出発』を読んでみる。言葉が

5
『出発』

分っても、内容は分らないかもしれないQ想像

ﾍを大いに使って、自分で文学を完結させるこ 同　上
（　カ　フ　カ　　） とが必要。

できるならが音楽家と哲学者の逸話を二つ出

逸　話 したいと思っています。

6 一＿＿つ0 同　上

（考慮中）

たった一つのセンテンスから出来ている物語。

rシューマンのよう』 どこからど．うやって調理したらいいのだろう。

7 （トーマス・ ドイツ語のまま飲みこんでしまうのが一番だ。 同　上

ベルンハルト）

＼
、
腎
一
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回 テ 一遇 @　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

脳は、客体をそのまま認識するために出来て

r目的の違う脳』 いるのではなく、私たち人間が、生きぬいてい 辻　　　　　理

8 （ハイマール・フォン・ くために出来ているという主張。 ニゲシュテイヒ夫人
ディトフルト）

ここ二課は、筋のしっかりした小説を探し出

9
小 説 すつもりでいます。

同　上
（～欠回につづく）

考
環、

10
小　　　　　　説

i前回の・？づき）

■

同　上

1930年代のエリアスの名著の一節。

文化について 文化という概念がいかにドイツの特産物である
11 （ノルベルト・エリ かを示している。 同　上
アス）

新聞記事 緑の党とは何者か？その綱領をガービに解説

考慮中 させるかもしれません。

12 何年たっても古ぼけ 同　上

ない記事というのが

あるでしょうか？

各課に配置されている約十点の笑話を・一渡総

笑　話 総　括 括してみる。なるべぐ日本語を使わず、図面で
13 解説を試みたい。 同　上

この課も半ば考慮中。

もっとも現代的な小説の一つと言える小品○

14
『小　　　　説』

iペーター・ピクセル）

起きた事象をただ短い文章で並べてゆき、あと

ﾍすべて読者の解釈に任せている。 同　上

カルチュアー・ショックというものが、いか

カルチュ・ショック に本来的な実存の不安から由来しているか、い
15 （コンラート・ロ かに私たちは安定を望んでいるかを、ローレン 同　上

一レンツ） ツが解説。
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＝独語］1－B1＝＝

〔主任講師：辻理（放送大学教授）〕

全体のねらい

　独語皿一Aで各種の文体にふれ、抽象的な思考への糸口が掴めたものと考え、皿一B1ではその程

度をさらに高め、テキストの量もふやしていきたい。テキストの種類としては、想像力を必要とする

文学的要素を滅らし、社会科学、自然科学、思想史の分野を増加、また時代的には一一部啓蒙主義時代

にまでさかのぼる。何といっても扱うテキストの絶対量が少いので、短いテキストを有効に機能させ

るためにはreflexiv　（文省的〉な取扱いをし：なければならない。聞くこと、話すことに大きな重点

を旧くことは、不可能となろう。

主な項目

　三一Aにつづき、クラオスとガービの枠小説構造は、部分的にはな澄堅持するが、この枠は各学問

分野に対峠する生活世界の表現となってゆく。人文科学、社会科学、自然科学の論述がほぼ10項目、

一部に小説、新聞記事、笑話などを配置する。
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＝＝ ﾆ語1【一B2二

〔主任講師：岩崎英二郎（慶応義塾大学教授）〕

全体のねらい

　日本語とドイツ語という、言語そのものも、その背景をなす文化圏も大きく異なる二つの言語圏の

特殊性をつねに意識しながら、両者を対照的にとらえて授業を進めてゆきたい。ドイツ語から日本語

へといういわゆる訳読主義に偏することなく、むしろ日本語をドイツ語に移植する独作文のほうに重

点を置いてみたいと考えている。外国語を受動的に理解するだけでなく、外国語で自分の考えを発表

する力をづけることの重要さを強調したいと思う。　　　　　　　　・

主な項目

具体的に未定。
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＝＝ ｧ 語 1　＝＝

〔主任講師：福井芳男（東京大学教授放送局：ラジオ関東）〕

全体のねらい

　フランス語の基本構造を理解し、耳からの習得を中心にして単なる知的理解にとどまらず、話す、

書くなどの言語運用能力を習得せしめたい。

回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
55／8

R1
会話と発音（1）

　簡単な基礎会話を習得しつつフランス

黷ﾌ発音訓練をする。

福　井　芳　男

i東京大学教授）

2 55／9

@7
会話と発音（2）

　発音訓練：を続けるとともに綴り字の読

ﾝ方を勉強する。

同　上

3 14
動詞の変化と否定
ｶ・疑問文

　一er動詞の現在形を通じ基本文型と
ｻの変形の基礎を習得する。

同　上

4 21 名詞と名詞グループ

　冠詞類と名詞との関係を覚えかつ名詞

ﾌ性・数澄よび機能を習得する。

同　上

5 28 復　習　と　応用

　以上の習得したものを復習し、かつ応

pの諸文を通じて知識の展開をはかる。

ｯ時にフランス語とフランス文化につい

ﾄ簡単な紹介を行う。

　　8
ｯ　上

6 55／io

@5
avoir　と　倉tre

　基本的な2つの動詞の現在形を学びそ

ﾌさまざまな用法を学ぶ。

同　上

7 12
時と場所の表現澄

謔ﾑ形容詞

　副詞、副詞句を通じて数もこの際に習

ｾし、さらに形容詞の女性形を学ぶ。

同　上
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回 放送日 テ　　　・一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
55／10

@19

名詞句と文型；動
撃ﾌ現在形（1）

　文型の考え方を深め、また基本的な不

K則動詞の変化を学ぶ。 福　井　芳　男

i東京大学教授）

9 26 非人称構文と動詞句

　天候、時間などの表現、さらに動詞と

s定法とのむすびつきなどを習得する。

三巴

10
55／11

@2
復習　と　応　用

　さまざまの応用文を通じて復習し、併

墲ｹてフランス語・フランス文化につい

ﾄ述べる。
同　上

11 9
疑問文；動詞の現
ﾝ形（2）

　さまざまの疑問の文型、および重要な

ｮ詞の変化について述べる。
同　上

12 16
否定人；動詞の現
ﾝ形（3）

　否定のさまざまと動詞の変化、ここで

ﾜた動詞句の型に触れる。
同　上

13 23
代名詞；比較・最
繼

　むずかしいと言われるフランス語の代

ｼ詞を学び、また比較級最上級に触れる。
同　上

14 30
代名動詞；中性代

ｼ詞enとy

　代名動詞というよく用いられる種類の

ｮ詞を勉強し、かつ中性代名詞の使い方

�wぶ。
同　上

15
55／ユ2

@7
復習　と　応　用

復習と共に文の読解へと進むよう努め

驕B
同　上
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　　　　　　　　　　　　　　　＝＝　仏　　語　　1　＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一その2一

　　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：：福井芳男（前掲放送局：ラジオ関東）〕

全体のねらい

　時制並びに副文の収得を通じてフランス語の基本構造を理解させる。

回 放送日 ．テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
56／8

Q8
基礎のポイント

　現在まで勉強した諸項目のうち、大切

ﾈ点を復習する。（イントネーション・動

剣ﾏ化〔現在形〕・動詞と不定形の結び

ﾂき・代名詞・代名動詞）

福井　芳　男

i東京大学教授）

2
5◎／9

@4
動詞の・未来形とそ

ﾌ用法

　変化がやや複雑な未来形とその用法に

ﾂいて説明し、前未来形にも触れる。

同　上

3 、11
複合過去形と半過

詞`

　二つの過去の表現様式を説明し、その

`を覚える。大過去形にも触れる。

同　上

4 18 文　　の　構　造

　基本文型とその展開の諸様式を学習し

ﾜた副文とは何かについて説明する。ま

ｽ受動形についても軽く触れる。 同　上

5 25 復　習　と　応用

　実際の文、会話文にi接して1～4回ま

ﾅに学習したことを確実なものとする。

ｹせて二、三の大学の学生よリフランス

鼕w習の実状をインタビューする。
同上

6
5◎40

@2
関係代名詞と形容

倹ﾟ

　フランス語の関係代名詞のしくみにつ

｢て。

同　上

7 9 副詞節と条件法

　副詞節について述べ、条件法の形と用

@を勉強する。

同　上
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回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

間接話法の説明とともに名詞節のしくみ

8
56／io 名詞節と間接話法「

を説明し、時制の一致に触れる。
福井芳　男

16 澄よび時制の一致 （東京大学教授）

副詞節に代わるジェロンディフ、形容

現在分詞とジェロ 詞節！副詞節に代わる現在分詞について

9 23 ンディフおよび慣 述べ、また重要な慣用句について説明す 同　上

用句 る。

6～9回までに学んだ事項を実際の文
に即して身につけるよう学習する。

10 30 復　習　と　応用 フランス語を用いて仕事をしている人 同　上

二、三人にインタビューする。

従属節内にのみ出てくる接続法の形と

11
5◎41

@6
接　　続　　法（1）

名詞節内での用法について。

同　上

形容詞節、副詞節内に澄ける接続法の

用法を学ぶ。

12 13 接　　続　　法（2） 同　上

小説、歴史書その他の過去の記述文を

読むために欠かせない単純過去形につい

13 20 単純過去の体系 て説明。またその体系に属する前過去、 同　上

接続法半過去、大過去にも触れる。

フランス語の語彙について造語法その

他に触れながら、書かれた文に接するた

14 27・ 語彙（い）の研究 めの準備を行なう。 同　上

いくつかの文を読み、11～14回で
学んだことを復習する。な澄以後の勉強

15 12／4 復　習　と　応用 のすすめ方について特に文法の勉強の話 同　上

を専門家にインタビューする。（東京大

学　井村助教授の予定）
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＝＝@仏語H：一A＝
〔主任講師：福井芳男（前掲）〕

全体のねらい
　フランス語1に旧いて習得したフラン累語能力を基に基本的なコミュニケーシヨγに役立つ会話來、

報道文など⑱読解を通じて、聞きとり、発表、一読解力を養成し・併せて文法諸項目（基礎的な動詞

活用の復習、語学の習得などを含む）を復習する。

回 テ　　一・　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

標準的フランス語会話文の間取り、発表練習。

福　　　　井
1、 会　　詰　　（1） （15回を通じて）

日常的なくだけた会話の聞きとり、フランス

語の構文練習（ただし練習に用いられるフラン

2 会　　　話　　（2） ス語は標準のものとする）

上記のつづき

3 会　　　話　　（3）

俗っぽい会話と上品な会話（フランス語のさ

まざまな階層について）

4 会　　　話　　（4）

今までの会話文を再び聞き、理解を深める。

またフランス人ゲストを迎えて会話の実例を聞

5 復習とまとめ かせる。

手紙文の読みかた。書きかた。

6 文　章解読（1）

天気予報事実の報道。

7 文　章解読（2）
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回 テ　　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

簡単な伝記文、軽い笑い話○

8 文章解読（3）

軽い笑い話、インタビュー記事。

9 文章解読（4）

書き言葉への移行、三四の名詞化、フランス

人ゲストとの対話。

10 文章読解・まとめ

ノ

パリについての簡単な紹介文、それをめぐっ

フランスと日本
ての会話文。

11 （文章読解と会話）

フランス事情についての文、それをめぐって

の会話文

12 フランスと日本（2）

日本紹介の文、それをめぐっての会話文。

13 フランスと日本（3）

日本紹介の文、それをめぐっての会話文。

14 フランスと日本（4）

フラ，ンス語の詩と日本語訳（永井荷風）、

フラン．スと日本
ゲスト：フランスに澄ける日本紹介の現状

15
復習とま　とめ
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＝＝ロシア語（前半2単位）一

〔主任講師：浅岡宣彦（大阪市立大学講師）〕

全体のねらい
　ロシア語1では名詞の格変化と動詞の人称変化に的を絞り、基本的文型、1文例をえらんで分かり易

い内容めものにしたい。そのために最少限必要な文法の基本的事項を厳選し、使用語彙を制限し、ロ

シア人に吹き込みを澄願いして、耳からの学習の利点を生かしていきたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

1 文字と発　音

　アルファベット、母音、アクセント、有声子

ｹと無声子鼠子音の同化、硬子音と軟子音、

ｪ臨符としての　とb、特殊な子音結合の発音、

ｳ書法の規則。

　浅　岡　宣彦
i大阪市立文学部講師

2 単　　　　　　文

　動詞を含まない文、疑問文、肯定文、否定文、

ﾛ定の小詞Heの位置、イントネーション、接

ｱ詞a、UW・ 同　上

3 名詞の性．数、格

　名詞の性（男怯女性、中性）、数（単数
｡数）、格（主格、生録、与格、対格、造格、

O置格）、人称代名詞、所有代名詞（1） 同　上

4 動詞の現在変化（1）

　動詞の不定形、不定形の用法、直接法現在（1）

謌齔ｳ則変化、②第一特殊変化、語結合く1）動詞

ﾌ格支配Jge？Kyga？をもつ疑問文とそれ
ﾉ答える副詞。

同　上

5 動詞の現在変化⑳

　直接法現在（3）第二変化、④歯音変化、信音変

ｻ；命令法、動詞xomonlo、yuemo、
窒獅盾唐浮高盾ﾌあとの動詞の不定形、個数詞1

`100
同　上

6 形容詞の長語尾形

　形容詞の長語尾形、形容詞の定語的用法と述

齠I用法、疑問代名詞kakou、　reu、指示代名

撃imom、　mom、順序数詞、所有代名詞②、

鼬牛㊦A性、数、格の一致。

同　上

7 形容詞の短語尾形

　形容詞の短語尾形、短語尾形の用法、短語尾

`90imeH（ねばならない）、・一〇に終る副詞
q語的副詞、無人称文（1） 同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

動詞の過去時制、動詞の過去形、動詞So　rmo

動詞の過去、格の の過去と未来、場所を示す前置格、前置詞Bと 浅　岡　宣彦

8 用法（1）、主格、前

u格

且a、時の表現（1）、月の表現（8月に）；思考、

ｭ言の内容を示す前置格、前置詞0；ygeの
（大阪市立大学部講師）

構文。

名詞の硬変化、軟変化；男性、中性名詞硬変

9
男性、中性名詞硬

ﾏ化

化、人称代名詞の格変化、i接続詞uと且。、否

閧ﾌ小西門u。 同　上

男性、中性名詞軟変化、疑問代名詞Kmo、

10
男性、中性名詞軟

ﾏ化

Utoの格変化、過去時制の述語とKmo、Y血。

ﾌ主語との一致、Km　o、Umoの構文、不定人

ﾌ文。

同　上

属性を示す生格、数：芝生格、数詞と用いられ

11
格の用法（2）、生格、

ﾎ格

る出格、否定生格、部分生格、所有を表わす生

i、HeT、H：e　Souo、且e　SygeTの表現
桙ﾌ表現（2）、行為の対象を示す対格、方向を示

同　上

す対格、時の表現③、曜日、Kyg3の構文0

女性名詞の硬変化と軟変化、個数詞11～

12
女性名詞の硬・軟

ﾏ化

100、iHSumoとRpafurnobl、接続詞
汲盾高盾垂盾窒浮ﾌ構文。 同　上

定動詞、不定動詞、一　動詞、方向を示す表

現、前置詞B、Ha十対格、　K十一与格（Kyga⑳

13 運動　の　動詞 場所を示す表現、前置詞B、且a＋前置格、y

{生肝（Jge？）、逆方向を示す表乳前置詞
同　上

u、c、・m＋生格（Omkyga？）

一6に終る女性名劃一M　に終る中性名詞

14

名詞の特殊変化、
iの用法（3）、与格、

ｯ格

の格変化、間接補語を示す与格、年令を表わす

¥文、無人称文②と与格、述語としての造格、

闥iを表わす造格、共同行為を示す降格、Kak

ﾌ構文。

同　上

動詞の入称変化、名詞の格変化、簡単な読み

物。

15 総　ま　　と　め 同　上
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＝　ロシア語（後半2単位）＝

〔主任講師：浅岡宣彦（前掲）〕

全体のねらい

　前期の継続で、基本的文法事項をとりあげます。主な内容は次の通りです。

・主な項目

（1）形容詞と副詞の比較級、最上級

②　形容詞：単数：・代名詞KaK砿の格変化

③　所有代名詞、疑問代名詞等の格変化

（4＞名詞複数の格変化、前置詞

⑤　形容詞複：数の格変化、形容詞の名詞化

’⑥　運動の動詞、定動詞と不定動詞

（7）接続法ec脚δorの用法、接続詞　　rmoδor

（8）個数詞の格変化、集合数詞、時の表現

（9）定代名詞、不定代名詞、否定代名詞

．⑩　関係代名詞、複文

（皿）能動形動詞現在と過去

02）被弓形動詞現在と過去、能動相、被三相（受身の表現）

G3）副動詞構文

．（聾）直接話法、間接話法

、（㈲格変化の総復習、動詞の格支配
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＝・ ?糟黶i前半2単位）＝

『任講師縫摯騰纏四三

全体のねらい
　漢字は表白文字であるから、表音文字を利用しつつ前半では発音練習に重点を温き、かつやさしい、

文型を通し｛中国語のリズムを習得できるようにする。後半では動詞を中心とした慣用句型に初歩的

な文法の説明を加える。全体を通じ、語順が大切なので、基本表現の文例をできるだけ多くして語順

を習得しゃすいようにする。

回 テ　　　一　　マ 内　　　　　　　容
・担当講師（所属・氏名）

はじめに、普通話（標準語）について

併音字母（発音記号） 頼　　　惟　勤
11 第1課　発音1 母音（その1、単母音）

ｺ調
平　松　圭子

母音（その2、複合母音、鼻母音、特別母音）

子音
発音標記のまとめ

b2 第2課　発音皿 声調の変化 平松　圭子

人称代名詞

3
第3課　請書幕忙
iどうぞよろしく）

動詞”是”（主語十是十名詞）

^問文①”昭” ・同　上

形容詞述語文

第4課 造畢助詞　”的”

4 漣本復好 疑問文②反覆疑問 同　上
！

（この本はとでも
よい）

数のいい方

第5課 年ド月、日

5 今回几月几号？ 疑問文③疑問詞のいろいろ 同　上

’（今日は何回何日

ですか）

量詞（もみを数えることば）

第6課 動詞と目的語

6 我有溺介中国朋友 動詞の否定①　”不” 同　上

（中国の友人が二
率いる）

● 程度補語得”

第7課 程度補語の否定と疑問文

7 画得根回我 目的語の前置 同　上

糎
（わたしにそっく
閧ﾉ：画けている）
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

第8課
ｳ在所音楽
A・ iいま音楽を聞い
@　　　　ている）

進行、持続の表現征在””着”　”咤”

^問文④選択疑問
ｮ詞の否定②　”没” 平　松　圭　子

9

第9課
ﾅ　中国　影
i中国の映画を見
@たことがある）

経験を表わす”這〃

ｮ了を表わす”了”
o験、完了表現の否定

鼡C助詞”了”

同　上

，10

第10課
苳鋳n中細扱
i中国の新聞を読
ﾞことができる）

能願動詞”能””会””可以””要”

h庫該”
P純方向補語　”来””去”

綷?竚黷ﾆ目的語の位置

同　上

11

第11課
ｱ電吋候看完了？
iいつ読み終りま
@　　　　　すか）

結果補語

級ﾊ補語を伴う動詞の否定

?u式”把” 同　上

12

第12課
妤鼈皷譿l数避

ｦ不劫？
i君一人で動かせ
@　　　　ますか）

可能補語　”得”

ﾂ能補語を伴う動詞の否定と疑問文

｡合方向補語①
｡合方向補語と目的語の位置

同　上

13
第13課
艾ﾈ前好多了
i以前よりずっと
@　よくなった）

比較表現①”比”
芒r表現②”眼”・…・・一”祥”

芒r表現③”有”
諶撃ﾌはたらき

同　上

14

第14課
шw了　介多月
iちょうどニケ月余り

ﾗ強したところだ）

時間補語

條ﾔ補語を伴う動詞の目的語の位置

｡合方向補語② 同　上

15

第15課
ｴ朋友去吃飯
i友人を食事にさ
@　　　　　そう）

兼語式構文
g役表現”叫”記”使”

�g表現”叫”註”被” 同　上
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＝中国語1（後半2単位）一

　　〔主任講師：平林圭子（前掲）〕

全体のねらい

　入門篇篇では主として動詞を用いた表現の文型を中心に学んだが、その二では・連詞（接続詞）介

詞（前置詞）副詞を用いた、複雑な文型、複文の文型を学ぶことをねらいとする・比較的容易な散文・

新聞記事などから教材を選び、常用語の語彙をふやすことと読解力の基礎を習得させる。

主な項目

（1）三三を用いた文型

（2），三三を用いた慣用文型

（3）．副詞のはたらきについて
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・＝スペイン語（前半2単位）＝・

〔主任講師：山口煎正（上智大学教育研究所）〕

全体のねらい

　聞く、話す、読む、書くの基礎的訓練を行う。

　元来ともすると、語学の学習は読んで意味をとることのみに理解され勝ちであるが、外国語を「自

分のものに：する」ということは、単語の意味なり、文法の規則なりを「頭だけの知識」に止めて澄か

ず、実際の言語行為の中でそれらを困難なく用いて行くことである。そのためには、できるだけ多く

の練習をこなして修得して行くことが必要である。

　また、スペイン語は日本語と構造が違うので、初歩の簡単な文章で文型をきっちり学習して澄かな

ければならない。そのためにも主語の省略があり、藷順の比較的自由なスペイン語にあっては、動詞

の活用が非常に重要で、まずこれをマスターすることが、スペイン語学習の第1歩となる。

主な項目

　発音、文の基本構造、動詞（入称による活用、時制、予定詞、・再帰動詞等）名詞、形容詞、副詞

前置詞、冠詞、入称代名詞（特に：目的格）、関係代名詞、疑問文（詞）。
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　　　・＝　保　健　体　育　＝＝

〔主任講師：平沢彌一郎（東京工業大学教授）〕

全体のねらい

　「からだ」の価値観の確立

　古代思想にあらわれた「人とからだ」の関係からはじまり、それぞれの時代澄よび民族がどのよう

な「からだの価値観」をもって今日に至ったか、を講義内容の主軸とする・

主な項目

（1）　「直立人」にいたる三三の進化の過程を系統発生学的見地から考察する。

（2）立生から「立ち」「歩き」　「走り」「跳ぶ」、そしてあらゆる動作を個体発生学的見地からも考

　察する。

（3）知覚の内省的把握を基礎とし、他覚的症状を併せて確立する健康管理法。

〔1〕　体育原論：からだの価値観の変遷。宗教と体育。社会と体育。教育と体育。（1単位）

〔2〕体育応用篇：働くからだ。遊びとからだ。言語とからだ。音楽とからだ。舞踊とからだ。（r

　　単位）

〔3〕　健康管理と体育処方：直力能力を基本とする体育処方。（1単位）　　　　　　　　　　　　　・

〔4〕　体育実技：（1単位）

一101一・



　　　　　　　　　　　　　＝　生　　　活・　史　＝

　　　　　　　　　　〔主任講師：響中鉢正美（慶応義熟大学教授）〕

全体のねらい、主な項目

（1）生活史、生活学、生活構造論

　生活＝構造論は、生活の構成を論ずるもの。

（2）マクロとミクロの生活史

　マクロの生活史は広く人類史につながり、ミクロの生活誌は各人のケース・レコードに：つ：ながる。

（3）共同体の生活史

　例えばパプア・ニューギニアの生活史。

（4）文書記録の生活史

　例えばエジプトより現代まで。

（5）都市の生活史

　例えば川添登著、　「裏側から見た都市」。

（6）産業化に於ける生活史

　　19世紀の欧米。

・（7）諸文化の生活史

　現代。

（8）衣食住の生活史

　家計調査。

（9＞教育、医療、住居、養護の社会化

　回る社会福祉。

αΦ　意：識と無意識のかかわり

　生活空間に於けるマクロとミクロの接点。

⑪　戦後日本の生活史（1）

　生活水準より。

⑫戦後日本の生活史（2）

　入口構造より。

⑬　日本に於ける生活の文化的特質

　現代生活の再構成。

⑯　参加者の発言と討議。

一102一



＝生活の社会学＝
〔主任講師：副田義也（筑波大学教授）〕

全体のねらい

　L生活構造論は、生命の日日の創造として、入間の生活の本質をとらえ、その人間らしいありかた

を考える。且生活問題論は、生活の人間らしさが失われる問題状況を学問的にとらえる工夫をする。

皿生活保障論は、生活の人間らしさを維持・回復する政策・制度・運動・実践を論じて、福祉国家・

福祉社会のありかたまでを考える。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

1 1　生活構造論
P．生活構造

　生活の本質を人間の生命の日日の生産過程と
ｵて把握する。また、それは、労働者のばあい、
J働力の生産→労働力の販売→労働力の消費→
ｶ活手段などの生産→生活手段などの購買→生
?闥iなどの消費→…という循環となるのを示
ｷ。

副　田　武　也

i筑波大学教授）

2 2．生活水準

　生活水準は賃金水準、貨幣消費水準、物量消
???ﾉ区分される。第2のものに注目して、
ﾅ低生活費研究の現状を媒介し、生活費目の分
ﾞを論じる。また、生活機会、生活資源などの
Vしい概念を紹介する。

同　上

3 3．生活関　係

　夫婦関係は具体的には分業関係であり、たが
｢の労働力、性的成熟、愛によって成立する。
e子関係は具体的には扶養関係であり、子の無
ﾍ性、愛、その他によって成立する。あわせて、
｢帯の概念にふれる。

同　上

4 4．生活時間

　生活構造の時間的形式としての生活時間を、

ｶ活周期、家族周期、日常の生活時間＝などで論

ｶる。日常の生活時間では、生活主体の性別、

N齢、職業などによる構成の変化にとくに力点

�ｨきたい。

同　上

5 5．生活空周

　生活構造の空間的形式としての生活空間を、

?ｮ空間、資源空間、意識空間などで論じる。

糟ｹ空間からシビル・ミニマム論をみちびき、

ﾓ識空間からコミュニティ論、地方自治論をみ

ｿびきたい。

同　上

6 皿　生活問題論
P．生活問　題

　社会問題、生活問題の概念規定をする。生活

竭閧ﾆは、人びの生活のうち、社会が解決、予
hが必要な問題として指定するものである。そ
ﾌ指定は一定の価値意識にもとづいて於こなわ
黷驕Bあわせて、生活問題の担い手の類型を論
ｶる。

同　上

7 2．諸範躊の関係

　生活問題の政策的範躊、実践的範疇、運動的

ﾍ疇、科学的範躊を規定したうえで、それらの
ﾖ係を論じる。政策的範疇は、抽象的・統計的
ﾅあるが、実践的範躊は具体的・個別的である。
ﾜた、運動的範疇、科学的範疇の限界にもふれ

驕B

同　上
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回 テ　　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当’講師
i所属・氏名）

8 3．　貧困問題

　貧困問題の政策、運動、科学の三範疇の関係
�ｪ析して、科学的範疇のうち、欧米の相対的
穀Dの概念や日本の不安定階層の理論多少くわ
ｵく述べる。貧困の多元的把握をめざしながら、
ｻれを無限定に拡大してゆく一部の動向は批判
ｷる。

副　田　武　也

i筑波大学教授）

9 4．非貨幣的問題

　保育問題、老人問題などを例にとり、非貨幣

I問題の政策運動、科学の三昏昏の関係を分
ﾍする｝。この問題はニーズと扶養の函数である

ｱとを示し、家族形態、婦人労働などとの関連
�?ｫらかに：する。

同　上

10 5．諸類型と原因

　生活問題を階級問題、階層問題、地域問題、

ﾋ族問題、個人の問題などとして把握する見方

�ﾐ介し、それぞれのばあいで、成立過程を理

�ｷる枠組が異なることを指摘する。
同　上

11 皿　生活保障論
P．　生活保障

　生活保障の体系を紹介し、福祉国家の条件の

ﾐとつに位置づける。生活保障と英国でいう社

?ｭ策、米国でいう社会保障の異同にもふれる。

沁ロ痩ﾆへの批判、生活の自助責任などをも論
ｶる。

同　上

12 2．所得保障

　社会保険、公的扶助、家族手当、資金貸付、

ｹ害補償などについて、原理的性格をあきらか

ﾉし、前の三者について、日本での現状を紹介

ｵ、問題点、改良の方向・試案を提示する。
同　上

13 3．サーヴィス保障

　児童福祉、老人福祉、身体障害者福祉、精神

鮪緕ﾒ福祉、母子福祉の五領域で原理的性格を

?ｫらかにし、コミュニティ・ケア・専門的処

�ﾈどに焦点をあわせつつ、現状を分析する。
同　上

14
4．医療，住宅：な
@　　　　どの保障

　医療、住宅、環境保護、消費者保護、厚生保

?ﾈどの諸領域を擁観し、前二者でその原理的

ｫ格、日本での現状を紹介し、問題点、改良の

綷?E試案などを論じる。
同　上

15 5．生活保障運動

　生活保障の政策、実践の向上を要求・期待す

驩^動、その実践に参加する運動を論じる。そ

黷轤ｪ、生活問題、生活保障について学習する

^動＝教育運動であり、また、研究する運動＝

ﾈ学運動である可能性を追求したい。

同　上
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一　衣　　服　　論　＝

　　〔主任講師：徳井淑子〕

全体のねらい

　一旦物理的機能を満たした衣服は、社会の様々のレ・ベルで、象徴機能を有するに到る。回る場合に

は、一つの記号として機能する’ B記号としそ三三されない場合でも、個人の感情、社会思想の表現の

場として機能する。す＝なわち衣服の歴史は、時代精神或いは美意識の理解なくして考えることはでき

ない。古代から現代に至る西洋服飾から、顕著な象徴の例をあけ、衣服表現の諸相をみる。

主な項目

（1）社会的象徴機能一例、中世封建社会に於げる衣服の象徴性・仏革命下の服飾と政治理念等。

（2）美的象徴機能一例、ダンディズム、異国趣味と懐古趣味、プレシォジテ等・
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　　　　　　　　　　　　　　＝　食　　物　　論　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（→食生活論）

　　　　　　　　　　〔主任講師：宮崎基嘉（国立栄養研究所）〕

全体のねらい

　食物そのものは食生活物資（総論）（各論）に澄いて教育するので、この科目においては食生活論

の内容とする。食生活は生活を基盤とすると同時に、保健の分野とも密接な関係にあるため、「生活

と福祉」部会に澄いて十分論議したい。

主な項目

（1）食文化、食の歴史

（2）食と生活環境

（3）食形態の変化

（4）嗜好の多様化

（5）食と栄養・健康
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　　　　一　住　　居　　論　＝・＝

〔主任講師：東　修三（京都府立大学教授）〕

全体のねらい

　授業科目「住居論」の内容として、昭和55年度に：放送教育開発センターで実験番組として放送し

た〈住居の科学（次頁参考）〉の内容を考えて澄ります。住居は住生活の場ですので、快適な住生活

を営む前提として、住居に関する諸事象についての科学的理解を深めることをねらいとしました。し

たがって、講義題目として〈住居の科学〉を選んだ次第です。

主な項目

　住居ゐ機能、住居の計画、住居の室内環境、住居の敷地環境、．地域の住環境、住居の構造と形態、

住居の維持管理、住居の法律。
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　　　　〔参考　＝住居論＝〕

・＝@住　居　の　科　学　一

〔叢難事編剃

全体のねらい

　住居は住生活の場である。快適な住生活を営む前提として、住居に関する諸事象についての科学的
理解を＝深める。

回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
55／12

@10 住居の機　能

　住居とは何か。住居はわれわれの生活

ﾉ対してどのような機能をもち、どのよ

､な役割を果たしているのであろうか。

ｶ活者の立場で考えてみる。

東　　　修　三

i京都府立

@　大学教授）

2、 17
住居の計画（1）
ｶ活圏区分など

　生活者の住居の計画をたてるというの

ﾍ、住居の機能が十分に果たせるように

ｻの平面計画、すなわち間取りを考える

ｱとである。そのために必要な基本的事

?ﾉついて考察する。

同　上

3 24
住居の計画（2）

ｽ面計画

　前回の生活圏区分などについての考察

�ﾓまえて、住居の平面計画の型、平面

v画のたてかたなどについて述べる。 同　上

4
5◎／1

@7
住居の室内環境（1）

ｺ内気候

　住居の機能である気候緩和作用によっ

ﾄ、住居内には緩和された気候状態が作

閧ｾされている。これを室内気候という。

C候緩和、調節の機構、室内気候要素と

ﾌ感との関係などについて述べる。

同　上

5 14
住居の室内環境（2）

l工気候調節

　冷暖房、空気調和などの設備によって

�Kな室内気候を実現しようとするのが

l工気候調節である。温度調節設備の容

ﾊと住宅構造体の断熱性との関連などを

?Sに、その考え方を述べる。

同上

6 21
住居の室内環境（3）

ｩ然気候調節

　自然状態でも住宅はある程度の気候調

ﾟを行っている。特に、温度調節が顕著

ﾅあり、この場合、住宅構造体の熱容量

ｪ重要な役割を果たす。省エネルギーの
ｧ場から注目し：たい。

同　上

7 28’
住居の室内環境（4）

ﾊ風と換気

　通風、換気はともに現象的には室内空

Cの入れかわりを指すが、自然通風は、

ﾄ季、在室者に涼感を与える重要な要因

ﾅあり、換気は冷暖房時の空気汚染対策

ﾉ不可欠：なものであることなどを述べる。

同　上
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回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

室内に適度の照度を確保するのに、昼

8
56／2

@4
住居の室内環境（5）

ﾌ光と照明

間は側窓、天窓などから採光する。採光

ﾌ不十分なときや夜間は入工的に照明を

ｷる。採光澄よび照明設計について述べ

東　　　修三
i京都府立

@　大学教授）
る。

住宅が整備されていても周囲の敷地環

9
、 11

住居の敷地環境（1）

�C候

境が劣悪では住居としては十分ではない。

~地の微気候をとりあげ、特に敷地の土

nの性状と微気候との関連について述べ
同上

敷地の選定に役立てる。

住宅の日照は、南側の建物などで障害

10 18
住居の敷地環境②

を受ける。住宅の南側の敷地の広狭が問

閧ﾉなる。日照権に関連して日照障害の 同　上
日照 調査法を述べる。

居住者の生活条件によって住居地の選

11 25
地域の住環境（1）

Z居地の選択

択の条件が異なってくるが、ここでは公

Q、交通事情や教育、医療などの公共施

ﾝといった社会的条件に注目して考える。

同　上

都市は大気汚染、騒音などによってそ

12
5◎／3 地域の住環境（2）

の住環境が著しく悪化して多くの公害問

閧�ｭ生している。これらの公害の実態 同　上
4 大気汚染と騒音 とその対策を中心に述べる。

木造、鉄骨造、鉄筋コンクリート造な

ど、住宅の構造に応じた機能上の特徴を

13 11 住居の構造と形態 考えてみる。また、都市住居の独立住宅 同　上

から集合住宅への変容についても、その

理由、根拠を探る。

住宅の機能を維持し、その耐用年数：を

延長するためには、住宅や設備などの適

14 18 住居の維持管理 切な管理を行う必要がある。これらの維 同　上

持管理に関する事項を述べる。

快適：な住生活を保障するため、住宅な

どの建築に対して法規制が行われている

15 25 住居の法　律
建築基準法、都市計画法などに定められ

ﾄいる道路、敷地澄よび建物に関する事
同　上

項を解説する。
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・＝@家　　庭　　経　　営　　学＝・
　　一これからの社会と家庭経営一

〔主任講師：今井光映（金城学院大学長）〕

全体のねらい

　家庭経営はそれをめぐる生活環境から影響をうけ、適応を迫られるとともに、他方では、そのあり

方が生活環境を醸成し、変えていく。これからの社会の動きの中で、家庭経営が考えておかなければ

ならない内在的、外在的諸問題をとりあげ、家庭経営がその本来の目的を実現するための問題解決の

すじ道を考えることとする。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

1
家庭経営の本質と
ﾚ的

@　噂

　家庭経営は、最も根源的にして中核的なエコ

Vステムである。それは何を本質とし、何を目

Iとするか、企業・国・自治体：などの派生的な

Gコシステムとの関係はどうかなど、家庭経営
ﾌ根本問題を考える。

今井　光映
i金城学院大学長）

2 家庭経営のシステム

　家庭経営はインプット、プロセス、アウトプ

bト、フィードバックの4つのマネジメント要
fから成る。それら4要素の内容と関連を、具

ﾌ的な例で考え、合理的な家庭経営行動の基礎

ﾆする。

同上

3
家庭経営の意思決
閧ﾌ過程

　新しい家庭経営に澄いて「家庭経営とは意思

?閧ﾌことなり」と考えられ、意思決定こそ家

?o営の中核とされる。家政の意思決定のプロ

Zスを具体的な例をあげながら考える。

同　上

4
家庭経営と価値と

宴Cフスタイルの
ﾝ計

　家庭経営のシステムにおいて、価値は最も中

j的なインプットとして意思決定のプロセスを

綷?ﾃけ、それぞれにライフスタイルを形成す

骭ｹとなる。価値の意義とその家庭経営への影

ｿの過程を考える。

同　上

5
家庭経営と経済生

?ﾌ設計

　家庭経営の理論をふまえて、家族・個人のラ

Cフサイクルにそった家庭の経済生活の設計を

lえる。 同　上

6
家庭経営と食生活

ﾌ設計

食物・栄養の理論をふまえて、家族・個人の

宴Cフサイクルにそった食生活の設計を考える。

同　上

7
家庭経営と衣生活

ﾌ設計

繊維・衣料の理論をふまえて、家族・個入の

宴Cフサイクルにそった衣生活の設計を考える。

同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）
一

「住まう」ことに視点をおいた、家族・個人

8
家庭経営と住生活

のライフサイクルにそった住生活の設計を考え

驕B
小　沢　紀美子

の設計 （東京芸術大学助教授）

家庭や個人の生活時間の構造がどのような変

9
家庭経営と生活時
ﾔの設計

化をたどっているか、またその変化の中で家庭

o営はどのような問題に迫られているかを考え

驕Bまたその有効な活用のためのマネージメン

同　上

トの方法を考える。

家事労働は、従来、時間的要素と身体的要素
によって、労働生理学的に把握されてきたが、

10
家庭経営と家事労
ｭの設計

それに加えて、情感的と認知的の二つの要素を
ﾁえて、トータルにとらえられる必要がある。

同　上

それとともに、それを経済的に評価する方法も
考えて燈ぐ必要がある。

現代の家庭経営に：おける庭族関係の諸問題を

11
家庭経営と家族関
Wの設計

解決し、あるいは問題化しないように予め管理
ｵて、家庭経廻の目的を十全に：実現する方策を

lえる。

山　口　久　子

i椙山女学園大学教授）

世界に類をみない早やさと水準ですすんでい

12
高齢化社会と家庭

o営

るわが国社会の高齢化によって、家庭経営がど

ﾌような影響を受けるかを自覚し、それに：対応

ｷる方策を家庭経営の立場で考える。

同　上

従来、家政Q意思決定は経験的に行われてき
たが、ハウスホールドコンピュータの開発に：よ

13
情報化社会と家庭

o営
ってもそれを科学的に行うことができるように
ﾈった。その活用例を考えるとともに、他方で

小沢　紀美子

はその導入に伴って澄こりうる家政の問題も考
　　　　　もｦる。

家庭経営がその目的を達成するうえで問題と

14
家庭経営と消費者
竭

しなければならないものに消費者問題がある。

ｻの構造を明らかにし、問題を解決するための

ｶ活環境醸成的な家庭経営を考える。
今井　光映

今日の家庭経営をめぐる外部環境条件の大き

15
家庭経営と消費者

ｳ育

な問題として消費者問題があるが、その問題解

?ﾌ担い手として消費者教育を位地づけ、その

lえ方と方法を考える。

同　上
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＝＝ ﾆ　庭　経　済　学　一

　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：今井光町（前掲放送局：ラジオ日本）〕

全体のねらい

　家庭経済の本質機能と課題をつぎの三つの面から理解する。

（1＞生活福祉の充実・向上は経済を無視してはありえない。全体としての経済の循環と成長に、個別

　経済としての家庭経済はどのようにかかわるかを、システムの目で認識する（1回～5回）。

（2）家庭経済の本質機能を、その構造に内在する法則・理論及びその実践としての生活設計を通じて

　認識する（6回～11回）。
（3）これからの家庭経済をめぐる環境の変化に目をすえ、それへの対応を考える（12回～15回）。

回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
56／i2

@11
現代経済の構造と

ﾆ庭経済

経適の安定と福祉の向上をはかるためにとら
黷ｽいわゆる混合経済のメカニズムを理解し、

ﾆ庭経済が政府や企業とともに、どのように国
ｯ経済の循環と成長にかかわるかを認識する。

@家庭経済を経済の循環の中でシステム的にと
轤ｦることの必要性の重要性を考えたい。

今　井光　映
i金城学院大学長）幽

2 18 賃金・税と家庭経済

　家庭経済とくに勤労者のそれの源であ
髓ﾀ金はどのようなメカニズムや政策に
謔ﾁてきまるのか、また、高負担社会を
}えて、そこから差し引かれる税のシス
eムと政策は、国民経済と家庭経済にど
ﾌような意味をもつのかを理解する。

堀　田　剛　吉

ｳ籍大学教授）

｡　井光　映
i金城学院大学長）

3 25
物価・価格・料金
ﾆ家庭経済

　現代のインフレーションの発生原因と

ｻのメカニズムを一般的に、また公共料
烽竏齡ﾊ商品の価格の決定のメカニズム
�揄�ｵ、家庭経済・企業・政府がそれ
ｼれ安定した物価・価格・料金のために
ﾈにをすべきかを考える。

山　口　久　子

剋R女学園大学教授）

｡井　光映
i金城学院大学長）

4
57／1

@8
産業組織・マーケ
eィングと家庭経済

　競争的、寡占的、独占的な市場構造な
ﾇ、市場構造や市場行動の違いが家庭経
ﾏに与える影響について考え、独禁政策
�ﾜむ競争促進対策の役割を理解すると
ﾆもに、広告・宣伝：などの機能について、

ﾆ庭経済の立場で考える。

小　木　紀　之
i市邨学園大学助教授）

｡　井野　映
i金城学院大学長）

5 15 流通機構と家庭経済

　複：雑かつ多様化した流通機関の特性と

竭闢_を解明し、百貨店、小売店・スー

pー・生協・産地直結などの流通組織、

yび自由公正な取引き制度が家庭経済に

yぼす影響関係と対策を考える。

同　上

6 22
家庭経済の構造と

цﾚ

　家庭経済を組みたてる収入と支出にはそれぞ

黷ﾇのようなものがあるか、この両者のフロー
ﾌ構造関係はどうか、それはどのように移りか

墲ﾁてきているかを理解する。
@また収支というフローだけではなく、資産と
｢うストック関係についても認識する。

今村　幸生
i奈良女子大学教授）

｡　井平野
i金城学院大学長）

7 29’ 家庭経済の分析手法

　家庭経済を分析する手法にどのような・

烽ﾌがあるか、また、その分析の基礎資
ｿにどのようなものがあるか、さらに分
ﾍに必要な基本的な概念としてどのよう

ﾈものを理解して診くことが必要かを認
ｯする。

同　上
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回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
5Z／2

@5
家庭経済の法則

　家計の支出のメカニズム、消費者行動

ﾉどのような定律性・法則性がみとめら

黷驍ｩを、支出全体的ならびに費目別に

F識し、生活設計への資料とする。

堀　田　剛　吉
i岐阜大学教授）

｡井光映
i金城学院大学長）

9 12 家庭経済の理論

　家計における支出の決定メカニズムと

ﾁ費者行動を解明する古典的ならびに新

ｵい理論を認識し、合理的家計支出行動

ﾌ資料とする。

同　上

10 19 家庭経済の診断

　家庭経済の構造・法則、・理論を理解す

驍ﾌは、短期・長期の家庭経済の管理、

ｶ活設計の基礎資料として必要だからで

?驕B生活設計のための生活設計診断の

軏{的な考え方と方法を考える。

同　．上

11 26
家庭経済と生活設
vポリシー

　家庭経済の管理は短期のそれにとどまらず、

宴Cフ・サイクルを考慮に入れた長期のそれへ

ﾌ配慮が必要である。ライフ・サイクルのステ
[ジにそった私的個別的生活設計の考え方と方
@を理解する。それとともに、社会の責任によ
骭�I社会的生活設計すなわち生活設計ポリシ

[の必要性を認識する。

今　脚光　映
i金城学院大学長）

12
5Z／3

@5

消費者問題と家庭

o済
ｫ活の質を求めて）

　消費者は技術革新、大量生産システム
ﾌ定着化、高圧的・低圧的マーケティン
Oの一般化、消費者情報のたち遅れなど、
s場関係で構造的に従属的関係に澄かれ
ﾄきている。このいわゆる消費者問題が
ﾆ庭経済にどのような問題をなげかけて
｢るかを、またその解決の方法を考える。

小林　紀　之
i市邨学園大学助教授）

｡　井　光映
i金城学院大学長）

13 12
資源・エネルギー制

�ﾐ会と家庭経済

　今後ますます厳しさをます国際経済社
?ﾉあって、わが国経済の根幹の問題で
?閨A国民的課題である資源・エネルギー問題が、家庭経済にどのような影響を

yぼすかを認識するとともに、個々の家
?o済がそれぞれに：資源とエネルギーを
L効に活用する方策を考える。

同　上

14 19
キャッシュレス社会

ﾆ家庭経済

　ローンや消費者信用の制度の発達ある
｢は銀行振替システムの定着化は、キャ
bシュレス社会の到来を思わせるが、そ
黷ﾉ：対して家計記入などのシステム化は
ｽち遅れている。キャッシュレスの制度
ｪ家庭経済に及ぼす影響を認識し、それ
ﾉ対応する家計管理方法を考える。

山　口　久　子
i椙山女学園大学二二

｡井光映
i金城学院大学長〉

15 26

高齢化社会と家庭

o済
i活力ある福祉
@社会のために）

　いままで世界のどの国もが経験したこ
ﾆのないような早さでの、かつ高い水準
ﾅの高齢化社会の到来は目前に迫ってい
驕Bこの高齢化社会が家庭経済にどのよ
､な影響を及ぼすか、それに対して家庭
o済はどのような生活設計をたてておく
ﾗきかを考える。

今井三民
i金城学院大学長）
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　　　＝：家　族　関　係　一

〔主任講師：森岡清美（成城大学教授）〕

全体のねらい

1）戦前から戦後をへて現在に：至るまでの、日本家族の構成と機能にみられる変化を、主として統計

によって明らかにし、将来の動向を予測する。

2）日本の家族関係の現状を、ライフサイクルの過程に沿うて解説する。そのさい、戦前の家族関係

論よび欧米の家族関係と比較して考察し、日本の家族関係の特色を明らかにする。

3）高齢化社会に澄ける家族関係の問題点を探り、それへの対策を検討する。

主な項目

　家族の類型と分類、家族構成の変化、家族機能の変化、配遇者選択、結婚、子どもの社会化、家族

のライフサイクル、家族の内部構造、家族の危機、離婚、再婚、老親扶養、家族の未来、など。

一114一



　　　　　　　一母子保健・成人の保健・老人の保健＝

　　　　　　　　　　　〔主任講師：本間日臣（放送大学教授）〕

全体のねらい

保健シリーズ（次回）の目的を達成するためカリキュラムを縁下の如き基本原則に基づいて回す

る。

日常遭遇する躯槻弓やエピソード鱒入部働上げ・その際躰のvital・rgan瞬m

がどのように回廊し・生命を維持するかを解説する・

　（Vital　Organ　SyStcmとは、心血管系、呼吸器系、神経系、内分泌系、防御免疫機構とする。）

主な項目

（凡例）成人保健

（1）時差ボケー一一体内時計・自律神経

　　　　　　　　　　　　内分泌

　　　　　　　　　　　　睡眠パターン

（2）’マランンー一一ランナーは何故

　　　　　　　　口呼吸をしないか？　　　　　　防御機構

　　　　　　　鼻呼吸か

（3）石神井中事件（Smoke　fo9）

（4）風呂に入ると指尖に搬が出来るのは何故か？　　　循環：血液量

（5）眼鏡が合わなくなる。　　　　　　　　　　　　三食変化とは？
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（参　　考）

人間のからだと健康＝
　　　（保健シリーズ）

全体のねらい

　胎生期から老年末期までの生体の形態学的、生物学的、心理学的経済変化の理解を基礎として、家

庭、社会、：職場、都市、自然現象の環境に澄ける多種多様の刺激因子と生体との不断の反応のメカニ

ズムについての判断力を養成する（付図参照）。

　以て先端テクノロジー革命の進展に伴い失われつつある人間主体性の回復向上を目指す。

主な項目

　母子保健（周産期保健）、乳幼児保健、小児学童保健（欠）、青少年保健、成人保健、老入保健、

〔乳幼児心理〕〔青年心理〕〔老人心理（欠）〕、加令（欠）

〔環境衛生〕、〔精神衛生〕

　　　〔　〕内は関連科目

　　　欠：設置審申請時項目中欠の三

一116一



愈
慰
・
趨
・
難
羅
｝
茜

　
　
国
剛
国
国
固
凶

．
騨
旧
く
榊

騨

L劃灘　｝

擢
ρ 囲

母 　）ｱ
㌍ 卦 釧

　
　
娼
　
　
取
姻

律 娠

誌
羅

　
　
銀
　
　
十
く
羅 繹 侭

Q 刃 Q
藤 樟

螂 躯 誕
尽

に 婁 懸 州 く

聰　　琢
認

遡　　懸
醐

掻　　｛懸　」

々

駅

爵
粥

（

鐸
罧
遡
胆

）

三
三
く
榊

一117一一

鯉
嘩
く
怪

鯉
輯
針
令
伽

鯉
聯
細
獅
駅
／
マ

越
塞
禦
§
白

磁
高
邑
融

（
母
）
　
ゆ
0
　
　
　
　
　
8
　
　
　
　
　
0
N
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪
　
　
　
　
　
　
　
　
N
　
　
斯
榊
　
　
母
簾
　
　
滑
＃
　
　
母
賢
　
　
　
　
罧
緬
曲
、
、
母
令
　
　
　
　
細
卦
　
製
／
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
b
の
三
b
D
邸

（
口
）
N
一
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
駅
扉
唱
Φ
§
q
£
Φ
潮
回
需
捻
ε
の
。
q

（
姻
）
。
q
寸
　
　
　
　
。
。
N
州
　
　
　
　
　
　
駅
臨

柱
Φ
冒
9
零
尋
需
お
g
乙
　
　
　
　
　
姻
　
彊

（
紋
i
含
る
製
奪
）
懸
鯉
刃
製
⑩
食
Q
誕
く



　　　＝。青少年の保健＝
〔主任講師：黒川良康（放送教育開発センター教授）〕

全体のねらい

　保健に関連する講座は、母子保健に続いて青少年の保健、さらに成人の保健と、年令の順に保健に

ついて考える構成となっている。

　従って、この項は、学童期から成人するまで、つまり肉体的に成長の頂点と考えられる25才位ま

での、成育期の保健と考えて全体を構成してゆきたい。成育期とは又未調和の時期でもあり、未調和

の中で肉体的に、精神的に成長する健康状態を正しく把握し、調和のとれた成長とは何かの理解を深

めさせたい。

主な項目

学童期のからだ。学童期の発育。知能の発育と教育。学童期の事故傷害。保健と健康増進。思春期

とは（肉体的面と精神的面、その両者の調和）。性教育。情緒及び社会性の発達と精神活動。
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＝＝　環 境 衛 生　＝

〔主任講師：黒川良康（放送教育開発センター教授）〕

全体のねらい
　ヒトは環境に影響を受け、同時に環境に影響を与えながら生活している。個人の場合でも、地域集団の

場合でも、地球的規模に旧いても、この両者の関係は変りない。

　又、過去から未来にわたって変りない。この事実を直視し、健康について考え、健康な生活について考

え、生活環境全般の衛生について理解を深める』

回 テ　　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

「生活科学」特に「生活と福祉」の課程での 香月　秀雄
環境衛生の位置づけについて考える。環境衛生 本　間　日　臣

1 講座のはじめに の歴史について述べたのち、特に個人の疾病と 黒　川　良康
の関係について考え、生活条件の把握、認識に 以上

ついて考える。本講座のすすめ方について概説する。 放送大学

環境とは何か。考え方とその変遷。個人、地

域の人口集団、地域規模の、それぞれについて、 以下

2 環境衛生概論1 環境を考える。 25回迄
一方、健康とは何か、その考え方と変遷、個 黒　川のみ口演

人の健康、集団の健康についセ考える。

ヒトと環境とめ関係、つまり人間一環＝境系に

ついて考える。この場合、社会環境、労働環境、

3 環境衛生概論2 等々多くの環境が考えられる。この環境に生存 同上
するヒトの健康のための環境基準の設定が現実

に求められる。これらについて考える。

ヒトを取巻く環境は、バランスが早まれつ鼠

変化している。ヒトは科学的にその全べてを理

4 環境衛生概論3
解、把握しているわけではない。環境基準設定

ﾉついて、この問題を考える。以下25回までは、
同　上

具体例をあげ、説明を試み、判断の助けとする。

地球的規模にお・いても・地域の人口集団にお・

いても、自然環境の変化は、時々刻々存在し、

5 歴史的変遷1
ヒトの生活も変っている。
@日本に於いても、生活環境は時代と共に変化

同　上

し、ヒトの骨路や生理的条件も変化しているこ
とについて考える。

飢えや伝染病に悩まされていた人類は科学技
術の進歩により、悩みの様相を変えた。疾病と

6 歴史的変遥2
しての癌、循環器疾患、精神的負担などに悩ま

ｳれている。 同　上

この歴史的変遷を例示的に回顧し、現在生活

のバランスについて考える。

地球的規模に於いては、地域的な特徴変化は

不問には附されない。経済発展と自然環境のバ

7 地域的　問題 ランス。微生物を含めた、有機物、無機物の生 同　上
活輪廻と自然環境のバランス。所謂南北問題を’

含めて、環境問題について考える。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

8 ヒトの住む環境

　主として、産業革命以後、・自然環境に対する

qトの対応は大きく変化し、自然環境も変化し

ｽ。自然環境の自主調整能力を越えた変化も現

墲黷ﾄいる。この変化の中で、ヒトの生活と環
ｫ要因と調整について考える。

以下

@　25回迄
普@川のみ口演

9 出生　と生　存 同　上

10 寿　　　　　　命

　ヒトの寿命について考える。寿命に関係する

ｽくの環境要因。長寿とそれに関連すると考え
轤黷髣v因。平均寿命、平均余命とは何か？。

ﾈ上の諸々の時代的変遷。各国の寿命、他の動

ｨの寿命などの比較。

同　上

11 正　　　常　　　値

　健康は単に疾病の対語ではない。健康につい

ﾄの意：見は多く、確定していない。しかし、健

Nな状態にあると思われる人々の正常値につい

ﾄの報告はある。正常値の示す幅、変動につい

ﾄ考え、健康についてさらに考える。

同　上

12 伝染性疾憲

　伝染性疾患は、環境衛生を考える場合の大変

d要なテーマの一つであった。多くの人々の生

ｽが奪われていた。開発途上国ではな齢類似の

l相が見られるが、所謂先進国では様変りして

｢る。変遷と実態について考える。

同　上

13 大気　と　生　活

　対流圏、成層圏、圏外との関係。対流圏にお

ｯる気象現象、地上からの高低による変化。大

C汚染とその影響と制御、自浄作用、‘酸素、二

_化炭素、一酸化炭素などの影響、：職場環：境に

fける侵襲要因などについて考える。

同　上

14 水　　と　生　　活

　地球に存在する水。日常生活における水の必

v性。水の利用、再生、循環について考え、水

ﾆ生物、水と農耕、牧畜、飲料水、上水道、下

?ｹ、下水処理、水質基準、環境基準などにつ
｢て考える。

同　上

15 熱　　と　生　　活

　気温、気候、暑さと寒さ、最適温度、気候因

q、日本の気候、世界の気候、気候図表、都市
C候について考え、基礎代謝、体温調節、温度

ﾈど生体に及ぼす影響、温度に対する順応性に

ﾂいて考える熱中症についてもふれる。

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当三三（所属・氏名）

音とは、感じられる音、音の単位、音の感覚

16 音　と　生　活

受容器、快音か騒音か、都市騒音、産業子音、

實ｹの影響、騒音の発生防止騒音に：関する環境

譓?ﾈどに：ついて考える他、生活環境中の振動
ﾉついて、その発生、生体への影響について考

以下

@　25回迄
普@川のみ口演

える。

太陽の輻射エネルギーとしての光の到達過程、

スペクトル分布、可視光線の生物作用、日照の

17 光　と　生　活
i憲義と影響、採光と照明、人工照明、照度、光
@の認知、明順応、暗順応、色の生理的心理的作

同　上

用、色の調和、色覚工変化させる条件、色彩調
節に：ついて考える。

光線、レーザー、紫外線、赤外線、電波、超
短波など電寓作用を持たない、電磁波を総称し

18
非電寓放射線と

ｶ活
て、非電寓放射線として扱っている。非電　放
ﾋ線は生活の中に、次第に多く取り入れられて

同　上

いる、現状の一部の紹介とヒトの関係について
考える。

電萬放射線の種類、天然放射性物質と人工放

射性物質、放射線の利用と効果、放射線の人体

19 電寓放射線と生活 に及ぼす影響、国連科学委員会報告による存在 同　上

イ放射線源の現状、放射線防護の考え方の基礎と

実際、放射性廃棄物の処理分

化学薬品、射毒物、・食：品添加物、農薬などを

化学毒として考える、この項では主として、微

20 化学毒と生活① 量元素の存在、劇毒物の影響、許容量の考え方、 同　上

剋毒物の防護と解毒、量との関係に澄いて生体

への影響について考える。

環境汚染物質：、肥料と：農薬、食品などの存在

と、その形態、量、影響などについて例示的に

21 化学毒と生活⑪ しかも具体的に考え、毎日6，000種も新合成物 同　上

質の出来ている現実に対応する考え方について
考える。

ヒトと他動物との相違の大きなものは意志の
’伝達方法として豊富な言語を持ち、精神活動に

22
生活の中の精神

?ｮ
よる身体的反応を起こし得ることに：あると思わ

黷驕B精神衛生に：ついては別講座があり、こ＼
同　上

では例をとりあげて、生活の中の精神活動につ

いて考える。

個人、個人の生活リズムに澄ける、個人の生

23
生理現象と生活
ﾌか＼わり

理現象（栄養撮取、睡眠、運動など）が生活に

ﾉ与える環境効果について考える。 同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

24
他の生物と生活
ｶ活廃棄物処理

　衛生生物とヒトの生活関係、生物濃縮循環輪

�Aバクテリアの関与、各回物間のバランス等

ﾉついて考える。

@生活に廃棄物はつきもので、その種類と処理、
?ｪについて考えると共に、その影響について考える。

以下

@　25回迄
普@川のみ口演

25 温泉と生活

　日本は温泉に恵まれながら、健康な生活に充

ｪ活用しているとは云えない。日常生活に旧い

ﾄ緊張緩和の効果があり、温泉とは何か、泉質

ﾉよる温泉の種類、．温泉の効果などについて考

ｦる。

同　上

26・ 研究的接近法

　集団を対象として、疫学的に調査する方法を
?Sに、症例集約、実験的方法などについて留
ﾓすべき点を考える。
@特に疫学的調査方法については、母集団と標
{との関係、疫学的方法の利点と欠点などにつ
｢て考える。

前　田　和　甫

i東京大学教授）

27 衣生活と健康

　気候等生活環境の変化によって、衣生活は強
｢影響を受げる、生活環境と衣生活との関係に：

ﾂいて考える。

@矢部教授担当の衣生活に関連する講座との関
Wを考え、衣生活と健康について考える。

矢　部　章　彦

i放送大学）

28 食生活と健康

　食生活は時代と場所によって異っている。し

ｩし、そこには、それぞれの環境に適した食生

?ｪ存在する。

@宮崎教授担当の食生活に関連する講座との関

Wを考え、食生活と健康について考える。

宮　崎基　嘉

i放送大学）

29 住生活と健康

　アメリカンインディアンとサハラ砂漠の原住

ｯの住居には類似点が見られる。

@時代と場所で住生活は変化する。

@「生活と福祉」の住生活に関係する講座との

ﾖ係を考え、住生活と健康について考える。

　　　　？

i放送　大学）

30 終　　り　　に

　個体が環境の中で、如何に適応しているかに

ﾂいて、総括的に考える。健康な生活の中での、

ｩ主調整について考える。

@本草学、漢法医学、生薬についてもふれて考

ｦてみたい。

同　上

@　　　一
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・＝ ｸ 申ネ 衛 生＝

〔主任講師：織田尚生（鳥取大学医学部講師）〕

全体のねらい

　精神衛生は、本来社会に：診ける精神障：害の予防と治療を目的としているが、さらに広義には健康者

の精神健康の保持向上をも目指すものである。これを達成するため精神障害について概要を理解させ

ると共に、子防・治療論に及ぶ。対象としては、乳幼児期から老年期までの各ライフサイクルにわた

る精神衛生の実際、また家庭・学校・職場・地域社会という多様な生活環境での精神衛生のあり方に

ついて講じる。本講義全体として、従来の精神衛生学の枠組みを、新しい精神力動的な視点から見直

してみたいと考えている。

主な項目

（1）精神衛生の定義とその歴史的展開

（2）精神障害論（診断・予防・治療）の概要

（3）ライフサイクル（乳幼児期・学童期・思春期・成人期・初老期・老年期うと精神衛生

（4）家庭・学校・職場・地域社会に耀ける精神衛生活動（児童相談所・家庭裁判所の役割を含む）

（5）現代日本社会と精神衛生の課題

一・ P23・一



　　　　　　　　　　　　　　＝病　　　　早戸
　　　　　　　　　　　　　　　　　（→人間の病気）

　　　　　　　　　〔出漁／辱灘（千葉大学名誉教授）ユ

　　　　　　　　　、

全体のねらい

　人間の一生において重い意味をもつ病気の科学と今日の医療技術をめぐる諸問題を、現今の医学専

門教育の形式を離れた枠組みによって概観しょうとする。ある意味でそれを一つの医学概論とみるこ

ともできるだろう。

回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
55／8

@31
常識の中の病気と

ﾟ代医学

　　入間の生活の中で、医学がもつ重い意

A味にもかかわらず人々がそれを眺める視

@座は、とかく安定を欠いているようにみ

@える。それを分析して本位の目的と構想

@を明らかにする。近代医学の成立の経過。

川喜田　愛郎
i千葉大学名誉教授）

2 9／7 医師との出会い

　どういう状況に澄いて、病人と医師と

ﾌ出会いがおこるか。病人にとって病気

ﾆは何か。与えられた臨床的事実への自

R科学的アプローチとその前提について。

同　上

3 14

入体生物学概観（1）一「生きている」

ﾆはどう．いうこと

ｩ一

　病気の科学の前提としての現代生物学

qトから微生物まで「生命」は1つの原
揩ﾉ貫ぬかれていること。微生物（また

ﾍ細胞）にとって、生きるとはどういう

ｱとか。

同　上

4 21

人体生物学概観②一ヒトはどのように

@して「生きる」か一

　ミニマスの生き方と手のこんだ生き方。システムとしての人体。細胞・組織・器

ｯ。微生物と比べられる基本的な諸器官。

ｶ殖と発生の生物学。

同　上

5 28

人体生物学概観（3）一人体の「管理的

ﾈ」諸機構一

　中枢的：な管理機構について。内分泌、

ﾆ疫、神経系。ホメオスタシス。神経系

ﾌ構築と進化。神経細胞のはたらき。反・

ﾋとその複雑化。

同　上

6 10／5
病気の理法とその
增X相（1）

　上述の機械論的性格の強い現代生物学

ﾌ上にひとまず機械の故障と対比しなが

逡a気の理法と特質について考える。本

ﾍでは、病気の「屈服」像と「逸脱」像

ﾉついて。

同　上

7 12・
病気の理法とその
增X相（2）

　「反回」像としての炎症。「内因」病

ﾆしての遺伝病。（癌の諸相とその生物

w）生物学の枠内での病気概念の再検討。
同　上
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’

回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

器官のレベルでみた病気。病気がしば

8 19
病気の理法とその
增X相（3）

しば逐次展開する生物学的過程であるこ

ﾆ。自然治癒、慢性化、病気の変貌、生

川喜田　愛郎
i千葉大学名誉教授）

物学的にみた死。

「こころ」と「からだ」という古今の難

9 26
精神と病気そして
ｸ神の病気

問に医学は、どう対処するか。現代病と

ｵての神経症（ノイローゼ）精神医学と
同　上

し

その方法について

通念的な診断と診断の本義。臨床的な

病気とは何か。操作的なカテゴリー一とし

10 11／2 病気の　診　断 てのいわゆる病名の医学的意味。診断 同　上

（予後判定を含む）を支える2つの柱と

しての病理学とテクノロジー。

治療の前提としてのいわゆる自然治癒

病気の治療（1） 力について。治癒の歴史、呪術、前科学

11 9 一自然治癒力と治

ﾃ一

と科学。内科的治癒ことに薬物療法の現

纉I変貌。いわゆる医原病について。看

?ﾌ意味。いわゆるチーム医療の諸問題。

同　上

外科の医学史的意味。外科的療法に現

病気の治療（2） 代的変貌をもたらした諸要因（細菌学、

12 16 一外科的治療一 麻酔術、輸血、抗生物質、現代テクノロ 同　上

ジー、その他）。現代外科手術の諸相。

放射線療法。

話は再び第2講に戻る。病人から病気

の生物学を抽出した近代的手続の科学的

13 23 医師・患者関係 意義。医術の人間学的・倫理的な意味。 同　上

現代の科学技術を背景として、新たにう

まれた諸問題について

文化現象の1つとしての医療（付・漢

方医学論）。医業の形態の時代的変遷。

14 30 医療の社会学 現行医療制度とその功罪。現代医療のは 同　上
らむ諸問題（医学の専門化、現代病院、

製薬産業その他）。

15 12／7
病気の予防、健康

ﾌ意味

　衛生学略史。伝染病の予防。健康をま

烽驍ﾆいうこと。環境、とくにいわゆる

�Qの問題。健康の真義。むすび。
同　上
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　　　　　　　　　　　　　＝衣　生　活　物　資＝；
　　　　　　　　　　　　　　　　　（→衣生活概論）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：矢部章彦（放送大学教授）〕

全体のねらい

　q生活の中の衣服”という視点から、今日の衣生活にかかわる諸問題を、多くの事例をあげて通観

する。　　　　　　1

　流れの筋を、衣服が語る人間（2～5回）、衣生活を支える科学（6～14回）に大別し、それぞ
ドれの立場から概説し、さらに高度な専門への橋渡しとする。

回

1

2

3

4

5

6

7

テ　　　一　　　マ

生活の中の衣服

衣服の　意

衣服のかた

衣服の　色

衣服　の　三

衣　服　と　人

衣服の素材（1）

内　　　　　　　容
担 当　　　講
i所属・氏名）

師

服

　衣服は人体を覆い隠すとか、寒暑を防ぐとい

､単純な道具立てではない。むしろ着る人間が

ｻの根源にある。衣生活のもつ意味を、原点に

ｧ帰って吟味してゆく筋立てを、種々の観点か

矢
酒
部
井

　　　　章
i放送大学教授）

@　　　豊

彦
子

ら予告的に論じ合う。 小 池 三 枝

人間にとって衣服とはどのよう：な役割を果す 小 池 三 三

味
ものなのか。われわれは衣服を：着ることによっ

ﾄ、どのように自己を他人に示しているのだろ

､か。衣服を着ることの意味を考える。

矢 部　　　　章
i放送大学教授）

彦

特に礼服や制服のように、社会の慣習や制度

によって定められた衣服を着るとき、堅固しく
ち 窮屈と感じる人もあれば、逆に心地よく思う人 同 上

もある。衣服のかたちとそれを着る人間の心情

のさまざまな関係を考える。

衣服から受ける印象の中で、色の果す役割は

きわめて大きい。日本独特の色、季節をあらわ
（1） す色、官職や地位を示す色、時々の流行の密な 同 上

どをとりあげ、衣服の色に托される心情につい

て考える。

衣服につげられた文様は、見る人にどのよう

な働きかけをするだろうか。衣服のかたちとそ

様 の中に置かれる文様の場所、文様表現の技法、 同 上

文様のかたちと意味、などをとりあげ、それら

が訴えるものについて述べる。

体

衣服は体温調節や運動性などの人体の機能を

ﾇのように助けているか、また妨げとなるのは

ﾇのような場合かを、衣服の素材、かたち、着

弓
矢
井
部
豊
章
子
彦

方などの面から考察する。 （放送大学教授）

絹・毛など天然繊維からポリエステル・アク

リルなど合成繊維までの各種繊維の特質を、衣
（1） 服の実用上の諸特性との関係をとらえ、それら 同 上

の改良の工夫、また一そう天然繊維に近づけよ

うとする化学繊維の改質の方向について述べる。
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回 テ　　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

8 衣服の素材（2）

　衣服を構成する代表的素材である織物と編物

ﾉついて、それぞれの特徴と相違点を認識し、

ﾟ服の丈夫さ、形の安定性、取扱いやすさ、着

S地のよさ、などの性能の上に、それらの特質

ｪどのようにかかわっているかをしらべる。

酒’莓L　子
﨟@部　章　彦
i放送大学教授）

9 衣服の　色（2）

　色の感覚と知覚とをどのように区分するかは、

jュートン、グーテの時代からの課題である。

ｱこでは、先ず、色票や表色素による色の客観

Iなあらわし方について述べ、次いで各種繊維
ﾌ染色法の原理につき略説する。

矢　部章　彦
i放送大学教授）

10 衣服の　色（3）

　染織物の色は、うつろいあせてゆく宿命をも

ﾂ。天然染料、合成染料を問わず、それらで染

ﾟた染色品の堅ロウ度（日光・洗濯・汗・マサソな

ﾇ）は、衣服にとって大切な特性である。その

ｻ定法と表示法について解説する。

同　　上

11 衣服の製作（1）

　衣服デザインに対し、人体の体型・サイズに

桙ｶて衣服パターンが作られるまでの過程の諸

竭閧�ｵう。素材の伸縮性のちがいによるゆと

阯ﾊの相違、剛軟性のちがいによる衣服の形の

縁o効果の相違などについてもしらべてみる。

酒　井　＝豊　子

﨟@部　章　彦
i放送大学教授）

12 衣服の製作（2）

　衣服はいくつかの布片を、縫い合わせ、貼り

№墲ｹ、とじ合わせなどして作り上げられる。こ

ｱでは各種の縫製条件、接着条件などに澄げる

o来上りの丈夫さ、美しさなどについて考える

同　上

13
衣服の手入れとい

ｽみ

　新しい衣服を長持ちさせる手だてについては、

ｶ活者の主体性によって研究が進められねばな

轤ﾊ。損傷の種類（変形・風合の劣化・変退色

E強度低下など）について考え、それぞれに対

��uずる必要があろう。

矢　部　章　彦

i放送大学教授）

14 衣生活と環境
　不要となった衣服の廃棄・再利用の問題、手

?黷ﾌ過程で用いる洗剤排液のゆくえ、など資

ｹ・環境にかかわる衣生活の側面を考えたい。

同　上

15 衣生活の総合的考察

　衣服のもつ内面的なものと、流行：などの社会

Iなもの、さらに技術の進歩による科学的なも

ﾌ、はそれぞれ独立に：論じても三つと限界があ

?､。これらの総合されたものが衣服であり衣
ｶ活であることを、まとめとして論じ合う。’

矢　部　章　彦

i放送大学教授）

�@三豊：子

ｬ　池　三枝
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（参　　考）

学科の高野衣

）掲前（
日
彦
朝
章
ビ
部
レ
矢
テ

寒
心
騰
送
主
放

「
＼

全体のねらい
　衣生活と衣服の機能との関係に焦点をあてて、快適な衣生活の科学的側面を考えてゆきたい。

回 放送日 テ　　一一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
56／8

Q6 衣服の　機　能

　　　　　　　　　　　　　●　　　　●　　　　●　　　●

ﾈ学の組立てとその流れにつき概説する。

@衣服の機能の自然科学的側面（物理・

ｻ学・生理学・衛生学）を、素材の科学
ﾆ対応させて考えてゆく組立てである。

　矢　部章　彦
iお背水女子大学教授）

2 9／2
ヒトの体温調節と

ﾟ服

　衣服の＝機能をまずヒトの側から考えて

艪ｭための基本事項について解説する。

@ヒトの体温調節のしくみとその限界、

ﾟ服による気候調節（衣服気候）、ヒト

ﾌ環境への適応、馴化などが主題となる。

　田　村　照　子
i文化女子大学助教授）

@矢部　章　彦
iお藻の水女子大学三三

3 9 冬を暖かく夏を涼
ｵく

　衣服による保温と放熱の機構を、物理

ﾆ衛生の両面から考察する。水分の吸収

ﾆ放散も重要な課題であり、これら諸性

¥と素材の物理的、化学的性質との関連

ﾉ多くの問題が隠されている。

同　上

4 16 拘束性とゆとり

　着衣のシルエットと、からだの運動や

ｮ作との他、矛盾した関係を、衣服の拘

ｩ性とゆとり：量としてとらえ、衣服圧の

沫e限界や快適域を、衣服の形と素材の

L縮性とも併せ考えてゆきたい。

同　上

5 23 水にかかわる性質

　肌着の吸＝湿、吸水性。レインコートの

??ｫなど、種々のかたちで要求される

ﾟ服と水とのかかわりを、繊維の化学的

ｫ質にさかのぼって考える。ぬれやすさ、

｣きやすさが主題となろう。

酒　丸山　子
P都並1短大教授）

﨣煤@章　彦お藻の水女子：大学教授〉

6 30 熱にかかわる性質

　合成繊維は熱により収縮、融解しやす

｢反面、熱固定によるプリーツ加工がで

ｫるなどの利点もある。これら衣服の熱

Iな性質：と繊維を構成する高分子の物理

I性質との関係を述べる。

同　上

7 10／7
型くずれ、寸法変
ｻと素材の性質

　収縮、伸長、型くずれの原因となる繊
ﾛの性質：や、織物、編物などの構造的特

･を知り、防縮加工、形態固定加工など
ﾌ原理を、羊毛の防縮加工や、パーマネ
塔gプレスとして著名な樹脂加工を例に
�烽ｷる。

同　上
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回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

布から衣服への造形過程で用いる、縫 酒　三豊：子

8 14 布から衣服へ
う、かがる、刺す、いせるなど種々の仕

ｧての技法について、解析的な概観を試
（熱論1短大教授）

﨟@部　章彦
みたい。またこれら単位技術の機械化の

ﾓ義についても考える。
三三の水女子

自家製作、注文服から既製服活用へ、

衣生活の転換は、満足度の高い既製服の

9 21 既製服とサイズ 供給が課題であった。日本人の体格調査 同　上
／

の諸数値をもとにした既製服寸法のJIS

化と国際規格への同調の方向を述べる。

新しい衣服を、いかに長もちさせるか

10 28 衣服の手入れ@（1）洗浄理論

という衣生活の大切な課題を、洗濯を中

Sに、3回にわたって解説する。

@洗浄理論は、汚れる→汚れを落とす、

　矢　部章　彦
iお藻の水女子：大学教授）

過程の界面化学的考察を中心とする。

11 11／4 衣服の手入れ
A洗濯の条件

　洗浄温度、洗浴濃度、洗浄時間、など
ﾌ基本的条件と洗浄理論との対応から、一般的な洗濯に有利な条件を考える。

@洗浴の疲労やすすぎなど、洗濯に関係

林　　雅子
ｨ茶の水女子大学教受）

﨟@部　章　彦

深い応用作業の解析も試みたい。 （　　〃　　）

水を媒体とする洗濯と、ドライタリー

衣服の手入れ ニングを対比して論ずる◎新繊維や新加

12 11 （1）ドライタリー二 工：が、ドライクリーニングで引きお・こす 同　上

ングほか トラブル、および繊維製品の取扱い表示

についても論じたい。

衣服の入手から廃棄までの過程を考え、

衣服の損傷の原因を分類検討する。

13 18 衣服のいたみ 廃棄の理由は必ずしもいたみによるば 同　上

かりではない。使用実態調査からのやや

くわしい解析を試みたい。

環境科学の大きな主題となっている洗

剤（石ケンおよび合成洗剤）の問題を、 矢　部　章　彦

14 25 衣生活と環境 とのあげる。水質汚濁、環境汚染に：かか お藻の水女子大学教授）

わるリンや螢光増白剤に：も言及する。家

庭洗濯の排水は大きな社会問題となろう。

環境科学のもう一つの側面である安全

性の観点か転衣生活を見つめ直す。有
15 12／2 衣服の安全性 害な繊維加工剤の追放を志し、ホルマリ 同　上

ン、ディルドリン等の規制を達成した成

果を中心に解説する。
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　　一食生活物資（総論）＝＝
　　　　　　　　　（→食物総論）

〔主任講師：稲垣長典（共立女子大学教授）〕

全体のねらい

　食物を理解するには基本的には食品を理解しなげればならないが、それのみでは食物全体を理解す’

ることにはならない。食物の最終目的は人間が食物として栄養素を受け入れ健康を維持することで、

それには栄養問題が必要で、それに到達するには調理の知識が必要である。豊かな食生活を送るには

栄養・食品・調理の三本の柱が必要である。

主な項目

（1）食物とは何か

（2）食物の科学

（3）食物の栄養

④食物の調理
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＝・食生活物資（各論）＝
　　　　　　　　（→食物各論）

〔主任講師．宮崎基嘉（国立栄養研究所）〕

全体のねらい

　食生活物資（総論）における知識を土台として、日本に澄ける日常食品について、その生産、流通

方式、含有成分、栄養価、品質、調理加工適性、貯蔵法、家庭における利用方法などにつき各論的に

教える。食品をめぐる諸情勢、とくに法規制についても触れる。ねらいは食品についての正しい教育

の一語につきる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1 日　本の　食品
　わが国の食品全般の供給システム、日常食品

ﾌ種類、種別特色、食品成分表の解説などを通

ｶ、食品群全体についての概念を教える。

宮　崎　基嘉
i国立栄養研究所）

米、小麦、大麦、そば、とうもろこしなど穀

2 穀　類　食　品
類の原料、一次加工品、二次加工品を中心に教

轤ｷる。特に食生活に澄ける穀類食品の位置づ
同　上

けについても教育する。

各種いも類、同加工品、各種でん三三、でん

3 いも、でん粉食品 粉を原料とする食品について教育し、栄養価の 同　上

面からの見直しを述べる。

大豆、小豆等豆類の種類は多く、近年この面

4 豆類、種実義食品 の知識が欠けてきているので、その特色、利用

法、栄養価などにつき教育する。 交渉中

野菜の実態を明らかにし、流通問題、栄養価

5 野菜、きのこi類
の正しい認識、新しく出回っている新規野菜に

ﾂいても教育するQきのこ類については名称等 同　上

が混乱して論り、知識を整理する。

果実の種類は極めて多く、新規出回ののもの

6 果　　　実　　　類
を含めて、生産実態、栄養的特色、品質などを

d点に教育する◎また果実類の加工、貯蔵につ 同　上

いても触れる。

魚類、貝三等多種類に及ぶが、近年、新品種

も出回り、名称なども混乱している。また天然

7 水　産　食　品 もの、養殖ものの差異など教育すべき内容は極 同　上

めて多い。鮮度、調理の問題にも触れる、藻類

もこの時間に齢いて含める。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

肉類の消費は増大しているが、その実態はよ．

8 肉　　　　　　類
く知られていない。食肉の種類、部位別調理、

蝿ﾊによる栄養価の違い、肉の品質など教育す
交渉中

る。また肉類の加工食品についても教育する。

乳類、乳製品は多様化のはげしい部門で、従

9 乳類、　卵類
来の知識では対応できない。現状の認識をめざ

ｵて多様化の実態、内容の実態を教育する。卵 同　上

類についてはとくに加工品を中心に解説する。

食生活の近代化に伴い調味料、香辛料の種類
，

10 調味料、香辛料 は激増している。現在の実態を教育し、利用上

の注意を教育する。 同　上

油脂類は日本人の食生活の変化の中心をなす

11 油　脂　食　品
食品である。種類はそれ程多くないが、油脂加

H品はかなり多様化して澄の新規食品を含めて 宮　崎基嘉
教育する。健康との関係についても触れる。

（国立栄養研究所）

砂糖、甘味料、人工甘味料等の違い、栄養上

12 甘　味　食　　品 の注意、利用法などを中心に教育する。また菓

子類もこの時間に含めて教育する。 交渉中

近年、し好食品類は著るしく多様化しており、

13 し　好　食　　品
アルコール飲料、茶、コーヒー類、清涼飲料な

ﾇにつき各論的に教育する。栄養上の注意につ
宮　崎　基嘉
i国立栄養研究所）

いても述べる。

近年、ますます増加、利用頻度も高い各種の

14 加　　工　食　　品
インスタントもの、冷凍食品、レトルトパウチ

H品など一般に：は中味のよく分らない食品につ
同　上

いてその実態を教育する。

栄養強化食品、育児食、医療食、等特殊な食

15
特殊食品及び食品

ﾌ法規制
品について教育する。また食品の安全性、成分

K定などを中心に、わが国における法規制に：つ
同　上

いて述べる。
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＝＝ ]暇生活一日本人の休暇一＝
〔主任講師：一：番ケ瀬康子（日本女子大学教授）〕

全体のねらい

　いまや余暇生活問題は、国民の大きな生活課題としてうかびあがってきている。寿命が延び、生涯

のなかで余暇生活の時間が増加したことや、労働時間短縮などで余暇時間がふえたことなどが、そめ

理由であろう。その中で、ただ受げ身の余暇生活ではなく、自発的な余暇活動をもつよう、その探求

のための視点と視座を明らかにする。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1 1．余暇とは何か

　余暇とは何か。その概念、語源などについて

qべる。また、現在の日本においては、いかな

髞ﾍ囲の生活行為を余暇生活ととらえているか

ﾉふれる。そして、この講義の目的をのべ、講

`全体の導入とする。

　一番ケ瀬　康子
i日本女子大学教授）

2
2．余暇生活の歴史

@　①歴史的展開

　ある社会の余暇生活のありようは、その社会

ﾌ歴史的特質を反映する。近代以前の社会から

ｻ代社会に至るまで、余暇の意味内容がどのよ

､に変化してきたかを、それぞれの社会の特質

ﾆのかかわりで検討する。

　牧野　暢男
i日本女子大学教授）

3 ②戦後の推移

　余暇生活が戦後、どのように変化してきたか

ﾉついて検討する。余暇生活を昭和30年以降
ﾌ高度成長時代の「大衆レジャー時代」と昭和
S8年以降の第一次石油危機以降の「多様で個
ｫ的レジャー時代」に分げて、その背景と特質
ﾉついて探る。

松山　美保子
i機械振興会経済研究所・調査役）

4 3．余暇生活の条件

　余暇生活を規定する条件は、歴史的・社会的

ﾉさまざまである。現代日本人の余暇生活を条

盾ﾃけている諸要因を検討するとともに、余暇

ｶ活の内容との関係について考察する。

　牧野暢男
i日本女子大学教授）

5
4．余暇生活の構造
@　①時間・空間・

@　　　　　　手段

　余暇時間を、まず共同体における「時間の共

L制」から「時間の私有制」への移行の視点から

ﾆらえる。次に余暇活動を可能にする余暇空間
ﾌひろがり（モータリゼーション）とパーソナル化

iテレビ）との両面から余暇の実態をみる。

岩　崎　隆治
i社会評論家）

6 ②階　　　層

　余暇生活は、労働時間と関連する余暇時間、

ﾆ計のなかでのレジャー・教養費など経済階層
I条件によって影響される経済階層的条件がど
ﾌように余暇生活に影響を及ぼしているか、各
K層の余暇生活にどのような特徴があるか検討
ｷる。

山手　　　茂
i茨城大学教授）

7 ③余　回歴

　余暇生活に大きく影響を及ぼす余暇歴、つま

閨A人々が過去にどのような余暇活動を行って

ｫたかが、いかに現在の余暇活動の豊かさ、あ

驍｢は貧弱さを左右しているかについて検討す

驕B

　松　山　美保子

ｭ辮繁灘）
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 5．余暇生活の実態
@　①子　ど　も

　子ども時代の余暇生活は、生涯における余暇

ｶ活の在り方に影響する。その子ども時代の余

ﾉ生活の中心である「遊び」が、現在どのよう

ﾈ状態であるか、時間「場」仲間との関係で現

��ﾆらえ、そのあり方を検討・考察する。

　一番ケ瀬　康子

i日本女子大学教授）

9 ②青　　　年

　青年の余暇実態を生活意識の変化一労働中心

ｩら生活巾心へ、オカネ重視から時間重視へ、

E域から地域、または第三の空間へ一を中心に

ﾝていく。とくに夫婦中心型のレジャーの登場

ﾉスポットをあてる。

岩　崎隆治
i社会評論家）

10 ③勤労者

　中高年サラリーマンが、週末、夏期休暇、年

泓L給休暇をどう活用しているか。勤労観やレ

Wャー観の変化をあとつげながら、余暇の実態

�ﾝていく。とくに「レクリエーション」から
A「ホビー」への移行を中心に考える。

同　上

11 ④主　　　婦

　主婦は、核家族化・少産化・寿命の延長・家

迄J働軽減化など生活周期と生活構造の変化に

謔ﾁて余暇時間が増加し、多様な余暇活動を行

ﾁている。ライフ・ステージ別分析をふ、まえて、

?N期主婦の活動タイプ別分析を試みる。

山　手　　　茂

i茨城大学教授）

12 ⑤高齢者

　高齢者の余暇生活の実態調査から、その特徴

ﾆ問題点について検討する。また高齢者は、ラ

Cフ・ステージのなかで余暇がもっとも重要に

ﾈるという点に着眼し、高齢者の余暇生活を豊

ｩにするための条件について探る。

松　山美保子
i機械振興会経済研究所・調査役）

13 ⑥家　　族

　人びとの余暇生活は、個人単位澄よび家族単

ﾊに営まれている。家族の生活条件がどのよう
ﾉ個人の余暇生活に影響しているかを考察し、

ｳらに家族単位の余暇活動の実態を、①家族内
?ｮ、②家族そろっての外出、③家族旅行に分
ｰ探る。

山　手　　　茂

i茨城大学教授）

14 6．国際　比較
　世界各国の余暇生活の実態を紹介するととも

ﾉ、国際比較調査の結果にもとづき、日本人の

]暇生活の特質をあきらかにする。

　牧　野晒　男
i日本女子大学教授）

15
7．余暇生活を
@　高めるために

　以上述べてきた日本人の余暇生活の歴史、実

ﾔや問題点をふまえ、さいしょに述べたこの講

ﾀの目的との関係で、自らの課題として、どの

謔､に余暇生活を高めるか。その検討課題につ
｢て述べ、更更まとめ”とする。

　一番ケ瀬　康子
i日本女子大学教授）
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　　　一　教　育　思　想　＝

〔灘㌻矯轡塾大学教授）〕

全体のねらい．

教育思想とは何を、何のために、どういう形で考えるものであるか。
想家の思想の紹介と解説を通じて明らかにしたい。

これを、歴史上の代表的な思

回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

教育ということばが作られるというこ

1
56／8

Q5

教育思想のはじまり
@　　　（一）一教育ということば一

とは、教育が問題として人々の意識に上

驍ｱとを意味する。それは、人間の歴史

ﾌ上で、いつごろ、どのようにして起つ

　村井　　　実
i慶応義塾大学教授）

たか。

子どもを善くしたいというところから、

教育思想のはじまり そもそも何が善いのか、また、どうした

2 9／1
　　　　（二）一子どもを善くする一 ら善くすることができるか。さらにまた、

｢ったい善くすること自体ができるのか
Fなどが問題として生ずる。これが、教育

同　上

思想のはじまりである。

「善さ」とは何か、「善くする」とは

何か、などの問題を生涯かけて問うと同

3 8 ソ　ク　ラ　テ　ス 時に、入戸にその問いをすすめ、またそ
ﾌ問い方について、　「産婆術」　「問答法」

同　上

などの主張を行ったソクラテスの歴史的
意味は何か。

ソクラテスの弟子として、プラトンは、

ソクラテスの思想を理論的に整えること

4 15 プ　　ラ　　ト　　ン に力を注いだ。だが、その思想はソクラ 同　上

テスのそれに対して、対極ともいうべき
特徴をもつに至った。その吟味。

ローマの共和制社会では、討議と説得

の教養としての雄弁をもって教育の理想

5 22 クインティリアヌス とするに至った。その思想の集大成とし
同　上

てのクインティリアヌスの「雄弁家の教

育」の特色。

，キリスト教が社会に力を強めるに至っ

て、その，キリスト教的「神」との関わり

6 29 アウグスティヌズ に旧いて人間の教育が考えられる。ギリ 同　上

シア・ローーマの時代の教育思想との比較

を試みたい。
喚

「神」との関わりの中での教育の思想

は「神」についての人々の受けとめ方の

7 10／6 ル　　　　タ　　　　一 変化と共に澄のずから変化する。いわゆ
同　上

る宗教改革：の中心となったル．ターの場合

はどうであったか。
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回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「知る」という働きの普遍的な重要性、

万人にとっての可能性への着眼を中心と 村　井　　　実
8 13 コ　メ　ニ　　ウ　ス して、それを現実化するための方法と組 （慶応義塾大学教授）

織がどう考えられたか。近代を支配する

に至った教育思想のスタート。

「造物主の手を出るときはすべてが善

いのだが、人間の手にかかってすべてが
9 20 ル　　　　　ソ　　　　一 駄目にされている」という革命的な宣言 同　上

・…・・ ｻの教育思想的意味は何か。

政府への関心、経済への関心と教育へ

の関心との関係、したがって、政治思想、

10 27 ペスタ　ロッチー・ 経済思想と教育思想との関係、こうした 同　上
関係がペスタロッチーの思想としてどう

把握されていたか。』

アウグスティヌス・ルターの場合の教
育思想の中心にあった「神」が新しい意：

11 11／3
フ　　レ　　一　　ベ　　ノレ 味をもって出現する。子どもの中の「袖 同　上

それが教育の歴史にどういう新しい動き

を作り出したか。

国家と知識技術と市民と人間と、この

二者の必然的なもつれ合いをどういう方

12 10　嘱 デ　　ュ　　一　　イ 向に解決して理想の教育を実現するか。 同　上

この視点から、デューイの教育的民主主

義の思想を吟味する。

日本におげる国家と教育との関係をど

13 17 森　　　有　　　礼
う考えどう調整するか。森有礼の国家主

`的教育思想の誕生を吟味する。

同　上

森有礼と同時に、同じ意図をもってス

14 24 福　　沢　諭　　吉
タートした福沢諭吉の教育思想がどうい

､異った主張に結晶していったか。その
同　上

両者の相異の意床

明治以来百年にわたる日本での教育思

想の流れ。敗戦。米国教育使節団報告書。

15 12／1 教育の民主主義 教育基本法と新教育。新教育の運命。現
ﾝの日本の教育現実を含む上記の諸問題

同　上

は、教育思想上の問題として何を意味す
るか。
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・＝ 童 観・＝・

〔主任講師：深谷昌志（放送大学教授）〕

全体のねらい

　子どもについての見方を多角的にとらえるのを目的とする。具体的には、①欧米の教育にみられる

児童観、②日本の児童観の変遷、③心理学の進歩からみた児童観の3つのアングルから、児童観の変

遷を跡づけてみたい。

　まず、①からは、ペスタロッチーやルソー、フレーベル、②では、貝源益軒や福沢諭吉て③はフロ

イドやユング、エリクソンのように大きな思想学の児童観を中心としてとりあげていきたい。そして、

最初と最後に、児童観の現状とその問題点を探る形の要約をつげたいと思っている。

主な項目

（1）欧米の教育から＝ペスタロッチー、フレーベル、ルソー、デューイなど・

（2）日本の児童観＝貝回益軒、福沢諭吉、森有礼、沢柳政太郎など

（3）心理学から＝フロイト、ユング、エリクソン、ピアジェなど
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〔主任講師：宮川知彰（東北大学教授）・星．薫〕

全体のねらい

　単細胞動物から類人1園（いたるまでの発達経過（系統発生的な精神発達）と人間の三生から乳幼児

・学童・青年・成人を経て老入にいたるまでの変化ないし発達の経過（個体発生的：な精神発達）を概

観し、精神発達とは何かということを考察したいと思う瓜もちろん、特に後者に講義内容のほとん

どを当てなげればならない。そして青年心理学や児童心理学一特殊な発達心理学としての一への

導入的内容のある講義を構成したいと考えている。

主な項目

（1）発達心理学とは何か

（2）動物の進化にみる精神発達

（3）人間の精神発達：を研究するための基礎的な方法

④　発達と学習

　a）遺伝と環境・成熟と学習

　b）発達と生活条件

　c）発達の原動力

（5）変化過程としての発達

（6）質的変化としての発達

（7）発達と教育
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一学習心理学＝＝

〔主任講師　小口忠彦（放送大学教授）〕

全体のねらい、主な項目

1．はじめに

　　　学習心理学とは

　学習とは・現実の環境のもとで、生活体（人間）が、経験を通じて、適応の仕方を変化さだること。

　学習心理学は、この学習に関係する心理現象について研究する科学である。

（1）どこまでも学習しつづげる心理現象

（2）慣れた段階のところで停滞する心理現象

③　ゆがんだ方向へ進行する心理現象

④　ゆがんだ方向から回復する心理現象

（5）学習指導法の研究

環境　経験　適応　学習意欲　記憶力　思考力　応用力　協力　人間性　自己実現　三三療法

2．学習と勉強

　　　いわゆる「勉強」をめぐって

（1）学校教育の場合

　　　学習指導要領（義務教育の段階）

　　　　ω　教　　科

　　　　⑬　道　　徳

　　　　（O　特訓活動

　　勉強とは、ωが中心である。

　　⑧・（0は、勉強とはよばれていない。

（2）意図的学習と偶然的学習

　　勉強は、意図的学習であるが、学習には、偶然時学習もふくまれる。予想もしないことをおぼえ

　るのは、偶然的学習。

（3）学習と勉強との一致

　　自分から進んで、自分を、当面している場合に打ち込むこと、つまり、自分自身への挑戦という

　点では、学習と勉強とは、一致する。
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3．学習と発達

　　　経験と成熟

（1）野生児の事例

　　　アベロンの野生児、　少女など、経験の役割

（2）発達の最近接領域

　　　経験にょっ七、成熟が変化する。

（3）経験による特殊性

　　　国民性…………文化の型と性格

　　　役割性格・・…・……職業と性格

　　　性役割…………男らしさ・女らしさ

（4）成熟による普遍性

　　　エリクソン（Erikson，E．H．）の「人生周期」

（5）経験：と成熟の相互補完性

生　学習の方同

　　　望ましい方向の学習・ゆがんだ方向の学習

　学習には、ゆがんだ方向の学習もある。

　　　　　　　　（1）耐える一一一→生産的構え
　　　　　欲
　　　　　求
　　　　　不
　　　　　満
　　　　　の
　　　　　場
　　　　　合
　　　　　：　　（2）耐えられない　→防衛的構え一→

　　　　　三　　　　　　　　防衛機制

　　　　　i’逃げ滋る

　　　　　i　　　　　　まにあわせをする
　　　　　三　　　　　　　攻撃的になる

常な場合

怠ける

無気力

まにあわせる

ごまかす

嫉妬する

乱暴する

異常な場合

　神経症

　犯　罪

（1）外的な欲求不満

　　（A）欠乏　⑧損失　（O障壁

（2）内的な欲求不満

　ω欠陥⑧損傷（O抑制
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5．学習の成立

　　　条件づけ（1）

　　スキナー箱（Skinner　Box）一一→テコを押すと、餌が出てきて、食べることが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　できるようになっている。
　　　　（テコ）　　　　（押す）

　　　　条件刺激　　　　条件反応

　　　　Sc　一一→Rc
　　　　　　　　　　　　i●●……「強化」撃三田

　　　　　　　　　　　　Su＿一一一一一→Ru
　　　　　　　　　　　無条件刺激　　　無…条件反応
　　　　　　　　　　　　（餌）　　　　　r食べる）

　　特定の条件のもとで、特定の反応が形成される。

　　経験を通じて形成されるので、学習されることになる。

　　　　　　スキナー（Skinner，B・F・）　　パブ・フ（Pavl・v，LP・）

　　　　　　　道具的条件づけ　　　　　　　　　　　古典的条件つげ

　　　　　　　　オペラント条件つげ　　　　　　　　　レスポンデント条件づけ

　　　　　　　　R型条件つげ　　　　　　　　　　　　S型条件づけ

　　正しい反応（期待されている特定の反応）ならば、欲求の充足につながっており、このために、

正しい反応が形成されることになる。

　　動物の「調教」の原理でもある。

6．学習の成立

　　　条件つげ（皿）

（1）プログラム学習（programmed　learning）

　　　　　　　　　SC　r7一一一→・Rc
　　　　　　　　　　／　　」

　　　　　　　　　／　　　　　　／Su一一→Ru

　　　　　　　　　”　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　”　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　／　　　　　◎即時フィードバック
　　　　　　ノ　　　　　／　　　　　　　正しい反応かどうか、反応の直後に分かるようにする。

　　　　㈲連続的漸進
　　　　　　　小刻みに進めるようにする。
　　　　　　　（自分のペースで進めるようにする。）

　　　　⑧反応形成（シゴーピング）
　　　　　　　正しい反応をまとめるようにして、進める。

　〔問題点〕
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（2）水路づけ（canalization）

　　　最初の充足、反復、消去されない。

（3）刻印づけ（imprinting）

　　　初期学習（early　leaning）、消去されない。

7．学習の成立

　　認知構造の変化

　環境がどのように認知されるか、その認知のされかたには、それなりの構造がある。その構造が認

矢［購造である。

　　　　　　　　　　ヒの図形に、三角形はいくつあるか。（正解　8つ）

　　　　　　　　　　　　3つとか、4つとか答える場合にしても、8つと答える場合にしても、

　　　　　　　　　　　　それなりの認知構造が成立している。

認知構造は、認知地図ともよばれ、この地図によって行動が選択される。すなわち、認知構造によ

って、学習の成立は左右されるのであ如、適切な学習の成立には、適切な認知構造が必要になる。

＆　外藩的動機づけ

　生活体（人間）が、特定の方向へ行動するように、その生活体の外部から働きかけること。

　代表的なのは、　「賞と罪」である。

　賞：は、行動を促進させ、罪は、行動を禁止させ、回避させる。

　しかし、賞の場合、ほめる、報酬を与えるだけでなく、「承認」の欲求の充足にかかわるような条

件ならば、ふくめる必要がある。同様に、罪の場合｛叱る、体罪などだけでなく、承認の欲求の否定

にかかわるような条件ならば、ふくめる必要がある。

　希望のもてるような環境ならば、賞に屈することになり、希望のもてないような環境ならば、罪に

屈すことになり、要は、こうした点にある。

9．内発的動機づけ

生活体（人間）が、特定の方向へ行動するように、自分の内部に澄いて、自分に働きかげること。

興味、関心、解決の喜び、発見の喜び。

　これらの他に、　「認知的葛藤」も、注目されている。

　　驚き……………・…・・………確信している知識に「ずれ」を生じる状態

　　当　惑　………一…・・…・………　答えがいくつでもある状態

　　矛　盾　………・・………・………　両立できない状態
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　　認知的不協和　……………・・“・・信じていたことが信じられ：なくなった状態

　　混　乱……………・…・・………混沌としてつかみどころのない状態

　　不適切…………・……・・………答えの出しようのない状態

　しかし、内発的動機つげが、必要■で、かつ十分な効果を示すには、「自信」の裏づけを欠くわけに

はいかない。

1α　学習と模倣

　　　　問題解決（1）

　問題解決過程には、次の四つの段階がふくまれている。　　　帰

（1）問題場面

（2）試行錯誤

（3）手がかのの選択

（4）見通しの成立

　しかし、問題解決過程ではあるが、問題解決とはいっても・問題の提出者に妹・すでにして・問題

は解決されている。すなわち、この問題解決過程をたどっても、問題の提出者の水準以上に出ること

は難かしい。「模倣」以上に出ることは難かしいのである。

　系統学習の限界性。

11．習得と習熟

　　　　問題解決（皿）

　問題解決といっても、創造ということに：なると、与えられた問題の解決ではなく、問題そのものを

つくり、その問題の解決をすることが必要になる。

　発明、発見、創作などは、このような問題解決である。問題解決学習の必要性。

　ブレインーストーーミング（brai澄storming）とよばれている方法には、独創的な新しいアイデ

ィアをつくり出す際の必要条件がおりこまれている。

　（A）5－10名程度のグループ

　（B）40－60分程度の時間

　（c）ルール　　1．批判禁止

　　　　　　　　　　2．自由奔放

　　　　　　　　　　3．質より量

　　　　　　　　　　4．改　　良

　（D）課　題　　（例）新聞紙の活用法
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　（B）練習申出　…一……・……・・

　（C）練習の分配

　　　　良習法　分習法　直接反復法

　　　　漸：進反復法　集中法　分散法

（4）身につく（自己拡大）

12．習得と習熟

　　　　　国＝欝＝畿＝購

（1）覚える

　伍）機械的に覚える

　（B）図式的に覚える

　（C）論理的に覚える

　（A）→（C）は、暗記一→理解になっている。

（2）忘れる

　（A）理解（分かる）すると、忘れない。

　（B）干渉………回向抑制・逆向抑制

　（C）抑圧………不快なことは無意識化されやすい。

（3）慣れる　　　　　　　　　　1　　1　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1：　H　！皿／
　伍）　ドリル学習、過剰学習　　　　　　　　1　　　し’／
　　　　　　　　　　　　　　　　効
　　　　　　　　　　　　　　　　果

時間（回数）

13．転　移

（1）正の転移

（2）負の転移

に大別され、「応用」が効くというのは、正の転移の場合。

　その転移の条件について。

　（A）構成要素の一致

　（B）　一般イヒ（般イヒ）

　（C）構造の等価

　（D）学習方法の学習
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14，学習と個人

（1）個人差

　（A一）個人間差異

　（B）個人内差異

（2）個　　性

　（A）全体性としての個性

　（B）独自性としての個性

（3）個別学習

　伍）時間制限法

　（B）作業制限法　…………

　　　　　　　I　i　H
　　　　効　　　　1
　　　　果　　　　1

（どこまで可能か）

皿　　’　　　第皿段階は、必ず成立するとは限らない。
　，ノ’

，ノ

時間（回数）

（4）自己実現

　　　価値の多様性

15．まとめとして

（1）学習＝（内的条件）～（外的条件）

　　　　生活体（人間）の側面　　環境の側面

（2）教　授　一　学習過程

（3）教　授　一　学習理論

一145一



一異常心理学・＝

〔主任講師：村瀬孝雄（立教大学教授）〕

全体のねらい

　他の関連科目（たとえば、人格心理学、異常心理学、発達心理学等）の知識をどの程度前提として

よいかが不明なので、構想は立てにくいが、一応これらについては知っているものとして、臨床心理

学的実践にとって必要：最小限の基本的観点と態度をまず話し、次いでアセスメント、心理療法、コミ

ュニティ心理学の技法の輪かくについて、具体例を用いて解説する。独りで実習可能な部分について

は、できるだけ実習させたいので、そのための工夫や知識を伝える予定○ただし、この実習はあくま

でも、体験学習を意図して診り、専門的実践につながるものではない○

主な項目

①　臨床心理学とは何か

（2）心理臨床家について

（3）精神衛生の特質

④心理学的アセスメントの狙いと過程

（5）各種心理検査の特質

（6）テスト・バッテリー

（7）心理療法の一般的特：質

（8）三つの代表的な立場

（g＞心理療法の効果

⑩　日本的心理療法

⑪　コミュニティ心理学とは何か

⑫危機介入の特質

⑬　コンサルデーションについて
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・＝

〔主任講師：織田尚生（鳥取大学講師）〕

全体のねらい

　19世紀末以来のフロイトおよびユングなどによる、入間の無意識に対する探究を歴史的に跡付け

る。深層心理学は神経症の治療という臨床的な経験にその基礎を置くことを理解させる。また精神分

析学や分析心理学：など深層心理学各派の理論・技法を学習することによって、健康者個人の心理の理

解、さらには現代文明および日本入心性の深層心理学的考察のための視点を得させる○

　な澄、文化人類学・宗教学・神話学・民俗学など隣接諸科学との関連についても触れる。

主な項目

（1）深層心理研究の歴史

（2）意識と無意識の構造

（3）精神分析学と分析心理学

④　心理発達の深層心理学的理解

（5）現代文明と日本入心性

（6）隣接諸科学との関連
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　　　　　＝　教育と　社会　＝＝
　　　　　　　　（→教育社会学）

回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
54／8

Q3 人間の発達と社会

　発達とは単なる心理学的・生物学的現
ﾛではない。人間の発達には社会的・文化的
ﾂ境からの働きかけが不可欠である点を解
烽ｷる。さらにこの社会・文化的環境の働き
ｩけによってうながされる発達には適時性が

?閨Aそれぞれの時期に果たされなくて
ﾍならない発達課題を明らかにする。

　河野　重　男
i澄茶の水女子大学教授）

V　井郁　男
i東京工業大学助教授）

@山　村　　　健
i大正大学助教授）

2 30 人間の社会化

生物的な存在としてのヒトが、社会的
ﾈ存在としての人間にまで高められる過
�ﾍ社会化と呼ばれるが、ここではとく

ﾉ日本人の国民性の形成を手がかりとし

ﾄ、社会化のメカニズムを解説する。

河野　重　男
i澄茶の水女子
蜉w教授）

3 9／6 幼児の発達と家庭

　家庭に：潮ける幼時期の体験は、人間の

賰b的な形成に大きなかかわりをもって

｢る。ここではとくに親子関係とのかか
墲閧ｩら幼児の発達を考察する。

河　野　重　男
iお茶の水女子

蜉w教授｝

R　村　　　健
i大正大学助教授）

4 13 子どもの生活と発達

　家庭とならんでとくに戸外での仲間集

cとそこでの遊びに着目して、子どもの

ｭ達にとって仲間集団での生活体験が果

ｽす固有の教育機能を明らかにし、さら

ﾉ現実の問題点を浮き彫りにする。

r　　同　上

5 20 青年の生活と発達

　青年の生活の場として、家庭、学校、

E場及びそれ以外の余暇活動の場の三つ

�ﾆりあげ、それぞれの場において青年

ｪ達成すべき基本的な発達課題とその問
闖�ｵを解説する。

同　上

6 27 発達の　病理

現在のわが国では、青少年はさまざまの要因によって望ましい発達を阻害され、

ｽ様な病理現象を露呈している。非行、
ｩ殺、登校拒否、家庭内暴力等がそれで
?驕Bこれら青少年の発達の病理を明ら
ｩにし、あわせて病理発生のメカニズム
�l察する。

河野　重　男
iお茶の7k女子
蜉w教授》山　村　　　健（大正大学助教授）星　野　周　弘

?蘭|鍍）

7 1Q／4 成人の生活と発達

　学習は青少年期にとどまらず、成人期

ﾉも必要であるが、それは何故か。現代

ﾌ成人の生活と学習要求、能力発達の可

¥性、学習環境などの問題と関連させな

ｪらこの問いについて考える。

河　野重　男
iお茶の水女子
蜉w教授）
V井　郁　男
i東京：［業大学助教授）

_　田　道子
i東洋大学助教授）

一148一



回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 11 団体活動と人間形成

　わが国にはさまざまの青少年団体が存
ﾝし、多彩な活動を展開しているが、トータルに見たとき、青少年の団体活動へ

ﾌ参加は必ずしも盛んでない。ここでは、
ﾂ少年ののぞましい人間形成にとって団
ﾌ活動がになう固有の役割を明らかにし、

河　野　重男
i於茶の水女子
蜉w教授），　1
R　村　　　健
i大正大学助教授）

さらに現状の問題点を検討する。

　地域社会の変貌は、人間の発達に大き

ﾈ影響を及ぼしている。その実態を明ら
河　野　重男
iお茶の水女子

9 18 発達と地域社会 かにし、これからの地域社会のあり方に 大学教授）

ついて考える。あわせて地域社会の中で 新井郁男
の社会教育の役割についてもふれる。 （東京工業大学助教授

デレビなどの映像文化を離れて現代人の

生活は考えられない。映像文化は人間の

10 25 発達と映像文化 発達にとってどのような意味があるかに 同　上

ついて解説する。また「児童文化」の実

態・意味・あり方についても考える

学校というものが人間形成にとってど

のような機能を果たしている瓜またど 河　鰻重　男
11 11／1 学校と人間形成 のような機能を果たすことを期待されて （澄茶の水女子

いるのか、について学校というものの特 大学教授）

質と関連させながら考える。

学校制度は社会と密接に関連している。 河　野　重男

12 8 社会と学校制度
その関連の仕方を歴史的に、また比較教

迥w的に検討し、EI本の学校の特質：を明

（三三の水女子

蜉w教授）

らかにする。 新井郁　男
i東京工業大学助教授）

情報化社会、学歴社会、大衆社会など
河　野　重　男

13 15 現代社会と学校 と呼ばれる現代社会に澄ける学校の役割 （立茶の水女子

について考える。 大学教授》

日本人であることと国際人であること 河　野　重　男
との関係はどのように考えたらよいのか。 （澄茶の水女子

14 22 国際化時代の教育
国際理解の教育、海外子女、帰国子女の
ｳ育：などの諸問題を具体的にとりあげな

大学教授〉　”

V　井郁　男
がら、国際化時代の教育のあり方を考え （東京］業大学助教授

る。

　これからの学校教育のあ二方を、家庭

ｳ育、社会教育、職場教育といった教育

’河　野　重　男
i白茶の水女子
蜉w教授）

15 29 生涯教育論 の全体構造の中に位置づけて、　「生涯教 新　井郁男
育論」の観点から検討する。 （東京工業大学助教授

山　村　　　健
（大正大学助教授）
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　　　　　　　　　　　　　　＝道　　徳　　教　　育一

　　　　　　　　　　〔主任講師：宇佐美　寛（千葉大学教授）〕

全体のねらい

　「道徳」と呼ばれる社会的事実の中心部分は、社会的問題状況に澄ける意志決定である。この意志

決定の能力を育成するのが道徳教育である。このためには、具体的にはどうしたらよいのかを論ずる。

主な項目

（1）道徳：と非道徳

②　道徳的価値

（3）　道徳白勺判」断

（4）道徳教育の方法

㈲　道徳教育の可能性と限界

一・ P50一一



　　　　　　　　　　　　一三　　操　　教　　育一

〔主任講師　片岡徳雄（広島大学教授）・高萩保治（東京学芸大学教授）〕

全体のねらい

　情操の教育は、知識や道徳の教育に比べ、軽んじられてはいなかったか。また、それらと切り離ざ

れた、狭い芸術教育としてのみ考えられてはいなかったか。

　そのような誤りのために、現代の日本の教育が、また、日本の旧くや子どもの心が、荒疾したとも

いえる。

情操の教育を、みずみずしい入間の形成として、どう考え、どう進めてゆくか。様々な事例や体験

を手がかりに、進めてゆこう。

主な項目

　（1）情操と情操教育

　（2）情操と科学・道徳

　（3）美的情操と芸術

　（4）情操教育の意義

　（5）情操教育の課題

　（6）文学と情操（1）一文学教育の意義

　（7）文学と情操（2）一文学教育の方法

　（8）音楽と情操（1）

　（9）　　〃　　（2）

　⑩　　　〃　　（3）

　⑪　美術と造形

　⑫　マスコミと情操

　⑬　情操と想像力

　⑭　情操と総合性

　⑮情操と人生一一遊びと自己実現
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一家 庭　　教 育一

〔主任講師　山村賢明（筑波大学教授）〕

全体のねらい

　家庭内のあれこれの場面で、子どもをどうしつけるかといった単なる技術論としてではなく、より

広い視野に立って、家庭教育の本質的機能をとらえたい。そのために、家庭教育を人間の社会化過程

の一環として位置づけ、そこにみられる問題を、日本の文化や現代社会のあり方との関連で考えてゆ
く。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

1

1家庭教育の考え

@方
t）入間の発達と社

@会化

　子どもはどのようにして、一入前の大人へと

ﾐ会化されてゆくのかを述べる。とくに人間が

F最初に遭遇する集団としての家族の役割をとり

?ｰ、家庭教育が個々の家族の日常生活の現実

ﾉ即して考えられなければならないことを示す。

山　村　賢　明

親が意図すると否とにかかわりなく、日本の

家庭においては、子どもは極めて幼時から日本

2
（2）日本入の形成と

@家庭
人として形成されることを述べる。とくに基本
I生活習慣や日本語の獲得を通して、日本の文

同　上

化の本質的な部分が伝えられることを指摘す
驕B

家庭や村落社会における自然な教育から、学

3
（3）家庭の教育・学

@校の教育

校という専門的教育機関への移行という歴史的

ﾏ化をふまえて、学校教育とは異なる家庭教育

{来の機能は何か両者の関係はどうあるべきか

同　上

を明らかにする。

皿家庭に澄ける入 乳幼児期から青年期へという子どもの発達に

間形成 対応した、母親の役割の変化を考える。そして

4 α）母親の役割 母親の役割の中心が、将来様々な対象に拡大し 同　上

一　　愛の原体験 てゆく愛の感情を原学的に形成する点にあるこ
とを述べる。

子どもにとって、母親とは異った関わりをも

5
（2）父親の役割一権威の原体験 つ父親の役割の諸相をとりあげる。そして結局

ヰeの重要な役割は、規範や道徳意識の基礎に

?骭?ﾐの感覚を、子どもに最初に与えるとこ

同　上

うにあることを示す。

男女の性別役割が、まず家庭の中で父親・母

6
（3）性別役割と子ど

@も

親をモデルにして子どもに獲得されることを示

ｷ。さらに性別役割が社会や時代を通して不変

ﾌものでないこと。これからの男の子・女の子

同　上

のしつけのあり方について考える。

親のもとでの親和と競争、対等を庇護とい

7
（4）きょうだい関係

@の意義

つた微妙な関係を経験するところに、きょうだ

｢関係の重要性をみる。同時に、そのような経

ｱの乏しい、今日の一入っ子的状況のもつ問題

同　上

点を考える。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

8

回しつけの日本的
@特質
t）性善説的子ども

@観

　しつけの基礎にある子ども観を考える。日本

ﾌ性善説的子ども観のもとでは、子どものコン

gロールにむずかしい点が出てくることを、と

ｭに現代の状況から論じ、子どもに対する明確

ﾈ言葉による要求の必要性を指摘する○

山　村賢　明

日本の親子関係に澄いては、とくに母子の関

9
（2）母子関係への偏

@り

係が濃密であることを示し、それが結果として、

qどもの甘えを助長し、父親の影響を弱めて、

K範意識をうすくさせるように作用することを

同　上

論じる。

日本的集団主義の行動様式が、まず家庭生活

10
（3）家庭の中の集団

@主義

の中でつくちれることを示し、地方で、いかに

ｵて個入の自律性や主体性をのばすようなしつ

ｯを行うかについて考える。

同　上

W現代家庭のひず
核家族化と情報過多は育児不安を、さらに子

1ユ 　み
t）育児不安と過保

@護

ども数の減少と生活水準の向上は過保護を、ほ

ﾆんど必然的にもたらすことを述べ、それから

E出する方法や、祖父母との関係を考える。
向上

伝統的な母子関係の濃密さに加えて、ますま

12
（2）母親による支配

@と管理

す顕圧化する母親、その母親によって先廻りし

ﾄすみずみまで管理される子どもの生活を述べ

ｻれが子どもに及ぼす影響を考える。

同　上

社会全体にみられる受験体制の中で偏差値信

仰にとらわれた家庭をとりあげる。そして教師

13 （3）受験体制と家庭 とは異なるはずの子どもを見る親の目、子ども 同　上

をとらえる勉強以外の多様な物指の必要性につ

いて考える

現代の工業化社会のなかで、子どもたちから

14
（4）見えない父親と

@子ども

見えなくなる父親の存在、経済中心の生活のな

ｩで子どものことを忘れる父親を問題にする。

ｻしてそのよう：な父親の回復なしには、子ども

同　上

の問題行動の解決はありえないことを論じる。

本講座のしめぐくりとして、社会・家庭・子

↓V結　　　　　び どもをめぐる現代の問題状況の：なかで、どのよ

15 一新しい家庭教育 うな形で家庭教育を再生させるか、その可能性 同上
の創造 をさぐる。そしてそれは、親自身の生き方の再

検討をせまるものであることを指摘する。
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一学 校 教 育一

〔（主任講師　深谷昌志（放送大学教授）〕

全体のねらい

　本庁では、学校教育の現状をふまえつつ、学校教育のあり方を理論的に深めていきたいと考えてい
る。

　全体の構成としては、1、2回で学校の紹介をした後3～6回を通して、学校の歴史的：な系譜をた

どる07・～10回で、学校の制度的な枠組を紹介した後、以下、各論の形で、学校教育の諸側面を検

討する形をとりたい。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

子どもの発達にとって、学校の果たす役割を

1
子どもの発達と学

Z
”いくつかの教育実践”を紹介しつつ考えてみ

ｽいb
深　谷　昌　志

i放送大学教授）

諸外国の学校の姿との対比の中で、日本の学

2 日本の学校その特

F

校の長所、短所をとらえ、問題を堀り下げてい
ｭ。 同　上

学校のあり方は社会の歴史的変化に対応して

3
近代の社会と学校

ﾌ成立

変わる。ここでは、近代学校をそれ以前にあっ

ｽ藩学や寺子屋などと対比して考えたい6
中　野　　　光

i立教大学教授）

学校教育の発達とは何かを明治中期の教育政

4
国家による学校教

轤ﾌ明暗

策を歴史的素材として、国家主義的な教育の明

ﾃを解明してみたい。 同　上

大正デモクラシーの時代といわれた第一次大

5
教育改造を求めた

ｮき

戦後の教育界に起った教育改造の動きを、画一

ｻと個性との関連でとらえてみたい。 同　上

敗戦を契機とした教育改造の動きを、6・3
制の成立を中心に、原点に戻って考えてみたい。’

6 戦後の教育の原点 同　上

学校教育と法規との関連を子どもの学習権保

障という立場から学校の実態にそくして考えて 下　三哲　夫

7 学校をめぐる法規 みたい。 （筑波大学教授）

深　谷　昌　志
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

学校の授業内容はどのようにして編成され、

8 教育方法と授業
どこに問題があるのかを学力に関連させて考え

ｽい。 下村　哲夫
[　谷　昌　志

学校の主体性を求める事が強い。車体的な学

校づくりを目指すのに校長をはじめ教職員の協

9 学校経営の仕組み 力関係をどう組識化したらよいかを考える。 同　上

教科書、補助教材、クラブ活動、学校事故な

ど、教育活動の展開に関連して生じるさまざ’ま

10 教育活動の展開 な問題をとらえる。 同　上

小学校教育の中心は学級にある。そこで、学

校の持つ意味を集団構造の視点からとらえてみ

11 学校集団の構造 たい。 深　谷　昌　志

専門職制との関連で、教職のあり方をとらえ

てみたい。特に教職の特性を研修のあり方に関

12 教師　の仕　事 卒して考えたい。 同　上

学校の役割を地域社会や家庭との関連で考え

ていぐ。教育と学校との違いも視野に置きたい。

13 地域社会と学校 同上

近代以降に限ってもさまざまな学校論が提起

されてきている。そうした系譜を現代の視角か
14 学校論の系譜 ら分析し跡づけてみたい。 同　上

学校改革の可能性を、諸外国の学校改：革の状

況を視野においてとらえてみたし（o 中　野　　　光

15 学校改革の可能性 下村哲　夫
深　谷　昌　志
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　　　　　　　　　　　　　　＝：地・域社会と学校＝

　　　　　　　　　　　　（→地域教育論一地域社会と教育）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：溝口謙三（山形大学教授）〕

全体のねらい

　最近の教育問題の一つの側面として、発達の事実としての「生活」からの遊離が指摘される。生活

との結合は、成入教育、生涯教育にも求められる動向である。

　生活の現実の場は「地域社会」であり、ここに教育と地域との関連の再確立が求められる。しかも

このことは、最近の経済、行政の動向の中に求められている”地方化”にも通ずる一つの社会的要請

といえる。

　地域社会と教育との関連は、地域自体のもつ”教育力”を確認助長するとともに、地域の変貌を見

すえながら、地域の生活差に応ずる教育計画を樹立することにある。それは学校教育とともに、生涯

教育にも貫かれるべき教育課題である。

主な項目

（1）社会と教育一原理と歴史

②　地域社会と教育との関係一地域の教育力

（3）地域社会学校運動

（4）都市と農村との教育問題

（5）へき地の教育

⑥　地域教育計画一地域変貌と教育改革

（7）地域生涯教育一その課題
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一青　少　年　の　指　導＝

〔主任講師：深谷昌志（放送大学教授）〕

全体のねらい

　児童や生徒についての指導を体系だてて考察していく。本講義は4単位のTVを利用しての内容だ

けに、社会的な関心をひく割合が多いと考えられる。見方によれば、本講義は発達と教育、系の中で

のひとつの中枢科目になる可能性が強い。そこで、共同研究ティームを発足させ、それぞれの権威を

集め、青少年指導の決定版とでもいいうるような格調の高い講義を提示したいと考えている。今のと

ころ、臨床心理学者、社会福祉研究者、生徒指導の専門家、非行の権威などの構成を予定している。

主な項目

（1）児童理解の祝点、遊び、友だち、家族、地域社会、教師、兄弟など

②　臨床からの接近、登校拒否、かんもく、非社会性、非行、青少年犯罪など

（3）健全な子育てのために、児童福祉、学校の指導体制、カウンセリング、システムなど
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＝とか

〔主任講師

ウンセ・リング＝

佐治守夫（東京大学教授）〕

全体のねらい

　カウンセリング、教育相談、さらに広く、心理治療一般、（プレイセラピイ、グループセラピイ、

成長グループの活動などを含む）、についての理論、及び実践に際しての重要なポイントを講ずる。

主な項目

ω　カウンセリング、心理治療とは何か

②　入格変化、人間的成長の様相

③　カウンセラーの態度と技法

｛4｝入間関係のもつ意味：
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一人・間関係論・＝

〔主任講師　三隅二不二（大阪大学教授）〕

全体のねらい

　入間の心（mlnd、自我（sclf））もまた、社会的相互作用乃至人間関係のなかに発生し・形成され・

発達する。幼児」から、児童期、思春期を経て、親子関係、友八関係のパターンが変化する。組織体に

澄けるく三関三論は、組織経営・管理との関連で強調されてきた。

　組織の人間関係に澄いて、リーダーシップ、意思決定・交渉過程・社会的交換の諸側面について考

察をす＼める。また比較文化の程度からの若干の考察を行う。（な澄小生は実験番組とし｛「グルー

プ・ダイナミックス」を担当したものであり、その番組の改訂を行う。、

主な項目

　主な項目という観点から講義内容をまとめることができるのであればそうしたい。

　社会的相互作用、入間関係とmindとselfの発生と形成、　対入関係のグループ・ダイナミヅクス・

幼児の入間関係、友入形成、ソシオメトリー、家族関係、競争と協調・対人関係解）バランス理論・社

会比較の理論、コミュニケーションとグループ・ダイナミックス。

（上述の実験番組の改訂として講義内容をまとめるのであれば、その項目は一応提出済である・）
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　　　　　　　　＝知能と創造性＝

全体のねらい

　ヒトの知能と脊椎動物の知能を比較し、知能の発達の諸様相とその理論、素質・環境論争を概説す

る○また知能検査の歴史、その理論と応用面について考察する。さらに知能と創造性がどのように入

間の文化の発展に貢献してきたか、また入間が当面している諸問題の解決に知能と創造性の教育がい

かに重要であるかを考える。

回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

知能の定義、知能の種類としての具体
田’中　正　吾
i放送教育開発

1 57／12

@6 知能とは何か
的知能と抽象的知能を知能検査の演示に

謔闕lえる。また八間の文化が知能どど

ﾌような形でかかわっているかを考察す

セ／ター教授）

Cンタビュ　一
ﾉ藤一隆　二’永　野　重　史

る。
芳“賀　　　純

脊椎動物（アユ、ニワトリ、ネコ、イ

’2 13
ヒトの知能・動物
Dの知能

’ヌ、サル、チンパンジー、イルカなど）

ﾌ知能実験を通して、知能的行動の進化
ﾌあとをたどり、セトの知能と脊椎動物

田　中　正’吾

Qスト
の知能の相違を調べる。また脳の進化と 正印苡G夫の関連にも言及する。 （大阪大学教授》

ゴルトン、キャッテルなどビネー以前
の知能検査の考え方に始り、ビネ弘とシ

／

3 20 知能検査の歴史 モンの知能検査の作成、ターマソのスタ

塔tォー・ド・ビネー改訂知能検査、ウェ
田　中　正　吾

クスラー知能検査などの歴史をたどり、

教育、産業界などへの利用に言及する。

一知能検査における年令尺度の構成、年

令尺度の性質、標準化とサンプルの理論、

4 27 知能検査の理論 さらに知能検査の妥当性の問題、信頼性 同　上

の算出法などを説明する。

精神年令の意味と限界、知能指数の公

58／1 精神年令と知能指 F式、知能指数の意味、知能指数の恒常性、
5
10 数 教育や職業指導への意味について言及す 同　上

“る。

具体的知能と抽象的知能の発達の諸相

を調べるとともに、言語の発達における
6 17 知能の発達　　【1） 知能の役割を述べ、知能の発達曲線（ク 同　上

ロス・セクショナルとロンジチューディ

ナル）の性質を述べる。

知能の発達におけるネイチャー・ナー

7 24
知能の発達’　（2）

@　遺伝か環境か

チャー問題の論争、一卵性双生児による

､究とその研究方法の限界について述べ 同　上
る。
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回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 31
知能とパーソナリ
eィ

　パーソナリティの定義と意義、パーソ

iリティ検査の種類を叙述し、パーソナ

潟eィと知能の関連を説明するQ

田　中　正n吾

Qスト

詫摩武俊（東京都立大学教授）

数学、国語、理科、社会科、外国語な
どの知的教科の成績澄よび図工、音楽科

9 2／7 知能と学業成績 など芸術的教科の成績と知能検査成績の
滑ﾖを調べるとともに、教授方法の採用

田　中　正　吾

如何によってこの相関関係が変ることを
説明する。

亀知能と知能検査に対するさまざまな批

判に答えるとともに、教育に澄ける知能

10 14 知一能　と　教　育 の正しい考え方、知能検査の正しい用い 同　上

方、知能検査のもっている限界などを考

える○

科学技術上の創造性がどのようにして
もたらされたか、科学者の基礎的トレー

11 21 科学の　創造性
ニング、仮説のたて方、問題解決の過程

ﾉついて述べるとともに、そのユニーク
同　上

な解決について考察する。また創造性の
発達曲線と知能のそれとの比較を行う。

　絵画など造型美術の創作過程に澄ける・主題、構図、表現様式の基礎として、イ

田　中　正”吾

12 28 美術の創造性 メージの形成、構造のダイナミックス、 ゲスト

およびそのユニークさの原因とその社会 川崎　春　彦
的背景について考察する○ （画伯）

ソナタ、交響曲、ピアノ協奏曲、ヴァ

イオリン協奏曲などの作曲過程に澄ける
13 3／7 音楽の創造性 第1主題、第2主題とそのヴアリ鼻曲シ 田一中　正二三

ヨンなどの考察を通じて、楽想の創造性
を考える。

　小説などの創作過程に澄ける主題、表

ｻ様式、言葉の選択などの考察を通じて、
田　中　正n吾

14 14 文学の創造性 作者の精神構造のユニークさと文学の関 一ゲスト

’連性を考える。 有　吉　佐和子

（作家）

科学教育、美術教育、音楽教育、文学

教育の諸領域で創造性を伸ばすための個

15 21 創造性と教育 性に合ったカリキュラムの編成法、個別 田　中　正　吾

指導の方法、学級編成の問題点などにつ

いて検討する。
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＝言忌　　失口　　と　　思、　三一

〔主任講師　中川大倫（放送大学教授）〕

全体のねらい

　認知心理学の主たる起源は、ゲシュタルト心理学に診かれるが、その発達と展開には、情報理論、

コンピューター・の技術とプログラム、言語学、ピナジエの認知的発達理論に影響されるところが大で

あった。そして、最近に診いては、心理学の各領域に認知的なアプローチがみられるようになった。

　本回議では、認知的アプローチの活発な記憶の研究を中心とし、さらに、推理による問題解決の問

題にふれたいと思う。

主な項目

ω　認知的心理学の歴史

（2）情報処理系としての入間

（3）感覚的記憶

（4）短期記憶

⑤　長期記憶

⑥　数学的問題解決
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　　　＝＝乳幼児の健康ど心理＝

　　　　　　　　（児　童　学）

〔主任講師：平井信義（大妻女子大学教授）〕

全体のねらい

　児童を、心理、保育・教育、精・神および身体の衛生、福祉、文化の分野から総合的に理解を深める

とともに、心身障害の原因と治療教育の実際について検討する。とくに人格形成については、自発性

（意欲）と共感性（思いやり）を中心に、家庭に澄ける育児・しつけとの関係・澄よび家族関係の理

想と病理について、日本と欧米との対比の中で、未来学的な立場から言及する。

主な項目

（1ジ心身の発達の個人差と個性

（2）心とからだの相関と精神衛生

（31児童福祉の現状と理想

（4）保育・教育の現状と理想

⑤　育児・保育の東西の比較

（6）障害児論
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一門　　童　　心　　理一

　　（→児童の心理と教育）

｛欝鯵鵡東京大鎌）〕

全体のねらい

　子どもは・小さな大人ではない。しかし、子どもは大人になってゆく使命をもつ。子どもは、成長

する力をもっている。しかし、学習と援助とを必要とする。これらの両面性をふまえて児童心理の理
解を試みる。

回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
55／12

@11
子どもの精神発達
�ﾇうとらえるか

　講座の導入として、子どもの精神発達
ﾉつい｝亡の概論。（特にそのさまざまな一考え方について）

東　　　　　洋
i東京大学教授）

i　野　重　史
i国轟恤

2 18 最初の一　年

　aotive：な反応の発達、環境との相互’作用、道具への反応などの問題も含む。

永　野選　史
i国立教育研究所@第3研究部長）

3 25 母　　　と　　　子

　出生前後から子どもへの期待、母性意

ｯの形成、母子相互作用、愛着の形成、

齔eの仕事。

篠献轍錨．上村菊　朗

i二戸臨）

4
56／1

@8 言葉の誕　生

　ジェスチュアや楠語からどのように形へ式的な面と機能的な面との両面において

ｾ語が発達するか。

永　野　重　史
i国 ｼ難嚢）村　石『昭　三（器白総夏

5 15
知能・その概念と

ｪ定

　知能とはどういうものか。その知能検

ｸと意味。
東　　　　一洋

i東京大学教授）

6 22
子ども時代の始ま

赤ちゃんと子どもはどう違うか。子ど

燻梠繧ﾌ発達課題。 永　野町重　史
i国立教育研究所
@第3研究部長）

7 29 表象能力の発達

イメージの世界、イメージによる思考。

同　上
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回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

言語と思考、言語発達における問題や
異常。 永　野　重史

8 2／5圏 言語の発、達 （国立教育研究所
謔R研究部長）

表象的思考から具体的概念的思考を経

て論証的な思考の能力が形成されるまで。

9 12 論理的思考の発達 同　上

自己中心性からの脱却、競争と協力、

友達関係のひろがり。
東　　　　　洋

10 19 子ど＼もと友達 （東京大学教授）

社会は、その社会の成因としての行動

11 26
行動基準の形成と

の型を各個入について形成していく。つ

ﾜり社会化の働きをもつ。この社会化の 同　上
発達 働きを行動の基準の形成との関係で考え

てみる○

課題によって、その学習に適：切な発達

上の時期があるという考え方の紹介と、 永　野　重　史

12 3／5邑 教育　の適：期 それを教育上どう考えるか。 （国立教育研究所
@第3研究部長）

依存から独立へ、心理的離乳の問題、

児童期の精神衛生。 東　　　　　洋

13 12 自　我の発　達 （東京大学教授）

11、12歳（小五）の段階での論理
的思考力の発達や、社会関係、情緒面で 永　野　重　史

14 19 子どもから大人へ の諸問題。 （国立教育研究所
@第3研究部長）

すごやかな精神発達を助けるためにど 東　　　　洋
ういうことをすべきか。 （東京大学教授）

15 26 精神発達と教育 永　野重　史
（国立教育研究所
@第3研究部長）
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＝＝ ﾂ少年の心理と教育一

　　　　　　　　　　　〔主任講師：宮川知彰（東北大学教授）〕

全体のねらい

　「青年期」とは入生経過の中で、どのような意義、使命、役割をもつ時期なのであるか▽また、ど

のような「問題」、をかかえているかを・主として教育心理学・発達心理学・社会心理学等の諸分野の・

立場から多面的に検討し、青年教育のあるべき姿を展望する。

主な項目

ω　青年心理学の歴史

②　青年期研究の方法

（3）青年期の始まりと終わり

④　性一青年の心とからだ一

㈲　反抗一入生の中の青年期

（6）余暇活動一青年の生活構造

σ）仲間・友情一青年の筆入関係

（8）学習一青年の学力・入舞形成

（9）非，行

ω　登校拒否・家庭内暴力・自殺

⑳　校内・暴力

⑬　進路の選択一学歴社会と青年、

㈲　青年の生きがい専
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一障害児の心理と教育一

〔主任講師　寺田　晃（東北大学助教授）〕

全体のねらい

　障害児の教育は、入間の尊厳を問い教育の本質にせまるものである。本コースでは、前半に総論と

して、まずそうした障害児がどんな子どもなのかと診断・判別の方法、研究法を検討すると共に、後

半の各論では、障害の類型別に、心理の発達的特徴と教育の方法、福祉の在り方などを一連に考え、

障害児への一般的理解を深める。

回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

障害児とはどのような子どもか、その定義と

1
障害児とその教育
ﾚ標；

類型を主に心理学的、社会学的、医学・生理学

Iな見地から総合的に解説し、あわせて障害児

ｳ育と福祉の理念・目標、ならびに障害児教育

寺　田　　　晃
i東北大学助教授）

一般の歴史的なあゆみ等について言及する。

主に医学・生理学、心理学の見地で、障害児

2
障害児の診断・判

ﾊ

の心身に関する病理と障児の一般的様相を述べ、

ｩつ医学、・心理学による測定・評価の方法を説

ｾすることによって、科学的な診断の実際的技

寺　田　　　晃

ｺ井　憲　男
i東北大学助教授）

法と問題点とを解説する。

障害児の病理（身体・諸器官、大悩ほか）、

3
障害児の研究課題

ﾆ研究法

心理（認知、呼格・情動、社会的行動ほか）、

ｳ育（指導内容、方法、評価ほか）の各分野に

墲ｽり、従来の研究とその傾性を概括し、現下
寺田　　　晃，

の障害児教育・心理の研究の課題性を指摘する。

発達とは一般にどのような：機構のもとに、ど

発達と障害（1） んな段階を経て展開するの迩を系統発生、個体、

4 心身発達の仕組み『 発生の両側面から検討し、従来の発達理論を各， 同　上
と機能 種紹介すると共に、発達に対憎して障害がいか

に位置づけられるものであるかを考察する。

発達に響ける親の役割と意義、障害にかかわ

5 発達と障害⑪
瘧Q児と親・家庭

る家庭的条件などをとりあげ、さらに障害児の

e子関係の一般的状況を考察することにより、

ｭ達と障害の特に第2次的（環境的）な効果に
同　上

言及し、家庭教育の適切な在り方を検討する。

前章とならび学校教育（教師・友人を含む）

発達と障害⑪ の意義、学校に訟ける障害児の行動状況の実態

6 障害児と学校・社 等に言及すると共に、社会生活での障害児の状 同　上

会 況をとらえ、発達と障害に及ぼす第2次的な効
果、左らびに指導の在り方等の一般を考える。

視覚障害児の身体、認知能力（感覚・知覚・

感覚障害論（D 思考ほか）、学習能力、入格・情動澄よび社会
7 視覚障害児の心理 的行動などを通して、視覚障害児の心理的な発 同　上

と教育 達と特徴を概観し、医学的所見をも加えて、主

に盲学校教育の現状と適切化を検討する。
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回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

聴覚障害児（言語障害を含む）の身体と認知
能力（特に感覚・知覚、思考と言語との関連でλ

感覚障害論⑪ 学習能力、入格・情動と社会的行動の各発達と 寺　田　　　晃

8 聴覚障害児の心理 特徴を把握し、主にろう学校教育の現状と最適 （東北大学助教授）
と教育 化を考えることにより、　感覚障害論をまと

める。

9

身体・運動障害論
@　　　　　　　（1）

?ﾌ不自由児の心

　主に医学・生理学、心理学の立場で、肢体不

ｩ由児の身体・運動の能力の障害特徴をとらえ、

F知能力、入格・情動等の発達をも論ずること

ﾉより、治療教育ならびに職業的リハビリテー

同　上

理と教育 ションの現状と養護学校教育の最適化を考える。

10

身体・運動障害論
@　　　　　　　⑪

a弱児・虚弱児の

　前章とならび主に医学・生理学、心理学の見

nから、病弱児・虚弱児の身体・運動上の障害

ﾁ徴、ならびに心身発達の相互関連性を論じ、

衷寛凾ﾖの復帰、養護学校教育の現状と指導の

同　上

心理と教育 最適化を考察し、身体・運動障害論をまとめる。

知能障害児の身体・運動の能力、認知能力

11

精神発達障害論（1）

m能障害児の心理

（思考と言語の両活動を中心に）、人格・情動
ﾈらびに社会的行動の障害特徴を述べると共に、
ﾁ殊学級、養護学校澄よび施設での教育・訓練

同　上

と教育 ・養育の現状と指導の適切化、社会適応等を論
じる。

主に心理学、医学、社会学的な見地から、自

12

精神発達障害論⑪
譓緒瘧Q児の心理
ﾆ教：育

閉傾向、登校拒否、施設症ほか晴緒障害の子ど

烽ﾌ心身の諸特徴を述べ、学校教育での現状と、

ﾆ庭教育を含めた指導の在り方、教育相談等に

ﾂいて考察し、精神発達障害論をまとめる。

同　上

学業不振児の定義、診断および類型を述べ、

学習障害論　一 心理的（入格を中心）、環境的（家庭、学校、

13 学業不振児の心理 社会）な側面からの特徴と不振の原因を指摘し、 同　上

と教育
学校教育論よび教育相談を中心とした指導の効

ﾊ、適切な措置の在り方について論ずる。

重複障害（重症心身障害）の各類型別に、医

重複障害論　一 学的、心理学的な諸特徴を指摘すると共に、主

14 重複障害児の心理 に感覚・運動面の訓練を通しての早期指導と、 同　上

と教育
コミュニケーションの確立焼干よび入落行動上の

ｩ立化を中心とした教育の現状、在り方を考える。

15

総　　　　括　一
瘧Q児研究1教育
ﾌ展望

第7章から第14章までの各種障害型の特徴
�濠№ｵ、『”障害児”とは（そして”入間”

ﾆは）何か』を論及しつつ、障害児研究と教育

ﾌ意義ならびに今後の問題点を展望する。

寺田　晃・村井憲男
@新　谷　　　守
i答北李学野翻（東北大学助教授）　大　山　正博（東北大学教授）
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　　　一生　涯　教　育　三一
　　一生涯教育学の成立をめざして一

〔欝鰐オ鞭大学剃
’全体のねらい

　生涯教育理念は、わが国でも漸次、教育政策や教育制度、教育組織、教育課程などに影響を及ぼす

ようになった。だが生涯教育は、教育の自由と平等、学習と教育との間の矛盾に代表されるような二

律背反的要素を内にふくんでいる。このような生涯教育理念を現代の教育現実と関連させながら、新

らしい生涯教育学を構想してみよう。

回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
57／8
Q7 生涯教育の理念

　生涯教育は、人々の自己実現を達成さ
ｹるために、入々の全生涯を通して入間
I、社会的、職業的な発達を援助する教
轤ﾌ仕組みである。ややもすれば抽象的な言葉の遊びに終ってしまう恐れのある

ｶ涯教育理念を総合的・統一的な観点か
轤ﾆらえ直してみよう。

麻　生　　　誠
i大阪大学教授）

2 9／3
生涯教育の社会的

w景
同　上

3 10
生涯教育と学習要

　生涯教育は、何よりも国民の生涯にわ
ｽる学習要求を前提としている。だが、

?轤艪髏l間が生涯教育を享受しうる継
ｱ的な学習要求や学習能力を持っているものであろうか。この問題を考えてみよ

､。

同　上

4 17
日本の生涯教育の

求[ーツを探る

　生涯教育理念は、それぞれの社会や国
ﾉよってこのニュアンスが異っている。
ｻの理由の一つは、国々の文化的、教育
I伝統が異っているからである。わが国
ﾌ生涯教育のルーツを幕末の教育書に探
ﾁてみよう。

同　上

5 24
教育政策のなかの
ｶ涯教育一

　わが国の国レヴェル、地方レヴェルの

ｳ育政策のなかにどのような生涯教育課

閧ｪどのような文脈で現れてきているか

�ｾらかにするとともにそれに批判を加

ｦてみよう。

同　上

6 10／1

生涯教育を欧米に
ｩる一アメリカφ生涯

ｳ育一

　欧米の生涯教育政策・制度を概観しな

ｪら、生涯教育の教育政策や教育制度上

ﾌ課題を考えていこう。まず、アメリカ

ﾌ生涯教育の特徴をみてみよう○

　　同　上
Qスト

V　野　郁夫
i東京大学助教授）

7 8㌔ イギリスの生涯教育

　イギリスでは、歴史的に学校卒業後、

p続教育が整備されて澄り、これを中核

ﾆした生涯教育構想が注目される。

　　同　上
Qスト

s　川　昭　午
i国立教育研究所部長）
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回 放送日 テ　　一・　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 15 フランスの生涯教育

　フランスでは、教育制度はエリート主
`が強く漉入のための継続教育も専ら企

ﾆ内教育に限られていた。だが1968
Nの五月革命以後、種々の教育革新がみ
轤黷驍謔､になり生涯教育の体制づくり
ｪ進んでいる。

麻生　　　誠
Qスト
{　間　政　雄
i総理府青少年
@　対策本部）

9 22
スウェーデンの生

U教育

　福祉国家として名高いスウェーデンの

ｶ涯教育は学ぶべき点が多い。高等教育

ﾌ開放、北欧の伝統的成人教育としての

w習サークル有給教育休暇や奨学金政策
ﾈどの種々な学習保障活動をみてみよう。

　　同　上

Qスト

s　川　昭午

10 29 ソビエトの生涯教育

　社会主義体制下の生涯教育の事例とし

ﾄソビエトをみてみよう。そこでは、政
{主導型官僚制、画一性などのデメリッ
gが生じやすい。

@これらが如何に克服されているのであ
?､か。

　　同　上
Qスト

??ﾓ　　　敏
i国立教育研究所）

11 11／5
生涯教育の体系と

s・財政問題

　生涯教育面には、行・財政論が欠けて

｢ると批判される。誰でもが「何時でも

ｽ処でも学習できる」という生涯教育シ

?宴?ﾌ行・財政的基盤を検討しよう。

同　上

12 12
地域社会と生涯教

　私たちの生活は、私たちの生活国とし
ﾄの地域社会を基盤として澄こなわれて

｢る。このような地域社会のなかで地域
Z民に対してどのような教育機会が提供
ｳれ住民の学習要求をどのように充足
ｳせているであろうか。

同　上

13 19
発達課題と生涯教

　入間の発達過程のそれぞれの時期に現
墲黷髓B成すべき課題を発達課題という。
ｱれらの課題を首尾よく達成することに
謔ﾁて健康な入格が生まれる。現代日本
ﾌ発達課題とその解決に生涯教育のはた
ｷ役割を考えよう。

同　上

14 26

成人教育学（アン
hラゴジー）を求

ﾟて

　これまでの教育学は子どもを対象とす
驍烽ﾌであった。生涯教育の時代ととも
ﾉ、成人が対象とする教：育方法論や教育

ﾛ程論が必要となる。このような要請に
嘯ｦて誕生した成人教育学（アンドラゴ
Wー）である。その成果を紹介しょう。

同　上

15 12／3

日本の生涯教育の
K要性と可能性を
≠ﾟて

　わが国の学校教育システム、社会教育

Vステム、職業訓練システムの実態とこ

黷ｩらの社会の教育課題をふまえて生涯

ｳ育の可能性をきわめよう。

同　上
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　　　　　　一言　　語　　障　　害一

全体のねらい

　人間生活の科学の一領域としてみた場合の言語障害学の入門講座。入間が社会生活を営むうえに不

可欠な機能である奴ことばによるコミュニケーション”という働きに障害を持つ人の問題を、ω人間

の発達、②人間関係、（3）医学との関連において論ずる。

回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

言語障害とはどのような問題であるか 田　口　恒夫
について考える。言語障害の定義、種類 凝茶の水女子　　　一

1
56／12

@11
言語障害の問題

出現率、人間生活上の問題性学問領域と
ｵての「言語病理学」臨床業務としての

内須川　　　洗
i筑波大学教授）

「言語治療」等に触れ、今後の講義計画 谷　　　俊夫
の概要を説明する。 （東京学芸大学教授）

言語の正常発達輪郭の概要について述

2 18
発達と言語障害U）

q言語の発達〉

べ、発；達障害の原因、診断法、治療方針

凾ﾉついての従来の臨床に蒔ける考え方
�ﾐ介した後、出生以来の母子相互作用
ﾉみられる前言語的やりとり行動を重視

田　口　恒夫
iお茶の水女子蜉w教授：）

した新しい見方を紹介する。

最近20年間に急激に増加しつつある
といわれる“ことばり遅れ”の問題につ

3 25
発達と言語障害（2）

ｾ語発達遅滞児〉
いて考察する。親の訴え、特徴的病状、

ｶ育歴上の問題点、従来の診断・治療法
同　上

などに触れ、育児法その他、問題発生の
社会文化背景について論ずる。

正常な前言語的コミュニケーション能
力の発達経過と対応させてみた場合の、

4
57／1

@8

発達と言語障害（3）

ｭ達遅滞の理解〉
・言語発達遅滞の発生のメカニズムについ、

ﾄ考察し、あわせて、最近の新生児・乳
同　上

児の行動発達研究、動物行動学研同等の
貢献に触れる。

言語発達遅滞児の面接、検査、診断法
指導の方針と方法澄よびその臨床的経過

5 15
発達と言語障害（4）

ｾ語発達の臨床〉
について述べ、具体的事例をあげて解説
ｷると共に、今後に残された課題に触れ

同　上

この種の問題についての将来の展望を試
みる。

さまざまな人間関係のうち、言語関係
人間関係と言語障 について解説する。とくにその構造、特

6 22
害（1）

@間関係と話し方
性など。そのなかで音声言語について、
bし方（音声・発音・リズム）と言語関

内須川　　　洗
i筑波大学教授）

論よびそφ障害〉． 係が密接不可分の相互関係にあることを
qべ、次回以降のテーマの導入とする。

7 29

人間関係と言語障
Q（2）

l間関係と音声

　入間関係の音声のかかわりについて述

ﾗ、パーソナリティと音声、入間関係に

ｩかわる音声障害とくに心因性失声症な 同　上

澄よびその障害〉
どについて、その要点を述べる。
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も

回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 舗

人間関係と言語障
Q（3）

?ﾔ関係と音声、
氓謔ﾑその障害〉

　．発音（調音または構音）について解説し、その仕組、内容、学習条件などにつ

｢て触れる。構音障害、幼児語と人間関
Wとくに言語関係との係わりの重要性を
w摘し、診断・治療法・予防などの諸問
閧ﾉついて述べる。

内須川　　洗
i筑波大学教授）

9 12

人間関係と言語障
Q（4）

ヰl間関係とリズ
?ｨよびその障害

　入間関係がもっとも大切な言語障害に

h音がある。その他のプロソディーの障

Q、早口症、　摩性発語を含めて解説す

驕Bとくに吃音の病因・症状・診断・治

ﾃ法について、その要点を述べる。

同　上

10 19
医学と言語障害U）

q言語機能の生理
@的機構〉

　言語の表出と理解のための生理学的機

¥について解説しそれぞれの器官の本来

ﾌ生理学的機能について概説する。その

繧ﾅ、これらの器官の異常と言語障害の

ｭ生との関係について述べる。

谷　　　俊　治

結條w芸大学教授）

11 26
医学と言語障害（2）

リｴ覚器官の異常
@と言語障害〉

　言語機能が正常に営まれるための生理
I条件の一・つに正常に機能している感覚

孖ｯがあげられる。この回では、主とし
ﾄ聴覚と言語との関係について論じ、聴
o障害に奪う言語障害について、具体的
ﾈ症例にもとづいて解説する。

同　上

12 3／5

医学と言語障害（3）

ヲ?武_経系の異
@常と言語障害〉

　中枢神経系の働きも、言語機能にとっ

ﾄ極めて重要である。この回では、失語

ﾇを中心として、中枢神経系の異常に判

､言語障害と、そのリハビリテーション

ﾌ諸問題について論ずる。

谷　　　俊　治

i東京学芸大学教授）

�@沼　澄子
i横浜国立大学教授）

13 12

医学と言語障害（4）

ヴｭ語器官の異常
@と言語障害〉

　聴覚や中枢神経系の働きが正常でも、

ｭ語器官に大きな異常があると正常な言
鼡@能が損なわれやすい。この回では、

絈W裂を中心として、発語器官の機能異
墲ﾉ伴う言語障害の特徴について解説し
ｻの対策について論ずる。

谷　　　俊　治
條w芸大学教授）

求@野洋一一
i聖マリアンヌ繪ﾈ大学教授）

14 19
医学と言語障害（5）

q音声の障害〉

　音声も話し言葉による伝達にとって重
vな役割を果たしている。小児と導入、
j性と女性との音声の差、思春期に起こ
髟ﾏ声の意義などについて解説し、さら
ﾉ、さまざまな音声障害とのその対策に

ﾂいての最近の進歩について述べる。

谷　　　俊夫
i東京学芸大学教授）

R　下　公　一一

@沢医科大学教授）

15 26
人間生活と言語障

Q

　コミュニケーションの時代と言われる

ｻ代に澄ける、へ間の社会生活や入間関係

ﾌ中で、言葉の障害が演ずる役割と意義

ﾉついての、3人の講師による全体の要
�ﾆ補遺および展望。

宙　口　恒　夫
ｨ茶の水女子大愚　諦

熕{川　　　洗
i筑波大学教授）

J　　　俊治
@京学芸大学教授）
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　　　　　＝市民　と　法＝・

　　　　　　　　（→犯罪と法）

〔主任講師　内藤　謙（東京大学教授）〕

全体のねらい

　市民生活における犯罪現象に対して法がどのようにかかわりあうかを、近代刑法の展開という視点

から講義する。犯罪とは何か、刑罰とは何かという基本的な問題の検討が中心になるが、現代の社会

が犯罪と刑罰について提起しているさまざまの問題を手がかりにして、できるだけ具体的かつ平明に

説明することとしたい。

主な項目

ω　刑事法の基本問題

②　刑法の機能

（3）犯罪と刑罰

（4）刑法の実現過程
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・＝ ｻ　代　の　裁　判＝

〔灘學識立教大学剃

全体のねらい

　法は、六法全書の中から引き出され、裁判の過程を経て、「生きた法」となる。そのからくりを、

裁判の担い干たる入の側面、国の制度としての側面、手続き過程としての側面から分析し、文化の一一

翼を構成する日本の裁判の特色を浮き彫りにしたい。

回 放送日 テ　　・一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
5◎イ12

@9
現代日本の裁判

　裁判は、普通理解されているよりは、

ﾍるかに入間くさい創造的活動だが、そ
黷ｾけに流動する社会の中で、多方面の
ﾐ会的機能を果たす。現代の市民生活に
氓｢て、裁判の持つ意義と機能を、序論
Iに考える。

田冒宮　　『裕
i立教大学教授）

2 16
裁判の担い手　U）
@　一裁判官一

　裁判所の組織・構成、裁判官の地位・
g分、司法権の独立、キャリアの裁判官r制度が持つ問題点など、裁判所と裁判官

ﾉまつわる今日的課題を探る。
同　上

3 23
裁判の担い手　②
@　一検察官一

　ひとたび起訴すれば99パーセント以
繧ﾌ有罪率を誇る、刑事訴追の有能な法

oW団。検察官をぬきには日本の刑事司

@は語れないが、その組織・活動とこれ

ﾉ対する法的規制を検討する。

同　上

4
57／1

@6
裁判の担い手　（3）

@　一弁護士一

　弁護士は、いわば市民の困り事の相談

�?驍｢は、法律生活上の病理現象の予

h治療にあたる「法の町医者」o現実に

ﾇのような役割を果たし．また、期待さ

黷ﾄいるのだろうか。

同　上

5 13 民事訴訟の手続き

　私入間の紛争を解決するための裁判手

ｱきを解説する。行政訴訟、非訟事件、

ｲ停などにも触れる。裁判を実現するた

ﾟの強制執行や仮差押・仮処分もとりあ

ｰる。

同　上

6 20 刑事訴訟の手続き

　捜査→起訴→事実審理→判決→上訴な
ﾇの概略を、順を追って説明する。家庭『裁判所の少年審判は「刑事」訴訟ではな

｢が便宜上ここで解説する。

同　上

7 27 国民の司法参加

　先進諸国では、ほとんど例外なく素人
ﾙ判官の制度がみられる一一陪審や参審。

岺Oの日本にも、陪審があった。これら
ﾌ制度の運用状況や問題点を紹介し、職
ﾆ裁判官制度と対比しながら、国民と裁
ｻの関係を考える。

’同　上
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回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

戦後、アメリカにならって取り入れら

8 鴉 違憲審査制
れた制度で、現行憲法のもとに澄ける司

@の際立った特色を示す。これを支える

ｭ治理念を明らかにし、外国と比較しな

田　宮　　一裕

i立教大学教授）

がら、制度のありかたを検討する。

刑事事件では、裁判が始まるまでに、
’捜査をつくして犯人をあげ証拠を確保し
ておく必要がある。捜査は、真相を逃さ

9 10 捜査　と　裁判 ぬためにも入権保障のためにも、公判に 同　上
劣らず重要なので、近時制度上理論上の
発展がいちじるしい。この見地から、捜
査と裁判のかかわりを考える。

裁判の生命である事実認定をめぐる諸

問題、とくに、裁判官の自由心証主義、

10 17 証拠と事実認定 証拠法則、科学的知見の応用、自白の取 同　上

扱いなどを取りあげる。

「遅れた裁判は裁判の拒否に等しい」

といわれるように、迅速性は裁判の生命。

11 24 長期裁判め問題 長くかかる裁判の現状とその背景にある 同　上

問題点を明らかにする。

訴訟法規の大部分は、正しい裁判を願

って作られたものだが、「人のわざ」と

12 論 誤判老その救済 しての裁判に、僅かではあるが、誤判も 同　上

でる。最近の再審事件を手掛りに免罪救

済制度について検討してみる。

日本人は、権利、義務の観念で是非を
明確にするよりも、義理入情による大岡

13 10
「裁判好き」と
u裁判＝嫌い」

裁きを好むといわれる。また、市民と裁
ｻ所の距離は大きく、その間に準法律家
ｪ活躍する。このような裁判の利用関係一をめぐって、日本入の法意識の問題を考

同　上

える。

当事者主義の極致を示すアメリカでは、

14 17
裁判に澄ける正義一日米の比較一

刑事事件でさえ、当事者の取引きが行な

墲黷驍ｪ、日本の裁判手続きは、真実発

ｩの理念に忠実だといわれる。このこと

同　上

を手樹りに、裁判文化の比較を試みる。

判例による法形成の意義と限界を考え

る。裁判を法の形成とみる現実主義的立

15 24 裁判　と　立法 場は、法学にどのような影響を及ぼした 同　上

かを検討し、立法による法形成との相互

関連に注目して、判例の役割を分析する。
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＝取引と企業の法＝

〔主任講師：龍田　節（京都大学教授）〕

全体のねらい

　企業の組織澄よび取引を規制する法の・基礎的な部分を説明する。現代の経済活動の主な担い手は企

業であり、企業をめぐる取引の法律関係を知ることは重要である。また、企業の多くは会社形態をと

っているから・代表者の＝権限などのように・組織の問題が企業の取引に深く関係する。さらに、組織

それ自体の問題としても、企業の行動を決める要因、あるいは投資者の利益を左右する要因であると

いう点で重要である。このように：、商法上の制度の主要なものを、市民の立場から理解できるように

説明しようと尽っている。

主な項目

（1）企業取引

（2）約款と消費者保護

（3）取引をする権限

（4）　トップ・マネジメント

（5）株式への投資

（6）企業のグループ

⑦倒産

（8）澄金の流れ

（9）紙にのった権利

α0）企業法の歴史と特色
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　　　　　　＝国際社会と法・＝

騰鰯豊国朧教大儲）〕

全体のねらい

複数国家の併存を前提とする国際社会は、多様性と不安定性を基調とし、したがって、法を通じて

の秩序の確保が強く要求されている。このことをふまえて、国際社会に澄ける法の意義と役割を、とぐ

に日本とのかかわりを念頭におきつつ、考えることにする。

回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

国際社会に剥いて、法が必要とされる

事情を考察し、あわせて、国際社会の構
57／8 国際社会に：澄ける 造の特殊性からくる法の存在形態の特異 横　田　洋　三
1
28 法の意義 性にも目を向ける。 国際基督教大学教

国際関係を規律する法には、国際法、

国際私法、国際組織法など、さまざまな

2 9／4 国際関係を規律す
髢@の種類

ものがある。それらを個々に検討すると

ｯ時に，それらの法の相互の興野を明確

同　上：

にする。

国際関係を規律する法の中で中心的位

置を占めるものが、国際法である。この

3 11 国際法の成立
国際法の成立のいきさつを、16、7世紀

ﾌヨーロッパにさかのぼって検討する。
同　上

初期の国際法は、自然法の強い影響下

4 18

国際法の発達（1）一新国際法秩序の にあった。しかし、次第に科学的思考の

e響を受け、実証法体系へと移行し、
P9世紀には、実定国際法体系が確立したQ

同　上

確立一 この間のいきさっと、その政治的社会的
背景を考察する。

今世紀に入って、戦争の違法化、国際機

5 25

国際法の発達（2）一新国際法秩序の 構の発達、個人の地位の向上など、伝統的
総ﾛ秩序を根底からゆるがす現象が生じ、
ｻれに伴って国際法体系も大きな変容を余

同　上

形成一 儀なくされている。この間の事晴を、一つ
の必然的歴史の流れとしてとらえる。

従来、国際法学者の間で、理論上争わ

れてきた基本問題のうち、（イ）国際法の法

6 1（レ2 国際法の基本問題
的性質、⑭国際法と国内法の関係、の国 同　上
際法の法源、の3つについて考察する。

現行の国際法の諸規則の中から、国際

実定国際法規（1） 法の定立に関する諸規則をひき出して、

7 9 一国際法の定立 検討する。とくに慣習国際法の成立の問 同　上

に関する規則一 題と、条約の締結、効力、実効性などに
ﾖする諸規則を考察する。
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回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 16
実定国際法規（2）

@一外交関係法一

　国際法の中でも比較的古くから慣習法

ﾆして形成されてきた外交関係に関する

萩K定、とくに、大使、公使をはじめと

ｷる外交官の職務、特権、免除などにつ

｢て検討する。

横　田　洋　三

9 23

実定国際法規③一国家に関する

@諸規制一

　国際法上の重要な主体である国家の成

ｧ、種類、領域、主要な権利　義務など

ﾉついて険製する。 同　上

10 30
実定国際法規（4）一戦争と国際法一

　国際法成立の直接の契機を与えた戦争と国際法の問題について、戦争それじた

｢が合法か違法かという問題と、戦争が
Nった場合に当事者によって守られるべ
ｫ規則は何か、という二つの側面から検
｢する。

同　上

11 11／6 個人と国際法

　従来、国際法は、国家間の関係を規律
ｷる法として確立されてきたために、個
lについてほ直接規定することがなかっ
ｽ。しかし、最近は、個人の地位の向上
ﾆともに、個人について直接規定する国
ﾛ法規則が増えてきた。これを考察する。

同　上

12 13 企業活動と国際法

　近年、企業活動の国際化に伴い、国際

@も企業活動や経済関係について、さま
ｴまの規律を及ばずようになった。こう

ｵた企業活動に関する国際法の諸規則を

T観する。

同　上

13 20 国際機構と国際法

　今日の国際社会は、国際機構の存在を
ｳ視しては語れな％これらの国際機構は、

総ﾛ法を基礎として成立し、国際法に従
ﾁて行動するとともに、みずから、内部
ﾉ独自の法体系を形成している。こうし
ｽ国際機構に関する諸法規を概観する。

同　上

14 27 日本と国際法

　開国以後の近代日本のあゆみは、国際法
ﾆ深くかかわってくる。また、相互依存の進む

?ﾅ貿易立国としての日本の将来は、国際社
?ﾆのつ：ながりを無視しては考えられない。

ｱうした観点に立って日本と国際社会のかか
墲閧�A法的側面からとらえ直してみたい。

同　上

15 12／4 国際社会の将来と法

　技術進歩と国際協力の進展に伴って、

｡後国際社会はますます複雑になること
ｪ予想され、そのために法に期待される。
�р烽ｯっして小さくないdこうした、
総ﾛ社会の将来を考えるうえで、法の果
ｽすべき任務と条件を険討する。

同　上
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＝政治思想1＝
〔主任講師：佐々木　毅（東京大学教授）〕

全体のねらい
　政治思想は日本国憲法の前提にしている政治についての考え方を理解する上で重要な役割を持つ。従

ってこの点に可能な限り注意しながら講義を進めると共に、近代の民主主義をめぐるさまざまな批判や

問題点に言及し、それらを考えていくための素材を提供することを目的にしている。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

1

ヨーロヅパ政治
v想の伝統（1）’

黹|リスの政治学

　ヨーロッパの政治思想の骨組を形成する上で

Mリシャに生まれたポリスの政治学は絶大な影

ｿ力を持った。ここではプラトンやアリストテ

激Xに言及しつつ、後代との関連で重要と思わ

黷髦_点を網羅的に論ずる。

佐々木　　　毅

i東京大学教授）

2

ヨーロッパ政治
v想の伝統（2）一キリスト教と中

｢の政治思想

　ポリスの政治学と並んでキリス｝教や中世の伝

揩烽ﾜた見のがすことの出来ない重要な役割を

揩ﾁていた。ここでも前回と同様の観点から、

@教的権威対世俗的権力、法の支配、立憲主義

ﾆいったテーマに即して重要な論点を解明するQ

同　上

3 ルネッサンスの
ｭ治思想

　近代政治思想の生誕期に全いて何が政治の論

_とされ、何が改革すべき問題とされたかを、

蛯ﾆしてマキアヴェッリ、モアの2人に即して

癘｡するQ
同　上

4 宗教改革と政治思想

　ルター、ヵルヴァンによって認められた宗教

?vがどのような側面に論いて決定的な役割を

ﾊしたかを、例えば、寛容の問題を織の込みな

ｪら、多方面から考察する。
同　上

5 主＝権論と絶対主義

　ギダレによって提起された主権という新しい

T念が、折から興隆しつつあった絶対主義と結

№ｵながら、王権神授説として定着していく過

��Aその政治的意味に即して分析する。
同　上

6
ピューリタン革命
ﾌ政治思想

　近代政治原理の母胎となったピューリタン革：

ｽが、いかに多様な政治思想やユートピアを含

�ﾅいたかを、重点的に取り上げ、解説する。 同　上

7 ホッブズの政治思想

　伝統的政治学の革命転換を行なったホヅブズ

ﾌ政治思想を、それがいかなる意味で革命的で

?ﾁたかを、論理学説や社会像、政治権力の成

ｧ論などに即して紹介する。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 ロックの政治思想

　近代政治理論の父と言われるロックの自然法

_、所有権論、社会契約説、革命論、寛容論な

ﾇを紹介し、それを通して彼の政治思想の全体

ﾉ接近することを試みるQ

佐々木　　　毅

i東京大学教授）

9 モンテスキュー
ﾌ政治思想

　三権分立論で有名なモンテスキューは18世
Iの政治思想家の中で最も奥行きの深い思想家
ﾅある。ここでは三権分立論の背後にある政治
ｩ由についての見方のみならず、商業活動と政
｡、封建制、古代ポリスなどについての論述を
沒｢したい。

同　上

10 文明社会と政治理論

　18世紀ヨーロッパの人々は、彼らがそれま
ﾅの社会とは異った、物質的に豊：かな文明社会

ﾉ到達したと論じた。フランス啓蒙、スコット
宴塔h啓蒙などに見られるこれら文明社会論と、

ﾞらの文明社会に対する評価、態度を問題にす
驕B

同　上

11 ルソーの政治思想

　文明社会のメカニズムに対決し、教育や政治

ﾌ次元で新たな地平を開こうと苦悩したルソー

ﾌ政治思想を、　「学問芸術論」「不平等起源論」

u社会契約論」を中心に紹介するQ

同　上

12
アメリカ独立革命
ﾌ政治思想

　近代民主主義の制度化の一例としてのアメリ

Jを取り上げ、ペインと「ザ・フェデラリスト」

ﾉ見られる民主主義論の特徴を明らかにするQ

ﾁに間接民主主義と権力分立とが中心テーマで

?餡

同　上

13 保　　守　主　義

　アメリカやフランスでの革命に抗して、王権

站M族制に依りつつ、民主主義の問題点を鋭く

w摘したパークやヘーゲルの政治思想を紹介す

驕Bここでは彼らの民主主義批判がむしろ中心

ﾉなる。

同上

14 ’社　会　　主　義

　18世紀の二つの革命が政治革命であった点
�癆ｻし、その基礎にある文明社会そのものの

v命を唱える社会主義の流れをマルクス等に焦

_を当てながら講義する。その際、政治という

c為の行方が重要なテーマとなる。

同　上

15 自　由　主　義

　18世紀の二つの革命の原則を容認しつつも、

ｻの十分な機能を実現するためにはどのような

�盾ｪ必要であるか、を問題にしたトクヴィル

~ルを取り上げ、今日の政治理論への展望とし

ｽい。

同　上
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＝現代政治理論＝
〔主任講師：阿部　斉（筑波大学教授）〕

全体のねらい
　政治理論は、三日の政治的現実に適切な説明を与え、今後の政治的変化を的確に予測する上で、大き

な役割を果たすQ現代の政治理論は、大きく分ければ、ヨーロッパで発展した伝統的理論と、大戦後に

アメリカで発展した行動論的理論とに分けられよう。以下、これら二つの流れの双方に齢いて、政治理

論を概観することにしたいQ

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

1 現代国家の理論

　19世紀までの代表的な国家理論である一元

I国家論やマルクス主義的国家論との対比に比

｢て、パーカーやラスキの唱えた多元的国家論

�l察し、あわせて現代国家の理論的位置づけ

�ｾらかにする。

阿　部　　　斉

i筑波大学教授）

2
マルクス主義の

ｭ治理論

　マルクス主義は19世紀の代表的な政治理論
ﾌひとつであるが、今世紀に入るとともに、社
?I経済的現実の変化に対応して、新たな理論
I発展を遂げた。ここでは、レーニン、ベルン
Vュタイン、グラムシらの政治理論を検討する。

同　上

3 自由主義の政治理論

　自由主義は今日な澄西欧の政治哲学の根幹を

ｬしている。その代表的な哲学者としてバーリ

唐�ﾆりあげるほか、自由主義的立場から独自
ﾌ政治理論を展開したクリック、アメリカ的自由主

`の特質を解明しだいり一ツの理論を検討する。

同　上

4 エリートの理論

　自由主義に対抗する理論としては、まずエリ

[トの役割を強調するエリート理論をとりあげ

驍ｱとができる。その代表的な例として、パレ

[ト、モスカの政治理論を紹介、また最近の例
ﾆして、ミルズのパワーエリート論をとりあげたい。

同　上

5 大衆社会の政治理論

　エウートと対抗関係に：立つのは大衆であるが、

蜿Oの政治的特性の分析も現代政治学の重要な
ﾛ題である。大衆社会を分析した政治理論のな
ｩから、ウォーラス、リップマン、デューイら
ﾌ理論をとりあげ、それぞれの意義を明らかに
ｷる。

同　上

6 政治権力の理論

　戦後に澄けるアメリカ政治学興隆の出発点と

ﾈったのは、メリアムの政治学であり、またそ
黷�p承したラズウェルの政治学であった。こ
ｱでは、政治権力の理論に焦点をあわせながら、

＜潟Aムとラズウェルの政治理論を検討する◎

同　上

7 政治システムの理論

システム論は現代の政治学に澄“ても重要な役

р�ﾊたしている。政治学にシステム論を導入
ｷる上で先駆的役割を果たしたイーストン、構
｢一機能分析によってシステム論を展開したア
[モンドらを紹介し、システム論の意義を検討するQ

同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 意思決定の理論（1）

　第二次大戦後のアメリカ政治学の二本の柱は、

?ﾍ論と意思決定論であった。ここではまず、

ﾓ思決定論の一分野として、ノイマンとモルゲン

Vュテルンによって開発されたゲームの理論を

ﾆりあげ、その政治学的意義を明らかにする。

阿部　　　斉
i筑波大学教授）

9 意思決定の理論⑪

　今日の意思決定の最も一一般的な方式は、多数

?ﾅある。しかし、この多数決はさまざまなパ

宴hックスを持っている。なかでも最もよく知

轤黷ﾄいるアローのパラドックスを中心に、多

伯?ﾌ問題点を追求したい。

同　上

10 意思決定の理論⑪

　組織内に訟ける意思決定の特質を究明したの

ﾍサイモンであり、それを発展させたのはりン
hブロムであった。ここでは、サイモンの意思決定

_やリンドブロムのインクリメンタリズムを紹介し

ﾂつ、政治的意思決定過程の特質を解明する。

同　上

ユ1 政治参加の理論

　政治参加は現代民主政治の最も重要な特徴の

ﾐとつである。しかし、．政治参加はけっして平

凾ﾉ行われているわけではない。だれが：最もよ

ｭ政治に参加するかを明らかにしたバーバ、ナ

C、キム、らの研究を通して、臨治参加の匿題点を探
驕B

同　上

12 集団行動の理論

　利益集団の圧力活動にみられるように、集団

s動は、今日の政治過程に澄ける最も重要な要

�ﾌひとつである。集団行動の政治的意味につ

｢て、古典的成果を残したベントレイから今日

ﾌオルソンに至る一連の研究を検討する。

同　上

13 投票行動の理論

　利益集団と並んで政治過程で中心的な役割を

ﾊたすのは、政党と有権者である。政党と有権
ﾒの行動様式に関する多くの理論のなかから、

ｱこではダウンズの合理的投票行動論とサルト
[リの政党論をとりあげ、それぞれの問題点を
Tiる。

同　上

14 民主主義の理論

　ダールは、今日の民主主義の理論的分析を進めてきた政治学者の一入である。彼はまず多元

蜍`の解明につとめ、次いでより厳密な分析の
ｽめに、ポリァー・キーという概念を提起した。

ｻの紹介を通じて現代民主主義の問題点を探る。

同　上

15
現代政治理論の課

　第2次大戦後のアメリカ政治学は、行動論的
ｭ治学と呼ばれるが、行動論的政治学に対する
ﾅも鋭い批判を試みたのは、哲学者のアレント
ﾅあった。アレントの批判を通じて行動論的政
｡学の限界を明らかにし、現代政治理論の課題
�Tる。

同　上
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　　　　　＝現代の政治生活＝

〔灘郷ビ篇1慶腱大轍）〕

回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 i担当講師
i所属・氏名）

わが国に働ける産業社会の変動がどの

よう：な政治問題を生みだし、全体として 堀　江　　　湛

1
53／12

@7
産業構造の変動と

ｭ治生活
政治生活にどのような変化が生じたかを

Y業化、都市化、マスコミ、交通・通信、

（嚢応麹糊

教育などに焦点を当てながら論じる。

現代政治はまず何よのも大衆現象によ

って特色づけられる。そこでまず大衆と

2 14
大衆の登場とマス
Eデモクラシーの課題

は何かを公衆・群衆と比較しながら明ら

ｩにした上で有権者の増大、マスコミの
同　上

発達、政治的無関心などを論じる。

情報化社会とは何か。管理社会とは何

かを明らかにしながら、特徴的な反体制 芳賀　　緩
3 21 技術化社会と政治 ’行動の性格、米ソ両体制の収敏イデオロ

Mーの終焉論、ユーロー・コミュニズムな
門下工業大護）

どについて説明するQ

巨大組織の発展、疎外、アミノーとい

つた現代社会の病理が政治意織や行動に 堀　江　　　湛

4
54／1

@11
現代社会の病理 どのように現われているかを明らかにす

驕B
慶麹大回）

5 18 政治的社会化
@　　　　（対談）

　人間がどのようにして政治的態度を身

ﾉつけ政治的イデオロギーや価値観がど
ﾌように注入され、政治的態度はどのよ

､に変化していくか。さらに世代の断絶
竡ﾐ会化の新しい問題などについても論
ｶる。

堀　江　　　湛
N犠塾大峰）芳賀　　回

ﾓ工業大才）

人間のパーソナリティやライフ・スタ

6 25

政
治
的
パ
ー
ソ
ナ
リ
　
　
　
　
　
、
テ
イ

イルと政治的イデオロギーや意織・行動
ﾌ関連について考察する。権威主義的パ
[ソナリティ偏見の構造・若者や社会的
ｭ数派のアンデンテイティの問題などに

堀　江　　　湛

c義塾大忌〉

ふれる。

現代社会に旧いてはイメー・ジ選挙に代

表されるように人々の政治行動は政治的 芳賀　　鞍
7 2／1

イメージ時代の政　　　　　　　声

｡行動
イメージによって大きく左右される。政

}や候補者イメージ、ステレオタイプ、

俵京工業大護）

イメージ言語などについて論じる。
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回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 8 政治参加とエリー・

　政治参加とは何かQ現代政治に論いて

Gリートはどのよう：な影響力を行使して

｢るかQエリートと民主政治との関連は
ﾇのようにとらえられるべきか。政治的
梶[ダーシップの諸側面などについて論
ｶる。

堀　江　　　湛
i慶応義塾大学教　　『授）

9 15 現代政治と政党

　現代政治において政党はどのような機

¥を果しているか。名望家政党から大衆
ｭ党への変質、政党政治家の社会的背景、

ｭ党の派閥などについて論じる。

芳　賀　　鞍

i義京工業働

10 22
政治活動と
ｭ治資金（対談）

　新しい選挙運動の形態、金のかかる政

｡の実態、政治資金の公営化や政治資金

ﾌ規制について論じる。

堀江　　　湛
O園塾大護）芳賀　　鞍

U京工業大高）

11 3／1
利益団体の圧力行
ｮと住民運動

　現代政治に澄ける農協、医師会etc

ﾆいった既成の利益団体と住民運動、市

ｯ運動にみられる新しい利益団体との性
iの比較検討、街頭に冷ける大衆の圧力

s動の考察を行う。

堀　江　　　湛

c義塾齢

12 8 投票行動の政治学

　投票行動の科学的研究の発展のあとを

ﾓりかえり、基本的な分析の視角につい
ﾄ紹介する。

同　上

13 15
有権者を

@　　動かすもの

　人々の投票意思の決定における社会的

S理的、政治的要因について分析し、争

_の操作、マスコミの果す役割について

_じる。

芳　賀　　綬

V京工業菊

14 22
現代政治と無党派
wの動向（対談）

　いわゆる政党支持ばなれ、都市の多党

ｻ現象、若者の脱政治的傾向などについ

ﾄ考察する。

堀　江：　　堅
ﾛ義塾大勘芳賀　　　綬慶工業大鋤

15 29 選挙予測とマスコミ

　選挙予測の方法について紹介、検討す

驍ﾆともにマスコミの与える影響力につ

｢て論じる。

堀　江　　　湛

N髄大獲）
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　　　　＝現代の国際政治＝

俵讐聡撫賑塾儲授）〕

全体のねらい

　現代の世界を理解するため、第二次世界大戦後から今日に至る国際政治の流れを次の三つの視点より

考える。1）戦後の国際政治の枠組を形成した米ソ関係。2）そのような枠粗の中で展開されたアジア

地域の国際政治。3）戦後日本外交の歩み。以上の視点から、現在の国際情勢をより広い視野とよの深

い視角で把握することを目的とする。

回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

第二次世界大戦後の国際政治を大きく

1 5／12

P4

冷戦の　起源　　　　　　　　　‘

i1945～1953）

規定した米ソ冷戦の起源を検討する。
神　谷　不　二
i慶応義塾大学教授）

米ソの硬直した対立抗争の展開、国際

政治の二極化（双極化）状況、さらには

2 21 冷戦の展　開 キューバ危機の歴史的意義等について考 同・上

（1953～1962） える。

米ソ関係に澄ける対立から交渉への道

3 28
対決から交渉へ

程を、国際政治の多極化現象、戦略兵器

ｧ限交渉、デタント等の観点から考えるQ 同　上

（1962～1976）

ソ連の継続的な軍備拡張、アメリカの

4
6／1

P1

カーター敏檀弓の

@　　　米ソ関係
i1976～　　　）

自由世界に懸ける指導力の低下等の問題

�沒｢しつつ、現在の米ソ関係を考える。 同　上

・多極世界の国際政治を第三世界の動向

をも含めて検討し、さらκ80年代の国際

5 18 80年代の展望 政治の構造的特質に言及しながら将来を 同．上

展望する。

第二次世界大戦後のアジアにおける国

際政治に一時期を画し、米中対決の原形
小此木政夫

6 25 朝　鮮　戦　争 を形作った朝鮮戦争を考える。 慶応義塾大学助教授）

民族解放戦争、南北ヴェトナム間の闘

争、さらには国際的抗争が複雑に交錯す

7 2／1 クェトナム戦争 る国際内戦としてのヴェトナム戦争を考 同　上

える。
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回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 8 中国　の政　治

　1949年に中華人民共和国が成立して

ﾈ来の中国の政治を「穏歩」と「急進」

ﾆいう二つの路線の揺れ動きの中から考

ｦる。

木此木　政　夫

D応i麹大学助教拐

9 15 中　　ソ　対　立

　第二次世界大戦後の国際政治に大きな

ﾕ撃を与えた中ソ対立を、両国の国益、

Cデオロギーなど様々なレベルで検討し

ｻの意味を探る。
同　上

10 22 非同盟主義運動

　米ソ冷戦下において二つの陣営のいずれ

ﾉも属さずに、積極的中立を推進しようと
ｷる運動がチト「ナセル、ネールらによって始

ﾟられたQしかし、この運動は、これら指
ｱ者を失い現在曲り角に立っている。これ
轤�Uりかえりながら今後の方向を考える

同　上

11 3／1
第二次世界大戦の
I結と米国の初期
ﾎ日占領対策

　日本のポツダム宣言受諾へ向けての連

㍾荘､と日本側双方の動き及びアメリカ

ﾌ初期対日占領政策について考える。
片　桐　庸夫
ﾆ馬県立女子大学
ｳ授）

12 8
アジアの冷戦と
ﾄ国の対日占領政
�ﾌ修正

　アジアに冷戦が波及し中国に革命が起

ｱった結果、米国による日本の位置付け

ﾌ変更や、それにとも：なう初期対日占領

ｭ策の修正がいかに行われたのかを考え
驕B

同　上

13 15 独立　の　回　復：

　アジアに論いて冷戦が顕在化すると、アメリカは対日多数講和の実現を急いだ6その成果がサンフランシスコ講和条約で

?驕Bこれによってわが国は独立を回復
ｵた。その結果わが国が置かれた国際的
ｧ場、残された問題等を検討する。

同　上

14 22 日ソ国交正常化

　向米一辺倒の吉田内閣を後継した鳩山
煌tは、日ソ国交正常化に取組んだ。だ
ｪこの交渉は極めて変則的性格をおびざ
驍�ｾなかった。なぜそうならざるを得
ﾈかったのか、正常化の結果、何が解決
ｳれ何が未解決問題として残されたのか
D等を検討する。．

同　止

15 29
「戦後」の終焉と

｢界の中の日本

　安保改訂を経て経済大国へと成長した　　　　　　　　　　　う日本が沖縄返還、日中国交正常化をいか

ﾉ果し、また現在どノ）ような外交課題を

ｩかえているのかを考える。
同　上
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＝政治史　1＝
〔主任講師：山口　定（大阪市立大学教授）〕

全体のねらい
　ドイツ第二帝制の三元から第二次世界大戦前夜にいたるヨーロッ六現代政治史のなかから、できる

だけ現代的意味のあるテーマを選んで講述する。かってのようにヨーロッパを「学びとるべき模範」

とするのでもなく、また今日一部に見られるように、「かっての先進国」として軽く見るのでもなく・

批判的摂取の対象として考え直してみたい。

回 テ　　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

1871年のドイツ第二帝政の成立は、現代ヨ
一二ッパ政治史の起点であるばかりでなく、ビ

1
ドイツ第二帝制

ﾌ成立

スマルクの強力な指導力とプロイセンの運事力
ﾉよる「国民的統一」の達成、その後の目覚まし

｢産業の発展を考える時、「後発国型近代化」の

山　口　　　定

i大阪市立大学）

一原型といえる。

19世紀の三回にわたる選挙法改革とそれを

イギリスにお・ける 通じての近代政党の成立によって生まれる古典

2 議会制民主主義の 的議会制民主主義（クィクトリア期に診ける議 同　上

確立 会政治の黄金時代）の諸相を明らかにし、それ
を可能にした社会的・経済的・文化的諸条件を考えるQ

イギリス労働党とドイツ社会民主党、それに

3
第一次大戦前の労
ｭ運動と社会主義
^動

フランスの三分野（革命派、改良派、サンディ

Jリズム）を比較しつつ、労働者政党の諸頚型、

J働運動、社会主義運動と政治のかかわりあい

ﾌ歴史的特質について考える。

同　上

イギリス、ドイツ、フランス三国の「帝国主義」

政策の性格の違いをそれぞれの国の内政のあ虹

4
r帝国主義の時代1

ﾆ第一次大戦

方や社会構造の相違と関連させながち説明し、

?墲ｹて、第一次大戦の非劇がなぜ起ったかを 同　上

当時の「勢力均衡」政策の展開の跡を追いつつ

考える。

ロシア革命がなぜ起ったのか、そしてそれが
「社会主義」革：命になったのはなぜなのか、ま

5 ロ　シ　ア革　命
た後進国で「社会主義」革命が成功したときに

ﾇのような問題が生じるのか、といった諸問題 同　上

を、ツァーリズム・ロシアの政治・社会構造の

特質の解明と関連させて考える。

1922年10月のムッソリー・二内閣成立を
ファシズム型「直接行動の政治」の勝利と考え

6
イタリアにお・ける

tァシズムの勝利

そうした事態の生じた原因を第一次大戦直後の

Cタリア政治の混乱に求めるだけでなく、イタ

潟A統一（1861年）以後の政治の特質のな

同　一ヒ

かに探る。

第一次世界大戦と第二次大戦のあいだのいわ
ゆる「戦間期」に論ける「議会制民主主義の危

7
ヴァイマル共和制
ﾌ不安定性

機」の古典的事例とされるヴァイマル5デモク
宴Wーについて、その不安定条件を比例代表を 同　上

初めとする制度的諸要因と政党政治のあり方の

なかに探る・
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回 テ　　　一　　　マ

8
フランス第三共和
ｧの政治＝構造

9
世界恐慌と
@　社会民主主義

10
ナチスの拾頭と

@　　政権掌握

11
ヴェルサイユ体制
ﾌ矛盾とその展開

スターリン独裁体
ｧの成立とその波

13
二つの人民戦線政
{とその苦悩

14
二つのファシズム
ﾌ制とその矛盾

、15『
ソヴィエト外交と

G和政策

内 容

　1871年から1940年にいたるフランス
第三共和制は、小党分立のなかに政治的な結合
と安定が維持された特異な性格をもっている。

その秘密を、中心になった急＝進社会党の性格や

その背景となった小市民的社会構造の解明を通
じて考える。

　世界恐慌（1929年～）の衝害を最初に受
けたのは、イギリスの労働党政権、ドイツの社
会民主党政権であった。そしてこれら社会民主
主義政権の恐慌への対応の失敗と「スウェーデ
γ・ニューディール」の成功との対比によって、

一つの歴史的岐路を明らかにする。

　ドイツに澄けるヒトラー一内閣の成立（1933

年1月）は巨六なファシズムの大衆運動の登場
によって可能となったものであったが、こめ大
衆運動の成立の条件と、それに対する既成の政
治諸勢力の対応にはらまれた諸問題を考察する。

　第二次大戦は、ヴェルサイユ体制（第一次大
戦の戦後処理）にはらまれた諸矛盾が、世界恐
慌によって爆発した結果であると考えられる。

ここではこの戦後体制の出発点での諸矛盾とそ
れに対する諸国の対応をドイツ問題を中心にし
て考える。

　192♀年以降のソグェトに誇けるスターリ
ンの独裁権掌握とその後の暗黒政治の展開の背
景には何があったのか、そしてそれはコミンテ
ルンの運動にどのような波紋を与えたかという
問題を「後進国革命」のたどった道という観点
から考慮する。

　1936年にスペインとフランスに相ついで
成立した人民戦線政府は、前者は内乱と社会革：

命の狭間に立たされ、後者は経済政策の失敗と
スペイン援助問題によって窮地に追いこまれるQ
その苦悩の実相を明らかにし、第二次大戦との
関係を考える0

　30年代のイタリアとドイツに論けるファシ
ズム体制のらん熟した姿はいまようやく解明の
途上にある段階といってよい。その実相を明ら
かにしつつ、そこにあらわれた諸問題の現代的
意義を考える。とくに軍拡と「破滅経済」に力
点を白く。

　ヒトラー内閣成立後、ソヴィエトは外交政策を

転換し、国際連盟に加入し仏ソ相互援助条約を
締結する。しかし、イギリス、フランスの宥和

政策の展開は結局、スターリンとヒトラーの提
携という逆転劇を通じて戦争への道を最終的に

開いてしまう。
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担当講師（所属・氏名）

山　口　　　定

（大阪市立大学）

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上



　　　　　　＝政策科学＝
〔主任講師：吉村　融（埼玉大学教授放送局：ラジオ関東）〕

全体のねらい

　1960年代後半より急速に発展してきた新しい学問分野である「政策科学」ないしは「公共政策研究，

について、その発展の過程、背景、思考のフレームワーク、政策研究の動向などを概観し、経済政策、
医療政策、科学・技術政策等との関連性と貢献の諸様相について紹介し、政策科学研究に対する基礎的「

理解と今後の問題点を提起する。

回 放送日 テ　　　・一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ア）政策科学研究に対する時代の要請消

1
56／8

Q6

政策科学研究の発
ﾋとその背景隔

極的行政から積極的問題解決型行政への転
ｷ、予見的政策体系の確立。
@イ〉政策科学研究20年の歩みと新しいパラダ

吉　村　　　融

i埼玉大学教授）

イム、社会科学研究における「連の現代化と方法

論D革新6新しい研究組織と教育組織の発達過程

ア）政策形成過程の構造化と、わが国

2 9／2
政策形成過程の：革

Vと政策科学

に診ける問題点。

@イ）政策形成過程への科学的知識・知

ｩの導入とその制度化。
同　上

ウ）法制定主義とその問題点。

ア）わが国に澄ける社会科学政策の立

遅れ。

3 9 社会科学政策の課題 イ）行政府内における革新へのステッ

プ。 同　上

政策過程とは、政策決定と政策実施と

4 16
政策過程の政治社

?w

を含む過程である。それについて、政治
Vステムと環境、入力と出力、支持と要
＝A出力フィード・バックなどの基礎

綿　貫譲治
i上智大学教授）

的な概念を政治社会学の観点から説明し、
基本的な文献を紹介するQ

予算編成と法華制定の両方の場合にっ
いて、また、日本の場合に焦点を喚き、

5 23
政策決定過程の諸

Aクター
その主要アクターについて解説する。議
?`政党、執行部（内閣、首長）、総省 同上
と自治体行政をと如あげ、それぞれの行
動様式と機能について解説する。

主として政策実行の担い手としての行
政について、その効果的機能に関連する
諸要因をとり上げる。組織の効果的運営、r

6 10 行政に澄ける諸要因 情報の役割り、国民あるいは住：民のニー 同　上

ズについての政治社会学的理論の検討と
問題点の指摘とを行う。

政府が経済政策を行なうのは、私的な

「経済政策」と政策 経済活動だけでは必らずしも社会的に望 野　口　悠紀雄

7 10／7
科学的アプローチ（⊃一経済政策の目的一 ましい結果がもたらせないからである。

ｱれを、資源配分、所得分配、経済安定
（一一橋大学助教授）

化の名観点から整理する。
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回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 14

隠済政策」と政策
ﾈ学的アブh一チ（皿）一経済政策の手段

@の選択ご

　経済政策の目的を達成するための手段

ﾉは、規制、補助金、税など、さまざま

ﾈものがある。これらの手段の選択にあ

ｽり、いかなる評価基準を用いるべきか

ﾆいう、政策選択の基本理論を学ぶ。

野　口　悠紀雄
ｩ一橋大学助教授）

9 26

1経済政策」と政策
ﾈ学的アブ払チ（皿）一大きな政府か小さ

@な政府か一

　政府の果すべき機能についてはそれを
ﾅきるだけ積極的に広げようとする考え
ﾆ、逆にできるだけ限定化しようとする
lえとが、従来から対立していた。これ
ﾉついて、代表的見解を紹介し、山国の
沫痰�ﾝる。

同　上

10 30

医療と政治科学（1）一医療に旧いて計

@画とは何か一

　医療とは医学の社会適用であるといわ
黷ﾄいる。一種の社会システムとしての
纓ﾃシステムには、いままで、対策はあ
ﾁても計画はなしといった傾向がみられ
ｽ。ここではまず医療に澄ける計画とは
ｽかを論ずることとしようQ

藤正　　　厳
i東京大学助教授）

11 11／4

医療と政策科学（皿）一医療と科学技術

@進歩一

　医療に科学技術の進歩が与えるインパ
Nトは大きい。どのような科学技術が医
ﾃにどのようなインパクトを与え、さら
ﾉ、どのように社会と政策上に影響を及
ﾚしたかを述べ、科学技術と人間生活の
ｩかわりあいを考えよう。

　　　、

ｯ　上

12 11

医療と政策科学（皿）一科学技術政策の

@現状一

　医療費の高騰は、どの先進諸国に澄い
ﾄも解決を要する問題である。ここでは、

墲ｪ国の医療構造を経済面よのながめ、
ｻの未来を予測し、どのような問題が発
ｶし、その解決策は何であるかを一つの
ｭ策科学の応用例として解いてみよう。

同　上

13 18

政策科学と科学技
p政策（1）一科学技術政策の

@現状一

　日本に澄ける科学技術政策がどのよう
ﾉ行われているかについて概観する。過
獅Q0年間は、日本にとっては激動の時代

ﾅあった。科学技術政策も大きな変遷を
汲ｰた。そこで、科学技術政策の分野に：

氓｢て起きた主要な変化について解説する。

児　玉　文　雄
i埼玉大学助教授〉

14 25

政策科学と科学技
p政策（皿）一技術革新に関す

@る研究一

　科学技術政策を政策科学的に分析する
鼾№ﾌ基礎となるのは、技術革新に関す
骭､究である。そこで、技術革新に関す
骰ﾅ近の研究成果を紹介し、それらが科
w技術政策に対して何を意味するかを考
ｦてみる。

同　上

15 12／2

政策科学と科学技術政策一技術政策の今後

@の方向一

　技術の面でも欧米諸国水準に追いつい

ｽ日本に旧いて、技術政策も質的に変化
ｵなければなら：ない。そこで、あらため

ﾄ、政府が技術開発に対して何ができる
ｩを問い直すことにより、今後の技術政
�ﾌあり方を考えてみよう。

同　上
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＝中小企業論＝
〔主任講師：礎部浩一（明治学院大学教授）〕

全体のねらい
　中小企業論の対象領域は、経済学、商業学、経営学などの研究分野にまたがって澄り、名専門分野の

研究者の共同研究の対象とされることが多い学際的分野である。この科目は、1人の研究者の視点から、、

この学際的領域を総合的に把握しようとする試みであり、専門科目の水準を保持しつつ、入門者にも分

り易く、と願っている。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

1 中小企業論の課題

　中小企業論に対する視点には、経営的視点、

ｭ策的視点、研究的視点がある。中小企業論の

ﾛ題は、研究的視点から国民経済に澄ける中小
驪ﾆの全体像を客観的にとらえ、経営と政策の

ﾎ応に役立っ基礎的認識を与えることである。

　磯　部　浩一
i明治学院大学教授）

2
中小企業問題の展
Jと政策の推移’

　わが国に潤いて中小企業問題が発生したのは、

謌齊汾｢界大戦後であり、独占的な大企業や、
S貨店：などの大規模小売業の発展を契機として‘

｢る。一部の中小企業の問題にとどまらず、経
ﾏ全体の問題として認識が拡がり、政策が形成

ｳれるQ

同　上

3
中小企業理論の形

ｬ

　中小企業問題の発生は、伝統的な経済理論に

ﾎする疑問をひきおこす。何故、現実は理論ど

�閧ﾉはならないのか。また、問題の分析と対
�ﾌ立案のために、これまでの理論でよいのか、

ｱうして、中・」・企業をめぐる理論構築が進められる。

同　上：

4 中小企業の定義

　中小企業とは何か、これが中小企業研究の出
ｭ点である。しかし、また、同じ問いが到達点に

ﾂいても問われる。中小企業は試験管の中で観

@されるのではなく、動態的な国民経済の中で

¥造的な存在として追求されるのである。

同　上

5
中小企業の地位と
�

　日本の中小製造業は事業所得では99．5％従業

ﾒ数では74．3％、出荷額では52．1％、付加価値

zでは56．9％、（何れも昭和55年）と、きわめて大

ｫな比重を占め、消費財の生産、大企業の下請、輸

o、雇用の上で大きな役割を荷っている。

同　上

6
日本経済の構造的

ﾁ質と中小企業

　日本経済の特質を、製品市場、労働市場、金

Z市場、資本市場に診いて大企業と中小企業の

褐ﾝ関連の面に澄いて明らかにし、日本経済に

竄ｯる中小企業の役割分担と、その問題性とを

l察する。

同　上

7 流通機構と中小企業

　日本の流通機構を考察し、その問題点を明ら

ｩにしたうえで、中小工業の流通問題と、中小

､業（卸売業、小売業）の流通問題を明らかに

ｵて、その対応策としての組織化にもふれる。

伺　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

8 中小企業の存立条
盾ﾆ存立分野

　中小企業が大企業との競争に敗退してしまわ

ﾈいで、残存している条件は何か。また、ある

ｪ野では中小企業が成長しているが、その条件

ﾍ何か、大企業の中小企業分野への進出は、如

ｽに対応すべきか等の諸問題を検討する。

　　　「

@磯　部　浩一
i明治学院大学教授）

9
中小企業の存立形
ﾔと下請．系列

　多くの中小企業が大企業の外注あるいは下請
驪ﾆとして存在している。中小企業の下請とし
ﾄの存在形態は、どのような性質のものか。独
ｧ形態の場合とどこが違うのか。下請制の問題
_は何か。その国際競争力に澄ける役割は何か
ﾈど。

同　上

10 中小企業の経営者

　中小企業の経営者は、創業者と継承者に区分
ｳれる。創業者は他企業の営業あるいは製造の
d事に従事した経験をもち、独立開業したもの

ﾅあ軌二代目等の継承者と、その意識行動に
ﾍ差がみられるが、所有経営者という点では同
ｶである。

同　上

11 中小企業の経営（1）

　中小企業経営の特質を、企業規模の中小性に

ﾂいて、経営管理、財務管理、マーケティング

ﾈどの諸側面に遍いて考察するQとくに大規模
o営の利益、’最適血忌の利益などが主要な対象

ﾆなるQ

同　．ヒ

12 中小企業の経営（2）

　中小企業経営の特質を業種的側面から考察す

驕B伝統的な地場産業に澄ける経営と、近代的

H業型の業種の経営との比較考察、さらに、ベ

塔`ャービジネスについてもふれる。

同　上

13
環境変化と
@　　　　中小企業

　中小企業をめぐる経済的環境変化として、日
{経済澄よび国際経済の構造的変動があり、社
?I環境変化として公害問題、都市化、さらに
ﾍ経済社会全体としての成熟化、高齢化、国際
ｻ等の諸要国と中小企業との関連、対応につい
ﾄ考察する。

同　上

ユ4
中小企業の組織化
@　　　　と協業化

　本質的には競争相手である中小企業の同業者
ｪ、何故、組合を作るのか、大企業と部品企業
ﾆの系列化は、何故、中小企業の組織化には含
ﾜれないのか。中小企業者の組織化の本質は何
ｩなどといって考察が行なわれる。

同　上

15 中小企業政策

　明治以来の産業政策の中心に澄ける中小企業
ｭ策の推移、とくに、第二次世界大戦後の政策
`成過程を、独禁法や中小企業基本法などにつ
｢て考察し、現段階に澄ける問題点を明らかにｵ

、
2
1
世
紀
の
中
小
企
業
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
と
り
あ
げ
る
。

同　上
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・＝ 冝@本　経　済　史＝

〔主任講師：三和良一（青山学院大学教授）〕

全体のねらい

　近代日本の経済弓造の歴史的展開過程を講義するなかで、次の3点を明らかにしたい。

（1）日本史上に登場した諸社会の経済的構成のなかで、近代の資本制社会が如何なる特質を持つか○

（2）日本の資本制社会はその誕生いらいどのように構造変化をとけてきたカめ

（3）近代日本の経済は、その構造と成長力の点で、他の諸国と比較して如何なる特徴を持つか。

主な項目

（1）近代以前の日本社会の経済構造

（2）開港の影響

（3）明治維新

（4）明治初期の経済

（5）日本の産業革命

（6）　日清・日露戦争

（7）第1次世界大戦

（8）　1920年代

（9）昭和恐慌

⑩　高橋財政

⑪　戦時経済

⑫　戦後改革

⑬　高度成長
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一近代西洋経済史一
　　　（→欧米経済史）

〔主任講師：小松芳喬（早稲田大学名誉教授）〕

全体のねらい

　人類の歴史の中で、物質的欲望満足の努力、すなわち、富の増大と貧困の除去とに向かっての苦心

のあとを・産業革命以降現代までを中心に考察する。すなわち、西洋が経済史の主役を演じ、経済先

進国にあっては飢餓よ1りの解放が実現しはじめるとともに、西洋の経済覇権は不動のものであるか¢！

ようにさえ信じられるに至ったが、現代に旧いてはその覇権に動揺の色が現われはじめているのを明

らかにするとともに、将来の展望についてもヒントを与えるよう努めたい。

主な項目

（1）人口の持続的増大

（2）工業化の駆動

（3）動力革命

（4）企業者と労働者

（5＞都市化と移民

（6）経済成長と景気循環

（7）国民経済と世界経済

（8）自由と統制

（9）大衆消費社会

⑩　西洋の将来
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＝財政と金融＝

〔主任講師　貝塚啓明（東京大学教授）〕

全体のねらい

　通常、財政と金融とに分けて講義が行われるのに対し、できるかぎり統一した形で内容を構成する。

さらに抽象的な問題から出発するのではなく、具体的な問題（たとえば新聞の経済面の記事）から話

を進め・できるだけ・カレント・トピックスを盛り込む。ま斥・統計を頻繁に利用する。

主な項目

（り　財政と金融の仕組み

（2）財政と金融のメカニズム

（3）財政政策と金融政策

（4）今後の財政・金融の課題

　　（例。財政再建、金融の自由化など）
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＝社会学の理論1＝

〔主任講師　塩原　勉（大阪大学教授）〕

全体のねらい

　社会学は間口の広い、性格のつかみにくい学問である○げんに社会学の内部には様ざまな立場があ
る。しかし、社会学が全体として受入れ共有してきた基本的：な考え方と理論がある。そのような考え

方と理論の特色を明らかにしたい○いわば社会学原論である○なお続編皿では、現代社会学の内部の

様ざまな立場について論ずる予定。

回 テ　　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1 社会学の基本概念

　ある学問の特色は、それが愛用する基本的な

T念によく表われる。ミクロな社会現象をみる

ｽめの概念から、マクロなそれのための概念ま

ﾅ、社会学の基本概念を紹介する○

：塩原　　　勉

i大阪大学教授）

2 社会的行　為

　1人の入間が他の人間とのかかわりで行なう

ﾐ会的行為は、一切の社会現象の基本単位であ

閨A社会学の基本概念である。社会的行為の仕

gみ、構成要素、タイプ、行為者などに言及す

驕B

同　．上

3 社会規範と逸脱

　社会的行為が実際に規則正しく行われるのは、

lびとが社会規範にしたがうからである。しか

ｵ、他方では、規範の欠如や逸脱の発生も日常

ヴﾑ事である。社会規範の種類、社会化と社会

攝ｧ、アノミー、逸脱行動：などに注目したい。

同　上

4 社会的相互作用

　2人以上、複数の人びとの間の相互行為は、

ﾐ会的相互作用と呼ばれる。社会関係、役割、

ﾐ会過程といった類縁の諸概念を検討しながら、

ﾐ会的相互作用の性質を論ずる。人間の相互作

pは象徴的な性格をもつことに注意しよう。

同　上

5 社会的交　換

　社会的相互作用を具体的にみると、まず交換

ﾉよる結合が重要である○日常生活は無数の社

?I交換の織りものである。社会的交換の諸相

�ｾらかにし、交換から他のタイプの相互作用

ｪ派生する場合のメカニズムにも論及しよう。

同　上

6 闘争　と　支　配

　社会生活は親和と結合のみではなく、対立と

ｪ離を含んでいる○まず闘争が社会生活に及ぼ

ｷ影響を説明し、ついで支配服従という相互作

pをとりあげ、正当支配と呼ばれるものが、ど

ﾌように成立するかを分析する。

同　上

7 意思決定と準拠集団

　人間は不十分で不確実な情報の下で意思決定

�ｵている。その場合、ある範囲の他者たちと

ｩ分ないし自分たちを比較することによって判

fを下す。このような他者たちを、自分の準拠
W団という。：準拠集団の理論を論じたい。

同　上
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回 テ　　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

社会生活は様ざまな集団によって構成され運

8 社　会　集　団
営されている。社会集団は社会学のもっとも戦

ｪ的な概念である。社会集団とは何か、どのよ

､な集団類型が考案されてきたか、そしてどの

塩　原　　　勉

i大阪大学教授）

ような実践的な意義があるか、を紹介する。

集団の内部には、共同目＝標の達成のために諸

活動を調整する組織がある。今日では、大きい

9 組織の動　態 組織は官僚制と呼ばれる仕組みを持っているが、 同　上

現実には変形したり、目標さえも変化させたり、

複雑な動きを示す。その動態をみよう。

組織がダイナミックに動くということは、組

織と環境との間に相互作用があるからである○

10 組織　と環　境 組織の構造と環境条件との間に、どのような適 同　上

合関係がつくられる傾向があるかを調べてみよ
う。

社会全体の構造をどのように把握するかは、

巨視的社会学の大切なテーマである○複雑な構

11 社　会　構　造 造をみるには、社会をいくつかの部分に分割し 同　上

たり、構造を組立てる構成要素を分析するとい

う工夫が必要になる。社会システム論を役立てよう。

全体社会は社会的資源の配分と人員の配置を

めぐって構造化されている。配分と配置の構造

12 階級　と　階　層 は不平等と格づけに：よって特徴つげられており、 同　上

対立をはらんでいる。階級、階層、移動という

問題を中心に取り上げる。

社会構造の変動は、社会変動と呼ばれる○社

会がどこからどこへ変わってゆくかということ

13 社　会　変　動 は痛切な関心事であるから、社会学では多くの 同　上

社会変動論が提唱されてきた。主要な変動論を、

その社会的背景との関連で整理し紹介しよう。

社会変動は自動的にすすむわけでない。なん
らかの意図をもつ諸主体の作用をうける。社会

14 運動　と　計　画 学には集合行動という独特の運動概念があるが、 同　上

この問題も含めて、社会変動の中の集団的な変

動主体を論ずる。

以上の議論をふまえて、社会学とは結局どの

ような性格の学問なのか、を総括的に考えてみ

15 社会学の性格 よう。あわせて社会学の方法についても触れよ 同上
う。要するに、社会学論である。
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一社会構造と社会変動一

〔主任講師　富永健一（東京大学教授）〕

全体のねらい

　最近時に澄ける欧米社会学の理論的発展はめざましく、とりわけ社会システム理論ないし構造一機

能主義理論を軸とした社会構造・変動論は高度の理論水準に達している。本講義は、それらの理論的

発展の上に立ちつつ、先進諸国に澄ける近代化と産業化についての一般理論を構築し、かつその一般

理論を幕末以後現代までの日本社会の近代化と産業化の分析に適用することを目的とする。な澄この

講義は元来「社会変動論」という題目で考えられてきたものに依拠しているが、ここでいう社会変動

とは構造変動に他ならないという意味から、社会変動②考察の前提として社会構造論にもふれるよう

に配慮されている。

主な項目

1　社会構造と社会変動の概念化

　1　社会構造の概念

　2　構造変動としての社会変動

　3　産：業化と近代化

　4　社会変動に澄げる普遍要素と特殊要素

　5　社会変動の源泉，

皿　社会構造と社会変動め諸理論

　1　趨勢理論

　2　循環理論

　3　コンフリクト理論

　4　歴史主義の諸問題

　5　構造一機能主義理論

皿　近代化と産業化の分析

　1　近代化と産業化の諸条件

　2　機能分化と構造易化

　3　産業社会の機能要件と構造要件

　4　決定論をめぐる諸問題

　5　社会変動の制御と計画化
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W　日本社会の近代化と産業化

　1　徳川幕藩社会の構造

　2　明治維新の原動力

　3　産業化のシステム分析

　4　戦後改革と高度産：業化

　5　高度産業社会としての転機
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＝＝マス● コミュニケーション論1＝

ジャーナリズムとマス・メディアー

〔主任講師　佐藤智雄（中央大学教授）〕

全体のねらい

　マス・コミュニケーション論1では、特にジャーナリズムを扱う。まずマスコミの概念を明らかに

し、ニュースとは何かを問い、ニュース系情報がマス・メディア伝達の過程で生ずる諸問題をいろい
ろな角度から検討する。また現代のマスコミの機能への評価を批判を通じて、々スコミと日常的市民

生活との関係まで考えてみたい。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1

マス・コミュニケ
[ションと・

Wャーナリズム

　マス・コミュニケーションとは何か。マス（大　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

O）を対象とした情報伝達はどんな社会的要求

ｩら生じてきたか。要求された最初の情報はど

�ﾈものであったか。またジャーナリズムとは

ﾇんな現象をさしているか、などを考える。

佐　藤：智　：雄

i中央大学教授）

2
マス・メディア産業

ﾆジャーナサズム

　マス・メディア産業の特徴をとらえるために

ﾍ、①メディアの普及度、②情報の有効消費度、

B産業的な規模と構造、の3つの視点から総合
Iにアプローチする必要がある○そこで明らか

ﾉされる特徴はいかなるものかを検討する。

佐藤　智　雄

L瀬英　彦
i東洋大学教授）

3
ニュースの機能と
″¥造

　まずマスコミの伝達内容中に時事（ニュース）

n情報を区別し、4つの型に分ける。受け手に

ﾆってニュースとは何かを考え、受け手の生活
翌ﾆの関わりの仕方や、ニュース・ヴァリューのもつ

ﾓ味についても、その重要性を述べねばならない。

佐藤智　雄

4 送り手の意識と
s動

　ニゴースを選別するシステムであるマス・メ
fィアは、どのような選別機構をもつか。その
ﾈかでニュースのスクリーニングにあたるゲー
gキーパー（門番）たちは、いかなる基準と意
ｯで、選別をおこなっているかについて説明す
驕B

佐　邑智　雄

L　瀬　英　彦

5
新　　　　　　聞

Wャーナリズム

新聞は伝統的な活字メディアで社会的に大き

ﾈ力をもったが、放送の出現で解説ジャーナリ

Yムへと変化する。最盛期の新聞と大ジャーナ

潟Xト、新聞報道の問題点、読者の構造やステ

激Iタイプの問題などにもふれる。

佐　藤　智　雄

@　覧　7

6
放　　　　　　送

Wャーナリズム

　ラジオ、テレビはニュースの伝達の形を変え、

�ｯ手に速報、迫真、了解をもたらした。が、

`達時間の制限や迫真性からくる問題、電波使

pによる中立性への要求、またニュースを絵で

Iぶ取材や解説の仕方の問題などを取り扱う。

佐　藤　智　雄

7
雑　　　　　　誌

Wャーナリズム

雑誌は、こんにち、ますます多様化する読者

ﾌ関心に照応して、タウン誌、情報誌など各種

ﾌ新雑誌が登場し、細分化が進むとともに、マ

Xコミ批判その他、ホットな議論による活性化
烽ﾝられる。その変化の実相と特徴とを考えてみる。

佐　藤　智　雄

L　瀬英　彦
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回 テ　　一一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

受け手は日常性の中で、目前の直接接触の世
界しか見えない。遠い匿名の世界を現前こすも

8
日常性のなかの
U　似　環　境

のがマスコミで、受け手は紙面や映像のうちで
ｽ名の世界を環境に変えている。これが無心環

佐　藤　智　雄

i中央大学教授）

境。この偽似環境のもたらす問題はなにかを考

える。

ニュース報道は正確で均衡をえたものでなけ
ればならぬ。だが、そういう報道内容に対し、

9 欠　　陥　報　道
欠陥報道とよぶべきものもある。不正確で不均
tな報道だ。欠陥報道は受け手の判断を誤らせ・

佐　藤　智　雄

不適応をひき起すもので、報道批判の原点をな
す。

ニュース情報と行動の関係の中で、情報の2

10 情報の流れと
Iピニオンリーダー一

段の流れや、新機具の採用時などの情報伝達機

¥を説明する。またニュース情報の流れを、影、

ｿの流れとが区別される場合、そこで機能して

　佐　藤　智　雄i

@飯　田　良　明
i北海道東海大学助教授）

いるオピニオンリーダ「の問題を検討する・

個人的意見が世論に発展していく中で、どん

な発展過程があるか。また世論は民主政治や社 佐　藤　智　雄

11 世論の動　態 会正義にどんな関係をもつか。さらに現代の世
論はマス・メディアの普及の中で討論集団を衰退さ 飯　田　良　明

せていることによって操作を受けやすい○等々。

災害時情報とマス・メディアの関係や、メデ
イア別の効果の検討、澄よびニュー・メディア 佐　藤：智　雄

12 非常災害と環：境監視
の役割などを考える。災害のみならず予知情報
ﾌ段階で予想される住民の心理的パニックの問
閧ﾆの関係などについても、事例を紹介し、検

飯　田　良　明

卜する。

作為、無作為を問わず、いろいろの形の偽似
ニュースがあるが、無意図な流言飛語や、意図

13
偽似ニュースとし
ﾄの流言、デマ

的なデマゴギーは代表的なもの。そういうニュ
[ス類似物の恐ろしさを説明し、メディアから‘
Nチコミの段階で影響力をもつ噂についても考

佐・藤　智　雄

える○

こんにちマス・メディアかち疎外されている

14
受け手の参加と
Aクセス権

受け手に、マス・メディアへの参加を保障する
烽ﾌとして、アクセス権、反論権などの新しい受

ｯ手の権利が主張されるようになった。これら

佐　藤　智　雄

L　瀬　英　彦
の新しい権利の意義と問題とについて考える。 （東洋大学教授）

ニュース系情報の伝達現象が受け手の日常生 佐　藤　智　雄

15
生活の中のジャー

iリズム

活の中に濃密な情報環境を構成し、適応の手段

ﾆしての情報に適応を余儀なくさせられている。

ｻこからくる諸問題を取り上げていろいろと話

広　瀬英彦

ﾑ　田　良　明
しあい、この年度の講義を総括する。（座談会）
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一産業社会学一
〔主任講師　松島静雄（日本大学教授）〕

全体のねらい

　今日の産業社会学は戦前の経営社会学、職業社会学等と異り、人間が人為的意：図的に構成したアソ

シエーション、就中社会生活に重要な意味を持つようになった企業及び労働組合等の集団的特徴を分

析する所に特色がある・ここでは従来の成果を示しつつ、主として企業経営、あわせて労働組合の集

団的特徴を考えて行く。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1 産業社会学の性格

　①戦前労働社会学、職業社会学等といわれた

烽ﾌの特徴、②今日の産業社会学の性格、③そ
ﾌ発生、④その主要内容は④企業、労働組合の
g織、㊥組織と従業員、組合員の関係、0人間
ﾖ係、㊥地域社会と企業・組合の関係、㊧企業
ﾆ組合の関係等

松　島　静雄
i日本大学教授）

2 企業と組織（1）

　①アソシエーションとしての企業、労働組合

ﾍ集団の構成に組織が先行、②組織の高度化、

B最初の社会学的組織論としてのウエーバーの

rウロクラシー論、④それとフィヨーール、テイ
堰[の経営学的組織論との関係　　　　　　　　　　　　　　　　轟

同上

3 企業と組織⑪

　組織は①職位の先行、②大衆性、③権限も職

ﾊに与えられる。④没人格性、⑤階層性、⑥原

･の透徹等を特徴とし、⑦集団活動の可能性、

級ﾊの予測性、合理的計画の可能性の機能を果
ｷ。

同　上

4 企業組織と人間（1）

　①組織人としての行動の要請、②内部の人間

ﾉ公人と私人の態度の使い分けを求める、③組

Dの重層化の悩み、④文書主義のもたらす繁文

椛ｶ、⑤形式合理性が求められるあまり、人間

侮ﾔとなり集団目的が理解され難くなる。

同　上『

5 企業組織と人間⑪

　①組織の高度化と従業員の疎外感情の発生、

A余暇志向の増大、③組織の顕在的機能と潜在

I機能、順機能と逆機能、④感情の論理の恢復 同　上

6
入間関係論の発生
ﾆモラール

　①労働科学への反省、②ハーバード・グルー

vとホーソン工場の実験、③照明実験、④継電

墲ﾌ実験、⑤モチールの発見と労働観Q変革 同　上

7
人間関係とインフ
Hーマルな組織．一

　①インタービュー、②巻線作業観察室の実験、

B職場の実態としての入間関係、④フォーマル

ﾈ組織とインフォーマルな組織、⑤インフォー

}ルな組織の性格
同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 ／」喋三論と行動科学

①疎外の受け止め手、感情の論理の恢復の場

ﾆしての仲間集団、②小集団の研究とグループ

Eダイナミックス、③行動科学の発生、④マグ

激KーのX理論とY理論、⑤アージリスのパー
¥ナリティ論と企業経営

松　島　静雄

9

行動科学どリーダ　　　　o一シッフ

　①リッカートの人間重視と小集団、②リーダーシップ論、③目標達成機能と集団維持機能、

Cヘッドシップとリーダーシップ、⑤リーダー
Vップ成立の条件、⑥フォロアーの立場に立っ
ｽ見方、⑦企業のリーダーシップと組合のリー

_ーシップ

同　上

‘10 組織論の再構築

　①マートンからプラウ、ゴールドナーに至る
ﾐ会学的組織論、②プラウのウェーバー批判、
Bフォーマルな組織とインフォーマルな組織の
搓〟A④ゴールドナーの模倣官僚制、徴罰官僚
ｧ、代表官僚制、⑤その観点から見た日本の職

鼾¥造

同　上

11
企業・労働組合と

n域社会

　①ホーーソン工場の実験へめ反省、②地域社会

ﾌ企業経営への影響、③階層分析の発生、④ウ
Hトーナー一・ローのカシキーシティ製靴工場スト

宴Cキの分析、⑤経営の日本的特質膨め発生

同　上

12
経営の日本的特質
@　　　　　（1）

　①集団主義的志向の強さ、②能率の論理より

]業員の生活保障の論理の重視、③終身雇用の
ｵ行、④定期昇給と年功賃金、⑤福利厚生の重

「　　　同　上

13
経営の日本的特質
@　　　　　⑪

　①日本の「人間関係」、②大企業と中小企i業

ﾌ経営、③日本的経営の功罪、④経営組織の混
ﾗ化、⑤強い帰属意識の発生、⑥特異な労使関

W、⑦争議は多発するが極めて短期間で終結、

G新技術の受入れ可能性

同　上

14 日本の労働組合

　①労働組合の組織論的特色、②組合員の労働

g合からの疎外、③企業別組合の優位性、④日

{の組合運動の第1期の昂揚、⑤同第2期の；昂

g、⑥そのことと日本的経営との関係、⑦日本

I経営は1920年ごろ成立

同　上

15 日本的経営の今後

　①メカトロニッタ化の進行、②従業員0高年

ﾟ化と高学歴化の進行、③能力主義と年功昇進

ﾌ変化、④人件費の増大と賃金制度の変革、⑤

驪ﾆ別組合と終身雇用の慣行

同　上
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一戸　業　地　理　学一

〔主任講師　竹内啓一（一橋大学教授）〕

全体のねらい

　地表において展開されている経済活動は、空間的位置関係について見る場合、全く無秩序に展開さ
れているわけではない。また、国民経済というものは、その内部を生産要素がまったく自由に移動す

る均質な空間でもない。ある場所で、ある経済活動が営まれるのはどのような理由によるのか、そし

て、その経済活動は他の場所の経済活動どどのような関係をもっているのか、そして、このような関

係を通じて空間の構造化、あるいは空間組織の形成がどのようにしてなされているのか、これらのこ

とを理論と現実の分析とから考察するのが産業地理学である。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

与
1
産業　と　地理

　産業地理学とは何かということを、経済活動

ｪもっている空間的側面と、古くからの学問で
?髓n理学との関係から考えるQそれは経済学
ﾌみでなく、生態学、さらに文化誘科学と関連
ｷる一つの学問になるであろう。人間の経済行
ｮはそのようなひろがりをもっているからである。

竹　内　啓　一

i一橋大学教授）

2 経済的地域分化

　経済活動は、あらゆる場所で、質的にも量的

ﾉも均等に展開されているわけではない。その

s均等な発展は経済的地域分化を生ぜしめ、国

燗I、国際的：な地域問題をひきおこす○ここで

ﾍ、経済的地域分化の諸理論を検討する。

竹　内　啓　一

∴驕@部啓　三
i成蹟大学講師）

3
中心地と地域の重
w構造

　経済地域内部が、また、経済地域相互がどの
謔､に組織されるかということを理論的に：検討

ｷる。それは、さまざまなフローを結節的に組
Dする重層的な中心地体系の問題と密i接に関連
ｵている。同時に、ここでとりあげられる理論
ｪ、現実の空間分析において、どのように活用
ｳれるかということも問題になる。

竹　内　啓　一

O　部啓三
@、

4
工業の地域的構成

ﾆその変動

　工業活動の地域的分化を、いくつかの国民経
ﾏを事例にして考察する。その際、各国民経済
ﾌ世界史的位置づけ、再生産構造の特色の理解
�･まえた上で、工業の地域的分化の実態の確
Fとともに、それを説明する諸理論の有効性と
ﾀ界とを考える○

竹　内　啓　一

5 農業の地域的構成

　農業活動の地域的分化を、いくつかの国民経
ﾏを事例にして、前回と同様の観点から考察す
驕寫H業と比較しての広義の農業の特色を念頭
ﾉ入れた上で、農業の地域分化を説明するため
ﾌ理論の有効性と限界とを考え、現代の農業、
_村がかかえている諸問題にも言及する。

　竹　内　啓　一一

@石井泰　介
i明治大学文学部教授）

6
商業・サービス業
ﾌ空間組織

　第3章ではかなり抽象度の高い次元で重層的
巨ﾟ構造の形成を分析したが、ここでは、たと
ｦば「身のまわり品」、　「買いまわり品」の区

ﾊがあるように、取り引きされる財貨、サービ
Xをいくつかに分類しながら、その空間的移動
ｪ、国民経済、あるいは大部分圏内部でどのよ
､にして重層的、階層的な空間組織を形成してし
｢るかを分析する○

竹　内　啓　一

剔ｺ暢二
i文部省主任

@教科書調査官）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師．（所属・氏名）．

7
通信・交通と空間

g織

　経済的行為としての財貨および人間の空間的
ﾚ動が交通であり、通信は経済的行為としての
﨣�ﾌ空間的移動であるが、空間組織形成にお
｢て、通信は交通を代替することがある。交通、
ﾊ信ともに原始時代から存在したが、近年の技
p革新あるいは、情報革命によって、その産業
ﾆしての性格が急速に変化してきている。また、
�ﾊ、通信ともに、インフラストラクチャーに
蛯ｫく負うが、同時に、之れらの施設が大きな
O部経済をつくり出す。以上の諸点がζこで問
閧ﾉ：なる。

　竹　内　啓　一

ﾂ　三栄　一一
i東京学芸大学教授）

8 労働力の空間的移動

　生産諸要素の中で、労働力は中位の空間的可

ｮ性をもっていると考えられる。そのことによ
ﾁて生ずる諸問題を、主として空間的移動であ
驍ﾆ同時に社会的流動性の性格をもつものを中
Sに考える。具体的には農村から都市への移動、
総ﾛ的な労働力移動について考察する○

竹　内　啓　一

R　本健　児
i法政大学経済

w部助教授〉、

9 国内の地域格差

　国民経済を構成する諸地域の間の経済的格差
ﾉついて、いくつかの事例をもとにして考察し、

ｱれを説明するための諸理論の有効性と限界と
ﾉついても考察する。ここでは、単なる所得格
ｷには解消されえない国内諸地域間の不平等を
燒竭閧ﾉする。

竹　内　啓　一

R　本丁　児

10 国際的な地域格差

　国家の間の経済的格差には、産出高あるいは
鞄ｾの水準のみでなく、さまざまな社会的スト
bクあるいは広義の福祉も考慮されなければな
轤ﾈい○また、このような格差を専生産するメ
Jニズム、国際的な格差形成の機構と恵まれな
｢国の内部の社会構造、．地域構造との関連も問

閧ﾉなる。

竹　内　啓：一

i　賀　正則
i一橋大学社会

w部教授）

11
都市における空間
I不平等

．都市は経済活動の装置であるとともに住民の
ﾐ会生活の場でもある。しかし、都市空間内部
ﾉ澄いては、さまざまな理由によって階級間、
K層間の格差には解消されえない空間的不平等
ｪ存在する。同時に階級間、階層間の不平等が、

�ﾔ的な形をとって現象することがある○これ
轤ﾌ問題に：ついて、理論的澄よび政策論的考察

�ｷる。

竹　内　啓　一一

驕@部啓　三

12 権力と産業地理

　政治権力はそれ自体さまざまな性格の空間組
Dを形成し、それを通じて、産業の空間的構成
�K定するが、移動、立地などの空間的側面を
烽ﾂ経済的意志決定にも直接的影響を与える。
ｳらに、公共財、公共サービスの空間的配分あ
驍｢は立地を通じて生ずる外部経済もここでの
l察の対象に：なる○

竹　内　啓　一
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

13
エコロジーと産業

n理

　狭義の産業地理は、経済の論理によって構成

ｳれる。その論理からすれば、経済活動に及ぼ
ｷ自然の影響も、経済学のタームで表現される
ｱとになるが、人間の活動は、自然界の物質体
ﾓの一部をも構成している。人間活動をそのよ
､な側面でとらえた論理であるエコロジーの論

揩ﾆも結びついた広義の産業地理を分析する祝
_を考えるのがここでの課題である。

竹　内　啓　一

14 文化と産業地理

　観光関連産業やファッション産業のようにあ

體ﾁ定の価値観にもとつく入間行動を前提にし
ﾄ成立している産業がある。ここでは、このよ
､な文化的価値観と産業との関連を、いくつか
ﾌ事例をもとにしながら考察し、そこで有効な
攪_を吟味する。

竹　内　啓　一

驕@部啓　三

15 経済体制と空間組織

　分権的か集権的か、市場機構がどの程度まで

d要な役割をになっているか、これらの点での

o済体制の相違によって、経済活動の空間的関

Aの様子がどのように相違するかということを、

n域政策のあり方をも関連させて考察する。

竹　内　啓　一

ﾃ　賀　正則
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＝・ Y業と情報＝
〔主任講師　加瀬滋男（大阪府立大学教授）〕

全体のねらい

　近時企業環境の複雑化に伴い、経営に関する情報の重要性は、以前にも増して広く認識されるよう

になった○他面・情報の処理や伝達の技術も・目覚しい進歩を見せつつある。この時流に鑑みて5

企業内外の技術情報を中心に、産業と情報の関連を概説する。また随時、社内技術者や一般産：業人の

情報に対する望ましい心構えにもふれる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1 情報とは何か

　情報の定義は今のところ確定していないが、

﨣�齡ﾊ澄よびビジネス情報についての若干の

ﾁ徴を述べ、終講を進める上での一応のイメー

Wないしコンセンサスの確立を試みる○

　加　瀬滋　男
i大阪府立大学教授）

2 情報の活　用

　情報の探索と収集の具体的方法を講述する。

ｻの後、情報の収集から活用を経て、保管・管

揩ﾉ至るまでの実際的手法を解説し、改めて本
u全体についての方向付けを行う。

同　上

3 技術情報の種類

　技術情報の種類を、形式・生産（発生〉場所・加工度から分類し、それぞれについて概要を

燒ｾする01次情報の種類と特徴に関しては、

ﾁに他の成書の論説を引用して詳しく紹介する。

同　上

4 情　　報　調　査

　情報収集に先んじて行われる情報調査の要点

�_ずるとともに、2次・3次情報の効果的活
p法を示唆する。そのため、国内・国外の主な

麹㍼﨣�@関や各種文献・資料の紹介も行う。
同　上

5 情　　報　検　索

　他書の論点を随所に援用しながら、情報検索

ﾌ発展過程と内実について説く。次いで情報検

�ﾌオンライン・サービスを受ける場合の問題

_を列挙し、受講者の他日の参考に供する。

同　上

6 情報産出の意義

　情報の公表・伝達に対する個入ならびに企業

ﾌ責任は、研究・開発に対するそれと同等であ

驍ｱと、澄よび研究者や技術者も情報流通活動

ﾉ積極的に参加すべきであることを力説する○

同　上

7 新情報の産出例

　最近新素材として脚光を浴びているニュー・

Zラミックスの重要特性でもある曲げ強度デー
^の解析を例に、新晴報の創出を餌説する。新

ｵい素材とはやされながら、その強度解析の古

ｳに挑戦する様相を述べる。

同　上
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回 テ、　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

8 関連情報への展開

@　皐

　情報は孤立した存在でなく、他の情報と何ら

ｩの関連をもつのが普通である○このことにつ

｢て、論壇で提起された新しい情報から、他の

ﾖ連情報の産出へと展開されて行うた事例を呈

ｦする。

　加　瀬滋　男
i大阪府立大学教授）

9
オフィス・オート
＝[ション（OA）
ﾌ内容

　日米に澄けるOAの認識の違いから・OAの
^のあり方を考える。その期待される形態のO

`の導入より：LAN（企業内情報通信網）およ

ﾑINS（高度情報通信システム）に説き及ぶ。

同　上

10 OA機器の活用

　OA機器のうち主なものについて、活用面で
ﾌ留意事項を検討する。実際には、ファクシミ

梶Aパソコン、オフコンその他現時点で新しい

@器類の若干にも話を進める。

同　上

：11

　　、

f　一　タ　通　信

　高度情報化社会への足i掛りとしてのキャプテ

刀Eシステムをはじめ、データ通信サービスの

v点を概説する。また些々公社によるDRESS
i販売在庫管理サービス）とDEMOS（科学技
p計算サービス）をも紹介する。

同　上

12
高度情報通信シス

eム

　先にふれて臨いたINSの具体的内容を詳述
ｷるとともに、光ファイバー・ケーブル伝送を

?Sに将来の高度情報通信を展望する。 同　上

13 情　報　活　　動

　NIST（科学技術情報流通システム）の経
ﾟを概説した後、NIST構成機i構…とそれらの

�рﾉついて説明する。そのほか、データベー

Xについてもやや詳しく補説し、NIST推進
ﾉ関する7項目の提言を検討する。

同　上

14 産：業人と情報産業

　特にわが国の中小企業における人たちが情報

Y業の動向を知ることの意義を強調する。その

闃|りとして法律第90号を細部にわたって解
烽ｵ、また当該法律に基づく情報処理技術者認

闔詞ｱにふれ、チャレンジ精神を鼓舞する。

同　上

15
産業の情報化と情
�ﾌ産業化

　近刊の『情報産業の将来像』に基づき、新情

�Y業の内容を考える○そのうち一般産業と最

煌ﾖ連が深くなると予想されるデータバンク産

ﾆ、コンサルティング産業、エイジェント産業

ﾉ：ついては、立ち入って論述する。

同　上
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一白　業　と　企　業一

全体のねらい
　産業という巨視的現象も、他方企業という微視的・主体的存在も、それぞれ専門的に研究され得る
対象であるが、本講では、こうした産業と企業との、まさに交互作用領域をユニーグな対象とし、そ

こに現われる生いきとした現象を把握する方法と理論とを与えようとする。

回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

本講義の対象の特徴を明らかにし、こ

1 12／7
序　論：

@産業一企業系研
@究の方法

れを把握するための方法について述べる。
Y業一一企業系がある種の多元・重層構造

�烽ﾁた実体であることが述べられ、こ
黷�c握するための独特の方法論が展開

黒　沢一　清
i東京工業大学教授）

される。

産業一企業系の内容を構成する黙構造”

を解明するに：あたって、まずはじめに、

2 14
産業一企業系の構
｢（1）

最も抽象化された水準の構造としてのメ

^構造を、人間と自然との相互作用系及
同　上

び人間と人間との相互作用系との交絡構
造として把握する。

第2回で把握された産業社会一般の構

3 21
産業一企業系の構…
｢（2）

造を、より具体的に、産業と企業との相
ﾝ作用系として、すなわちマクロな産業
??ﾆマイクロな企業との相互作用とし

同　上

て、重層的に把握する仕組みを解明する○

ひとつの産業とそれを：構成する企業と

の相互作用関係の在り方が生み出す産業

4 28 産業組織一企業系、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　回g織の状態をいかに把握するか。その上
ﾅ、業界に生起する諸問題が、現代産業

同　上

社会ではどのように解決されてゆくか、
を解明する。

社会経済一産業一企業を結ぶ経済成果
としての付加価値の性格を中心に：、この

5 1／血1
産業一企業系の成
ﾊめ構造連関

系を一貫するような経済成果分析の方法

�_じる○付加価値という概念が一般の 同　上

通念とは違って、かなり複雑な構造を持
つものであること、現代の産業一企業を

またがる分析や政策実践におけるこのカ
テゴリーの運用上に考慮すべき基本問題

産業一企業系にお を論じる。

6 18 ける生産性・収益性
ﾌ関係とその分析

　前章の議論に引き続き産業レベルの経
ﾏ成果と企業の主体性を表現する経済成

同　上

果とを統合・連結した成果分析体系を考える。

独占禁止は、競争経済によって経済の
活力と柔軟性との維持を目的とする政策

7 25 独占禁止政策と企業
として、市場経済体制の国々に実施され

ﾄいる。この政策のもとでのいわゆる大
同　上

型合併の例をとりあげる。

●
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回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 2／1 中小企業政策と企業

　巨大企業の優勢とは対極的に、中小規模の企業は、その経済的・社会的劣勢のために、十分野生産力の拡充を達成し得

ｸ、相対的に低い経済的社会的地位に追いやられる。ここに、産業的・社会的政

�ﾆしての中小企業政策が提起される○

黒　沢　一　清
i東京工業大学教授）

9 8
中小企業の
g織化・共同化

　中小企業問題の自主的解決のひとつの

ｹとして、中小企業者による協同運動が

?閨Aこれを制度的に支持する諸制度が

?驕B制度と運動、及びそこに澄ける基

{問題を考える。

同　上

10 15
産業一地域社会一企業系

　産業一企業系の問題をここでは地域社

?ﾆいう場の上で、よりいっそう具体的

ﾉ考察する。まず従来の工業立地論を反

ﾈしそそれの現代的条件を考える。

同　上

11 22
プロダクティヴィ
eィ・スキームと
Y業一企業系

　生産性向上問題を社会経済一産業一企

ﾆ系の上にひとつの体系として考える枠

gみをプロダクティヴィティ・スキーム

ﾆいう。これの世界的・日本的な経験を
濠№ｵて、現代の基本問題を考える。

同　上

12 3／1，

労働生産性・賃金・物価をめぐる産

ﾆ一企業系の基本
竭

　前章までの議論を前提に、それらのよ

闍?ﾌ化された問題としてここでは生産

ｫ・賃金及び物価の問題を取り上げる。 同　上

13 8
伝統産業一近代産
ﾆ系に澄ける企業

　わが国伝統産業と近代化された巨大産

ﾆとの関係域は、現代日本産業における

ﾐとつの重要な典型的問題領域である。

�ﾂかの産業を取り上げて論じる。

同　上

14 15
産業と企業の国際
｣争力（その1）

　日本産業及び企業の国際競争力とは何か。それらの計測論的な接近を試みる。まず最初は、国際諸機関が発刊している

搆v資料を活用して、先進産業諸国間及
ﾑ発展途上諸国間の産業水準での比較研

?�sうd

同　上

15 22
産業と企業の国際
｣争力（その2）

　ここでは企業レベルでの国際競争力の

v測論的接近を試みる。

同　上

t
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一三　業　と　環　境＝

産業一環境系の：構造論的解明

〔主任講師：黒沢一清（東京工業大学教授）〕

全体のねらい

本講義は産業とそれの環境との相互作用域を対象とし、そこに生起する現象を構造的に把握し、分・

豪し、さらに問題の解決への洞察を得るための基礎能力を養うことを課題としている。ここでいう産

業環境にはいわゆる自然環境だけでなく、文化環境も含まれる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

産業と環境との相互作用域に生じる現象をそ

1
産業一環県単研究
ﾌ対象と方法

の日常性に澄いて観察し、我われの研究対象の

ﾁ徴と、それを研究することの意義を考える。 　黒　沢一清
i東京工業大学教授）

一

2

産業一環境系の構

｢論
iその1：産業社
@会のメタ構造）

　産業一環境系が、産業社会の中に占める構造

Iな位置を示し、これを把握するための方法と

ｵての構造論の概要を示す。まず最初は産業社

?ﾌメタ構造を規定する。

同　上

3

産業一環境系の構

｢論
iその2：

　産業社会のメタ構造を規律するメタ原理及び

ｻの構造を規定する。

同　上

メタ原理）

4

産業一環境系の構

｢論
iその3：

産業社会のメタ構造の内容を多元・重層構造

ﾆして描き、その方法論を確立する○

同　上

一般構造）

産業一環境域の終局的把握としての意味論を

産業一環境系研究 考える。

5 における意味論 同　上

（その1）

文化環境の構造を考える。

産業一環境系研究
6 に澄ける意味論 同　上

（その2）

いわゆる自然環境破壊問題をめぐって論じら

自然環境問題にか れる各種の原理を析出する。

7 かわる諸原理の構造 同　上

（その1）
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
自然環境問題にか
ｩわる諸原理の構造
@　（その2）

諸原理のカラミ合いの構造を考える。

　黒　沢　一清
i東京工業大学教授）

9

産業一環陰画に怠
ｯる生産性美学原

　産業社会のメタ原理に澄ける実践的・形態的

ｴ理としての生産性美学の原理の構造とその役

р�_じる○ 同　上

10
産業公害問題の構
｢　　（その1）

　いわゆる産業公害の生起する背後の仕組みを

�ｾし、それの解決される条件と解決過程推移

ﾌ論理を示す。 同　上

11
産業公害問題の構
｢　　（その2）

産業公害問題の生起する型を析出して考察す

驕B

同　上

12
企業水準での環境
竅F題と環境管理

　前章までのマクロな接近を受けて、企業経営

ﾇ理に焦点を合わせて考える。

同　上

13

産業一環境系管理
ﾌ技術と制度
@　（その1）

環境管理の技術・技法と環境規制・保全のた

ﾟの制度の問題を考える。
同　上

14
産業一環境系管理
ﾌ技術と制度
@　（その2）

実践のケースを考察する○

同　上

15 産業一情報環境系

　産業の文化環境を情報環境としてとり上げる○

﨣�ﾐ会に澄ける情報が一面では管理情報化さ

黶A他面では「清報」洪水という現象を生み出

ｵている○この問題性の構造を解明する○

同　上
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＝経営学一現代の経営一＝

（→経営学1）

〔讃鰐オ鵡藁産業能率大学劉

全体のねらい

　現代は高度産業社会である。本講義は高度産業社会に澄ける現代経営の原理、あり方、方式を体系

的にかつ具体的に明らかにしょうとするものである。

回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

高度産：業社会に澄ける現代経営の特質

1
56／4

@5

高度産業社会と現
繻o営一プロローダー

と問題を述べ経営学の課題を論ずる。
高宮　　　晋
i産業能率大学i教授）

経営学説として科学的管理法と人間関
係論を述べる。

2 12 経営学説の発展（1） 同　上

経営学説として行動科学と条件適応理

論を述べさらに私の経営学の体系を論ず

3 19 経営学説の発展（2） る○ 同　上

経営の基礎概念を明らかにし経営活動

の枠組みを説明する。

4 26 経営の概念と枠組み 同　上

経営理念として利潤追求、人間尊重社

会的責任の問題を究明する。

5 5／3 経営の理　念’ 同　上

経営政策と経営戦略を具体的に論ずる。

6 10 経営政策と戦略 同　上

経営管理体制を明らかにし、経営管理

7 17
経営管理と経営管

搗ﾌ制

の意味と職能を解明する。

同　上　　な
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回・ 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 24
経営管理の原理と

経営管理の原理とその具体的なあり方

�ｾらかにする。
高　宮　　　晋
i産業能率大学教授）

9 31 経　営　組　　織

　責任と権限、組織、構造及びコミュニ

Pーションの問題を解明する。

同　上

10 6／7 意：思決定と内部統制

　経営に澄ける意思決定の方式、経営計

謔ﾌ設定、内部統制を述べる。

同　上

11 14
リーダーシップと

@モチベーション

経営におけるリーダーシップのあり方

ﾆモチベーションの方法を述べる。

同　上

12 21
環境適応と戦略的

o営

　経営行動は意思決定、リーダーシップ

yび環境適応であるが、ここではそのう

ｿ環境適応の問題をとりあげる○経営はい

ｩに環境に適応するか。環境適応の経営を

嵭ｪ的経営という。以上の諸問題を論ずる○

同　上

13 28 現代経営のシステム

効率的経営システム、目標による管理

Vステム、戦略的経営システム、創造的

o営システムを明らかにする。 同，上

．14

　　、

V／5 日　本の経　営

　日本の経営システムの特質と最近の動

?�_ずる。

同　上

15 12
現代経営の将来一エピローダー

　現代経営は将来どのような方向をたど

驍ﾅあろうか、その課題と解決の方向を

_ずる。 同　上
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　一経　　営　　管　　理＝・

　　　　　一経営管理技法の体系一

　　　　　　　（→経営学皿）

〔灘寧騨放送大学副学長〉〕

全体のねらい

　「経営学一現代の経営」では、近代的企業の経営管理ρ理念、構造、あり方といった原理的考察が中

心であるが・本講義はそのような原理をふまえて、経営管理の具体的機能を、そこで用いられる実践的

技法との関連において解明し、修得してもらうことを目的としている。

回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

一般に経営管理の機能は、企業活動の

1
ヂ57／8 経営管理の機納と

計画、組織、指導、統制とされる。まず
ｻのそれぞれの内容を説明し、さらに経 小林　靖　雄

29 構造 営管理を物的・合理的管理と人的・社会 （東京工業大学教授）

的管理とみる考え方、経営構造管理と業
務活動管理として把える考え方を説明する○

経営管理の発展の歴史を主としてアメ
リカについて述べる。前世紀末からのテ

2 9／5 経営管理の発展
イラー・システムの展開、フォードゼシ’
Xテム、人事管理、人間係論、予算統制

同　上

・原価管理、統計的品質管理の発展、澄

よび戦後の新分野の発展を概説する。

経営管理組織は、管理の機能として、

静態面と動態面の両面からとらえられる。

3 12 経営管理組織（1）
3．では、管理の全体を展望するため、

ﾃ態的に組織の形態をトップ・マネジメ
同　上

ント組織、部門管理組織、事業部制組織
等について、その特長を考察する○

経営管理組織の動態面、すなわち組織
形成の原則の問題をとりあげる。具体的

4 19 経営管理組織（2）
には、1人の管理者の管理範囲、命令単一の原則、例外の原則をとりあげ、その

同　上

結合による組織形成のプロセスを説明す
尋

る。

企業が環境変化に適応するための経営
戦略の問題を、主として多角化問題とし

5 26
経営戦略と経営計
�i1）

てとりあげる。また長期の視点にたった

l察を必要とする経営構造計画のうち、
同　上

まず製品計画と海外進出戦略について、

その内容を説明する。

経営構造計画のうち、技術研究開発計
画、設備投資計画、要員計画、財務構造

6 10／3 経営戦略と経営計
諱i2）

計画をとりあげ、さらにそれらを織り込
�ｾ長期経営計画（長期利益計画）の内

同　上

容を説明する。

7．と8．とで、物的合理化を中心と

する経営管理の内容をのべる。7．では

7 10 生産管理の：基礎（1） そのうち技術的管理、すなわち時間管理、 同　上
品質管理、物量管理という実体的生産管

理の内容を説明する。
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回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 17 生産管理の基礎（2）

　「かね」の数値、すなわち貨幣価値的

]価による経済的管理をとりあげる。具
ﾌ的には、原価管理が中心であるが、そ
黷ｪ7．の技術的管理といかに：密着して理
�ｳれるべきかを強調する。あわせて予
Z・利益管理にもふれる。

小林靖　雄
i東京］業大学教授）

，9

24 労務管理　（1）

　9．と10．で、経営を構成する人間従

ﾆ員の管理をとり扱う09．では、まず
o営内の従業員の人事管理にはじまり、

l間関係論的管理の内容をとりあげる。

同　上

10 31 労務管理　（2）

　従業員が経営者に対する交渉の主体と

ｵての役割を果たす労働条件の決定、と

ｭに賃金決定問題について説明し、さら

ﾉ労働組合と経営者との交渉、経営参加
ﾌ問題に：澄よぶ。

同　上

11 11／7 マーケティング管理

　企業が販売市場との接点において展開

ｷるマーケティング活動の管理を、市場

ｲ査、広告・宣伝等の販売促進活動との

ﾖ連を中心として説明する。

同　上

12 14 財務管理　（1）

12．と13．で、資本調達問題と総合的経

ﾏ的管理としての利益管理、予算統制に

ﾂいて説明する012．では、資本調達原
･、長期資本調達、短期資本調達、自己

燉Z、資金繰り管理についてのべる。

同　上

13 21 財務管理　（2）

　総合的経済的管理システムとしての利

v計画について損益分岐点図表中心に、

ﾀ界利益計画の内容を説明し、それとの

ﾖ連で、予算統制の内容を説明する。
同上

14 28
コンビュー』 ^と経
c管理

　経営におけるコンピュータの活用は、

ｶ産面での自動制御、ロボット化等でも
?ｵいが、ζこでは主として経営管理事
ｱのコンピュータ化（オフィス・オート
＜Cション）を中心に、その内容と問題
_を説明する。

同　滋

15 12／5
総合管理と日本の

o営

　経営管理の全体像について、これまで
ﾌ講義の内容を総合的管理の立場から総
№ｵ、その重点的基盤を考察する。また
ｷ年欧米に学んだ日本の経営管理が、現
ﾝもっている特長、今後の努力の重点等
ﾉついて考察し、結びとする。

同　上
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＝人事・労務管理＝

〔主任講師　津田真弓（一一橋大学教授）〕

全体のねらい
　実務経験を欠く人々に人事労務管理を理解しやすいように講義することは非常にむずかしい。そこ

でこの講義では全体を3部に分け、第1部では企業経営全体の中に澄ける人事労務管理の役割を明ら

かにし、その上で第2部で人事労務管理の内容を説明する。また第3部で人事労務管理にとって重要

なトピックを取り上げることにする。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

第1部総　　　論 開講にあたって（学習の意義）

1
人・事労務管理

@　　とはなに：か

人事労務管理の定義

?迄J務管理の対象
l事労務管理の位置（経営のサブシステ

津　田　真弓
i一橋大学教授）

ムとしての位置と役割）

経営の組織と管理

経営システムの国際比較

2 経営システム 人事労務管理の国際比較 同　上

従業員意識の国際比較，

日本の経営システムの性質 ノ

3
日本の経営

日本の人事労務管理の性質．

坙{の企業の性質 同　上
システム 日本の企業経営の歴史（戦後）

第2部各　　論 人事労務管理の骨格としての人事制度

経営組織

4 人　事　制　　度 資格制度と職位制度 同　上

人事評価制度

専門職制度

採　用

配　置

5 人　事　配　　置 異動（出向をふぐむ〉 同　上

要員管理

昇進・昇格制度

教育訓練の意義と役割

教育訓練の体系と計画

6 教　育　訓　　練 教育訓練の実施と評価 同　上

管理者教育

労働時間の制度と種類

休日制度

7 労　働　時　　間 休暇制度 同　上

労働時間の国際比較

女子・未成年者の労働時間
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 賃金・給与制度

賃金・給与の意義

ﾀ金・給与の種類
軏{給、：職務給、業積給、能率給
博闢磨E賞一与

l件費
ﾀ金・人件費の国際比較

津　田　真弓
i一橋大学教授）

9 従業員福　祉

従業員福祉制度の意：i義，

]業員福祉制度の種類
Z宅制度一寮、給与住宅、持家制度

ｶ化・体育・レクリェーション

?tN従業員の心身の健康の問題

同　上

10 定年・退職金

解雇、日本の雇用慣行

阡N制
ﾞ職金
驪ﾆ年金
ﾄ就職制度

同　上

11 労　使　関　　係

労使関係制度

J働組合
c体交渉と労働協約

驪ﾆ内組合
J使協議制

同　上

12

第3部特殊問題

E　場　集　　団

職場の人事労務管理

E場集団の活動

ｬ集団活動、TQC、　QCサークル
｢米諸国の：職場、勤労意欲

同　上

13 高駅戸問　題

従業員の省令化・高学歴化の問題の意義
l事労務管理の諸施策一役：職定年制、能

ﾍ主義管理、選択定年制、専門職制度、

阡N前教育、定年延長
�I雇用援助制度の利用
阡N制の国際比較

同　上

14 ME：革命の影響

情報技術革命の意義

﨣�Z術革命の進展の状況と展望

﨣�Z術革命の人事労務管理にあたえる

e響

同　上

15
パートタイマー・

h遣社員の増加

臨時従業員の意義一臨時工、季節工、社

O工
pートタイマーの管理

h遣社員の管理
ﾅ低賃金制の役割

同　上
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＝労 働 経 済＝・

〔主任講師：古郡三子（神奈川大学非常勤講師）〕

全体のねらい

　労働市場では労働（Q曾ひと”のサービス）の需要と供給が行われ、労働の対価としての賃金が決定

される。労働市場は噸聖もの”やuかね”の市場と同じようにもつとも基本的な市場といえるが、人間

により深いかかわりあいを持っている。ここでは賃金決定のメカを第一に基礎理論を学ぶ。第二に現

実の経済と労働市場に目を向け、労働市場に実際に起こっている種々の現象を分析し、その問題、政

策を論じる。

主な項目

（1）基礎理論一労働の需要（限界生産力、労働と技術：革新）、労働の供給（労働力率と労働時間、労

　働移動、人的資本）、賃金（賃金決定の構造、賃金格差、賃金変動、労働組合の影響と賃金）、年

　功制と労働市場、失業と不完全就業

②　理論の応用一労働市場での労働力の女子化、高令化、高学歴化；サービス経済化、情報化と雇用

　構造の変化
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＝経営分析ど財務管理＝

〔主任講師：小林靖雄（放送大学副学長）〕

全体のねらい

　企業の資本調達：および運用の計画・統制活動である財務管理について基礎的考察を行い、企業活動

の結果としての財務状態およ♂経営効率についての分析検討を内容とする経営分析に関して・その主

要な経営指標の体系と分析手法について論述する。会計学に関する教科目を予め履習して澄くことが

望ましい。

主な項目

（1）企業財務の基本的原：則

②　長期資本の調達と設備投資問題

（3）短期資本の調達と運転資金問題

（4）　自己金融問題

（5）財務流動性語よび安全性分析

⑥　資本収益性分析と生産性分析

（7）経営分析の総合化
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＝マーケティング＝
〔主任講師：大沢　豊（大阪大学教授）〕

全体のねら．い

　マーケティングという言葉はいつ頃から使われ始めたのか、現在それは一般にどのように理解した、

らよいのか、さらに学問としてのマーケティング論は、どのように体系づけられるのかを明らかにし、

その上で企業のマーケティング活動をとりまく環境と、意思決定者の直面する諸問題を理解し、分析

していく上での基礎的な知識について論ずる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

マーケティングという用語の発生のいきさつ

1
マーケティング思
zの発生と展開

をたどり、それが企業の具体的な行動を指すも

ﾌではなく、一つの理念であることを明らかに
ｷる。初期のマ▽ケティング理念と現代マーケ

　大　沢　　　豊：

i大阪大学教授）

ﾈ下すべて本人が担
ティング理念との差を、歴史的に検討する。 当の予定

学問としてのマーケティング論を体系づけよ

2
マーケティング論

¥成の視点’

うとするとき、一いろいろな視点に立ってそれを

¥成していくことができる。米国に如いて一般
Iなマネジリアル・マーケティングもその一つ
であるが、もっとマクロな立場で議論すること
もできる。

マネジリアル・マーケティングの立場で企業の

マーケティング環 マーケティング活動をとらえようとするとき、

3 境とマーケティン
O手段　　　　　　　　　、

マネジャーにとって与件として考えられなけれ
ﾎならない環境と、意思決定の対象となりうる
闥iとを区別して考案するのが、もっとも便利
である。

自由主義経済を基幹とする国々では、何らか

政府による規制 の形で競争を制限する行為を禁止する法律をも

4L 一マーケティング っている。独禁法のうち、マーケティング活動

環境その1一 に関連するカルテルや景品・表示の問題に対す
る政府による規制の現状とその精神を考える。

流通機構とその変 一企業の立場で、流通機構を変えていくこと

遷　　　　　　　， はできない。それは歴史的、風土的、あるいは

5 法制的に影響を戦げながら変遷iをくりかえして
一マーケティング いく。日米の流通機構の比較を通じて、日本の

環境その2一 流通機構の特質を考察する。

マーケティング担当者は、競争企業の意思決

市場と競争 定を左右することはできない。競争市場での成

6 一マーケティング 果を記述するモデルについて概説する。

環境その3一

消費者はマーケティング担当者の最終目標で

消費者行動 ある。その消費者は経済学で仮定するような合

7 一マーケティング 理的行動をとるとは限らなレもしかもすべてが同．

環境その4一 質であるとはいえない。市場細分化は異質的な

市場に対応する企業の適応であるといってよし（。
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回 テ　　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

意思決定に必要とされる情報は社内で得られ

8
情報の収集と分析

齊s場調査一

るとは限らず、調査によってこれを入手し：なけ
ﾎならないことが多い。市場調査技術は、対象の選択（標本調査論）と質問票の作成の両面で、

プロフエツシヨナルな知識の上に成立っている。

将来の不確定な状況について、何らかの形で

予測を行なうことが要求される◎短期的な予測
9 需要予測 と長期的な予測とでは、自から異ったタイプの

手法が適用される。

現在の企業では、単一の製品またはサービス
のみを提供していることは極めて稀である。製

10 製品開発 品開発は、市場細分化のための戦略と、多様化
を目指した戦略とが考えられる。製品の特性を
どう把えたらよいか、製品属性分析の手段にも
ふれる。

個々の企業にとって価格決定の自由度はその

市場が競争的であるか寡占的であるか、また製

11 価格政策 品が競争企業のそれとどの程度差別化されてい

るかによって異なる。価格決定・基礎となる分

析手段のいくつかを概説する。

広告実務においては、広告活動を他のマーケテ

イング変数と切り離して論ずることが多い。こ

12 広告計画 こではそれらの実務で多く利用される基準とそ

の問題点を考え、同時により総合的な立場から

の意思決定モデルに言及する。

物理的な財の輸送、あるいは営業拠点の設定

：など、物理的なひろがりを対象にした問題を論

13 配送問題 ずる◎ORなどの手法により、またコンピユー
タを利用した解導出の方法を考える。

技術革：新、とくにコンピュータと通信技術の

マーケティング意 発展は、企業の事務部門の活動に大きな影響を
14 思決定とコンピュ もたらしつつある。マーケティング情報の分析

一

一一 ^ 方法の上でも、また意思決定過程の上でも、大
’

きな変革が現われはじめている。

ケネディ大統領による消費者の権利の保護の

提唱以来、国や公共団体による施策がとられて
ユ5 企業と消費者 きている。国や企業はその権利を保護する責任

り を負うと同時に、消費者の側でもそれに応じた

知識を自ら身につける義務があろう。
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＝経　営　組　織　論＝

〔主任講師：森本三男（＝横浜市立大学教授）〕

全体のねらしく

　まず組織一般の性格を、個人と組織の関係を軸に理解させる。ついで、それを基礎にして、経営組

織の全体的特質を理解させる。ついで、経営組織の詳細な内容に立ち入り、それを構造論（静態論）

と行動論（動態論）に大別して、順次いくつかの柱を立てて講義する。構造論では、形態、ラインと

スタッフ、構造制約要因などを取扱う。行動論では、学習、成長、流動化、活性化などを取扱う。最

後に、特殊問題として、組織の日本的特性、経営者組織などの部分組織を説明する。現代が組織社会

であること、組織が環境適応的システムであることに留意する。

主な項目

（1），経営組織の意義と性格

②　組織形態、ラインとスタッフ

（3）組織構造と規模澄よび生産技術

（4）組織原則

㈲　組織の学習

（6）組織の成長とそのモデル

（7）組織環境

⑧　組織有効性

（9＞組織の流動化、プロジェクト・チーム、マトリックス組織

⑩　部分組織、経営者組織、研究開発組織、作業組織、

⑪　日本の組織の特質

⑫組織の活性化など
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＝生産管理とOR＝＝
〔主任講師：秋庭雅夫（東京工業大学教授）〕

全体のねらい

　生産に当って、市場の要求に適合する製品の産出、材料・動力・設備などの効果的な活用、作業者

の人間性尊重などの課題に応えるために、生産とその管理の活動を適切に計画し、運用していくため

の考え方、方式、方法を説き、また、それらを統合するシステムについて示す。さらに方法論として

のORの概要を紹介する。

回

1

2

3

4

5

6

7

㌧テ マ

生産管理の考え方
ととらえ方

生産方式の区分

製品の企画

生産計画のシステム

工程分析

作業管理

資材の調達

内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

生産とは何か◎生産管理とはどのようなこと

，方
をするのか、特性（品質、数量、時間、金額）

ﾌ管理と作業（材料投入、工程稼働、製品産出） 秋庭　雅　夫

の管理とを組み合わせて考え方ととらえ方を示 （東京工業大学教授）

す。また、今までの生産管理の移りかわりを説
く。

生産管理のとらえ方に基づいて、各種の生産

方式の区分体系の考え方を示し、また、それぞ

れの生産方式の特徴を説く。さらに、今までの 同上
生産方式の移りかわりと、現在の課題を示す。

市場の要求を分析し、そこから製品に何が期

待されているのかを導き出す方式とその結果を

示す。さらに、製品のライフ・サイクル・コス 同上
トの考え方を説く。そこから、製品の品質向上

への方向つげを行う。

生産：目標；から始まり、資材の調達、工程の稼

テム 働、製品の産出に至るまでの各計画とその体系

を示し、またそれら計画に対する統制の方式 同上
を加えて、生産計画のシステム化について説く。

工程図記号に基づく工程図の作成・活用の方

法を示す。また、ピッチ・ダイヤグラムの考え

方とライン・バランシングの方法、論よび日程 同上
計画表についてその考え方を説き例示する。

作業分析、既定時間法、標準資料法などを示

し、作業方法・時間の設定と標準化について説

く。それに関連した作業環境、労働科学の存り 同上
方について示す。また、工程・作業を中心とし

た原価低減への取組み方を示す。

資材調達に関する各種資材発注方式について

示す。また、それと関連して、在庫を持つ要因

の分析とその排除の取組み方について説く。さ 同上
らに、外注への考え方と管理の課題を示す。
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＼

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生産自動化の構造を示し、トランスファ方式、

8
生産自動化と管理

Vステム

群管理方式などの方式ならびに機器を例示する。

ｳらに、自動化に明ける管理システムの対応の

緖ｮとそこでの課題について説く。

秋　庭　雅　夫

i東京工業大学）

生産管理に避けるORの果す役割りを概括的

9
線形計画法による

ｶ産計画

に示し、その中で生産計画に脱ける意思決定の

?`計画法によるモデル化をとりあげる。具体

I解法の手段として、図式解法、シンプレック

圓　川　隆、夫

i東京三葉大学〉

ス法による解の求め方について説く。

線形計画法に澄ける特別な型の問題である最

10
割当て問題と輸送

適割当ての問題、輸送問題をとりあげ、それら

ﾌ実際的意味を解説するとともに、わずかの計 同上
問題 算努力で解くことのできるハンガリア法などの

アルゴリズムについて説く。

n個の仕事、m個の機械があるときにガント

11
ジョブショップ

チャートによる可能な加工順序を示しながら、

竭閧ﾌ意味を説く。解法については、特別な場 同上
スケジューリング 合に有効なジョンソン法と、ヒユーリスティツ

クスを用いる方法、概念について例示する。

プロジユクトに含まれる仕事の先行順位が与

プロジェクト・タ えられたときの進度管理を行なう手法としてP

12 イブのスケジュー ERTをとりあげる。アr一ダイヤグラムの書 同上
リング き方、日程計算のやり方、クリティカルパスの

求め方とその意味を説く。

作業負荷を平準化、効率化するためのライン

バランシングの手法について説く。ラインバラン

13 ラインバランシング ス効率、山崩しの考え方とともに、ジャヅクソン 同上
の列挙消去法齢よびヒユーリステツクスを用い

る方法について説く。

設備能力の決定問題について、待ち行列モデル

14
待ち行列とシミュ
戟I一ション

と確率モデルの導入の必要性を説く。M／M／

P型の待ち行列理論を概論した後、・一般の待ち 同上
行列問題についてモンテカルロシミユレーショ

ンによる方法について説く6

在庫要因の立場から在庫モデルおよび在庫管

理方式の考え方を整理する。大量効果に基づく

15 在庫理論 経済発注量の求あ方、需要、・リードタイムの不確 同上
実性に基づく発注点のシミュレーションによる

求め方について説く。

島
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＝・システム工学＝
〔隷響靴離京大学教授）〕

回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
53／12

@8
システム工学の効用

　新しいシステムを設計し、開発し、実
{し、評価して、リサイクルするための
w問であるシステム工学について学ぶ。
痰ﾆしては教育システムを取上げてシス
eムの本質を考え、また新システムを作

驍ｽめの手順を論じる

渡辺　　　茂
i東京大学教授）

2 15 目的を設定する

　「治に居て乱を忘れず」という古語が

?驍ｪ、現代の欠陥を分析し、将来の危

@を予測することによって、やらなけれ

ﾎならない目的を設定してゆくプロセス

�坙{の現状分析の中から考えていく。

同　上

3 22 目的を定量化する

　目的を文章で書き、その目的が達成で

ｫたかどうかをあとで判定できるように

ｷるため、その目的を明確化し、さらに

阯ﾊ化することが必要である。

同　上

4
54／1

@12
候補　を　探す

　目的が明確化されたならば、目的達成

ﾌために必要な要素の候補を探しだす段

Kに進むが、それには、まず文献を調べ

ｽり、ブレーン・ストーミングをしたり

ｷる。

同　上

5 19 候補を調べる

　目的を実現する為に必要な要素として

ﾍ現在注目されているもの、たとえばマ

Cコン、ネットワーク、無人工場、新エ

lルギーなどを求めたり、さらに得難い

﨣��ﾍ索していかなければならない。

同　上

6 26 役割の振付け

候補の機能にしたがってシステムとし

ﾄの役割を振付け、それが適正であるか

ﾇうかをシミュレーションという手法に

謔ﾁて調査していく。

同　上

7

2／㌧

Q
システムの最適イK1）

　システムを組みたてそれを最適なもの

ﾉするためには線型計画法や動的計画法

ｶどの手法が用いられるが、ここでは例

�?ｰ、それらの要点を調べる。

同　上
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回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 9 システムの最適化（2）

　ゲームの理論を中心として、ミニマッ

Nスの考え方を説明したあと、システム

�｢出するにはいくつかのオータナティ
uを提示し、比較検討を行わなければな

轤ﾈい。

渡　辺　　　茂
i東京大学教授）　　　　　♪

9 16 、システみの造出

　システムを発動させるためフローチャ
[トの作り方を考える。また新システム
ﾍ出発点においては小型であることは当
Rであるが、その小型システムを成功さ
ｹる為には、ランチェスターの法則を使
pする。

渡辺　　　茂
i東京大学教授）

艨@上博　充
i東京大学助教授）

・10 23 システムの実施

　システムの実施に必要なガントチャー
g、フェイムなどの手法を説明し、その
ｬれを管理するためには、流れの将来を
¥測すること、そしてその予測をするた
ﾟには、データ収集を巧みに行うことが
K要である。

井　上博充
i東京大学助教授）

11 3
／
2

システムの評価

　プラニングに診ける評価、マネジメン

gにおける評価などのための手法として

m㍉一トがある。パー・ト／タイム・パート
^コスト：などにより、計画の進行状況の‘中間評価が行われる。

渡　辺　　茂
i東京大学教授）’

O浦　宏文
i東京大学教授）

12 9 システムめ信頼性

　システムには故障がつきものであって、

ﾌ障を前提とした上でシステムの信頼性

�lえねばならない。信頼性をいかに評

ｿし、これを向上させるかが問題なので

?驕B

三浦　宏文1
i東京大学教授）

13 16
システムのアセス
＜塔g

　新し悟システムが生まれると、さまざ
ﾜな効果を多方面に与え1る。、マイナス効

ﾊを生むこども十分に考えて澄かねばな

轤ﾈい◎そこにテクノロジー・アセスメ

塔gの必要性がある。

同　上

14 23
システムのリサイ

Nル

　研究開発を行って得た成果は、モデル

ﾌデモンストレーションによって公開さ

黶Aさらに社会の中で適用され、評価さ

黶A終始決算が行われなければならない。

渡　辺　　　茂
i東京大学教授）

O浦宏文i東京大学教授）

15 30
期待される新シス

eム

　石油シヨツク後の日本が国際社会の中

ﾅ自立していくためには、新システムの．

｢出が必要である。それはたとえば小型

ｪ散システム、伝統工芸システム、垂直

tロンティアシステム等である。

渡辺　　茂
i東京大学教授）
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＝工学的人間学一人間と機械の共生一＝
　　　　　　　　　　（→人間工学）

〔謹響難業鞭大学剃

全体のねらい

　機械と人間の類似性に着目し、人間について問いを発する。人間を工学的に観察しようというので

ある。有機体として複雑性と多様性とをもつ人間に対し動的システムモデルによるアプローチを試み

る。その成果がロボットからサイボーグへと展開応用されてゆくことを示す。

回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

人間は工学とどのようにかかわってき

1
55／12 工学的入間とは

たか。人間機械論から人間システム論に
鰍驕B璽q工学的人間学”の系譜について 加　藤一郎

12 一人間尺度一 述べる。工学的人間学が、人間の解明と （早稲田大学教授）

福祉とに果す役割りを通じて、これから
の展開に対する理解を深める。

思想的にデカルトに始まる人間機械論

ブラックボックス は、背景となる技術の進歩に支えられて

2 19 としての人間
変遷し近代に至っている。この自然観は
l間を外部からながめ一種の機械として 同　上

一自動人形一 理解してゆくのが特長である。その歴史
と現状について語る。

学問の分化が進むにつれて人間を内側

3 26
内側からみた人体

から理解することに重心が移ってきた。

激Iナルドの解剖から近代の電気生理学 同　上
一一 ｶ理工学一 に至る流れは新たに生理工学として現代

的展開をみせようとしている。

人間の頭脳とコンピュータとの間には

4
5｛シ皇

@9
脳のサイバネティクス

@一人工知能一

大きなギャップがある。しかしコンピュ

[タによって人間の知能を一部代行させ
驍ｱとはできる。ここでは人工知能の開

同　上

発とそれによる脳機能の理解の試みにつ
いて述べる。

皮膚感覚の特異説がしだいに根拠のう
情報チャンネル すいモデルとなりつつある。これを例と

5 16 としての皮膚 して、仮説・検証のプロセスを示す。外 同　上

一官能検査一 界との代行情報チャンネルとしての応用

や官能検査能力の人工化などを紹介する。

骨生成の電気機械的メカニズムをしら

6 23
骨と筋のメカニズム

@一人工関節・筋一

べ、形と機能について考える。筋につい

ﾄはその構造特性など特有の性質をしら

ﾗる。これらの代替機器としての人工、閣

同　上

節や人工筋についても紹介する。

人間の体内では神経によって情報が伝

身体リズムの 達されている。したがって、神経に電気

7 30 メカニズム
刺激を与えることにより、心鳳腸管な
ﾇのリズムを制御し、あるいは痛みを診

内　山　明　彦
i早稲田大学教授）

一電気刺激一 さえることなど、人工的に身体の制御を
行うことができる。
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回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講＝師
i所属・氏名）

全身に血液を供給している循環系は、

血液循環系の 心臓→血管系→心臓→肺→心臓の一巡閉

8 2
／

メカニズム
鎖回路をなしている。これらを構成して
｢る心臓血管、血液流動のメカニズム

土　屋　喜　一
i早稲田大学教授）

6 一人工心臓一 を解説し、あわせて心不全の外科治療、

人工心臓の現況について言及する。

我々は物を見て、その形を知り、意味
を理解し、さらには美しい色彩にあふれ

9 13
発声のメカニズム

@一人工のロー

た三次元の空間を知覚する。この巧みな
糾oのしくみ一掴カニズムーを、主
ﾆして機能的に解説する。さらに、この

白　井克彦
i早稲田大学教授

ような機能に欠陥のある視覚障害者に対
する技術補助の問題について議論する

言語が人間システムの中で持つ様々な

10 20
聴覚のメカニズム

@一人工の四一

特質について、言語の構造言語の習得、

v考と言語の関係などを見る。さらに、

ｹ声を発生する機構と、人工的に音声を

同　上

発生する方法について述べる。

人間システムの中で、聴覚の果す役割
を見る。生理学的に見た聴覚の機構と聴

11 27
視覚のメカニズム

@一入工め目一

覚の複雑な心理現象について、今日の聴
o理論をな寮め、それを工学の立場から

大　頭　　　仁
i早稲田大学教授

考察する。さらに音声の認知と人工の耳
の可能性について述べる。

手は人間である。感覚系、運動系とも
｝ に人間特有のシステムをもっていること

12
3
／
　
6

手のメカニズム
@一人工の手一

が手の巧緻性と深く関連している。その
I緻：性についてその機械的構造や運動制
艪ﾉついてしらべる。義手やロボットに

白　井克彦
i早稲田大学教授

ついて現状を人間機械システムの立場よ
り述べる。

2足歩行の意義と問題点をさぐる。歩

13 13
足のメカニズム
@一人工の足r

行運動の計測とそれに関連して正常と異

墲ﾉついて考える。歩行の制御力学や歩

s機械により足のメカニズムを解明し義

同　上

足への技術波及に言及する。

人間は心と体をもつ。心理学的知見を

14 20
内面からみた人間

@一心理工学一

もとに人体における情報系と動力系につ

｢て考察する。人間機械システムの評価

ﾌ問題やバイオフィードバック准どを例

加　藤一郎
i早稲田大学教授

に心と体の関係についてのべる。

＝L学的人間観はロボットモデルからサ
イボーーグモデルへと移行してきた。近代

15 27
人間と機械の共生
鼈黹Tイボーグ社会一

合理主義がよりどころとしてきた知性偏

dでなく、知性に感性を加えた新たな現
同　上

代の価値観をサイボーグ社会という視点
から探る。
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＝電算機と情報処理＝
　　　　　一＝基本BASICによるマイコン入門一一
　　　　　　（→情報工学）

俵響…韓覇迂電気通信大学糊、

全体のねらい

　超小型電子計算機（いわゆるマイクロコンピュータ）を用い、初級言語鰻基本BASIC”による
プログラム（算譜）の作成を主軸として展開し、文科系・理科系を問わず情報化社会を主体的に生き

るために必須の基礎知識を伝えたい。

回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
5◎／8

@28

A1
P位の換算
@　（単純な流れ）

　80坪は何㎡か、150ηz／sは何枷／
?ｩ、といった簡単な計算：問題を例にと

閨A読んで計算して書くという単純な手
№ﾆ、これをプログラムするのに必要な
軏{的な命令、電算機操作の要領等を扱
､。問えば答える電算機との出合いである

森　口　繁一
i電気通信大学教授

2 9／4

　　　　　L

`2
煤F表とグラフ1（反復処理）

　x2、》気sinxなど、簡単な関数につ
｢て、関数値の表や、関数のグラフを作
驕BFOR－N駆歩による反復処理構造やr
`B機能による打点を学ぶ。少しの入力に
ﾎして多くの出力が得られる自動機械ら
ｵい使用法の例である。．

同　上

3 11

A3　　　　　　　　・

ﾅ高点と：最低点
@（判断と分岐）

　いままでの最高点よりもっと高い点が
oて来たら、最高点の記録を更新する。

ｻのためには、大小比較の結果によって
?揩ﾌ流れを変える鵯判断”機能を表す
奄?|then文が役に立つ。　if－then文は

ﾜた、ループからの脱出の判定にも使える。

同　上

4 18
A4
ﾍ　さ　み打　ち
@（反復解法）

　方程式∫（x）＝0の根を求める反復解法の一種。∫（a）〈0、！（b）＞0ならば、aとbの間に根がある。中点m＝（a＋b）／2について、∫励〈0ならばmとbの

ﾔに、！㈲＞0ならばaどmの間に根が
?驕Bこうして区間の幅を半分にして進
�ﾅ行く。

同　上

25
B1
ﾎ　　　差　　　値

@　（配列と添字）

　大勢の学生の点数を驚聖配列”に入れて

ｨき，その平均値と標準偏差を求め、そ

黷�pいて般偏差値”を計算する◎最も

軏{的なデータ構造である配列の使い方

�wぶための例である。

同　上

6 1（ン2
B2
ｻ味度と理解度
i2次元の度数分布）

　講義のたびに受講者の興白白と理解度
�T点法で記入して出してもらう。これ
�?ﾍしながら、2次元の配列を用いて
x数を数え、度数：分布表を作り、平均、

滑ﾖなどを計算する。ヒストグラム（柱
�}）も簡単に作れる。

同　上

町7 9’
B3
Z数　ド　リ　ル
@　（記録の累積）

　小学生の算数、たとえば般九々”の反
恬繒Kには、電算機が打って付けである。

竭閧ﾆ正解を次々と作り出し、答の正否
�ｻ断して適当な応答を出し、正答率の
搆vを取ったり、誤答の記録を累積して
ｨくなど、いろいろな働きが期待できる。

同　上
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回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容
担「当講師（所属・氏名）

8 16
B4
ﾂ　　　並　　　べ

@　（後戻りと棚）

　いろいろな形をした板を並べて、たと

ｦば3x8の長方形を作る。こういう問
閧ﾌ解法の本質は、行き詰まったら後戻
閧ｵてやり直す聖q後戻り算法”にある。
ｱこでは配列が璽q棚”すなわち璽璽後入れ

謠oし表”として用いられる。

森　口　繁一
i電気通信大学教授

9 23
C1
d　子　　帳　簿
iファイルの作成と更

@　　　　　　新）

　事務処理の基本は帳簿の維持管理にあ

驕Bこれを電算化すれば、電子帳簿すな
墲ｿ｛曾プアイル”の作成と更新が問題と

≠ﾈる。ここでは簡単な例を、特に更新の

_理を中心にして取り扱う。

同　上

10 30
C2
〟@に並べ　る
@　（整列の算法）

　入学試験の成績左らば総点数の順に、

ﾌ売統計ならば販売高の順に並べ換える
K要が起こる。このような鰻整列”のた
ﾟの算法がいろいろ工夫されているが、
ｱこではそのうちの比較的簡単なものについて述べる。

同　上

11 11／6
C3
ｧ御の切れ目
i報告書の作成）

　報告書の作成では一「般に大分i類・小分

ﾞに区分けした明細の表示と、小計ご大
v澄よぴ総計の計算と表示が問題になる
ｪ類が変わるところがでぞ制御の切れ目”

ﾅある。それは一つ先を読んで比較すれ
ﾎ分かる。

同　上

12 13
D1
^イプの練習
@（文字の処理）

　マイコンや電算機の端末機の鍵盤のキーの配列は普通の英文タイプライタのも

ﾌとほとんど同じである。だからマイコ
唐�gってタイプの練習をすることがで
翌驕Bそれは画塾対話形式”でのマイコン

?p法の一つの典型でもある。

同　上

13 20
D2
Gレベータと列車
@（制御の論理）

　エレベータの上昇・下降・停止は、各

Kのボタンやエレベータ内鄙の行く先ボ
^ンの押してある状態に応じて、自動的
ﾉ制御されるのが普通である。どういう

�ﾔのときにどういう動作をするかをき
ﾟる論理を考え、列車の模型で試してみる。

同　上

14 27
D3
Fの足　し算
@　（図形・着色）

　青・赤・緑の三原色を適当に混ぜると

C意の色が作り出せる。この原理を示す
R円の図形を作り、各領域に色を着ける。
ｻの黒いろいろな図形の描き方、色模様
ﾌ作り方などを扱う。簡単なプログラム
ﾅ、かなり複雑な模様が作れる。

同　上

15 12／4
D4
ｹ楽の演奏
i楽譜の文字列化）

　楽譜の内容を文字列として入力し、そ
黷ﾉ対応する音を発生させ、あるいは対
桙ｷる信号を電子オルガンに送って音楽
�苑tする。既製の手続きを使うほか、

ｻの手続きに用いられている算法をも吟
｡する。

同　上
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　　　　　　　　　　　　　　　　＝計測と制御＝

　　　　　　　　　　〔主任講師：森　政広（東京工業大学教授）〕

全体の＝ねらい

　希望どおりの経過や結果や状態を得るために必要な操作をほどこすことを制御という。このために

は現状や結果を計測することが必要で、計測なしには制御は成りたたない。本講義では、これらを踏

まえて社会に澄ける計測制御の活躍状況の解説を背景に、計測制御を学んでゆくための必要最小限¢）

工学的基礎事項を説明する。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1

もし計測と制御が
@　　　なかったら一計測・制御がな

ｩったら世の中は
@　　　ストップー・

　計測がなければ、仕様に合った製品は存在しない。また生物にしろ機械にしろ目的を持つ動きを実現するためには、制御がなくては達成で

ｫない。この計測・制御がない場合とある場合
�ﾎ比させ、いくつかの実例を示し解説する。

森　　　政広
i東京工業大学教授）

ｬ川　鑛一
i東京工業大学助手）

生産と計測・制御1 加工組立ラインでは、さまざまな姿でシーケ
（加工組立ライン ンス制御が活躍している。シーケンスの概念を

2 の実際） 人間行動を例に解説するとともに、機械運動や 同　上
一人間行動もシー 生産ラインとシーケンス制御について述べる。

ケンス制御一

生産と計測・制御II プロセスとは、原料を受け入れ加熱、冷却な

（プラント制御の どを行い、化学的、物理的な変換を施し目的と

3 　　　　　　実際）一連三体の自動化 する物質を生産するシステムをいい、このため
ﾌ機械、装置全体をプラントという。ここでは、

同　上

がプロセス制御一
プラント各部の流量・温度などの制御につき述べる。

生産と計測・制御 N・C・とロボットは、ディジタル計算機と制御

（数値制御N．C．と 技術が有機的に結合した結果今日のように発展

4 ロボットの実際）一メカトロニクス

@　　　　　入門一

した。N．C．は数値信号で工作機械を、ロボッ
gは指令信号で腕や手をサーボ機構を介して制
艪ｷる。本章では、N、C、とロボットの概要を
qべる。

同　上

制御の基本方式 一般に制御といえばフィードバック制御（：F・

（フィート瀕ックとフィ B．制御）を指すほどにF。B．制御は一般化し

5 一ドフォワー一］う ている。このF．B．制御の本質を理解するため 同　上

一制御のすばらし
@　　　　　　さ一・

教室の温度制御を例に上げ温度調三世の澄じさ
�ｨ語を考える。また制御［の名称分類用語につ
｢ても触れる。

6

計測制御の基礎知
ｯ一制御理論の基礎

　計測・制御は情報の流れを取り扱う学問とい
ｦる。この情報の流れを取り扱いやすくするた
ﾟ、制御ではいろいろと工夫がなされているα
ｻの基本的なものにプロツク線図、伝達関数 同　上

の基礎一 ラプラス変換デジベルなどがあるので、解説す
る。

制御系の過度応答
時間関数として制御系の特性を表わすために、

Cンパルス応答とステップ応答がある。これは．
7 一入る信号・姿を 系にインパルスあるいは単位ステップ関数を入 同　上
変えて出る信号一 越し、その出力を解析するもので、系の特性を

理論的、実験的に取り扱うのに有力であるQ
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

8

安定・不安定の概
Oと条件．一制御の安定・不

　安定・不安定という概念は、物や人間の心に
ｮきが伴う場合に現われる。物に動きがあっ
ﾄ、はじめて制御が成り立つので、安定・不
ﾀ定は制御工学にとって大切な概念である。制

　森　　　政広
i東京工業大学教授）

@小　川　鑛一
安定一 御系と物理系を対比させ安定、不安定現象を説 （東京工業大学助手）

明する。

制御系の周波数応
　制御系の特性を表わす別の方法に周波数応答

ｪある。これは、系の入力に周期可変の難波波

9
答一正強豪の魔カー を入れ、その出力応答を振幅と位相に注目して

�ﾍするものである。任意の時間関数は種々の・
同　上

周波数の正弦波に分解できるので、これらにつ
き述べる。

制御対象に操作を加え希望通りにすることが

制御装置 制御であるが、この操作を指令するものが制御

10 一頭脳にあたる 装置である。ここでは、プロセス制御の装置で 同　上

制御装置一 ある調節計、澄よびサーボ機構の制御装置の基

本としての補償回路について説明する。

制御用機器は種類が多く、プロセス制御ンー

制御用機器 ケンス制御、サーボ機構、数値制御などとその

11 一制御特有のバー 名称分類によって使用制御機器も異ってくる。 同　上

ドウエアー一
ここでは、プロセス制御とサーボ機構を例に取

診上げ、その代表的制御機器について解説する。

科学の進歩と計測技術は澄互に深い関係を保

12
計測の話

ち発展した。制御工学においても、計測技術な

ｵには制御不可能である。本章では、物理景を 同　上
一なぜ測るのか一 測るためエネルギー変換型センサとエネルギー

制御型センサについて説明する。

センサの種：i類は非常に多く、また一つのセン

センサ技術 サでも使用目的に応じ工夫を凝らすことにより、

13 一センサと頭は 多岐にわれる応用が考えられる。ここでは、エ
lルギー制御型センサの一つである抵抗線歪ゲ

同　上

使いよう一 ・一 Wを取り上げ、その幅広い応用の一端を紹介
する。

制御理論はここ十数年の問にいちじるしい進歩

14
最近の制御工学，

齬攪_の世界一

をとげた。本章では工学における理論とは何か、

ｻの有用性、その背景、その体系の美などにつ

ｫ、現代制御理論に主幹を置いて解説し、学問

同　上

の世界をかい間見することにする。

上述の14章を総括し、要点を復習し、計測・

まとめ 制御の未来を展望する。

15 一まずます広がる 受講者に将来への希望を与え、勉学努力への 同　上

計測・制御一
エネルギ源とする。
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　　　＝＝解析と設計＝＝
　　　　　　（科目名変更を希望）

〔主任講師：阿武芳朗（東京工業大学教授）〕

全体のねらい

　本四では、工学的設計の学問ならびに工業技術における意義と位置付けおよび思考過程につき論じ、

設計を進めてゆくために、工学的性格として、解析と総合の問題を論じ、実行上の問題として、創造’

性、信頼性ならびに生産性を論じ、実務上のまとめとして、償値分析、決定論、自動設計、開発・設

計管理を論ずる。以上により技術者として、社会に貢献し得る設計とはいかなるものかを、なるべく

具体的に会得させるための教養講義とする。

主な項目

　工学的設計の基礎、設計と情報、工学的解析、設計と創造性、設計と信頼性、設計と生産性、償値

分析、決定論、自動設計、開発・設計管理

補注　講義担当の立場では授業科目三更噸解析と設計”は、本講義内容よりみて不適当と考えている。

　　　できれば鷲設計論”、鱈工学設計”、電。設計工学”

　　　　　　　　　③　　　　　②　　　　　①

　　　（○希望順位）などの訂正希望。
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・＝ ｨ　　質 工　　学＝

〔主任講師：町田周郎（放送大学教授）〕

全体のねらい

　自然界に存在する物質（元素から化合物まで）のもつ各種の性質に関する基礎知織をもとに、自然

界の物質を物理的、化学的手法により人工的に処理し、人類：に有効なエネルギーや材料として活用す

る過程について説明する。特に物質論よぴ材料の各種の性質の調べ方や新たに要望される性質とそれ

を生み出す手法等を現状に澄ける新材料等を例に解説する。

主な項目

（1）地表を作る物質

②　物質の分類と性質

（3）物質から材料へ

（4＞材料発達の歴史

（5）材料の生産手法

（6）材料の試験：法

（7）未来の材料（新材料、先端技術）三
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＝＝エネルギー工学＝

〔主任講師：丹生慶四郎（東京工業大学教授）〕

全体のねらい

　これまでの人間のエネルギーの利用の歴史をふり返り、現在の使用状況を調べて、今後の使用の見

通しを探る。一方エネルギー資源を調べ、新しいエネルギー源の開発の必要性を悟らせる。化石燃料、

原子力の特色、推定埋蔵量を述べるとともに、新エネルギー源としての自然エネルギー、核融合の開

発の技術の現状を教え、今後の社会の発展がエネルギーの開発と深くかかわっていることを知らせる。

エネルギーを有効に利用するための代表的なエネルギー法とその工学、特に効率について述べる。

主な項目

（1＞エネルギーの利用量

②　再生可能エネルギー

（3）非再生可能エネルギー

（4）化石燃料

（5）原子力

⑥　自然エネルギー

（7）核融合

（8）エネルギー変換工学
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＝サ」ビス産業論＝

全体のねらい

　サービス産業は統計的には第三次産業の「サービス業」として分類される。経済の高度成長と、石

油危機により拍車をかけられ「サービス経済化」によっ、て、第三次産業には新しい分野も生まれ、現

状は極めて流動的な状況にある。本講では流動的な現状を把握するフレームワークの提供と、現状分

析による実態の解明、問題点を明らかにしたい。

主な項目

（1）サービス産業の概念規定と分類の検討

（2）サービス経済化とサービス産業の関連のメガニズムの解明

㈲　サービス産業就学者割合の動向、『とくに女子パートタイマーの動向

（4）サービス需要の動向

㈲　代表的サービス業の実態と問領点
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　　　　　　　　＝・哲学的人間学＝

〔灘：難濃茶の水女子大学名誉教授）〕

回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
5＜レ8

@25
哲学的人間学とは

ｽか

　世界観人生観の学としての哲学的思考

ﾌ特質を芸術、宗教、科学のそれと対比

ｵて説明し、哲学の新しい分野として現

ﾝ注目をあびている哲学的人間学への導

?�獅ﾝる。

藤　田　健　治

2
9
／
　
1

哲学的人間の課題・人間とは何か
　人間とは何かという問いに対しては古
?ｳまざまのアプローチが試みられ、現
ﾝでも自然科学、社会科学、人文科学な
ﾇの分野でこの問題の解決にむかって努力が傾けられていをが、実はその根底に

N学的人間学というものが無ければならないことを明らかにする◎

同　上

3 8
人間の根本的・本
F質的あ！）方

　ではひとしく人間を主題にしながらも

N学的人間学と他の学問の人間研究との

ﾔにどのような相違があるかを考え、哲

w的人間学が求める人間の根本的・本質

Iな規定の分析を試みる。

藤　田　健　血

?@埜　　　肇
i筑波大学教授）

4 15
人間の活動形式・

s為と認識の現象学

　まず人間を形式の面からとらえるため
ﾉ、実践とか行為といわれるものの本質
ﾍ「目的実現」にあり、認識とか知識と
ｩいわれるものの本質は「意味表現」に
?驍ﾆいう点で区別されると共に、この
ｼ面が現実生活では交錯する関係にある
ｱとを指摘する。

藤　田　健　治

5 22 人間把握の認識論

　従来の認識論が主として物噌般につい

ﾄのものであったのに対して、人間の立
黷ｩらの認識論、すなわち人間自身にと
ﾁて最も重要な対象である人間そのもの
�ﾇのようにしてとらえることができる
ｩという問題を考える。

同　上

6 29
認識目的達成の可

¥性と現実性

　認識の目的である真理把握が達成されうるかど5かという可能性については、

蜑T獣糞羅疑簿盾律や理由律があり、またこれに対するものとして弁証法とか非論理的な無限処の存在などが問題となるということを論ずる。

同　上

7 1（ン㊨馬

人間の主体的・実

ｿ的あ砂方

ｻの1
ｶ命としての入間

　つぎに人間のありかたの最も基本的な

烽ﾌとして、自然的欲求の充足活動があ

驍ｪ、この欲望人を「生命としての人間」

ﾆ名づけ、そのありかたを明らかにする。
同　上

一238一



回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

しかし、人間の活動は欲求の充足だけ

8 13
その2
ｸ神としての人間

に尽きるものではない。「生命としての
l間」の立場を越え、精神的な生きがい，
�≠ﾟて理想や理念を追求する活動の主

藤　田　健　治

体を「精神としての人間」としてそのあ
り方を考える。

理想や理念は真・善・美によって代表
される精神的価値であり、その価値の実

9 20 続精神としての人間
現が文化（科学・道徳・芸術）であるが、 同　上
このような価値の分化とその相互関係、

また価値間の比較と序列など価値体系に
関する問題を考える。

私たちはまずかけがいのない「この私」

として生きているが、この人間の個別性

10 27
その3

ﾀ存としての人間
・主体性の根源にある「実存としての人

ﾔ」を、とくにそれの最も顕著な現われ
同　上

として宗教との関連に追いて明らかにす
る

以上に述べたのが人間存在の分析面で

11 1］／3
人間のあり方の相互

ﾖ係と統一、全人

ある。これに対してその総合面として「
S人」が成立するための本質的な法則関
n、とくに全人の根本的現象である知・

同　上

愛・幸福・職業などの哲学的な意義を解
明する。

これまでに考えた人間の本質を基礎と
して、さらに具体的に人間をとらえるた

12 10 歴史的社会の形成
めには集団的人間関係（空間的）と時代
I発展（時間的〉という二つの要素によ 同　上．

って可能となる「歴史的社会」を考察す
る必要があるが、先ず人間の本質的あり
方の集団化について考える。

歴史的社会に点け
　個衆人間がもつ歴史的社会に適応する

ｶき方と歴史的社会から疎外される生き

13 17 る個と歴史的社会 方とを基として歴史的社会の動態と動因 同　上
の動態 とを究明する。．

歴史的社会に輝いてあり、あるいはそ

歴史的社会を超え れに深く関わりながら歴史的社会を超え
14 24 るもの

るものとされる実存と超越者もレくは超 同　上

越的体験とさらに理念について論雍する。

歴史的社会に診け
　理念中歴史的社会の現実に最も直接的

ﾖわりをもつ道徳的理念の役割と実践の

15 12／1 る倫理の役割と世 立場からする世界史の発展の目ざす究極 同　上

界史の究極目的 目標の意義とを究明する。
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一知識と学問の構造＝＝
　　　一知の構築とその呪縛一

〔主任講師：大森荘蔵（放送大学副学長）〕

全体のねらい

　1づの中央構造線が現代学問の中央を貫いてこれを2つに：分断している。自然科学と文化
科学に、理科と文化に、そしてスノウの言う2つの文化に、更にこの分断は日常生活での人間観をも．

し貫いている。この分断の基底には物と心の分裂があると私は考える。日本と西洋の両方にこの分裂の

由来を尋ね、学問と人間観の一体性を回復することを試みる。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 概　　　　　　説

　全体の予備的説明。函欧では16、17
｢紀の科学革命によって世界観の転換が
nまった。これを「略画的世界観」→「
ﾗ密世界観」への転換とみる。それが幕
毎ﾛ新期に日本で同じ転換を促した。こ
黷ﾉよって物の死物化、心身の分裂が生隊

大　森　荘　蔵

i放送大学副学長）

2 略画的世界観

　略画的とは精密な計測、表面的な論理
I整合性にこだわらぬこと。そこでは天
n人は一体として共感し、人間は神、霊、

?ﾒと共生し、過去と未来は現在に溶融
ｷる。動物、岩石も霊を持ち、物は生き
ｶきとして死物では旨い。

同　上

3 日本の略画的世界観

　古代神話、本居宜長の国学、江戸時代
ﾌインテリを支配した朱子学、そして基
ｬ思想としての仏教、に診ける略画世界
ﾏについて述べる。荻生狙彼伊藤仁斉
O浦梅園、等にも言及。そして幕末に強
ｭなった洋学受容について。

同　上

4
西欧古代中世にお

ｯる略画的世界観

　イオニア自然学、アリストテレスに例
�ﾆる6細密世界観への起動力をもって

｢たデモクリストの原子論はアリストテ
激Xの圧力で押えこまれた。更に細密化
ﾌ始動としての天文学、静力学、解剖学
ﾉも触れる。

同　上

5 密画世界観の開始

　「円」信仰の呪縛からの最初の解放と

ｵてのケプラー、アリストテレス的神学

ﾉ対する挑戦としてのコペルニクス地動

焉B細密数量描写としてのガリレイの動

ﾍ学。連続量描写を可能とした微積分学。

同　上
P

6 密画世界観の成長

　ガッサンデヨによる古代原子論の復活。

ｻ学の領域での原子論の確認。それに基
ﾃいた「点描法」（原子論的描写）の進
W。ラプラスの天体力学。それらにより
ｨはほぼ死物と化した。一方神は遙か天
繧ﾉ死霊は街を歩きにくくなった。

同　上

7
入体の細密化、死

ｨ化

　外部自然の細密描写が人体に及ぶとき

l体の死物化が進行する。レオナルド、
xツサリユウスの解剖学。それがデカル
gのf人間論」に至って人体は動物機械
ﾆなる。当然「心」は分離独立し、「機
Bの中の幽霊」（ライル）となる。

同　上
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

だがデカルトの予想が現実化するには
300年を要した。血液循環，呼吸、食物

8
生命の機械化、

ｻの緩慢な足取り
消化、発生と遺伝、これらの生命現象の
ﾗ密描写が完成するまで紆余曲節があっ

大森　荘　蔵

た。人体が死物体となるには手がかかっ
たのである。

神経伝導、脳の機能の細密描写は今だ
に進行中である。しかしそれが完成して

9 意識④）の機械化
も心の機械化とはならない。逆に心はま

ｷます死物人体から浮き上り人だまのよ
同　上

うに浮遊している。心身の分裂は増大し

現代人の迷いとなっている。

西欧¢）密画世界観の受容は主として江

10
日本における世界

ﾏの転換

戸期の医師によって行われた（例えば解

ﾌ新書）。その時以来今日までその人間

ﾏが最も抵抗をうけたのは当然である。

同　上

その抵抗の模様を観察する。

無限の宇宙の細密描写を現実にはなし

11
密画世界観の基本

I概念

えない。そのため公理的方法に近い理論
ｻが必要となる。その理論による説明と
ﾍ何であるか。一方略画的描法をも併用

同　上

せざるをえない社会人文科学における描
写方法（デユルケム、ウエーバー、リツ
ケルト〉。

細密描写の基本は世界の時間的変化の
描写である。この「変化」の概念を分析

12 原子論描法と場描法 すると、可能な描法は原子論的描法と場
`法としか：ないことを論証する。現代自

同　上

然科学はまさにこの論理的選択可能性の

枠内で展開してきたのである。

ここで残された現代の問題、心身問題

13
略、密、’両描法の

u重ね描き」　・

に入る。まず生命論ではアリストテレス
ﾌ形相としての霊魂論に還るべきと考え
驕Bそれは上記の略画、密画両世界観の

同　上

「重ね合せ」、「重ね描き」として理解

できるからである。　　　　　1

一方心の問題もまた上記二描法の「重
ね描き」として理解しうる。密画世界観

14 心の　問題　1
によって死物化された物はそれによって
ｪ画世界観でもっていた生命を取り戻す

同　上

であろう。これを記憶、感情、想像、美
的感覚等に診いて説明する。

一方、外界からの刺激による脳の興奮
それによって生じる知覚像、という生理

15 心の問題　2
学の細密描法を批判、それに代えて「脳
ｧ視」の見方を提出し、幻像や十人十色

同　上

を説明する。これによって両描法の「重
ね描き」が完成し、心と物は昔の和合に
返る。
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＝＝ s為と規範＝＝

〔主任講師　黒田　亘〕

全体のねらい

　省然的存在であると同時に社会的、政治的な存在である人間は、さまざまな規範に従いつつ、それ

ぞれの個性に応じた価値の実現を目指して生きる。そういう人間存在の多面性を集約的に表現する囎曾

行為”について、基本的な諸概念と諸問題の分析を試み、実践哲学の基礎的な構想を固める。

回

1’

2

3

4

5r

6

7’

テ　　　一　　　マ

事実・規範・価値

価値判断は事実判
断から導出できる
か

「規則に従う」と
いうこと

合理化の限界

行為の構造一1一

行為の構造一2一

人格の概念

内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

この講義でとくに重要な意味をもつ諸概念に

つき説明し、全体の構想を述べる。

i値 黒　田　　　亘
i東京大学文学部教授

いわゆる「自然主義の誤謬」をめぐって対立

判 する諸立場につき説明し、問題解決の方向を探
る る。 同　上

ルール懐疑主義に関する最近の議論を手がか

と りにして、「規範」の概念の分析を進める。

同　上

｛

行為に関する「理由づけ」ないし「正当化」

の論理構造を問い、合理化の営みを支える「非

合理」の所存を示す。 同　上

因果説の立場から行為の基本構造を論ずる。

一 同　上

「基礎行為」の概念について説明しながら、

前回の論旨をさらに展開する。

一 同　上

同じく行為論の基礎概念である。「人格」に

ついて説明し、これが行為に関する諸理論の総

合の要となることを示す。 同　上

・一 Q42一



回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

自由論と決定論の対立に関連してボツブズ、

ロック、ヒュームの古典的見解を検討する。 黒　田　　　亘
8 自由と必然一1一 （東京大学文学部教授）

前講をうけて、自由と決定の問題を分析的に
解明する。

9 自由と必然一2一 同　上

古典的左「アクラシァ」（意志薄弱）の説や

倫理的決楽説などに論及しながら行為の「動機

10 欲望と意志 づけ」について考察する。 同　上

ホッブズ、ロック、ルソーの古典的見解を相

互に対照しつつ、基本的な問題点を指摘する◎

11 社会契約説 同　上

前講を踏まえ、さらにロールズ、ノジぞク等

の所説を参考にしながら契約説の意義を考える。

12 契約説の現代的意：義 同　上

二つの概念の相互関係を考察し、法と道徳の

13
権利と義務の概念
ﾟぐって

境界に位する諸問題につき述べる。

同　上

．行為の規範の合理的体系化を目指す理論の典

型として功利主義の再評価を試み、現代に澄け

14 功利主義の再評価 るその理論的課題を考える。 同　上

これまでの講義に基づいて実践哲学の基本構

想をまとめる。

15 回願と展望 同　上

一・ Q43一



　　　　＝文化人類学＝＝
〔主任講師：祖父江孝男（国立民族学博物館教授）〕

全体のねらい

一言で謙ば・燗が他の勲と異なる特性としての「文化」陳点をあてる・そして人間の特質・

文化の特質から出発し、こうした文化が世界の各地においてどのような地域差を持っているか、また

文化はどのような構造を持っているかについて、出来るだけ具体的に諸民族を眺めながら考えていく。

　こうしてさまざまな異文化の存在を知ることにより、異なった民族との間に相互理解を持つことが

出来るようにするのも、大きな目標である。

主な項目

　文化人類学とはどんな学問か？　文化の特質、文化の進化と伝播、さまざまな生業（狩猟採集、農

耕、牧畜等）、言語の構造、婚姻・家族・親族・宗教・儀礼、民族性と国民性・文化変化とアカルチ

ュレーション、カルチャー・ショック等

一244一一



　　　　　＝アメリカ論1＝
〔主任講師：猿谷　要（東京女子大学短期大学部教授）〕

全体のねらい

　ここでは北米（アメリカ合衆国とカナダ）を取り上げる。日本と違い、非常に多面的な性格をもつ

国なので、下記の項目に従がい、3～4人の講師に分担して貰った方がよいと考えている。アメリカ

についての情報が盗れていながら、実はアメリカの本質がまだ多くの日本人には理解されていないの

で、インフォメーション・ギャップを埋めるような工夫を具体的に考えてみたい。

主な項目

（1）歴史（日米関係を含む）

（2）政治・外交

（3）経済

④　社会

（5）生活文化

（6）　カナダ

回
回
回
回
回
回

4
　
り
0
　
9
臼
　
9
U
　
9
臼
　
9
臼
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　　　　＝アメリカ論皿＝
〔主任講師：猿谷　要（東京女子大学短期大学部教授）〕

全体のねらい

　ここではほとんどラテン・アメリカといってよい中米澄よび南米を取り上げる。たくさんの国を含

んでいるので、全体に共通する事項と、国別に特殊な事項をどのように均衡させてカリキュラムを作

るかがポイントとなろう。以下はラフな試案にすぎない。

主な項目

（1）歴史

（2）政治

（3）経済

（4）社会・文化

（5＞各国別

　①　メキシコ

　②　ペルー

　③　ブラジル

　④その他

（6）国際関係のなかで

回
回
回
回

2
　
2
　
2
　
2

回
回
回
回
回

9
臼
　
1
　
9
臼
　
1
　
4
1
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＝　ア　ジ　ア　論　1　＝

　　　〔主任講師：浜口允子〕

全体のねらい

　①では東アジアをあつかう。

　東アジア世界とは如何なる世界か。その特質はどのように形成されたか。

　以上の設問をもとに、本論は、中国を中心とした東アジアの独自性の諸相を、由来に遡って理解す

ることを目的とする・その際考察の軸としては・歴史上の各時代を集約的に表現する幾つかの物を、

取り上げる。そして、それらの生産や流通・交易の姿を通して、各社会のあり方や人々の生活、国際

関係等を考えることとする。

主な項目’

　（時期的区分では、中国の各時代に則り）

　般・周の時代、漢の時代、唐の時代、宋の時代、明・清の時代、近代………

　（「物」としては、例えば）

青銅器、絹、塩と鉄、陶磁、香辛料、茶、稲（米）、綿（綿布）、アヘン∵……

また代表的な都市、交易体制等にも触れる。
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　＝＝　ア　ジ　ァ　論　］1　＝

〔主任講師：和田久徳（放送大学教授）〕

全体のねらい

　アジア論においては、アジア諸民族とその文化との発達澄よびその特性について明らかにし、日本

民族とその文化との関連を考慮しつつ述べる。日本と地理的文化的に近接する諸民族の歴史的展開を

知ることによって、わが民族文化の形成過程を国際的視野において理解し、さらにわが国の今後の発

展方向を探る手がかりをえてもらいたい。

　：Hでは、東南アジア諸民族の歩みを中心にあつかう。

主な項目

諸国家の展開（扶南、林邑、シュリーヴィジャヤ、パガンなど）、東西海上貿易の発展、ヴェトナム・

タイなど諸民族の発展、セイロン仏教、イスラム教の受容、東南アジアに澄ける中国人社会。

一248一



＝ヨーロッパ三三＝
〔主任講師：阿部玄治（千葉大学教授）〕

全体のねらい

　現在、東欧圏の大きな特徴は、社会主義体制及びこれと結びつく独裁政治体制でうる・ソ連の独裁

体制は社会主義体制の必然的結果なのか、文化的に遅くれたソ連の特殊な歴史的背景によるものか議

論があるが、少くともスターリンの独裁を成立し易くした過去の歴史や伝統のあることは否みえ塗い。

このような歴史的背景をロシア史のみでなく、東回全体の歴史的絡み合いをも考慮しつ＼考察したい。

主な項目

（1）ソ連・東欧の現情

（2）スターリン体制の成立事情〔この説明を出発点として過去に回る〕

9
U
4
だ
0⑤
の
訪
朝

ソ連東欧の地理的環境と歴史への影響

ビザンソのスラブ世界への影響

遊牧社会（モンゴール、トルコ）のスラブへの影響

ゲルマンの東進とその影響

ロマノフ朝独裁の成立

ピョートル独裁

19世紀ロシアの独裁体制

一249一



　　　　＝　ア　フ　リ　カ　論　＝

〔主任講師：川田順造（東京外国語大学助教授）〕

三体のねらい

「ナフリカの姿を過去現在にあたってか：なりくわしく、しかも全体像がつかめるような形で紹介する。

写真、図版、ビデオ、録音（道具、衣服、楽器などの実物も）を豊富夜使い、アフリカの姿がいきい

きと視聴者に伝わるように工夫する。日本人との関係でのアフリカ、現在から未来へ向ってのアフリ

カにつらても十分考えるようkしたい。地域別各論では、それぞれの地域でめ現地調査経験の長い専

門家を適宜ゲストに招いて、川田がきき役になり対談形式で他の地域と対比させながら次第に全体像

が作られていくように：したい。

主な項目

（1）アフリカとは

（2）自然、資源

（3）人種、言語

④　文化と歴史（総論）

（5）文化と歴史（各地域別）北アフリカ

（6）同、西アフリカ

（7）同、エチオピア

（8）同、東アフリカ

（9）同、中部アフリカ

⑩　同、南アフリカ

⑪　アフリカの都市

⑫　植民地支配下のアフリカ

⑬独立国家

⑭　　「未開」と「低開発」

⑮日本とアフリカ

・一 Q50一



＝日本文化論＝二

全体のねらい
　「日本文化論」は、日本文化の特質を広く時空にわたって分析し、これを築き上げてきた日本人の
長所と短所を理解させるとともに、将来ゐ展望を澄こなうことを目的とするものであるあ

回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

導入は現代的諸事象一高層ビル・出
動風景・コンピューター操作・タケノコ

r1
57／2

@8
世界の中の日本文化

族●プアツシヨンショウ等々一の例示。一見どこの国とも判然としない日本の現 長谷　章久
i埼玉大学教授）

状にも、伝統文化が息づいていることを
実証。文化と文明について論じる。

奈良時代に齢げる衣・食・住など実生
活関連の分野でさえ、今日その実相を確

2 15 謎　の　　古　代
面することは困難である。ましてそれ以
Oの時代ともなれば、日本人と原初の文

同　上

化について不明の部分があまりにも多い。

その謎がいかなるものかを再確認する。

日本文化の基盤である日本語について、

3 22 日本文化と言語

その系統や特質を対談形式で論じる。わ
ｪ国には「目は口ほどにものをいい」と
ｩ「いわざるは、いうにいやまさる」と
ｩの俗諺があり、控え目な表現を美徳と

柴　田　　　武
i埼玉大学教授

@　　・言語学）

する風がある。その生因や現状をも考察。

風土の概念を述べ、日本文化とわが国
、 独特の風土がいかに濃密に関連している

4
58／1

@5
日本文化と風土性

かを考察する。特に自然観についてヨー
鴻bパの人々との相違を追求する。また 長谷　章久
国内各地の住民性及び地域文化について
も言及したい。

漢字の使用をはじめ宗教・制度・文学
等外来文化の摂取は、古代日本文化の形

，5 12 外来文化の受容
成に大きな意義を有していた。ここでは
ｽ安遷都にあたり唐音でうたわれた新京

同　上

白詩を中心に心酔時の様相を述べ、10世
紀以降の国風文化勃興を考察する。

古来日本人が抱いて来た生に対する観
念を紫式部日記絵巻・彦火斗出見命絵巻

6 19 生　　　と　　　死
の出産場面を示しつつ解説、また死の観
Oに関しては、これを稼れとして捉えて

同　上

いた時期から近代作家の自殺に至るまで
文学作品を中心に考察する。

わが国の文化は10世紀に及んで漸く独
自性を発揮し始める。ここでは主任講師

7 26 平安文化の特色
が中心となって作成した教育映画「平安
ﾌ四季」（東映：。上映時間22分）を併用

同　上

し、平安文化の特色を説明、後世岱の影
響に言及する。

一・ Q51・一



回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 魏 伝統　と　現代

’平安文化は後世の文化や習俗に大きな

e響を及ぼしたばかりでなく、日本人の
C質（国民性）にも作用せずにおかなか
ﾁた。ここでは芥川龍之介の「手巾」を
闕ﾞに外国人の参加を求め、彼我の文化
ﾁ性及び国民性について検討する。

長谷　章久
_イアンフェイ
i埼玉大学院生）

k　　　慧珠
i埼玉大学院生）

9 9 あはれ・をかし・
@幽玄・美の理念

　平安文学が生み出した美の理念「あは
黶iひいては、もののあはれ）」・「を
ｩし」・「幽玄」について解説、とりわ

ｯ四季や色彩との関連を重視し、絵画や
??�?ﾌ例としてあげる。能・狂言・
ﾌ舞伎・音曲の類にも言及するであろう。

長谷　章久

10 16 無　　　常　　　観

　世の無常は早く万葉集にもうたわれて
｢るが、中世に及ぶと明確：な無常観をか

烽ｵ出し、これが現代にも糸を曳いてい
驕Bだが、この観念はわが国のみならず
ﾘ国・中国など近隣仏教国にも共通して
Fめられるので、広い視野から追求する。

同　上

1ユ 23 日本人の信仰

　神道と仏教との関連即ち本地垂跡思想

ﾌ発生から排仏棄釈に至る過程を通観し

ｹせて切支丹信仰に関して長崎の二十六

ｹ人・踏絵・切支丹燈篭・隠れ切支丹墓

凾ﾌ具体例をもとにその篤さを検討する。

長　谷　章久

Aルムブル
@　スター神父
i上智大学）

12 罐 現代宗教的心情

　日本人の多くは、なぜ結婚式を神式で

虫ｮを仏式でおこなうのか、なぜクリス
}スを馬鹿騒ぎで過すのかといった卑近
ﾈ例から現代人の宗教的心情を探り、他
ﾊ山岳信仰、お遍路等がおこなわれてい
骼鮪ﾀから、現代人の生の意識を考える。

塩入亮　達
i大正大学教授）

13 9 外来文化の受容

　近世初頭における南蛮文化及び明治以
~の西洋文明の受容と、それによる変貌
ﾌ状況を分析する。文明開化を標回して
ﾈ来わが国の近代化には目覚ましいもの
ｪあるが、その反面白白がなかったわげ
ﾅはない。「菊と刀」等を参照して考察。

長谷　章　久

14 16 小さなものの美しさ

　古来短詩型化の一途を辿った和歌や美

p工芸品の種々相を例にあげ、日本人の

烽ﾂ繊細さと単一一民族としての共感性を

ｪ析する。その反面、なにゆえ論理性・

n造性に欠げる点があるのかも追求する。

長谷　章久

ｴ　　　　　裕
@　（俳人）

15 23 日本文化の将来性

　現状分析。産業用ロボットなどメカト

鴻jクスの発達に影ける技術革新がもた

轤ｷ功罪を論じ、経済発展と同時に精神

ｶ化の高揚をはからねば世界の中の日本

ﾍあり得ないことを説く。

長　谷　章　久

ｲ藤　潔人
i昭和女子

@　大学教授）

一252一
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＝西洋近代の哲学思想＝
　　　　　　　　（→哲学思想史）

ほ響…雪奪灘筑溝釧

全体のねらい
　ルネサンスから19世紀前半にいたるヨーロッパ近代の哲学思想、世界（自然と人間）像と知識

（学問）論との展開に重点を旧いて概観し、現代の哲学思想への移り行きを考える。

回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師＼
i所属・氏名）

近代思想の特徴を「開かれた宇宙」と

1
56／4

@5
ル　ネ　サ　ン　ス

「新しい人間」という観点からとらえ、

ｩ然科学め発生と人文主義の展開をたど

閨Aさらに固有の意味での哲学思想とし

中　埜　　　肇

i筑波大学教授）

て、自然哲学と神秘思想について述べる。

「経験」にもとつく新しい学問方法論

2 12 Fr．　べ・一　コ　ソ
の提唱者としてフランシス・ベーコンが

qべた学問の分類、イドラ論、帰納法な
同　上

どの意味とその限界を考える。

「普遍学」の基礎を徹底的な懐疑によ

って達せられる「自戒」（＝理性）の確実

3 19 デ　　カ　　ル　　ト 性の中に求めたデカルトが、それにもと 同　上

ついて展開した二元論的な世界観（とく

に心身関係論）の問題点をさぐる。

機械論の立場からする演繹的な思考方

法を自然現象よりも、むしろ人間社会の

4 26
ホ　　ッ　　プ　　ス 構造に向けたホップスが社会契約の必然 同　上

性と国家権力の絶対性に到達した過程を
述べる。

「神に酔える無神論者」と称せられた

5 5／3
、ス　　ピ　　ノ　　ザ スピノザの汎神論が、神の絶対的無限性

ﾉ対する信仰の論理的な帰結であったこ 同　上

とを明らかにし、スピノザの考え方が哲

学の模範とされる理由を考える。

17世紀に澄げる最大の総合的哲学者で

あったライプニッツが、無限量で極微の

6 10 ライ　プニ　ッ　ツ 実体「モナド」にもとづいて構想した連 同　上

続的で調和的な世界像の本質を明らかに
する。

哲学を人間学として確立しようとした
啓蒙思想の先頭に立つロックが、独断的

7 17
ロ　　　　ッ　　　　ク な理性論に対抗し、近代的知識論の出発

ﾆして、初めて人間の認識能力を批判的
同　上

に吟味し、「経験」にもとつく認識論を
確立しようとしたことの意味をさぐる。
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回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ロックの知識論をさらに進めて「在る

8 24 ノミ　　一　　ク　　リ
ことは知られていることだ」という経験

蜍`的観念論の立場に達したバークリ僧

中　埜　　　肇

i筑波大学教授）

正の考え方について述べる。

ロックに始まる知識吟味：作業の完成者

であったヒュームが、経験主義の立場を

9 31 ヒ　　　ュ　　　一一　　ム 徹底することによって懐疑論に接近した 同　上

プロセスを因果の問題を手がかりにして
考える。

イギリスに始まった啓蒙思想がフラン
スに入ると「百科全書派」に見られるよ

10 6／7
フランス啓蒙思想
ﾆルソー・

うなラジカルなものになった過程及び啓
ﾖ思想の中にある文化と進歩とに対する

同　上

信頼を徹底的に批判したルソーの考え方
について述べる。

フランスから移入された啓蒙思想のド
イツ的なあり方を、その代表者であるフ

11 14
ドイツ啓蒙思想と
Jント

リードリヒ大王とヴォルフについて見た
ﾌちに、啓蒙の精神を深め、これをつき
ﾊげて独自の批判哲学を構想したカント

同’上

の問題意識を、まず「純粋理性批判」に
ついてみる。

カントの批判哲学の発展を「実践理性

12 21
カ　　　　ソ　　　　ト

iつ　　づ　　き）

批判」「宗教哲学」及び「判断力批判」

ﾉ即してたどり、カント哲学の意味につ
同　上

いて考える。

カントの二元論的な批判哲学が、フィ

ヒテやシェリングの思考を通して、次第

13 28 ドイツ観念論哲学 に一元論的な体系構成へと発展し、それ 同　上

とともに、哲学がロマン主義の色彩を濃

くする過程について述べる。

ドイツ観念論哲学のみならず、近代の

哲学思想全体がヘーゲルにおいて頂点に

14 7／5 ヘ　　一　　ゲ　ル 達したことを、彼の絶対理性の哲学とそ 同　上

の方法としての弁証法とについて明らか

にする。

15 12
ショーペンハウアー・

Lルケゴール

　ヘーゲルの絶対理性の哲学に抗して、

Vしい哲学の視野を開き、近代から現代
ﾖの移行を示した三人の思想家の歴史的

同　上

マルクス
な意義について考える。　、
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＝社会思想弾弓
〔主任講師：城塚　登（東京大学教授、〕

全体のねらい

　近代の民主主義国家・社会、資本主義社会を形成してきた人たちの社会思想、またそうした国家・

社会のはらんでいる深刻な諸問題と対決し、その解決をめざした人たちの社会思想を考察し、現代の

高度に発展した社会に生活するわれわれが、人間らしいあり方を確保するためには、どのような国家

・社会をめざすべきかを考える。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

近代的な国家・社会は、資本主義経済の発展
（産業革命）と市民革命を通じて出現したが、

1 近代的人間の登場
それを担った合理主義的人間はルネサンス期に
o場した。マキァヴェリの社会思想を考察する

城；塚　　　＝登

ことによって、そうした合理主義的人間の社会
観を見る。

宗教改革：の指導者ルターの宗教思想のなかに

は、内面的信仰を通じて神と結びつく個人の自

2 個人の自立と自由
立と自由、職業労働の意義が確認されるなど、

ﾟ代社会を担う人間のあり方が示されている。
同　上

それはカルヴィニズム、ピュウリタニズムに引
継れる。

イギリスの王権反対派が権力をにぎった「ピ
ユウリタン革命」に出合ったホッブスは、個人

3
民主主義思想の成
ｧ（1）

の自然権から出発し、諸個人が社会契約によっ
ﾄ国家・社会をつくったという考え方を提出し

同　上

た。そこに民主主義思想の基礎がある。その間
題を考える。

「王政復古」から「名誉革命」にいたるイギ

4
民主主義思想の成
ｧ（皿）

リスで、ロックは社会契約について考えを進め、

ﾐ会契約によって公共的なものに権力を信託し

ｽ民衆は、権力者が信託に反すれば解任・更送

同　上

できるとし「主権在民」の考え方を確立する。

ロックの思想はフランス、ドイツなどヨーロ
ッパ各国の思想家に受けとめられ啓蒙思想とし

5
啓蒙思想の展開と
鴻}ン主義

て展開した。モンテスキュー、．ヴォルテール、

泣¥ー、カントなどの思想がそれである。その
同　上

反動としてシュレーグル兄弟らのロマン主義が
現われる。

フランス革命が自由と平等をスローガンにか
かげたにもかかわらず、流血と専制をもたらし

6
「市民社会」への

ｽ省
たのを見たヘーゲルは、スミスが自由な活動に

ﾏせるべきだとした「市民社会」のあり方に反
同　上

省を加え、国家が「市民社会」の活動を制・御す

べきだとする。

イギリスで紡績工場を経営したオウエンは、

労働者の生活改善に努めたが、さらに協同生活・

7 初期社会主義思想 協同労働の村を開設して社会主義を説いた。フ 同　上

ランスでは科学者と産業者が社会の主導権をも

つべきだと説くサン・シモンが現われる。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

8
マルクスの人間解

厲v想

　ヘーゲル哲学から出発したマルクスは、国家
ﾍ幻想の共同体であるとし、市民社会の自己変
vをめざした。そして資本主義の生産において
ﾍ、労働者は生産物や生産活動から疎外されて
｢るとし、人間の自己疎外克服を人間開放の課
閧ﾆする。

：城　塚　　　登

9
マルクスの共産主
`思想

　生産力に照応する生産関係を歴史の土台と考
ｦる唯物史観に立つマルクスとエンゲルスは、
走{主義が生産力の発展の妨げとなっていると
ｵ、生産手段の社会化を中心とする共産主義革
ｽを説く。また資本主義の経済学的解明を診こ
ﾈう。

ソ　同　上

10
フェビアニズムと

ﾐ会民主主義

　1884年にイギリスの知識人が結成した「フ
Fビアン協会」は、社会的善の実現をめざし、

y地や資本の公有、社会福祉・保障の充実をめ
ｴす。ドイツ社会民主党もベルンシュタインが
c会活動による労働者の権利拡大という路線を
oす。

同　上

11
マルクス主義思想
ﾌ展開

　後進国であったロシアでマルクス主義を受げ

ﾆめたレーニンは、資本主義が帝国主義の段階

ﾉ達したとし、革命を指導し実現した。他方、

ｼ欧では、ルカーチのように、労働者階級の主
ﾌ的自覚の形成が課題とされる。

同　上

12
合理化と官僚制の
竭

　社会の近代化を合理化の過程としてとらえた
買Fーバーは、官庁・軍隊・会社・工場などの
W団が官僚制の特徴を示すようになるとし、そ
黷ﾉ対し人間は対決しなければならないと説く。
ﾞは社会主義社会も同じ運命にあると考えてい
驕B

同　上

13 大衆社会の問題

　20世紀にはいり資本主義社会は産業的合理化

�iめたが、それとともに非合理的行動や激情

ﾉ走る傾向をもつ大衆が発言力をもつようにな

驕Bその病理を指摘したマンハイム、リースマ

唐ﾌ思想を見て、ファシズムについても考える。

同　上

14 管理社会の問題

　情報化社会といわれるように飛躍的に増大し
ｽ知識・情報を統括し、人びとの生活全体を制
艪ｵているのは、国家と法人大企業の複合機構
ﾅあるとするガルブレイス、組織された資本主
`がはらむ新しい問題を指摘したハーバーマス
�ｩる。

同　上

15
人間らしい社会を

ﾟざして

　これまで学んできた社会思想を踏まえて、日
{の社会の現状について考える。民主主義、官
ｻ制、大衆化、管理社会などが、日本の特・殊性
ﾆからみながら、さまざまな深刻な問題をひき

Nしている。これにわれわれはいかに対処すべ
ｫか。

同　上
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＝宗教理論と宗教史＝
〔主任講師：柳川啓一（東京大学教授）〕

全体のねらい
　宗教学は、かつて、比較宗教学と称せられたように、特定の宗教を歴史的に明らかにするよりは、

宗教一般を通じる理論を求めようとしてきた。本講義はその立場に立ち、宗教に強い関心を持つ人に

のみならず、宗教を持たない人々の宗教理解の助けともなってほしいという意図をもって、テーマを

編成した。

回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

一般に、日本人は無宗教であると云わ
れる。ところが、科学、技術の発展した

1
57／8

Q7
日本人と宗教

社会での中で、日本ほど宗教に満ちてい
ｽところは珍しいとも指摘される。この

柳　川　啓一
i東京大学教授）

矛盾をどう解釈すればよいかが、この講
義の序論となる。

宗教学は、もともと、ヨーロッパに成

暗した学問であり、キリスト教の伝統を

2 9／3 宗教　の　規定
@　　一聖と三一

になっている。しかし、他の宗教を含め
ｽ、宗教一般の解明を志した。その立場 同　上

から宗教の規定の一例を、「聖と俗」の
問題として取上げる。

狩猟、牧畜、農漁業など、自然とのか
かわりの深い生業においては、四季の移

3 10 季　節　の　祭 り変りごとに、祭が行われ、豊かな生産：

ｪ祈られた。現代においても、この形式
同　上

が生きている。祭は、人々をエクスタシ
一にまで高める作用ももっている。

人間の生涯においては、誕生、成人、

結婚、死亡などの折目がある。このとき

4 17 通　　過　儀　礼
に、新しい段階、状態になったことを確
Fする儀式が行われる。これを通過儀礼

同　上

という。この儀i礼の種類と意味について
の研究。

病気は、人生の苦しみのうち、耐えが
たいものの1つである。宗教は、この解

5 24 信　仰　治　療
決にあたろうとした。俗信、呪術と呼ば
黷骼｡療儀礼もその試みである。さらに

同　上

信仰によって病気がなおるということは、
何を意味しているか。

宗教は心の問題であるというが、心だ
けの問題ではない。　「行」によって、自

6 1Q／1
修　　　　　　行
@　一心と身体一

分の身体に一定の制約を与え、それを通
ｵて、精神の展開をはかろうとする。修

同　上

行がこれである。神秘主義とも関連する
ところが深い。

／ タブー（禁忌）は、何かをするなとい

う戒しめであり、原始宗教から世界宗教

7 8　’ ダブーから戒律へ に澄いても普遍的にみられる。ただ、内 同　上

容において、ユダヤ教の十戒、仏教の五

戒のように、倫理にまで高められる。
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回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 15 道徳　と　宗教

　宗教、ことに近代の宗教に澄いては、

ｹ徳と分ち難くなっている。いかに生く

ﾗきかという日常倫理の問題が主になる

ｩらである。しかし、宗教には、道徳を

ｴ越する分野のあることも特徴である。

柳　川　啓　一

9 22 宗教的世界観
@　一神と法一

　宗教は、科学とは異なる次元の、宇宙
ﾏ、世界観を持っている。その中心には、
l格をもった神（または神々）、あるい
ﾍ宇宙の法則が澄かれている。これらの
｢界の描写を、いくつかの宗教を比較し
ﾈがら研究する。

同　上

10 29 生から死への移行

　人間に死がな：ければ、宗教はなかった

ﾅあろうといわれる。宗約のもつ世界観
ﾉも、死後の世界、すなわち来世が描か
黷ﾄいる。まず、葬送儀礼を通して、生
ｩら死への移行がいかに考えられただろ・
､か。

同　上

11 11／5 死後の世界1
@一生者と死者一

　1つの考え方では、死者は生者とのつ

ﾈがりが完全には切れず、澄互いに憎げ

№墲ﾋばならないという。日本の祖先崇

?ﾒ供養にはこれが強い。近隣のアジア

ﾆの比較も必要になろう。

同　上

12 12
死後の世界II：
@一天国と地獄一

　死後の世界は、生前の行いによって、

sき場所が違うという考えもある。天国

ﾆ地獄に分ける来世観は、各宗教に澄い

ﾄ、精細に述べられており、ここでは、

ｲく一部を述べる余裕しかない。

同　上

13 19
社会と宗教1
@一宗教集団
@　　　　の類型一

　宗教は、この世の外へ逃わることをす
ｷめるだげではない。この世をそのまま
�ｯ容わることもあり、この世の批判、
?F革を志すこともある。その相違の理由

ﾌ1つは、宗教集団（教会、教団）の理
Oの違いに基づく。

柳　川　啓　一

｢　部美　哉
i日本女子大学

@　　　教授）

14 26 社会と宗教H
@一政治と宗教一

　政治と宗教の関係は、祭政一致から政

ｳ分離にいたるまで、さまざまのタイプ

ｪある。とくに、近代に渇ける両者の関

Wに重点を漉いて説明する。

同　上

15 12／3 現代にまデける宗教

　現代は宗教の衰退する時代とよばれる

ｱとは事実か。あるいは、宗教の内容が

ﾏわっているのか。日本における宗教に

熕Gれて、全体のまとめをする。

柳　川　啓　一
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　　　　　＝　歴　史　の　理　論　＝

〔主任講師：耀辮黎翻学名誉釧

全体のねらい

　歴史の理論を取り扱う際、歴史観の歴史的変遷を主として古代から現代に：到るまでを二二したb但

し各時代に知けるすべて歴史観に渉るわけに行かないので、代表的な人々のそれに限ることとした。

その場合歴史学自身と共に歴史哲学者の歴史観を取り上げたのは、後者により体系的なものを見出す：

ことが出来たからである。

回 テ　　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

山笠として歴史自身は多く書かれ旦読まれ

1 歴史とは何か

ているが、その根本にある歴史の理論について
ﾍ、現在多くの学者の注目を惹いていないかに
ｩえる。そこで先づ歴史とは何かということか
邇nめて歴史と理論的考察に対する関心を喚起

藤　田　健治
i三口の水女子
蜉w名誉教授）

する。

神話は古代人の一つの世界観的表示である。

神話を欠いた民族はかってなかったし、それに や

2 神話　と　歴史
当時の社会や文化の反映を見る事に異論はある

ﾜい。日本神話は世界的に稀にみる独自なもの
同　上

で、これをギリシア神話と対比してその本質を
明らかにする。

古代ギリシアの歴史観の代表として、ヘロド

3 古代ギリシアの
@　　　　　歴史観

トスとトゥキュディデスをとりあげる。前者の
ｨ語風歴史、後者の実用的（教訓時）歴史と呼
ﾎれる歴史記述の特徴を述べる。

阿　部、玄　治
i千葉大学教授）

ヘレニズムの世界市民主義、ロ門マの地中海

ヘレニズム・ローマ 世界統一のなかで、世界史への傾向が生じ、教

4 時代の歴史観 文史学において世界史が成立する。世界史記述 同　上

世界史の成立 のための紀年法が確立するためにはなお数世紀
を要する6

中世の歴史家はキリスト教の神の擾理が歴史

を貫くと考える。キリスト教の終末観と関連し

5 中世の歴史観 て、彼らは自分たちの時代を年老いた終末に近 同　上
い時代と感じていた。そこに中世特有の時代区

分も生ずる。

6

近代の歴史観
泣lッサンス史学
yびブルーノとヴ

　ルネッサンスとなって、中世期的な歴史に神
ﾌ三三を見る思想から離れて行くが、しかしそ馬れも一挙にという訳にはいかない。ブルーノの

ｩ然主義的世界観とヴィコの歴史主義的世界観

藤　田　健　治

iお茶の水女子

@　名誉教授）

｢　部玄治イコ
とに焦点をあてて説明する。 （千葉大学教授）

十八世紀は啓蒙主義の時代と言われるが、す

啓蒙主義の歴史観 べてを合理的に証明しようとする反動として十
7 とヘーゲルの歴史 九世紀のにロマン主義が台頭する。そしてこの時 同　上

観 代の総決算としてヘーグルの歴史哲学が時代を

大きく支配する。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

8

反ヘーゲル的歴史観

宴塔P
uルクハルトニーチェ

　ヘーゲルの一世を風廃した歴史哲学に対して

¥九世紀後半から反ヘーゲル的な潮流があらわ

黷驕B歴史哲学もブルクハルトやらニーチェが

v々ヘーゲルの歴史学に反対して新生面をひら
ｭ。

藤　田　健　治

i澄茶の水女子

蜉w名誉教授）

9

マノレクス

Gソゲルス
yびマルクス主義
@　　　　の歴史観

　同じく反へ一グルの潮流の中でマルクシズム

煦ﾊ置する。その唯物史観として知られる下部

¥造と上部構造の規定関係は必ずしも普通解せ

轤黷驍謔､に明らかではなく、生産力の概念も

ｽびたび解釈を変える。

藤　田　健　治

i於茶の水女子

蜉w名誉教授）

｢　部充　治
i千葉大学教授）

10
生の哲学の歴史観
fィルタイ
@　　　とジルメル

二十世紀初頭に盛んである科学論、自然科学

ﾆ精神科学との境をどこで引くか、精神科学に

ﾁ殊の方法はあるか等の疑問に答えるべく生の

N学があらわれる。それは歴史理論からやがて

l間的そのものの哲学理論へと移って行く。

藤　田　健　治

iお茶の水女子

蜉w名誉教授）

11
現象学　の歴史観
Vェーラーと
@　　ハルトマソ

　フッサールの現象学自身が後期に生の世界を

u向するが、シェーラーにおいて歴史的社会の

ｮ向の研究として知識社会学が生れ、さらにハ

泣gマソにおいて精神的存在の問題として客観
I精神論が展開される。

同　上

12

実存主義の歴史観ハイデッガー

@　とヤスパース

　実存哲学はキルケゴールに澄いて反ヘーゲル
ﾌ立場を反歴史主義とみて現わしたが、ハイデ
bガーもサルトルもその哲学に良いて歴史的世
Eとの対決に進む。ハイデヅカーの歴史哲学は
條ﾔ性に基づいて展開される。

同　上

13

シュペングラー
@　とトインビー
a辻と田辺
@歴史哲学の現況

　この時代の歴史学自体はシュペーグラーとト
Cンビーにおいて代表される。彼等の文明批評，
ﾍ技術社会の到来や挑戦と応戦にみられる。日
{の代表的歴史哲学者としては、和辻の「風土1
ﾆ田辺の「種の論理」をとり上げる。その他ロ
Vア史のカーやマイネッケのシュター・トルゾン

剏黷驍ﾗき点が多い。従来歴史哲学とみられた
E社会変動や進歩と変形の理論等に社会学心理学

ﾌ新しい動きがみられる。

同　上

14

続歴史哲学の
@基礎学としての
@　哲学的人間学

　歴史哲学は畢寛するに人間の学である。そし
ﾄ又人間小生の哲学は究極に庇いてその生の歴
j的展開を求めざるを得ない。その意味で歴史
N学は人間学に帰着するのである。その意味の
l間学は生命・精神・実存と観想・実践を主軸
ﾆした世界構造と動態の学でなければならない。

�jの理論は究極に旧いて人間的生を時間的に
ｻ実的に把えるものであると考える。

同　上・
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　　　＝情報と記号＝
　　　　　　　　（→記号と人間）

〔主任講師：吉田夏彦（東京工業大学教授）〕

全鰐照した額をいくつ働上げて論ずることを通じ、燗の世界を理解する上でどん奴

記号に頼っているかを論ずる。記号について論ずるべきことは他にもいぐらでもあるが、わかり易く

することを旨とするので、あまり手は広げない。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1 さまざまな記号

　ことば、表情、身ぶり、字、文章、数字、術

黶A論理記号、交通標識、絵、音楽、建物、貨

ｼ、仏像、などといった例をあげながら、広い

ﾍ囲で人間と記号とが関係していることを論ず

驕B

吉　田　夏　彦

i東京工業

@　大学教授）

2 自然の中の記号

　遺伝、神経系、生態系、にみられる記号の例
�?ｰる。その働きが、人間のつくりだした記
?ﾌ働きと、どういうところで似ていて、どう
｢うところで似てないか、また、自然の中に、

L号をあやつる心のあるかないか、などについ
ﾄ話す。

同　上

3 機械　と　記号

　昔の道具、機械の中にみられる、記号伝達の

ｵくみ、コンピュータを代表とする、最近の情

�?搴@器での記号の役割について話し、自然

ﾌ中の記号と比較する。機械になぞられて自然

�揄�ｵようとする考え方についても論ずる。

同　上

4 通　　　　　　信

　遠く隔れたところに情報を送る時の記号の使

｢方を、古代ののろしの例から、最近の人工衛

ｯの例にまで触れながら話す。ラジオやテレビ

ﾉついても論ずる。

同　上

5 解　　　　　　読

　古代文字、暗号、の解読の例から始め、考古

w、歴史学、国際交流などにも触れながら、記

?�閧ｪかりにしてその表現しているものをさ

ｮろうとする努力のことを話す。

同　上

6 常識的なみとり図

　前回までの話をふまえ、記号が送り手から受
ｯ手に届くまでの過程についての常識的なみと
關}のようなことを話す。つまり、送り手の心’から、何段階の、記号の翻訳を通じて受け手の

Sに、情報が届くとするみとり図についてであ
驕B

同　上

7 誤　　　　　　解

前回のみとり図の問題点として、誤解のこと

�謔闖繧ｰる。特に、落語の「萄蕩問答」を例

ﾉして、誤解に気が付かないという場合のこと

�_ずる。

同上
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回

8

9

10

11

12

13

14

15

テ　　一　　マ

有用　な

コミュニケーション

記号のひとりだち

抽象　と　記

論

複数のモデル

世界　と　知識

ま と

P 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

解

　古典を読んで理解することが、その著者の意

}どおりのものであるという保証はないが、だ

ｩらといって古典を読むことが無意味だという

ｱとにはならない。この例をひきながら、誤解

ﾌ有用性とでもいうべきものについて話す。

吉　田　夏　彦

ヨソ

　前二塁で論じた事項をふまえ、記号をとおし

ｽコミニケーションとはどんなものかについて

lえる。伝承、儀礼といったものの意味、また、

｢代や性の違うものの間で話がかようとはどう

｢うことか、などについても話す。

同　上

iち

　記号自体が重要なものとなっている例を、抽

ﾛ美術、音楽、数学、数理科学、の例をひきな

ｪら話す。話好きな人間や一人で深く考えてい

髏l間も、案外、記号に魅せられているのかも

ｵれないといったことについても論ずる6

同　上

戸

　普通名詞や数詞の働を緒として、抽象的なも
ﾌを指す記号がぐ人間にとって、極めて重要な　　　　　　　　　　　　　　　　　　『

烽ﾌであることを論ずる。特に、多くのものを

ﾜとめたものを、また一つのものとして扱う時

ﾌ記号の働きをとりあげる。

同　上

理

記号表現の意味をできるだげはっきりさせよ

､とする手続きとしての論理について述べる。

_理は、根本概念、定義の手続き、根本前提

_証の手続きを与えることによって提示され

驕B

同　上

ノレ

　論理学の成果によって、遊蕩問答がいわば人

ﾔの宿命であることがわかる。しかし、このこ

ﾆは、かえって、記号が有用であることを示し

ﾄもいる。7図、8図で論じたことを、論理学
Iに見直す図となる。

同　上

郷

’人間の知識は、記号によって体系化される。

ｱのことを、自然科学の例で考える。そうして、

｢界も、人間にとっては記号化されることを論
ｸる。自然科学とは正反対にみえる神秘主義も
翌ｽことをしているのではないかということを、
ﾛ徴ということに触れて論ずる。

同　平

め

　記号についてよく論ぜられるものでありなが

轤ｱこでは取り上げなかった問題のいくつかと

ｻの難点に軽く触れた上で今までの話を振り返

閨Aまた、今後更に勉強したい人はどうずれば，

謔｢か、などということについて話す。

同　上
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＝　構　造　と　解　釈　＝

〔主任講師：渡辺二郎（東京大学教授）〕

全体のねらい

　いかなる事象も、そのうちに、なんらかの構造を内蔵している。しかしその構造がそれとして明示

されうるためには、人間の側からするなんらかの解釈が加えられねばならないであろう。しかし、解

釈するためには、なんらかの視点や観点が必要である・その観点に立脚して・さまざ畝能動的働き

かけを行なうことによってのみ、解釈は成立する。一方に、この世界の客観的構造があるとすれば、

他方に、それに対して人間の側から加えられた多様な主観的解釈の歴史がある。‘ ｱうした思想史の出

来事を、種々の点から明らかにしてみたい。

主な項目

（1）東西の思想史への展望

（2）世界と人間

（3）主観と客観との関係の種々相

（4）存在と実存

（5）現象学と解釈学

〔この講義はまだ大分先のことなので、十分考えきっていません。変更の余地有。〕
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　　　＝美術史・美術論＝
〔主任講師：前川誠郎（東京大学教授）　　　　　町田甲一（武蔵野美術大学教授放送局：テレビ朝日）〕

全体のねらい

　　前半において日本の美術史を、後半に於いて西洋の美術史と兼ねて美術理論を分担する。即ち、い

ずれも、通史、概説という形をとらないで、毎回テーマを選んで各回ごとにも理解が得られるように

構成を考えて、日本の美術、西洋の美術の歴史を考えてみることにした。

回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
54／12

@6
浮彫的なものから
ﾛ彫的なものへ

　日本の美術史は仏像の伝来に始まる。6世紀の中国仏像の；様式がその手本で、それは当時盛んだった石窟寺院の浮彫の

l式をひくものである。この浮彫的な観照形式から次第に丸彫的な観照形式へと

W開して行くのが、わが飛鳥時代から白
P時代へ向う時期である。

町　田　甲9一
i武蔵野美術
@　大学教授）
O　川　誠　郎
i東京大学教授）
S　　　健　吾
i成城大学教授）

2 13 古典美の成立と展開

　人間の姿をかりて表現される仏像が次

謔ﾉ写実への道を辿ったのは自然である。

搗z的写実をもとに、古典的様式の美が

ﾇ求されることになる。8世紀前半の天
ｽ時代がその最盛期である。

町　田　甲　一
i武蔵野美術
@　大学教授）

ﾜ　味充　子
i清泉女子
@　大学教授）

3 20
和風様式の成立と

W開

　絶えざる中国からの影響をいわば食餌
ﾆして生成展開して来たわが国の文化は、
X世紀末になって、中国との交流が絶え、

a風文化が展開されることになる。美術
ﾉおいても和風様式が生まれ、非仏教的
ﾈ世俗美術も行なわれるようになる。

町　田　甲　一
i武蔵野美術

@　大学教授）
?@野　敬三郎
i東京学芸大学

@　　　教授）

4 10 宗教と絵画一古代一

　日本の絵画史の大まかな分野のひとつ
ﾍ仏画である。その初期は、もっぱら中
曹ﾌ仏画を手本として製作されたが、奈
ﾇ時代から平安・鎌倉時代へと変遷のあ
ﾆをたどると、日本独自の種類や表現が
`成されて行くことが明らたとなる。

町　田　甲　一一

i武蔵野美術

@　大学教授）
?@屋　比呂志
i武蔵野美術

@　大学教授）

5 17 自然と絵画一中世一

　宗教絵画とは別の分野の世俗絵画で、

坙{人は自然の表現に最も強い愛着を示
ｵた。ここでも、中国の唐絵から、日本
ﾆ自の大和絵が平安時代に生み出される
ｪ、さらに水墨山水画の摂取とその日本
ｻという現象が、室町時代に見られる。

同　上

6 24 生活と絵画一近世一

　近世は、人間に対する関心が高まって
ｭる時代であるが、日本の絵画にも、そ
ﾌ動きが顕著に見られる。
@洛中・洛外図・初期風俗画、浮世絵と
｢う風俗画のなかに、日本人と生活と人
ﾔ像を探ってみる。

同　上

’
7
31 近代化と伝統

　明治以降の日本の近代美術の最も顕著
ﾁ徴として、絵画の分野に洋画（洋風画）
ﾆ日本画という二つのジャンルが生じた
ｱとが挙げられよう。これに象徴される
謔､に、日本の近代美術は西洋美術の受
eと日本の伝統への反省という二軸をめ
ｮって展開する。

町　田　甲　一一

i武蔵野美術
@　大学教授）

�?@　　徹
i国立近代
@　　美術館）
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回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

柱と梁、アーチとヴォールト等の西洋

8 2／7 空間　の　造形

建築の基本構造、宗教建築に於ける長堂

ﾆ円堂、また世俗建築におげる宮殿と別

曹ﾌ空間構成について、それぞれの本質

前　川　誠　郎

i東京大学教授）

と特色を豊富な図解を用いて説明する。

西洋聖堂建築の基本形式の一つでバジ

9 14
形式　と　様式
@（formとstyle、

リカを例にとり、その史的展開を様式史

ﾆして把握し、美術史の基礎概念である
`式と様式の問題を巡って話題を次第に

同　上

彫刻や絵画ぺと移しながら、美術史とは

何かを考察する。

西洋の彫刻や絵画の基本主題は人体で
あり、ときには自然すら人問の姿におい
て表現された。その意味で古代美術は常

10 21 人間像の展開　（1） に典範として存在し、史上幾つかのルネ 同　上
ッサンス現象を指摘することができる。
第10講は宗教美術における人体表現につ
いて。

世俗美術に駆ける人体表現の最も親し
み易い種目として肖像を取り上げ、その

11 28 人間像の展開　（2） 史的展開の跡を辿りながら、各種の形式、 同　上

肖似性の問題、さらには西洋の肖像画に
特異なものとしての自画像をも考察する。

宗教画の背景または添景として出発し

12 3／6 自　然の　表現
た西洋の風景画や静物画が次第に画種と

ｵて独立して行く過程を追い、西洋美術
同　上

におげる自然観の展開を概観する。

例えば壁画と板絵を比較対照させて歴
史的に考察すると、その根底にあるもの

13 13 ものの万方の変化
の公方（視形式）の基本的な相違に気付
ｭ。西洋美術史を視形式の変遷から捉え、

同　上

具象と抽象、写実と心象表現美の問題か
ら20世紀美術について考察する。

1930年代から近年まで西洋美術史研究

法の主流を占めたアイコノロジー（図像

14 20 美術の中の意味 解釈学）がどのような成果をもたらした 同　上

かを具体例に即して説明し、美術に託さ

れた意味と人間との関係について考える。

15 27

日本の美術と外国

ﾌ美術

　日本の美術は古くは中国や朝鮮の美術、
ｻして明治以降は欧米の美術からさまざ
ﾜの影響を受けながら、しかも独自の発
Wを遂げて来た。それら彼我の美術の本

前　川　誠　郎
i東京大学教授）
ｬ　田　甲　・一
i武蔵野美術　　大学教授）

（鼎談） 質的な異同を、具体的な影響関係を踏ま 水　屋　比呂志
えて論ずることより、それぞれの美術の
ﾁ色を浮彫りにする。

（武蔵野美術
@　大学教授）

一265一一



＝音楽史と音楽論＝＝
〔灘i琴騰1元鵜術大蝶〕’

全体のねらい

　TVの特性を生かし、教室で教科書をなぞるようにでなく、縄文・弥生の石笛や琴にはじまり、古φ

典音楽から現代音楽まで、各地の遺跡のロケや邦楽・洋楽の実演もとりまぜ、しかも東西音楽の通史

となるよう話を進める。

回 放送日 テ　　　一・　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 55／8

R0
外来音楽と日本人

　太古から今日まで、日本の4つの島に
ﾍどのようなヒトが、どのような音楽を
揩ｿ込んだか。仏教伝来と共に入った音
yを消化する過程と、西洋文明とともに
?ﾁた音楽を消化する過程との類似点。
坙{と西洋の音楽史におけるサイクル現
ﾛの存在。

柴　田　南　雄

i元東京芸術

@　大学教授）

2 9／6
音楽文化の深層を

Tる

　旧石器時代、欧州大陸にどんな楽器が
?ﾁたか。日本の縄文時代の二七の出土
iを紹介、その音色や用途から能楽の横
Jとの関連を考える。オリエント、エジ

vト、ギリシャ、インド、中国には古代
ﾉどのような音楽があったか。

柴　田　南　雄
i元東京芸術
@　　大学教授）

�@森建　英
i弘前大学助教授）

3 13 祭祀の　音楽

　弥生・古墳時代（ほぼBC　300年～AD
U00年越の間に用いられた喉笛、銅鐸、

A琴などの出土品と復元品を紹介、あわせ

ﾄ中国（儒教）や西欧（キリスト教）の

ｱの時期の音楽の状況をしらべる。

同　上

4 20 制度化と学習

　飛鳥時代と奈良時代（6世紀～8世紀）
ﾉおける大陸からのさかんな音楽の輸入
ﾆくに大宝律令で制度化されたく雅楽〉
ﾌこと。西欧でもグレゴリウス大法王に
謔髏ｹ歌の集大成と、各地に聖歌学校の
ﾝ立を見た。

柴　田　南　雄i

i元東京芸術

@　大学教授）
a@橋大　海
i東京芸術大学

@　　助教授）

5 27 芸術音楽の胎動期

　平安時代（9世紀～12世紀）には、楽

ｧの改革により輸入音楽が定着し（雅楽）

ﾆ自な曲種が発生（今様）しはじめる。

ｼ洋ではゴシック様式の大聖堂が多声音

yの発生源となる。

柴　田　南　雄
i元東京芸術

@　大学教授）

�莓ﾎ　治
i国立音楽

@　大学教授）

6 10／4 諸国を行脚する音楽

　鎌倉時代と南北朝（13世紀・14世紀）

ｪ対象で、平曲が起り田楽猿楽の流行を
ﾝる。西欧でもトルバドゥールなど騎士
K級からの吟遊歌人が起こる。また音楽
攪_の整備とともに、多声音楽がますま
ｷ発展する。

柴　田　南　雄

i元東京芸術

@　大学教授）
｡　道　万里雄
i東京芸術大学

@　　　教授）

7 11’ ル　ネ　サ　ソ　ス

　室町、戦国、安土・桃山時代（15世紀・16世紀）に、世阿弥による能の確立、

Lリシタン音楽、三味線の琉球からの輸
?�ｩる。西欧ではルネサンス多声声楽
ﾌ花が咲き、遠近法に見合う機能和声の
ｹ感が確立する。

柴　田　南　雄
i元東京芸術

@　大学教授）

ﾋ　口　幸策
i成城大学教授）
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回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 18 キリシタン音楽

　1549年ザビエルは日本上陸と共にミサ
ﾌ歌を信徒に歌わせた。数種の楽器も入
閨A少年使節は欧州各地でオルガンを演
t、帰って信長にきかせている。禁教徒
煢Bれキリシタンの祈り歌（オラッシャ）
ﾍ今日まで伝承している。その実情を紹
薰ｷる。

柴　田　南　雄
i元東京芸術
@　、大学教授）

9 25
東と西のバロック

ｹ楽

　江戸時代の前半、元緑をへて享保の終
閨i1735年）頃までは上方が優勢で、
ﾈ、薩摩琵琶、三味線楽、長歌、尺八、

`太夫節などが市民の生活に支えられて
｣い咲く。西欧ではバロック音楽の時代
i1600年頃～1750年頃）。

　　同　上・

ｽ　野　健　次
i三三大学教授）

10 11／1 古典派・ロマン派

　江戸時代の後半、宝暦から文化文政を

ﾖて幕末まで。前記に誕生した曲種の拡

[が行われるが新味に乏しい。これに反
ｵ西洋では古典派・ロマン派音楽が西洋

ｹ楽を一気に頂点に導く。

柴　田　南　雄

i元東京芸術

@　大学教授）

11 8
無からの出発と隆
ｷの絶頂と

　明治政府の音楽教育政策は西洋音楽を

軏{とした。伝統邦楽の活力は衰退しこ

黷ﾉ反して西洋音楽はヴァーグナーの楽

?ﾉ代表される隆盛の極にあった。第一

汨蜷墲ﾜでを対象に考える。

同　上

12 11／15 両大戦間の状況

　日本ではようやく西洋音楽様式の創作
ｪはじまる一方、邦楽はますます背景に
繿ﾞする。西欧で「古典派・ロマン派」
ﾌ最後の段階としての新古典主義（新則
ｨ主義）の時代を迎える。シェーンベル
Nの12音音楽もその思潮の中から生まれ
ｽ。

同　上

13 22
第2次大戦後の作
ﾈ界

　第2次大戦を境に作曲の様式は大きく
ﾏわる。世界の諸民族の音楽をとり入れ
ｽ、単純で即興的なものからの再出発。
M楽器への再認識もその一環である。電
C音響装置やコンピュータの作曲への導

?B

同　上

14 29
第2次大戦後の演

t界

　現代は作曲不振、演奏上位の時代であ

驕Bまた作曲の時代様式と演奏の時代様

ｮの間にはあきらかに平行関係が認めら、

黷驕B20世紀初頭に遡るレコード録音か

逑T型的な事例をあげて比較する。

柴　田　南　雄

i元東京芸術
@　大学教授）
｡道　万里雄
i東京芸術
@　大学教授）

15 12／6 未来　の　展望

　今日、一般の日本人はどのような音楽

�Dんでいるか。人々は何を音楽に求め

ﾄいるか。今、音楽とは何か。これから

ﾌ音楽はどのような形をとるであろうか。

sー・トリーの諸芸術循環説を紹介する。

’柴　田　南雄
i元東京芸術
@　　大学教授）

ｬ　泉　文夫
i東京芸術
@　　大学教授）
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一文芸史と文芸理論一
（→近代日本における文芸理論）

て主任講師：江頭淳夫（東京工業大学教授）〕

全体のねらい

　坪内適遙以来第二次大戦後にいたる近代日本の文芸理論を、主として比較文学的手法を用いて分析・

解説する瓜　その際紀貫之から本居宣長にいたる日本古典文学の文芸理論が、近代の文芸理論にいか

なる投影を示しているかをも併せて考察する。これを要するに、近代の文芸理論については通時的に

通観し、それを古典文芸理論との共時的対比に置き直して、日本文芸理論の不易と流行の相を明らか

にすることを目的とする。

主な項目

未　定
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　　　　　　　　　　　一万．葉の世界＝
　　　　　　　　　　　　　　　　一うたの歴史を探る一
　　　　　　　　　　　　　　　　　cτ→和文古典1）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：稲岡耕二（東京大学教授放送局：ラジオ日本）〕

全体のねらい

　万葉集の広さ・豊かさは、口論の歌謡から記載の文学へ転化した前後の、さまざまな歌のすがたを

記しとどめていることに因る。歌謡の音楽性や集団性、作者未詳歌の等質的類歌性を基盤孝しながら・

長歌・短歌・旋頭歌など多様な歌体を利用して、個性的文学へどのように道が開かれて行ったかを

探る。

、回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

文学に記されることによって、歌はど

1
　　ノT6／12

@10
うたと文字との交渉

う変らざるをえなかったか。諸外国の例

�燻Q照しつつわが国に如けるうたと文
嘯ﾆの交渉の歴史を考える。

稲　岡　耕　二

i東京大学教授）

鏡王女・藤原鎌足・久米禅師・石川郎

女などの贈答歌の特徴を理解するととも

2 17 初期万葉の相聞歌 に、その源流を考える。 同　上

，

静明天皇御製と伝えられる回診よび記
稲　岡　耕・二

紀の国讃め歌・国見歌を読み、その表現 　　　　尊←i東京大学教授）
3 24 国見歌の表現 が時代とともにどう変っていったかを考

ｦる。
神野志　隆　光
i大阪教育大学助　　教　　授）

近江遷都の時の歌や熱田港出航の時の

4
57／1

@7
口諦の歌人額田王

歌の性格を理解するとともに額田王の歌

lとしての性格を考える。
稲　岡　耕二
i東京大学教授）

謎の多い人麻呂歌集於よび人麻呂の生

涯について、さまざまな問題点を探る。

5 14 天武朝と人麻呂 同　上

柿本人麻呂の表現に中国文学の影響が

どのようにあらわれているかを探る。

6 21 人麻呂と中国文学 同　上

天智朝の挽歌とくらべて、人麻呂の時

代には新しい性格の挽歌が作られるよう

7 28 私的挽歌の創造 になった。それは、どのようなものでど 同　上
こに文学としての新しさがあったか。
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回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 2／4 反歌　の歴史

　反歌は、はじめどのような形であった

ﾌだろうか。反歌史を整理しつつ万葉集

ﾉ齢ける反歌の魅力と、史的展開を理解
ｷる。

稲　岡　耕　二
i東京大学教授）

_野志　隆　光
i大阪教育大学助　　教　授）

9 11 旅人　と　憶良
@　（その一）

　中国文学の影響が深まるとともに、思

zや趣味の上にも個性的分化の傾向が強

ﾜった。梅花歌や松浦河の歌などをと澄
ｵて、』旅人と憶良の対踵的な性格を理解

ｷる。

稲　岡　耕　二

i東京大学教授）

10 18 旅人　と　憶良
@　（その二）

　旅人と讃酒歌と憶良の志賀白水郎歌の

¥造を吟味し、その成り立ちを考える。

同　上

11 25 赤人　と　自　然

　赤人の表現の特徴を検討し、作者の性

i澄よび叙景歌を生み出した時代的背景

ﾈどとの関連を考える。 同　上

12 3／4 伝説歌人高橋虫麻呂

　伝説歌とは何か、また、虫麻呂はなぜ

`説を歌ったのかなど、虫麻呂をめぐる

薄竭閧�lえる。 同　上

13 11
東歌・防人歌と
@　　　　その牲格

　東歌は、はたして民謡なのか、防人歌

ﾍどのよう：な場で作られ、蒐集されたの

ｩなど、東歌・防人歌の謎を探る。

稲　岡　耕　二
i東京大学教授）

刀@藤　　　宏
i成践大学教授）

．14 18 作者未詳歌の世界

　大量の作者未詳歌に見られる豊富な類

ﾌ性は何を意味するのか。万葉集の底辺

�`づくる等質的な共感の世界を探る。 同　上

15 25
万葉　の　終　焉一家持の孤独一

　家持秀歌の特徴と、末期万葉的な性格

�揄�ｷる。
稲　岡　耕　二
i東京大学教授）
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　　　　　　　　　　　　一　王　朝　の　文　学　一
　　　　　　　　　　　　‘　　　　（→和文古典H）

　　　　　　　　　　　　騰i警鑛難聴

　全体のねらい

　400年にわたる平安王朝の文学の主たる担い手は平安京の貴族たちであったが、彼らによって創出・

，された諸形態の文学の高度の達成は、後世に規範的怠味をもちつづけ、日本的美意識の源流となった。

そうした王朝文学の形成・展開の姿をさまざまの視角から追求する。

回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

平安遷都にはじまるこの時代の文化は

1
57／12

@12
王朝文学の始発

まず大々的な唐風謳歌に特徴づけられる

ｪ、そのことの意味と、その唐風がしだh

｢に和様化していく過程を説く。

秋　山　　　慶

i東京大学教授）

万葉文学と様式を一一面した古今集文学

形成の必然性を、漢字文化圏内に診ける

2 19 古今集とその時代 日本文化の自立の様相として捉える。
久保田　　　淳

（東京大学助教授）

口論のモノガタリから仮名散文の虚構
物語文学の形成 文学としての物語へ。その経過を探りつ

3 26 一竹取物語と伊勢 つ物語文学の本質は何かを考える。 秋　山　　　慶

物語一

物語文学と並んで仮名散文の日記文学
一

4
58／1

@9

日記文学の成立一土佐日記と蜻蛉 の成立してくる事情を、和歌との関わり

ｻの他の要因から考えてみる。また日記 同　上

日記一 文学によって、いかに人間の内面世界が堀

り起こされるに至ったかを明らかにする。

当時の物語の制作・亨受の実情を説明

し、現存する長篇物語の宇津保物語や落
5 16 虚構物語の成熟 窪物語の成立の意義を考える。 同　上

漢詩に代って公的文学の座を獲得した

6 23 後撰集、拾遺集の
ﾊ置

和歌は、貴族たちの私的生活感情を託す

¥現手段としてどのように機能したか。

ﾜた歌物語との関わりあいや後代に及ぼ

久保田‘　　淳

した影響：なども考えてみる。

日本人の美意識に規範的意義をもつ枕

草子の特質と作者清少納言の個性を、政
7 30’ 枕草子と清少納言 治的文化的背景のうえに考察する。 秋　山　　　皮
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回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 2／6 源氏物語の世界（1）

　源氏物語の作者紫式部と人間形成と源

＆ｨ語創作の意義を考え、三部作と考え

轤黷骭ｹ氏物語の第一部世界の主題や構

｢を説明する。

秋　山　　　庚

9 13 源氏物語の世界（2）

　源氏物語の壷皿・皿部の世界の推移、

蜻閧ﾌ展開の様相を説明し、物語文学と

ｵての独自の達成についてその意義を考

ｦる。

同　上

10 20 源氏物語以後

　源氏物語がその成立の時期から後代に

ｩけてどのような影響を及ぼしたか、更

遠匤Lの作者菅原孝色女の源氏亨受をは

ｶめ、長短篇の物語群の様相をながめて
ﾝる。

同　上

11 27
女流歌人と
@　　　　後拾遺集

　和泉式部・赤頭衛門などの女流歌人の

y出した後宮文学の開花を受けて撰ばれ

ｽ後拾遺集の時代背景を明らかにし、同

Wの成立が王朝和歌史の屈折点に位置す

髣摎Rを明らかにする。

久保田　　　淳

12 3／6

和歌文学の革新一金葉・詞花・

@　　千載の時代一

　古代王朝文化とは矛盾するものをはら

ﾞ院政文化の性格と浄土教の滲透が和歌

ｶ学にいかなる影響を及ぼしたか、歌人

wの変化、詠歌の場の変質などの諸相を

ﾇ求する。

同　上

13 13 歴史物語の諸相

　歴史的事実を素材とする、いわゆる歴

j物論栄花物語・大鏡などの成立の意
`を考え、それぞれに描き出される世界

ﾉついて説明を加える。

多　田　一　臣

i千葉大学助教授）

14ρ 20 説話文学の誕生

　説話文学の世界は、貴族を中心とする

､朝の文学のいわば周縁に位置している。

ﾅ：古の説話集である日本霊異記を取りあ

ｰながら、説話文学誕生の史的意義を考

ｦる。

同　上

15 27 今昔物語集の世界

　今昔物語集の彪大な説話群を統一する

烽ﾌは何であったのか。説話内容の分折

�ﾊじて、その世界認識のありかたにつ

｢て考える。

同　上
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二漢文古典1（or皿）二＝

〔主任講師：頼　惟勤（お茶の水女子大学教授）〕

全体のねらい

　日本文学　あるいは日本語の発展にとって、漢文は深刻な影響力を持っていたと考えられる・この

講義の目指す所は、中国語の文語文としての漢文古典文献としてよりは、むしろ日本に影響を与えた

ものとしての漢文体の文献というところに力点を置く。

　主な項目

（1）奈良・平安時代に器ける漢文受容の概観

（2）鎌倉・室町期における受容と創作

（3）江戸期における漢文体の文学の創作

（4）明治以後に澄ける漢文の役割
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　一’日本近代文学＝・＝
　　　　　　（→近代文芸1、皿）

〔主任講師：紅野敏郎（早稲田大学教授）〕

全体のねらい

　日本の近代の文学者の生きた時代と作家活動との具体的な関連を探究する。作家研究・作品論・文

学史論の三位一体的：な考察に力を入れる。とくに明治末から大正期にかけての、いわゆる1910年代

を中心とする。この時期は自然主義と反自然主義の時代であり、日本の近代文学のもっとも実りのあ

る成熟期にあたる。出来得る限りその時代の雑誌を丹念に押え、初版本を眺め、実物を確認しつつ、

作家と作品の初発のエネルギーを回りさげたい。文学と美術、文学と演劇との重層性にも注目してい

く。

主な項目

（1）漱石文学の出発一「ホトトギス」　「朝日新聞」との関連一

（2）自然主義文学の特質一「早稲田文学」をめぐって一

（3）　「白樺」　「三田文学」　「第二次新思潮」の検討

（4）漱石の「明暗」、有島の「ある女」、志賀の「暗夜行路」の作品分析

㈲　文学史に澄ける大正5年の意味
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一イギリスの言語文化一
〔欝篶攣麟東京大学劉

全体のねらい
　ルネサンス時代から20世紀の現代まで、主として文学作品をと診して、イギリス文化の諸諸相を歴

皮的に辿ってみようと思う。もちろん抜粋によってであるが、英語のテキストを読むことも交えなが

ら、イギリスの言語文化の特質を明らかにしたいと考えている。

回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

単にイギリス・ルネサンスの精華であ
るにとどまらず、イギリス文学全体の中

1
5◎／12

@12
シェイクスピア　1
@一その言語一・

でも最も豊かな表現を持っているシェイ
Nスピアの英語を通して、英語そのもの．の特徴を考えてみようと思う。古英語か

橋　［］　　稔

i東京大学教授）

ら中英語を経て近代英語に至る英語の変
遷についても考察する。

シェイクスピアの生涯については、確
かなことはごく少ししか分うてい：ないの

2 19
シェイクスピア　皿

@一その生活一
だが、分っている範囲のことをもとにし

ﾄ、シェイクスピアを生んだイギリスの
同　上

自然の風土や季節の変化などについて考
えてみたいと思う。

シェイクスピアの戯曲がどのような劇
場の、どのような舞台で、どのような形

3 26
シェイクスピア　皿

@一その舞台一

で上演されたかを、今日分っている範囲
ﾅ理解してみた上で、現代の舞台に上演
ｳれているシェイクスピアと比較し、そ

同　上

れを通してシェイクスピアの本質を考え
てみたいと思う。

ジエイムスー世の指示によって作られ、
1611年に刊行されたこの英訳聖書が、そ

4
57／1
欽定訳聖　書 の後の英語に与れた影響は限りなく尽き 同、上

9 いと言われている。歓定訳聖書について
考えながら、併せてイギリスの宗教につ
いて考察を加えたいと思う。

ミルトン「失楽園」は、アダムとイヴ
の堕落を主題とした叙事詞である。、ビュ

5 16 ミ　　ル　　ト　　ン 一リタン革命にも自ら積極的に関与した、

~ルトンの生涯を考えながら「失楽園」
同　上

がイギリス文化の中でどのような意味を
持つかを考察したいと思う。

デフォーの「ロビンソン・クルーソウ」
とスウィフトの「ガリバー旅行記」は、論

6 23
デフォーとスウィ そらく日本において、イギリス文学の作

iとして最も多くの読者を持っている読 同　上
フト 物であろう。クルーソウとガリヴァー、デ

フフォーとスウィフトの対比をもとに、イ
ギリス文化の問題を考えてみようと思う。

ヘンリー・フィールディングの「トム・

ジョウンズ」とジェイン・オースティン

7 30亀
近代小説に見る生

?@1

の「高慢と偏見」に抽かれた、佃舎の屋
~に於けるイギリス紳士の家族の生活を
ｩてみたい。併せて、地主であるイギリ

同　上

ス紳士階級について歴史的な考察もした
いと思う。
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回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 2／6 ロマンティシズム

　18世紀末から19世紀初頭にかけてのイ
Mリスのロマンティシズムの動向を、ヲ
[ズワースを初めとする詩人たちの作品
ﾉ即しながら、同時にほぼ並行して起っ
ﾄいた産業革命との関連のもとに考えて
ﾝたいと思う。

橋　口　　　稔

i東京大学教授）

・9 13
近代小説に見る生

?@皿

　紳士階級の子弟が学ぶパブリック・ス
Nールの有様を、トマス・ヒューズの「トム・ブラウンの学校生活」によって見た

繧ﾅ、貧しい階級の子供の実態もチャー
泣Y・ディケソズの小説を通して見て、
ｻの対比を当時の社会的変化の中で浮き
繧轤ｹてみたいと考えている。

同　上

10 20 ヴィクトリアニズム

　漠然と「道徳主義的な上品気取り」と
ｩ「時代の進歩を信じる楽観的な自己満
ｫ」というふうに言われるヴィクトリア
ｩの風潮がどのような詩作品を生みだし
ﾄいるかを、テニソン・ブラウニング、アーノルドといった詩人たちの代表作を読

ﾞことによって考えてみたいと思う。

同　上

11 27
ブルームズペリー・

Oループ

　ブルームズベリー・グループというのは、リットン・ストレ’イチ「　ヴァージニア・ウ

ﾆz％ゴ離婁蔽蔽講論嬬ちの私的な集まりであった。このグループを通して、1900年代から第一次世界大戦を経て1920年頃までのイギリス文化の変化について考察してみたいと思う。

同　上

12 3／6 オーデン世代

　W．H．オーデンを中心とする1930年代

繧ﾉ活躍した詩人、作家たちの世代を取

闖繧ｰて、第一次大戦後から第二次大戦

ﾉかけてイギリス文化の動向を考えてみ

ｽいと思う。

同　上

13 13 ザ・ムーヴメント

　定冠詞だけで形容詞なしに「ザ・ムー
買＜塔g」と呼ばれた1950年代の詩人た
ｿの動きを中心に、その年代の小説や演
?ﾉ澄ける動きも一諸に考えることによ
ﾁて、第二次大戦後のイギリス文化の新
ｵい動向を考察したいと思う。

同　上

14 20
イギリスと日本　1

@一幕末まで一

　イギリスと日本の接触は」600年にウ
Bリアム・アダムズが日本に来た時から
nまる。17世紀から19世紀半ばの幕末ま
ﾅ、イギリスと日本の間の交渉を、それ
ｼれの文化の違いを念頭に澄いて考察し
ﾄみたいと思う。

同　上

15 27
イギリスと日本丑一明治維新以後一

　明治維新以後のイギリスと日本の間の

ﾖ係について考えてみようと思う。日本

ｪ西欧に学んで、西欧に追いつき、追い

zしたと言われている現在を踏まえて、

?轤ｽめて考え直してみたい。

同　上
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リカの言語文化’一

李鵬1東京大学劉

全体のねらい

　毎回英文のテキストをもとにして、アメリカ文化の各側面を取り上げ、講義とゲストを迎えての対

談を通じて、全体としてアメリカ文化の特質の理解が深まることを目指す。

回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

移民の国であるアメリカ合衆国で、人

1
54／12

@7
アメリカ人になること

びとがいかにしてアメリカ人となり、英

黷�wびthe　AmericanWay　of　1．ifeを
本　間　長　世

i東京大学教授）
身につけていたかをあとづける。

13の植民地がイギリス本国に反逆して

独立し、連邦共和国を建設した過程をふ

2 14 合衆国の建国 り返り、啓蒙思想に基づくアメリカの建 同　上

国の理念を探る。

日本でひとくちに、暇欧米文化”と言

うことが多いが、ヨーロッパ文化と区別

3 21 ヨーロッパとアメリカ されたアメリカ文化というものはあるの 同　上

かという問題を考えてみる。

アメリカの代表的詩人ウォルト・ホイ

4
55／1

@11
アメ　リカの詩

ットマンの詩をはじめ、いくつかの詩を

ﾊじてアメリカ的想像力ともいうべきも 同　上

のを探る。

アメリカのナショナリズムに神秘性を

5 18
アメリカのナショ
iリズム

与えたといわれるリンカーンの演説を中

Sに、アショナリズムとインターナショ 同　上

ナリズムの関連まで説明する。

自由と平等の国であるはずのアメリカ

で奴隷制の下にしいたげられてきた黒人

6 25・ アメリカの黒人 の、解放へのたたかいをふり返り黒人の 同　上

アメリカ文化への貢献を考える。

アメリカ精神は開拓の最前線であるフ
ロンティアで形成されたといわれる一方
で、アメリカ大陸では自然とのたたかい

7 2／1隔 西　部の　開　拓 が厳しく、文化が洗練されるのが遅れた

ﾆもいわれる。アメリカ史に澄けるフロ

同’上

ンティアの意義を論じてみたい。一
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回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 2／8 アメリカのフォー
Nロア

　アメリカの代表的：な？qフォーク・ヒー

香[” ﾌ一人ジョン・ヘンリーの英雄像
ｪ、鉄道建設の労働者たちの間で歌われ
ｽ歌をもとにしてつくられた経緯をたど
閨Aアメリカのフォークロアリ特徴を説
ｾする。

本　間　長　世

i東京大学教授）

9 15 大恐慌とニューデ
C　・一ノレ

　史上かってない大恐慌がアメリカ社会

ﾉもたらした悲惨と、ルーズヴエルト大

摎ﾌのリーダーシップの下でのニューデ

Bールの成果を論ずる。

同　上

10 22
ワスプ対
Gスニック・アメリカ

　アメリカ人の主流だったWASPに対
ｵてet㎞ic　Americansが挑戦し、アイ
泣宴塔h系のケネディ大統領が誕生した

ｱとの文化史的意義を論ずる。

同　上

11 29 アメリカの南部

　南北戦争後のアメリカ南部が独特のイ

＝[ジを抱かれた歴史を訪ね、カーター

蜩摎ﾌ出現に及ぶ。 同　上

12 3／7 アメリカのユーモア

　外国の言語文化を理解するにはユーモ

Aを理解し得ることが極めて重要で、あ

驕Bアメリカ的ユーモアの味わいを、漫
謔ﾉも触れて観賞したい。

同　上

13 14 アメリカのミュー
Wカル

　ミュージカルはアメリカのユニークな

荘芟|術である。代表的なミュージカル

�謔闖繧ｰ、いかなる点でアメリカ的か

��ｾする。

同　上

14 21 アメリカの食物

　料理は生活文化の中で重要な地位を占

ﾟる。アメリカの料理はおいしくないと

｢う般通説”を吟味する。 同　上

15 28 未来への展望

@　　　　’

　アメリカ人は未来に対して楽観的だと

ｾわれるが、近年のアメリカ人は未来に

ﾎして無関心だったり未来を恐れたりし

ﾄいるともいわれる。アメリカ文化の未

?�W望してしめくくりとする。

同　上
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一ドイツの言語文化（未定稿）一

〔主任講師1辻　　理（放送大学教授）〕

全体のねらい

　日本に澄けるドイツ像の歴史的な由来を、　ドイツ史との関連から解明し、受容の側の必要が対象を

作りあげている事態を明確にする。その上で、ドイツの文化がアイデンティティーを獲得したと見ら

れているゲーテ時代と、このゲーテ時代の文化を政治的＝なドイツ統一のイデオロギーと化してゆく19

世紀後半の状況を対比。分団主義の影にありながら、時にはその政治的な遅れの故に、高度の内省的、

批判的な文化を作り出してゆく一種のメカニズムを解読してゆきたい。容体的な研究対象は、天から

与えられているのではなく、私たち自身によって成立するのである。

主な項目

　日本に齢けるドイツ像。その由来と制約。アイデンティティーの問題。ゲーテ以前。’ゲーテ時代。

なんでこんな時代が？「教養」と「学問」　　　ドイツの大学。ロマン主義◎文学時代の開幕と政治。

分邦主義とベルリン。　「遅れてきた国民」と戦争。ワイマール共和国とその文化。狂った戦争9何が

ドイツとして残ったか。解体への道？
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一フランスの言語文化一
〔主任講師　福井芳男（東京大学教授）〕

全体のねらい

　フランス語はフランス文化を形成する基本的要素であり、それ自体世界に誇る文化財と：なっている。

フランス語がいかなる場で用いられ、歴史的にどう成立したか、言語芸術がどう：なっているかをフラ

ンス語を知らない人にもわかるように説明し、フランス語の美しさを守る心を日本語の美しさを守る

心と関連させて考えてみたい。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

フランスとはどういう国であるか、フランス

1 フランスという国
@　一序論一

に関して人の持つイメージに触れながら、フラ

塔Xの地理と歴史について基礎的な事柄を学ぶ』 福　井　芳　男

フランス諸地方の方言、また特殊なブルトン

フランス語はどこ 語、バスク語に触れる。後半では世界のどこで
2 で、どんな風に話 フランス語が使われているか（ベルギー、スイ 同　上

されているか ス、ケベック、アフリカなど）を見る。

料理を味わいながら、話をする、会話を楽し

3
食べる楽しみ、話
ｷ楽しみ

む、これがフランス語をうけつぎ、また洗煉さ

ｹる源泉であった。そして名高いフランス料理

ﾆはいったいどういうものか。

同　上

言葉はまた人間の飾りにもなる。巧みに言葉

4
言　葉　は　遊び一社交、ギャラントリー を操り、社交を楽しむ、そしてサロンなどで女

ｫたちを楽しませる。こういつたことが、いか

ﾉフランス語を磨かれたものとしたか。

同　上

フランス語に変貌を強いているのは、ジャー

言葉は武器になる ナリズムであるが、ここでフランス語はどう使

5 一マスらメディアと われているか、フランス歴代政治家がいかに名 同　上

政治家の 文家であったか。

フランス語一

6

フランス語を守り

`える

　フランス語の純粋さを守るのは、学校教育で

?驕Bここでどういう風にフランス語を教えて

｢るか、さらに辞書はどういう発展をとげたか、

福　井　芳男

一学校教育と辞書一 辞書がフランス語の護持にいかに役立ったかも 井村　順一
示す。

ラテン語がカエサルのゴール政治により入っ

7
フランス語の誕生
ﾆ中世文化

てから、フランス語が成立する過程と、それと

ﾆもに中世の文化がいかに花さいたかを述べる。
福　井　芳　男

V倉　俊　一
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

8

ヴェルサイユ宮の
h光一近代フランス語

@　　　の確立一

　17世紀古典主義時代に確立したフランス語に

ﾂいて、そして18世紀全ヨーロッパに輝いたフ

宴塔Xの栄光を語る。 福　井　芳　男

9

パリに生きる人たち

v現代のフランス語r

現代フランス語のさまざまをそれを使う人た

ｿ、場所などとの考察とともに述べる。
，同　上

10
明快さと深さは矛
bｵない一散文の美しさ一

　パスカルを中心にして、フランス語の明快さ

ﾆは何か．それを駆使して人間の心の奥へ迫っ

ｽ思想家たちに触れる。 同　上

11
魂の深い淵から一半の美しさ一

　ボートレ・一ルを中心に、フランス語の詩の形、

?ｵい詩の形の発見、さらにそこから人間の魂

ﾌ幸福をいかに歌い上げたかを考察する。 同　上

12

　　o

l間の心をたずねて

齒ｬ説の伝統一

　ブルーストを中心に、人間の心の奥をたずね

驛tランス小説の伝統と、そして「書くこと」

ﾌ意味を追求する近代・現代小説の流れとを考

ｦる。

同　上

13
入間の運命に対して

鼕??ﾆ悲劇一

　フランス演劇の典型として、喜劇のモリエー

Aル、悲劇のラシーヌをとりあ吠古典の伝統、

tランス演劇の伝統について考える。 同　上

14
映像、旋律と
@言葉とを結んで一映画とシャンソンー

　大衆芸術としての映画と言葉とのかかわり合

｢、そしてフランス映画の楽しみ、民衆の心を

ﾌうシャンソンなど、現代の言語芸術について

lえる。

同　上

15
日本とフランス
[2っの言語文化
@の触れ合い一

　フランス人の日本観、日本語観の変貌、日本

lのフランス文化、フランス語観の変遷を通じ
ﾄ、深いところでの日仏文化交流の道を考える。 同　上
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一ロシアの言語文化一

全体のねらい

　ロシア文学は、他の外国文学以上に日本人にとってなじみ深い文学であるが、それはig世紀のロシ

アの大作家たちが日本でよく読まれた澄かげである。これらの作家をとりあげて、新しい光をあて、

かつその前の時代、後の時代とのつながりを考えて、ロシアの言語文化の諸相を明かにする。

回 テ　　　一　　マ
内　　　　　　　容　　　　　　　　　　　　　　　■ 担当講師i所属・氏名）

世界文学史上の傑作の一つとされている『イ

1 『イーゴリ軍記』
一ゴリ軍記』をとりあげ、それと同時に、その・

梠繧ﾌ背景、ロシア文化の成り立ちを展望する。
木　村　彰一
i早稲田大学教授）

ピョートル大帝に始まりエカテリーナ女帝に

2
ピョートル大帝
ﾆエカテリーナ女帝

至るロシア近代化・西欧化の激動の世紀一一18　　　　　　　　　　　’

｢紀一を文学の面から見てみる。
直野　　　敦
i東京大学教授）

プーシキンはロシア近代化の一世紀の総決算

3 プーシキン　1
黷ｻの歴史的位置一

として歴史の上に登場し、文字通り19世紀ロシ

A文学の黄金時代のとびらを開いた。ここでは、

ﾜず文学言語、文学意識、国民意識の面でのプ

栗　原　成　郎

i東京大学助教授）

一シキンの画期的な独創性を考える。

プーシキンの多種多様な作品を、その劇的な
砲

4 プーシキン　皿
@一その作品一

生涯をたどりつつ、説明する。

栗　原　成　郎

プーシキンの代表作『エヴゲーニイ・オネー

プーシキン　皿 ギン』をとりあげ、プーシキン文学の魅力につ
5 一一 wエヴゲーニィ・ いて語る。 木　村　彰　一

オネーギン』一

ゴーゴリというきわめて特異な作家を通して

ロシア文学の持っている不思議な特質一芸術 川　端　香男里
6 ゴ　　一　　ゴ　　リ と思想の相克　リアリズムと幻想的な要素の混 （東京大学教授）

浴等一について考える。

プーシキン、ゴーゴリという二人の先達の後

7
ドストエフスキイ1

黷ｻの時代一

に、ツルゲーネフ、　ゴンチャロフ、　ドストエフ

Xキイ、批評家ベリンスキイらが続々と姿を現 直　野　　　敦

わす。ドストエフスキイが現われて来たこのよ

うな文学環境、時代背景をまず考えて見る。

一282一



回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

ドストエフスキイの波潤にみちた生涯と、作

8
ドストエフスキイ三

黷ｻの生涯と作品一

品の歴史を展望する。

直　野　　　敦

ドストエフスキイの代表作『罪と罰』を読み、

9
ドストエフスキイH

黶w罪と罰」一

この作品の意味、魅力をさぐる。

木　村　彰　一

19世紀ロシア最大の小説家トルストイはおそ

10
トルス　トイ　1
黷ｻの生涯と作品一

らく世界的に最も広く読まれた作家の一人であ

驕Bしかしトルストイは決してやさしく読める

?ﾆではない。その創作の秘密を、その作涯を

川　端　香男里

たどりつつ解説する。

トルストイの同時代、澄よび後代への影響は

11 トルストイ　H
黷ｻの思想一

文学の面にとどまらず、むしろ思想的：な面で大

ｫかった。同時代の他の思想家たちや社会主義

ﾒたちと比較しながら、トルストイの思想につ

同　上

いて考える。

ロシア小説の黄金時代は1870年代に終わりを

12
チ　ェ　ーホフ　1

@一その小説一

告げるが、チェーホフはガルシン、コロレンコ

ﾈどと共に、新しい短篇の時代を築く。リアリ

Yムの時代の最後の栄光を担い、同時に20世紀

島　田　　　陽

i東京大学助教授）

を準備したチェーホフの独自性を解き明す。

今日にまで診よぶチエーホフの影響のうち、

最も大ぎなものは「演劇」である。チェーホフ

13
チェ　ーホフ　皿 劇の成立とその本質について考えてみる。 同　上
一その演劇一

20世紀初頭から1920年代までは、ロシア文化

14
ロシア革命と

@　　詩人たち1

がプーシキン時代についで活況を呈した時代で

?ﾁた。しかしそれは同時に戦争と革命の時

繧ﾅもあった。マヤコフスキイを中心にすえて

同　上

この時代と文化のあり方を考えてみたい・

詩人は、激動の時代にあって、芸術と政治の

15
ロシア革命と

@　　詩人たち皿

相克に悩む一その典型的な例としてエヤーニ
唐ﾆパステルナークをとり上げ、文学と政治と

｢うソビエト文学に固有な問題に光をあててみ

同　上

る。
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二＝ ｼ 洋 古 ＝典

〔主任講師：久保正彰（東京大学教授）〕

全体のねらい

　古代ギリシア・ローマ時代（紀元前700年頃～西暦500年頃まで）に活澱に開花・結実した。叙事・－

叙情詩、喜劇・悲劇、歴史記述、旅行記、伝記、弁論ぐ対話文などの諸種の文芸作品に直接に触れる

ことによって西洋古代の言語、思想、芸術、生活についての理解を深めると同時に、古代人が打立て

た世界の認識や人間・社会の自己把握、またさらに芸術・造形上の基本的約束ごとが、歴史の陶汰を

蒙りつつもな澄、中世・ルネサンス・近世を経て今日まで生きている部分があることを、具体的に紹

介しつつ、現代人の中に息づく古代の生命を再認識してみたい。

主な項目

　英雄叙事詩の世界肩予情詩人たち一原型とバリエーション；演劇の発詳、成立、伝承、古代歴史記

述の目ざすところiギリシア・ローマ人の伝記文学、古代の文芸論；ことばと人間、等
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一物理科学史・＝
　　　　一近代宇宙像を巡って一

〔灘；恩顧（東京大学教授）〕

全体の：ねらい

　近代科学的世界像の成立に焦点を当て乍ら、科学或いは物理学を般出来上った体系”として見るの

ではなく、宗教、芸術、文学、思想などとの全体的な関係のなかから生れて来る動的な経過として理

解する。

回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

発明発見の英雄物語、迷蒙から真理へ

1
5◎／8

@27
科学史とはどうい
､学問か

の単線的な進歩史観、あるいは宗教と科

wの二項対立図式等、古い科学史の道具

ｧての欠陥を明らかにし、新しい科学史

村　上　陽一郎

i東京大学助教授）．

の方法とその理念を考える。

ヨーロヅパの歴史の流れを、古代から

ビザンツ、イスラム世界に十分眼を配り

2 9／3 歴史の全体的な流れ ながら概観し、12世紀ルネサンスを経て 同　上

近代への道程を振り返るq

天体現象に対する人間の関心を考えな

3 10
ギリシャ的

@　宇宙観の意味

がら、インド・中国等の古代文明圏に比

ﾗてギリシアの宇宙観のもつ特色を理解 同　上

する。

なぜ太陽中心説（地動説）は捨てられ

なぜ太陽中心説 たか。ギリシアの太陽中心説とそれに対

4 17 （地動説）は捨て する批判の根拠を探りその一部が力学上 同　上

られたか の問題と結びついていることを明らかに

する。

天上界と月下界の区別、強制運動と自

5 24
アリストテレス的
^動学

然運動、運動力と速さ、真空嫌悪、慣性

^動に関する考え方などの説明を通じて

鮪桙ﾌ世界像の大筋を理解する◎

同　上

古代末期からイスラム世界を経て、12

世紀ルネサンスによってスコラ学のなか

6 1（レ／1 中世の自然学 に受け継がれた古代自然学の状況を考え 同　上

る。

スコラ学への対抗文化として現われた

15世紀末以降の新プラトン主義、ヘルメ

7 8’ ルネサンス期の変動 ティシズム、魔術的世界像の展開などを 同　上

概観し、それが歴史の上でどのような意

味をもっていたかを探る。
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回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 1（：レ血5
コペルニクスと

　新プラトン主義的な新思潮とスコラ学

揩ﾌアマルガメーションとしてのコペル

jクス説を取り上げ、同時にブルーノの

op的な無限宇宙論との関係を見る。

村上陽一郎
i東京大学助教授）

9 22 ケプラー的世界像

　新プラト／主義者としてのケプラーが

ﾇのような考え方の下で、惑星の運動の

O法則に到達し、さらに惑星の運動の原

�ﾆしての太陽という「万有引力」的着

zを得たかを考える。

同　上

10 29
ガリレオの辿った道

@　　（1）

　ガリレオと落体の法則、「円慣性」の

lえ方、ガリレオの望遠鏡等を取り上げ

ﾈがら、ガリレオの仕事の意味を明らか

ﾉする。

同　上

11 11／5
ガリレオの辿った道
@　　（2）

同　上

12 12
デカルトからニュ

[トンへ

　デカルトがガリレオの円慣性を否定し

ｵ性法則を立てたことによって、ニュー

gンへの道が開かれたこと、それを受け

pいだニュートンの仕事の展開を振り返
驕B

同　上

13 19 ニュートンの力学

　ニュートンの全体的世界像、錬金術師

ﾆしてのニュートン像：などを顧みながら

ｻのなかでの万有引力の法則の意味を理
�ｷる。

同　上

14 26
近代的な世界像の

ｬ立

　ニュートンを受け継いだフランス18世

I啓蒙主義思想家たちが、如何に独自の

｢界像を立てたかを「ラプラスの魔」を

Q考にしながら考える。

同　上

15 12／3 終　　　　　　章

　現在の我々の常識的科学観や歴史観が

ﾇれ程啓蒙主義の直接の所産であるかを

ｽ省し、改めて科学史を学んで来た意味

�ｾらかにする。

同　上
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一　生　命　科　学　史　一・

　　　　　　　　　　　〔主任講師：筑波常治（早稲田大学教授）〕

全体のねらい

　人間は自然をどのように理解してきたか、その研究のあとをたどり、成功した例だけではなく、失

敗した例をもとおして、現代への教訓を学びとるのが、科学史とよばれる学問である。この講義はそ

のねらいを、生物系の領域について実践する。どんな環境のもとで、科学が発達したか、それは人間

生活にどんな影響を、功罪両面で澄よぼしたか、歴史上のエピソード論よび全体の傾向を展望しなが

ら、文化創造の一側面をえがいてみたい。

主な項目

　科学史の見方、生物学の思想と方法、情物学と生命論、生命観の変遷、生物学とキリスト教、探検

澄よび顕微鏡により開かれた新世界、進化論の歩み、医学と生物学、農業と生勃学

く
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　　　　　〔参考：・＝生命科学史＝〕

一・

　　　　　一その文化的側面一

〔姦囎：弁難量早稲田大面）〕

全体のねらい

　古代から時代順に学説の発展を追うことはせず、人間と生物の関係、生命への関心について、いろ

いろな角度から文化史的に考察したい。

回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生物学史にかぎらず科学史をみる場合’

1
55／12

@14
生物学史の見方

過去の学説を結論の当否だけで批評して
ﾍならない。その結論に到達するまでの
ﾟ程を重視すること。ファン・ヘルモン

筑　波　常　治

i早稲田大学講師）

トの「ネズミの自然発生の実験」を例に
説明する。

生物学をふくめて現代科学は自然現象

を数量化してあらわす定量的方法を採用

2 21 生物学と数式 している。その先駆であるファン・ヘル 同　上

モントの「ヤナギの実験」を例に、現代

生物学の研究手段について説明する。

人間の生物にかんする知識は、二つの
源泉をもっている。ひとつは身のまわり

3 28 二つの生物学 にいる多種多様な生物群との関係であり 同　上
もうひとつは生命の正体をさぐるあくな
き探求である。それぞれに由来する生物
学の潮流を考える。

4
56／1

@11
生命観の変遷
@　　（1）

同　上

生命とは何か、その正体をめぐる思想

5 18 生命観の変＝遷@　　（2）

史をたどる。生気論、機械論、全体論な

ﾇが提唱された背景と根拠、それぞれの

ｶ化一般に澄よぼした影響について考え

同　上

る。

6 25 生命観の変遷@　　（3）生物学
同　上

キリスト教における自然界の秩序の思

想、人間優位の思想は、いずれも現代の

7 2／1 生物学とキリ入ト教 生物学説に直接間接の影響をあたえてい 同　上

る。一見対立しているかにみえる両者を

つなぐ底流に注目したい。
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回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

探検によって未知の地域が開発される

8 8 探検と生物学

と、それまで知られなかった新種の生物

ｪ数多く発見された。この知識が分類学
ﾌ母体となり、さらには進化論を生む一

筑　波　常　治

i早稲田大学講師）

因になった。絵画の技術と生物学の関係

にもふれたい。

顕微鏡の出現もひろい意味では未知の
領域への探検といえる。17世紀の顕微鏡

9 15 顕微鏡と生物学
学派の役割と、その後の生物学への影響
ﾉついてのべる。切片技術、染色技術な

同　上

ど、生物学の発達をささえた各種の操作

と装置についてもふれてみたい。

10 22 進化論の歴史@　　（1）
同　上

自然科学と社進化論の出現の背景を、

会科学の両面にわたって解説する。その

11 3／1 進化論の歴史@　　（2）

影響についても同様、狭義の生物学の範

ﾍをこえて展望したい。進化の原因を説

ｾしようとする代表的な学説を紹介する

同　上

とともに、それぞれのかかえる問題点を

指摘する。

12 8 進化論の歴史@　　（3）
同　上

古代の医学には、病気の原因を、外部
の超人的な何らかの力にもとめる立場と

13 15 病魔論と病因論 人体内部の生理的不調和にもとめる立場
ﾆがあって、それぞれ形をかえ現代まで

同　上

受けつがれている。医学の歴史を概観す
る。

14 22
農業に論ける生物
@　　（1） 人間と生物がもっとも密接に関係しあ

同　上

ってきた舞台のひとつが農業である。農

業をと澄して獲得された生物にかんする

知識をまとめ、日本と西洋の比較文化論

15 29
農業に：←ける生物

@　　（2）

にまで言及してみたい。
同　上
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　　　　　　　　　　　＝＝宇宙の進化〒
　　　　　　　　　　　　　　　（→宇宙の構造と進化）

　　　　　　　　　　　〔灘沙瓢東京大学識

全体のねらい

　太陽系、銀河系、銀河宇宙と階層化し、多様化している現在の宇宙の特徴や構造から、それが形成

された100数十億年の歴史についての理解を深める。専門分野の講師によって、各分野の最前線の研究

にもふれる。

回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
54／12

@8
宇宙とはどういう

烽ﾌか

　現在の宇宙は生物を含む太陽系、銀河
n、銀河宇宙ときわめて分化し階層的な
¥造をしている。その概観を示すととも
ﾉ、宇宙に澄ける距離や時間の概念にふ

黷驍ﾆともに宇宙探究の方法にも及ぶ』

小尾　信　弥
i東京大学教授）

2 15 星　　の　　世　界

　宇宙を構成する単位は銀河であるが、

竕ﾍを構成しているのは非常に多数の星

i恒星）と星間物質である。ここでは星

ﾌ基本的な性質と統計的な性質を明らか

ﾉする。

小尾　信　弥
i東京大学教授）

厓]井　栄二郎
i東京大学助教授）

3 22 私たちの銀河系

　星の間の空間は空虚ではなく、ガスと
�oからなる星間物質で充たされている。
ｳまざまな銀河系の天体と、銀河系の構
｢について述べる。また電波や赤外線観
ｪで明らかにされた銀河中心核に：もふれ
驕B

小尾　信　弥
i東京大学教授）

4
55／1

@12
銀河　の世　界

　銀河系の外には、数えきれない別の銀

ﾍが見られる。ここでは銀河の分布や運

ｮなどに見られる特徴をも述べるととも

ﾉ、電波銀河やクエーサーなどの特異な

V体にもふれる。

小　尾　信　弥
i東京大学教授）

�@岳　　　潤
i東京大学助教授〉

5 19
有限宇宙から無限
F宙へ

　天動説が受け入れられていた時代から
ｸっと、宇宙は有限であるとされてきた。

P6世紀末のG・フルーノに始まる無限宇
?ﾌ思想や、19世紀に提出されたオルバ
[スのパラドックスなどを中心に、宇宙
ﾏの歴史と流れを述べる。

小尾　信　弥
i東京大学教授）

ｺ　上　陽一郎
i東京大学助教授）

6 26 相対論的宇宙論

　原子力学と相対性理論は物理学を大き

ｭ変えたばかりでなく、私たちの宇宙観

�ｪ底からくつがえした。1916年に提出

ｳれたアインシュタインの一般相対論に

薰ﾃく宇宙の構造を述べる。

小尾　信　弥
i東京大学教授）

ｲ　藤　文　隆
i京都大学教授）

7 2／2 膨張宇宙のすがた

　私たちの宇宙は現在膨張していると考
ｦられている。一一般相対論に基づき宇宙

ｴ理を仮定したフリードマン・モデルに
謔ﾁて膨張宇宙が開いているか閉じてい
驍ｩ、宇宙の観測をもとにその未来を考
ｦる。

小　尾　信　弥

i東京大学教授）
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回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

　開いているにせよ閉じているにせよ現

ﾝ膨張を続けている私たちの宇宙はおよ
小尾　信　弥
i東京大学教授）

8 9 宇　宙　の　三三 そ150億年以前に爆発をもって開養した。

RKの宇宙背景輻射の性質から、初期の 佐　藤勝　彦
i京都大学助手）

宇宙を調べる・

9 16 銀河と星の誕生

　開戦して3、4分後に水素とヘリウム
ﾌ2元素が創られた初期の宇宙は、膨張
ｷるにつれて密度と温度が急激に下がり、
P00万年程度で物質は光より優勢になつ

小尾　信　弥
i東京大学教授）

ｼ　田　卓　也
た。こうして、宇宙の物質は無数の銀河 （京都大学助教授）

と星に分化した。

宇宙の初期に生まれた星が、現在もす

べて輝いているわけではない。星の熱源

10 23 星のGネルギー源と構造
は、高温度の中心部で起こっている原子
j反応であるが、それが発見された歴史

小尾　信　弥
i東京大学教授）

的背景や、それに基づく星の寿命や内部
構造について述べる。

11 3／1 星　　の　　進　化

　中心部で熱を放つ原子核反応が進むに
ﾂれ、星の内部構造は変化し、光度や半
aなど外部的特徴も変化する。主系列星
ﾆして誕生した星はこうして巨星、超巨

小尾　信　弥
i東京大学教授）

X　本　雅　樹
星へと進化するが、星のモデルの立場か （東京大学助教授）

らこれを考える◎

　原子核燃料を使いきった重い星は、超
V星の爆発により一生を終り、中性子星

小尾　信　弥
i東京大学教授）

12 8 星　　の　終　末 やブラックホrルを残す。それは星の終・
魔ﾌひとつの姿であるが、太陽程度の質 杉　本　大一郎
：量の星は白色矯星として一生を終る。こ （東京大学助教綬）

こでは星の終末とその後の変化を述べる。

13 15 ブラックホール

　超新星の爆発で残されるブラヅクホール

ﾆはどういうものか。その研究の歴史的背

iや、因果の地平線などその特徴、実際
ﾉどういう天体として見つけられているか

小尾　信　弥
i東京大学教授）

ｬ　田　　　稔
などを述べる。銀河中心のブラックホールや （東京大学教授）

ミニ・ブラックホールなどにもふれる。

進化する星の内部では、水素から始ま
って種々の元素が合成される。超新星の 小尾　信　弥
爆発の際には超ウラン元素に至る重い元 （東京大学教授）

14 22 物質宇宙の進化 素がつくられる。ここでは、星の輪廻の
lえに基づいて、現在の宇宙を構成する
ｳ素の起源を考える。宇宙進化の全体像

増　田　彰　正
i神戸大学教授）

にもふれる。

進化する銀河系のなかで、私たちの太
陽系は齢よそ50億年以前に誕生した太陽

15 29 宇宙　と　人間
系の誕生と進化について述べ、それをも

ﾆに銀河文明やそれとの接触についても

小尾　信　弥
i東京大学教授）

考える。最後に宇宙の進化とはなにかに
ついてもう1度考えたい。
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一　地　球　の　歴　史　一
　　　　　（→地球の科学　）

〔謹膨ビ覇1東京大学教授）〕

何 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
53／12

@9
星の進化と元素の

N源

　地球や私たちの体をつくる元素が、ど

ﾌようにしてできたかを知るには、主系

�ｯから超新星の爆発へと至る星の進化

ﾌあとを明らかにしなければならない。

竹　内　　　均
i東京大学教授）

ｬ　沼　直　樹
i筑波大学助教撰）

2 16 銀河系と太陽系

　私たちの太陽系が属する銀河系には、

P000億個もの恒星が存在し、宇宙にはこ

ﾌような銀河系が100億個もあるという、

竕ﾍ系内での太陽系の位置とその特徴を

ｾらかにしてみたい。

竹　内　　　均
i東京大学教授）

ｼ　田　卓　也
i京都大学助教授）

3 23 太陽系の起源

　太陽系の起源については、昔から多く

ﾌ説があった。それらを展望し、起源論
ﾉおける現在の主流である凝縮説を紹介

ｵたい。

竹　内　　　均
i東京大学教授）

ｼ　井　孝　典
i東京大学助手）

4
54／1

@13
岩石と：地球の年令

　地層や化石の研究だけからではわから
ﾈい岩石の絶対年令を岩石中の放射性元
fを使って決める方法について説明する。
u地球の年令」がどのようにして決めら

黶Aどのような意味を持ったものである
ｩについても説明したい。

竹　内　　　均
i東京大学教授）

ｬ　嶋　　　稔
i東京大学教授）

5 20
地球と月のたどっ
ｽ歴史

　人間の月着陸によって、月のたどった

�jが、ある意味では地球のそれよりも

ｾらかになった。その結果を参照しつつ、

n球と月のたどった一般的な歴史のすじ

ﾝちを明らかにしたい。

竹内　　　均
i東京大学教授）

吹@田　　　弘
i東京大学助教授）

6 27
造山運動と大陸の

ｬ長

　大陸と海洋の接する部分の海洋側に地

?ﾎと呼ばれるくぼみができ、そこにた
ﾜった堆積物がやがてそびえたって山脈
ﾆなり、大陸の成長が澄こる。そのよう
ﾈ大陸成長の具体的なからくりを明らか

ﾉしてみたい。

竹　内　　　均
i東京大学教授）

ﾍ野　　　長
i東京大学助教授）

7 2／3 大陸と海洋と大気
ﾌ起源

　火山作用にともなって地球内部からし

ﾚりだされてきた水蒸気と火山ガスが集

ﾏして海洋と大気が作られた。地球科学

ｪ明らかにしたこのような大陸と海洋と

蜍Cの起源について説明したい。

竹　内　　　均
i東京大学教授）

ｼ　尾禎士
i東京工業大学
@　　　教授）
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回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 10 生命の誕　生

　これまで見つかっている地球上で最古
ﾌ生物の化石は約32億年前のものである・一方実験室内では、無機物から有機物を

?骼ﾀ験が活発に澄こなわれている。こ
黷轤ﾌ2つの立場から、地球上での生命
ﾌ誕生についてふれてみたい。

竹　内　　　均

i東京大学教授）

9 17 大気の進化と生物

　火山ガスが集積して地球大気ができた
ﾆすれば、その大気は金星や火星のそれ
ﾆ似た炭酸ガス的なものであるはずであ
驕Bこのような炭酸ガス的大気を現在の
謔､：な酸素的大気に変えたのは、光合成

�ｷる植物である。

同　上

10 24 地　質　時　代

　今から約6億年前の古生代カンプリア

Iのはじめから、化石を残すような生物

ｪ地球上に大量にあらわれた。それ以後

ﾌ古生代、中生代診よぴ新生代のころの

n球の歴史をたどってみたい。

同　上

11 3／3 大回と極の移動

　約1億5000万年前には、地球上の大陸
ﾍすべて集まって超大陸パンゲアを作
ﾁていた。その後、このパンゲア声分裂移

ｮして、現在のような大陸の配置になっ
ｽ。大陸が移動しただけでなく、極もまた

n球上を移動したことが確められている・

同　上

12 10
プレ・一ト

@　テク　トニクス

　現在では、大陸だけでなく、海底をも
ﾜめた：地球の表面が約10枚のプレートに

ｪかれ、それらが独立に運動していると
lえられている。プレート（板）テクトニ

Nス（構造地質学）と呼ばれるこの考え

ﾉついて、詳しい説明をしてみたい。

同　上

13 17 地震と火山活動

　地球が今もな澄生きており、大陸と海

mと大気の成長が今もなお続いているこ

ﾆを物語るのは、地震と火山である。こ

､いう立場にたって、地震と火山活動に

ﾂいて説明する。

同　上

14 24 氷　河　時　代

　最近約m億年間に、4回の氷河時代が
?ﾁた。1つの氷河時代の中では、10万
N程度の時間スケールで、氷期と間氷期
ﾆが交代する。現在は最：後の氷河時代に

ｮする間氷期であるなどとも言われてい
驕B

同　上

15 31 人間活動と地球

　現在の人間活動の規模は、自然のまま

ﾌ地球のバランスをくずす程度にまで大

ｫくなっている。このような立場にたっ

ﾄ、環境汚染、エネルギー消費、異常気

ﾛといった問題についてふれてみたい。

同　上
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　　　　　　　　　　＝地球像の変遷＝
　　　　　　　　瞬禦拝診東京大学脚究刺

全体のねらい

　地球についての人々の理解の深まりの歴史を紹介するとともにいろいろな時代（例、古生代）に澄

ける地球の姿を再現する○

回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
56／8

@30

宇宙観の変遷iI一ギリシャ的な宇

@宙観の特色一

　古代文化圏の中で宇宙に関する特徴的

ﾈ見方（例えば地球説、太陽中心説、．地

??S説などを含む。）を持っていたギリ

Vャ人達の宇宙に対する見方を探る。

奈須　紀　幸
�兼C野村　上　陽一郎（東京大学助教授）

2 9／6

宇宙観の変遷H一近代的な宇宙観

@の形成一

　ギリシャ人の宇宙観がビザンツ・イス

宴?�oて中世ヨーロッパに伝えられ17

｢紀に科学的な宇宙観の誕生を迎える事

薰ﾆその後の展開を探る。

同　上

3 13 固体地球研究の進展

　現在知られているところでは、固体地
?ﾍ層状構造をしている。このような構
｢の解明はどのように行われてきたのか。
ﾜた、存在する物質はどのようなものと
?閧ｳれているのかを学ぶ。以前人々は
n球の内部についてどのように想像していたのかという点に：ついても触れる。

奈　須　紀　幸

i翻薪護》

4 20 大気研究の進展

　船乗り達の経験、天気図上に見られる

C団、前線、高・低気圧、高層気象観測

ﾅ発見された惑星波、ジェット気流など

ｪ地球規模の大気大循環像に組み込まれ

ﾄきた。その変遷をあとづける。

奈須　紀幸
i図研譲｝

�艨@富　雄
i東京大学教授）

5 27 海洋研究の進展

　海洋の顕著な現象である循環に焦点を
№墲ｹ、有史以来の海洋循環像の変遷を
T観する。海洋循環の研究は、まだ未解
?ﾌ問題が多く残されており、その解明
ﾍ今後に待たれる。最近の研究に力点を
ｨいて述べると共に、将来の研究をも展
]したい。

奈須紀　幸
�T薪懸章　本俊　彦（東京大学教授）

6 10／4 地質時代の確立

　いろいろな時代に形成された地層や岩
ﾎを、どのように：正確に識別し、順序正
ｵく時代区分できるかが、地球の歴史を
wぶ第一歩となる○化石を使ったり、放
ﾋ性同位元素を用いたりして、次第に地
ｿ時代が確立されてゆく。

奈須　紀幸
i翻薪讃浜由隆士（東京大学教授｝

7 11’ 大陸の研究の進展

　陸地は太古の昔から同じ形の陸だった

ﾌであろうか。ヒマラヤのような高い山
nから、なぜ海の生物の化石が見出され
驍ﾌであろうか。陸の研究のためには、

､地そのものの調査だけではなり立たな
｢ことがわかってきた。

同　上
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回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 18

太洋底研究の進展1一調査技術の進歩に

@伴う解明の歴史一

　近代の深海底の研究は、19世紀後半の
`ャレンジャー号世界周航に始まる。そ
ﾌ後、音響測深の進歩1’底質採取法の進
W、地震波による解析の進歩によって大
m底の姿は次第に明らかにされていった。
ｻの過程について学ぶ。

奈須　紀幸
i藩轟鶏糞）

9 25

太洋底研究の進展H一太洋底拡大の概念

@の確立一

　ウェゲナーの大陸移動説の見直しと深
C底研究の進展、特に中央海嶺系の連続
ｫの発見は大洋底拡大という概念を生み、
竄ｪてプレートテクトニクスの概念の誕
ｶにまで発展した。その経緯について述
ﾗる。更にチャレンジャー号の深海掘削
ﾉよる上述の概念の検証に言及する。

同　上

10 11／1 古生代の地球

　地球上に生物が出現し、化石として大’
ﾊに見出されるようになってから後を顕
ｶ累代といい、その前半が古生代である○
A物が初めて陸上に進出し、海中では三
t虫が栄えた。古生代の海陸分布は現在
ﾆ大きく異なり、気候もまったく違って
｢た○

奈須　紀幸
i羅轟汗菱護）

l　田　隆　士
i東京大学教授）

11 8 中生代の地球

　古生代から中生代への移り変わりは、

ｶ物界の激動期であった。アンモナイト
ﾆ恐竜の全盛をほこる中生代の地球は、

ﾃ生代とどのように違っていたのであろ
､○そしてその恐竜達はなぜ中生代の終
墲閧ﾉ姿を消してしまったのであろうか。

同　上

12 15 新生代，の地球

　新生代は、現在地球上に見られる大山

ｬが形成され、現代型の生物が発展した
梠繧ﾅある○ここでは、現在の地球上の
ｩ然景観や生物界がどのようにして出現
ｵてきたか、また、新生代末の氷河時代
ﾌ実態がどんなであったかを学ぶ。

奈須　紀幸
i騒升菱護》

ﾁ西　清　高
i東京大学助教授1

13 22
日本の古生代・
?ｶ代

　化石や測定年代をまとめて組みあげら
黷ｽ日本の古生代・中生代の有様は、地
?jの中でどのように位置づけられるの
ﾅあろうか。フズリナやアンモナイトか
轤墲黷墲黷ﾍ何を学べるのだろう。日本
�№ﾍやはり昔も列島の形をしていたの
ﾅあろうか。

奈須　紀幸
i轟轟三笠嚢）

l　田　隆　士
i東京大学教授》

14 29 日本の新生代

　化石や岩石の測定年代からまとめられ

體坙{の新生代の有様はどのようなもの

ﾅあったか。さらに、古第；紀、新第三

I、第四紀と分けて調べた場合の日本の

pはどのようなものであったかを学ぶ。

奈須　紀　幸

i轟轟野景》

ﾁ西　清　高
i東京大学教授）

15 12／6 日本列島周辺の
C底の姿

　現在の日本列島の姿を支えている周辺
ﾌ海底の姿は一体どのようなものか。大
､棚の存在に着目し、古久慈川の埋四谷
ﾌ形成過程や富山湾入善沖埋没林の発見
ﾆ大陸棚について学ぶ。また、チャレン
Wャー号の海底掘削によって発見された
喧k日本沖の親潮三陸について述べる。

奈須　紀幸
i轟轟汗菱護）
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　＝　海　洋　の　科　学　一
　　　　　　　（→大気と海洋）

瞬1驚驚東京大学醐究所長〕

全体のねらい

　地球表面の7割を訟澄う広大な海洋の本質を知るために、色々な専門分野にわたって学ぶ。

回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
55／8

@31
海洋探究の歴史

　海の科学的探険の時代から現今の海洋

ﾀ験の時代までにわたり、主として海洋

ﾆ海底の構造と運動の面から探究の成果

�T観し、海洋の科学へと誘うよすがと

ｷる。

奈　須　紀　幸

i轟轟鶏養1

尠{　俊　彦
i論究隷）

2 9／7 海洋大循環

　海洋の物理現象の中でも特に顕著な海
m大循環について、その成因、構造につい
ﾄ説明し、それらを更に深く理解する上で
K須な課題である人工衛星からの観測や深
wの循環の観測について述べ、関連する重
vなトピックスである海洋一大気系の大規
ﾍ変動や海洋温度差発電について触れる。

同　上

3 14 黒　　　　　　潮

　北大西洋に粗ける湾流とならんで顕著
ﾈ海流である黒潮を中心とする黒潮循環
ﾌ構造、その著しい変動である蛇行と冷
?Qや暖翠化、それらと同じ程度のスケ
[ルをもつ中規模擾乱等についての最近
ﾌ研究を紹介する。

同　上

4 21 波　　と　潮　　汐

　海岸では常に沖から岸に向って波が打ち寄せている。この波はどこで作られどのような性質があるのか、実験を行って説明する。特殊な波として、高潮と津波に触れる。次に潮汐のメカニズムと水理模型による瀬戸内海の潮流の研究につ

｢て話したい。

木　村　龍　治
i東京大学海洋､究所助教授）

ﾞ須　紀　幸

5 28 海洋と気候変動

　地球大気生成以来、気候は変動をくり

ﾔしながら今日に至っている。気候変動
ﾌ仕組みについては不明な点が多いが、
ｱれまでめ変動の実態と海洋の果してい

髢�рﾉついて述べ、最後に、人間活動
ﾌ気候変動に及ぼす影響についてふれる。

浅　井　富　雄
i轟洋藩究奇教護）

ﾞ　須　紀　幸

6 10／5 海岸地域の気象

　陸地と海洋の熱的・動的特性に大きな

ｷ異があるため、海岸地域には特有の気
ﾛ現象が生じる○一一日周期の海陸風や広

ﾍ囲に見られるr年周期の季節風がその
痰ﾅある○これら沿岸域の気象の特徴・
@構・影響等について述べる。

同　上

7 12』 海の物質循環

　生物の活動を通じて、いろいろの元素

ｪ循環している○酸素、炭素、窒素に注
ﾚして、海D中に残された生物活動の軌跡

�ｽどることによって、その動き、特徴
ﾈどについて探る○生物生産や沿岸の富
h養化の問題との関係に：ついてもふれる。

服　部　明　彦

i論究講）

ﾞ須紀幸
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回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

わが国は、四面海にめぐらされ、豊：か 平野　敏行

8 19 海流と生物資源

な海の幸にめぐまれている。このような
Cの生物資源の生産は日本近海では、黒
ｪや親潮と呼ばれる暖流や寒流と密接な
ﾖ係をもっている。世界の海のどのよう

（繍究回議奈須　紀幸

な海流が、どのように生物生産と関係し
ているかを探iってみよう。

海洋漁業資源は決して無尽蔵ではない。 青　山恒　雄

9 26 漁業資源とその利用

しかし年々再生産されるから、資源の利

p方法を適正に保つように努めれば、長
匇ﾔ安定した漁獲を得ることが可能であ

（論究奇教護）

ﾞ須　紀幸
る。このことは、今日の国際漁業情勢の

中で特に重要性を増している。

大小の部分生体系に別れ、200m以浅 堀越増興

10 11／2 海洋の生体系

の浅海系には植物の光合成活動があるが、

[海系では微生物と動物のみとなる。沿
ﾝ域と外洋域とでは種類も生物量も異な

（轟瀟究奇疲奈須　紀　幸

るが、近年内湾の有機汚濁が外洋にはみ

出す傾向がみられる。

海底やその直上の水中には、表層や中
層の水中とは異なる海底の生活に適応し
た種類の生物がすむ。これらは生物群集

11 9 底生生物の生活 をなして澄り、植物連鎖などを通じて互 同　上
いに関係して生活を送る。陸上のミミズ
のように堆積物を撹拝する現象が知られ
るように：なった。

深海底は中央海嶺で生まれ、横に数cm／ 小　三和　男

12 16 深海底の生いたち、

年の速さで移動していることが数多くのデー
^から示されている。海底が生まれ出る場所
ﾌ様子についてその構造や形態について詳
ｵくのべ＝沖縄トラフ、マリアナトラフなども小さ

（麟畑野教書）

ﾞ須　紀幸
いながらも海底が生まれつつあるか住まれた

ばかりのところについても述べる。

深海底は海溝の下でななめに陸の下に
沈み込んでいる。その形は深発地震面の
様子が推定されているが、最近では地震

13 23 深海底の沈み込み の波の伝わり方からも確認されている。 同　上
沈み込みの形は地域によってもかなり異
なっている。このちがいは地震の起り方
や火山活動の歴史にも深く関係している。

大陸の周辺には海底傾斜のゆるやかな
大陸棚がひろがっている。その外線の水
[はほぼ120～130m程度である。このよ 奈須紀　幸

14 30 大陸棚の旧い立ち うな海底地形が生じたのは氷期・間氷期
の繰り返しに対応した海水準変動が原因
であることが判明した。その経緯につい
て説明する。

海岸は岩石海岸と砂浜海岸及び内湾の

干潟に大別される。この様な海岸の地形

15 12／7 海　　　　　　岸
や堆積物の分布について分類を行う。さ

轤ﾉ、砂浜海岸の沖合いに訟げる波や流
同　上

れのパターンを知り、砂浜海岸の形成の
機構について学ぶ。
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〔主任講師・1岩：城英夫（筑波大学教授）〕

全体めねらい

　個体一個体群一群集の各レベルに鉛ける生物と無機的環境、生物と生物の関わり合いを具体的

事例をあげて講義し、生物的自然の構造と機能、生物群集や生態系の多様性、全体性論よびその動的

平衡についての理解を深める。講義を通じて、生物個体ど環境、個体群の動態の問題を扱う個生態学、

生物群集や生態系の＝構造と機能の問題を扱う群生態学の分野におげる基本的な原理ど概念を理解させ

る。

主な項目

α）生物と環境要因

（2）個体群の成長と調節

（3）群集（群落）の構造と分布

（4）種間関係（競争、捕食、寄生など｝

⑤　群集の遷移

（6）一次生産とエネルギーの流れ

（7）生態系の物質循環
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＝鉱物資源とその開発＝

全体のねらい

　資源問題が論議されている割りに：は、鉱物資源について、例えば、鉱物資源と人間とのかかわり合

いや、資源の分布や資源量の問題、資源を獲得し、利用するための技術、更に、わが国としてどう対

応すべきかといったことがあまりにも知られていない。このセミナーでは鉱物資源の諸問題を、その

開発と利用を中心に、技術的側面から概説する。

回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

火打石としてのフリント、やじりとし

1
56／8

@29 鉱物資源と文明
ての黒曜石など、石器時代を象徴する資

ｹをはじめとして、青銅器時代、鉄器時
山　口　梅太郎

i東京大学教授）
代、現代に至る文明にかかわる資源の役

割りを概説する。

鉱物資源は農産資源、水産資源などと
異なり、裁撰することのできない資源で

2 9／5 資源の有限性
ﾉついて　　　　　’

あって、掘り取ればいずれは無くなって
ｵまう01970年に：発表されたローーマクラ

同　上

1
ブの「成長の限界」などを中心に、鉱物
資源の有限性を論ずる。

わが国は古くから開発された鉱山国で

3 12
わが国の鉱物資源
ﾆその確保

あるが、今日では、その資源需要の大部

ｪを海外からの輸入に依存している。わ

ｪ国の活動を支える鉱物資源確保の状況

同　上

それを支える経済、技術などを概説する○

鉄、銅、コバルトなどの金属資源につ

いて、その鉱床、分布、埋蔵量など、い 武　内　寿久禰
4 19 金属鉱物資源’ くつかの金属を例にとって解説し、その （東京大学教授）

問題点を論ずる。

石灰石、硫黄、燐i鉱石など非金属鉱物

もまた地下から得られる重要な鉱物資源

5 26 非金属鉱物資源 であるが、それぞれ特長のある資源問題 同　上

をかかえている。

7回以下のエネルギー鉱物資源と関連

して、ウラン、トリウムなどの核燃料鉱

6 10／3 核燃料鉱物資源 物資源について解説する。併せて、リチ 同　上

ウムやジルコニウムなど原子炉材料とし
て：重要な資源に：ついても触れる。

地熱、太陽、水素など新しいエネルギ

7 10’ エネルギーとその

糟ｹ

一資源を含めて、将来のエネルギー供給

ﾌバランスを展望し、その中に附ける石

福竦ﾎ炭などの化石燃料資源の占める重

冨永博夫
i東京大学教授）

要さを論ずる。
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回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 17
石炭・石油◎天然

　石炭、石油、天然ガスなどはエネルギ

[資源であるばかりでなく、重要な工業

ｴ料である。これらの利用の歴史、その

ｻ学、将来を展望する。

冨　永　博夫
i東京大学教授）

9 24
オイルサンド、オ
Cルシェールなど

　石油の代替資源といわれるオイルサン

h、オイルシェールとはどんなものか、

ｻの他の代替資源はあるのか等、石油代

ﾖ資源の特性と開発の可能性を探る。

同　上

10 31 鉱山とその開発（1）

　鉱物資源の供給源である鉱山の開発は

ﾜず鉱床の発見からはじまる。鉱床の性

ｿ、鉱床探査の技術、発見した鉱床の評

ｿ、開発の可能性の検討などをまとめる。

武　内　寿久禰

i東京大学教授）

11 11／7 鉱山とその開発（H）

　鉱床をどのように開発し、鉱石を採掘

ｷる技術について述べる。露天掘、抗内

ﾌ掘、砂鉱床の採掘、あるいはインプレ

[スリーチングなど、いろいろな採取方
@が行われる。

山　口　梅太郎

i東京大学教授）

12 14 鉱山とその開発（［ID

　鉱山から掘り出された鉱石は、多くの

鼾〟Aそのままでは利用できない。鉱石

ﾌ中の不用な部分を取除き、品位を高め

髑I鉱の技術、鉱石から金属を取出す製

Bの技術について述べる。

井　上外志雄
i東京大学助教授）

13 21
海から得られる鉱
ｨ資源

　海水に溶けている各種の塩類も重要な

z物資源であり、最近はウランを採取す
驍ｱとも試みられている。海岸や浅い海
ﾉ堆積している砂利や砂、錫やチタンな
ﾇ○さらには深海底に知られるマンガン
c塊など海には多ぐの資源がある。

山　口　梅太郎

i東京大学教授）

14 28
未利用資源とリサ

Cクル

　マンガン団塊やオイルシェールなどの
ﾙかにも、まだ十分に利用されていない
D資源は多い。これらの未利用資源の有効

?pを考え、また、利用された後捨てら
黷骼糟ｹをもう一度活用するリサイクル
ﾌ問題を考える。

井　上　外志雄

i東京大学助教授）

15 12／5 資源開発と環境問題

　鉱山をはじめとして、鉱物資源の開発
ﾍ、どうしても自然環境の破壊を伴うこ
ﾆになる。資源の確保と自然環境め保護
�ﾇのように調和させたらよいか、破壊

ｳれた環境をどうしたら回復できるのか
凾�lえる。

山　口　梅太郎

i東京大学教授）
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＝微粒子の科学＝＝

全体のねらい
　物の性質の一断面として、我々の生活に関連の深いコロイドをとりあげる。ゴロイドは微細粒子で、

あるが故に界面という二次元世界の性質一表面張力、吸着、ぬれ、界面電気など一に深くかかわって

いることをみて、これら界面の性質を調べる。ついでコロイドーあわ・エマルション・分散系一の生

成、寿命（安定性）、消滅の原理と応用について述べる。

回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

物質は、気体、液体、固体の三状態を

1
56／12

@13

コロイドと界面の
闍`と分類
@一序論として一

とるが、これらを微粒子にすると、特殊
Fな性質を示すようになる。これをコロイ
hという。コロイドは、その表面積が著
ｵく大きいため界面の性質に支配される。
ｱのコロイドと界面の関係を調べ、コロ

北　原　文　雄i

i東京理科大学教授）

イドの分類を行い次回以下の準備をする。

コロイドのうち、粒子コロイドはその

生成にある条件を必要とする。それを主

2 20
粒子コロイドの生
ｬとその性質の概観・

にエマルション、ゾルについて調べ、粒

qの大きさ、形とコロイドの沈降や濁り

同　上

色との関係をみる。

溶液の表面張力測定から海面活性とい

3 27
界面活性とミセル

う現象が見出された。界面活性と吸着と

ﾌ関係を調べ、表面張力測定から、臨界 同　上
コロイ　ド

ミセル濃度（CMC）を求め、ミセルコ
ロイドの存在を知る。

界面活性剤の特性としてのミセルコロ
髪 イド形成と吸着性に関連する現象を調べ

4
57／1

@10
界面活性剤の性質

る。すなわち、ミセルの存在による不溶
ｫ物質：の溶解（可溶性）、ミセルの触媒

同　上

作用や起泡、乳化、分散などの作用も調
べる。

前＝章の気・液界面の吸着膜は単分子膜

であるが、この外に二分子膜、多分子膜

5 17「 膜のいろいろ があり、これらは生体膜、工業用膜とし 阿　上

ても重要な意味をもつ。これら膜の形態、

性質、応用などについて調べる。

気・液界面の吸着の他に、固体表面へ
の気体の吸着があり、これは固体表面の

6 24 吸着の界面科学
改質、触媒作用の立場から重要である。

C・固界面の吸着に関する現象、その応
同　上

用、また溶液から固体表面への吸着その
応用についても述べる。

“ぬれる”という日常的な現象は、界

面化学にとって重要な意義をもつ。浸透

7 3ゴ ぬれの界面科学
接着現象もぬれの一面であり、ぬれは工
ﾆ的にもよぐ利用されている。ぬれの定

同　上

義、ぬれに関連する現象、ぬれの応用な
どについて述べる。
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回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 2／7 界面電気現象

　固体と溶液の界面には、一般に電気が
ｶ在している。この界面電気について、

ｶ成の原因を調べ、結果として生成して
｢る電気二重層の性質、その調べ方につ
｢て述べる。これは次回の重要な伏線で
?驕B

北　原　文　雄i

i東京理科大学教授》

9 14
コロイドの安定性
ﾆ界面電気　　＿

　粒子コロイドは本来不安定なものであるが
?阨福ﾉよってはかなり安定で、安定なコロイ
hには、利害得失がある。コロイドの凝集（不

ﾀ定化）の実験からコロイドの安定化の原因
ﾌ一つに電気二重層の存在があることをみ、電気二重層従ってコロイドの安定性に及

ﾚすいぐつかの因子について調べる。

同　上

10
一
　
2
1

コロイドの安定性

ﾆ高分子

　高分子はコロイドの一つであるが、現
｡は、高分子化学として、一つの分野をつくり、大きな分子という見方をしてい

驕B粒子コロイドは高分子を吸着するの
ﾅ、凝集することもあるし、より安定化
ｷることもある。これらの事情について、
uｪ子溶液の性質と関連させつつ調べる。

同　上

11 28 エ　マ　ノレ　シ　ョ　ン

　微細な液滴が他の液中に分散している

鼾№�Gマルションという。エマルショ
唐ﾍ我々の生活になじみが深い。エマル
Vョンはどうしてでき、どうして消滅す
驍ｩ（乳化と解乳化）、また、その性質
棊pについて調べる。

同　上

12 3／7 あ　　　　　　　わ

　あわもまた我々にとうてなじみの深い

烽ﾌである。起泡と白泡、何がそうさせ

驍ﾌか、あわの性質や応用について述べ

驕B

同　上

13 14 レ　オ　ロ　ジ　一

　物の流れ方、くずれ方などを調べるレ

Iロジーはコロイドの性質を調べるのに

蝠ﾏ役に立蔀レオロジーの基礎について

qべ、とぐに粘性のコロイドに：澄ける役

р�ｲべる。

同　上

14 ，21，
分子の集合状態
ﾆしてのコロイド
[別の見方から一

　コロイドを分子の集合状態という立場

ｩら見直すことは現代的意義がある。と

ｭに分子の配向的集合体として、単分子

戟Aミセル、逆ミセル、二分子膜、多分

q膜液晶などを見直すことができる。

同　上

15 28 コロイド・界面とｶ活

　コロイド科学、界面科学は我々の生活
ﾆ深いつながりがあることは、しばしば
qべたが、最後にこれらを見直し、まと
ﾟてみたい。この面からの学問への刺激
Cもあり得るであろう。たとえば、環境問
閧ﾆのつ：ながり、新しい材料の開発など。

同　上
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＝　脳 と 行　動　＝

〔主任講師　伊藤：正男（東京大学教授）〕

全体のねらい

　脳の研究は、現代生物科学の極めて重要な課題の一つであり、その医学上の応用や人工知能開発へ

の波及効果に：対する期待も大きい。この講座では、現在自然科学の手法を動員して行われている脳の

研究の成果をもとに、脳の構造とその働き方の仕組みを解説する。更に、脳と行動の関わりを考察し、

脳と心の問題に言及する○

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

脳とは一体何であろうか。動物の行動に現わ
れるその複雑で精妙な働きは如何にして生まれ

1 脳　　の　働　　き るのであろうか。そして、どのように：して脳は

汲ﾉ：は我々の精神の担い手になるのであろうか。
伊　藤正　男
i東京大学教授》

現代の自然科学ばこれらの問いにどう答えるの
であろうか。

脳は膨大な数のニューロンから成っている。
ニューロンは電気信号を発生し、伝播させ、特

2 ニ　　ユ　　一　　ロ　　ン
殊な化学物質を分泌して相互に：情報を伝え合う。ニューロンとニューロンの間をつなぐシナプス

同　上

は脳の働きにとって最も重要な微細構造である○

多数のニューロンとその突起が集まって核と
呼ばれる集塊を作り、また、美麗な皮質構造を

3 脳　　の　＝構　造 作る。脊髄、延髄、小脳、橋、中脳、間脳、大
]と呼ばれる脳の各部分は、それぞれ特徴のあ

同　上

る構造をして澄り、脳の働きの上で違う役割を
分担している。

脳の働きのもっとも底辺にあるのが反射であ

る。われわれの日常行動には数多くの反射が含

4 反　　　射　　　系 まれている。多数の反射をうまく組合わせて実 同　上

施する働きは脳に特有のものである。反射に：澄

ける信号の伝わり方を調べてみよう。

延髄より上位の中枢から脊髄へ野芝もの下降
路が降りていく。これら下降路の信号は、自動

5 脊髄下降路 車のギアのように脊髄で行われている反射を活 同　上
動させたり、停止したり、種類を切り換えたり

する働きがある。代表的な下降路の構造と作用
を調べる○

小脳は直接、あるいは脊髄下降路を介して間
接に反射系につながり、反射の働きを正確な、

6 小　　　　　　脳
円滑なものに：する。環境状況に：応じて反射を適

椏Iに修正したり、多ぐの反射活動の協調をと
同　上

るのも小脳の役目であり、所謂運動学習の中枢
となっている。

大脳の深部にある幾つもの核の集合体で、運

動の自動的な制御の中枢である。これが病気で

7 大脳基底核 侵されると、いろいろな型の不随意運動が起つ 同　上

てくる。大脳基底核は運動制御における自動的

な安定装置の役を担っているようである。
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回

8

9

10

11

12

13

14

15

感

テ　　　一　　　マ

覚

随　意　旧

情

本　能　行

睡　眠　と覚

記憶　と学

大脳連　合

脳 と

7 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

皮膚、目、耳、鼻、舌で受けたいわゆる5感

系

の情報は神経信号に変えられて上位の中枢へ送

轤黷驕B脳はどのようにしてこれらの情報を分

ﾍし、われわれが身を置いている外界のイメー

伊　藤　正　男

i東京大学教授）

ジを脳の中に作り出すのであろうか。

われわれは意のままに運動を行うことができ

るが、その仕組みはどうなっているのであろう

動 か。大脳の運動領野で生まれた司令信号が脊髄に 同　上

送られて運動を引き起す過程を分析してみる。

われわれの感情の根底にあるのは、外界から

の刺激に対する生物学的な価値判断である○益、

動 に：なるものは喜びを、害になるものは怒りや怖 同　上

れを引き起す。この価値判断機構は視床下部に

あり、大脳辺縁系に助けられて働くと思われる。

摂食、飲水、性行動など本能的な行動は情動

と密接な関係があり、大脳辺縁系、視床下部が
動 中枢として働く。視床下部を中心に広がる報酬 同　上

系、罰系とよばれる脳の領域には行動の結果に

対して報酬が与えられたか否かの判断機構がある。

通常の睡眠はノンレム睡眠と呼ばれるがこれ

が時折レム睡眠と呼ばれる別の型に切り変わる○

醒 覚醒とこれら2型の睡眠のリズムが作り出され 同　上

る脳内の仕組みについて考えてみよう。合せて

脳内にある生物時計のはたらきを調べてみよう。

脳の記憶装置は、使い方によって信号の伝わ

り方が変化する可塑性シナプスにより作られて
習 いる。最近、幾つかの可塑性シナプスの働き方 同　上

が判ってきた。これらのシナプスが神経回路網

に組込まれて脳の学習機能が生まれる。

大脳皮質：の感覚野、運動野の間を占める連合

野は動物が高等になるにつれて発達し、人間で

野 は大脳表面積の大半を占めるに至る。ここに言 同　上
語野が生まれ、認識、思考、直観的判断、行動
のプログラミング、自我意識などの高次機能が
含まれる。

反射に始まって大脳連合野まで、脳の構造と

機能について一歩一歩登ってきたが、最後三三
心 と心」の問題を考えてみよう○われわれの心は 同　上

果して脳の働きとして最終的にとらえうるであ

ろうか。
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〔主任講師　木原弘二（慶応義塾大学教授）〕

全体のねらい
　“生命のしくみ一化学の立場1”で一通り学んだ点を基礎知識として、これらの知識の根拠を改

めて確かめ、また、補充発展させることを目的としている。主に、個々の独立した問題を取り上げて、・

基礎的な紹介では触れることのできなかった点を検討し、現代の生化学が直面している問題を二・三・

紹介する。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

物質についての考え方をギリシャ時代から中

世、近代へと辿り、その間、生物の働きについ
木原　弘二

｛

1 生命観と物質観 て生命に特有な力やしくみが考えられてきたこ

ﾆを紹介し、現代での考え方と対比させてみる。
（慶応義塾大学教授）

18世紀末ごろから、多数の有機化合物が発見

され確認されてきた019世紀初頭は、無機化合

2 有機化学の確立 物の研究が華々しい成果を挙げていた頃で、無 同　上

機物質と有機物質との区別が明確になり、その

後の生化学の発展の方向が確かめられていった。 毛

尿酸は、精製され確認された有機化合物の最

初のものの一つであるQこの物質の血液中濃度

3 尿　酸と　痛風 が高い痛風の発作が澄こる。ヒトどいう生物に 同　上

特有の二つの事情が、この病気の起こるための

条件となっている点を解説する。

私たちの健康な生活には、適量のビタミンを
摂取する必要があるが、ビタミンの必要性が明

4 ビ　タ　ミ　ン　C らかにされてきた研究の歴史は、物質を研究す 同　上

る上での考え方を教えている。ビタミンCを例

にして、この点を紹介する○

ビタミンCの欠乏で、もっとも影響を大きく

受けるのは、コラーゲンである。このタンパク

5 コ　ラ　一　ゲ　ン 質は、．特殊なアミノ酸が含まれている点、アル，’ 同　上

ファ・ラセン構造が主構造となっていない点な

ど、標準的なタンパク質と異なっている。

赤血球の表面には、さまざまな血液型を決定
している物質が存在している。血液型に：ついて

6 ABO型物質
は、ABO型が最初に発見された（1801》oしか
ｵ、この型を決定している物質が確認されたの

同　上

は約半世紀後で、この例について糖上質の研究

を紹介する。

腎臓移植などの臓器移植の際に問題になるの

7 白血球抗原型@　（H：LA）

は、移植片に対ナる拒絶反応である。この免疫

ｻ象には、白血球の細胞膜表面の抗原が関係し

ﾄいて、その抗原型はきわめて多数で、A、　B、

同　上

C、D、　DRの5群に分類されている。
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回 テ　　一　　マ・ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

8 タンパク質の分解

　タンパク質は、赤血球などの場合のように、

ﾗ胞全体として分解される場合の外にも、細胞

ﾌ内部で絶えず分解されている。細胞内タンパ

N質が分解される過程では、それぞれのタンパ

N質は異なった速さで分解され消失していく。

木原　弘　二
i慶応義塾大学教授）

9
タンパク質分解酵
f阻害因子

　白血球の働きのためには、タンパク質を加水
ｪ解する酵素が必要であるが、その過剰な作用
�hぐために血液中に：は、タンパク質分解酵素

�j害するタンパク質が存在していて、このタ
塔pク質の遺伝的変異型の入では肺気腫が起こ
閧竄ｷい。

同　上

10 酵素作用の調節

　酵素の活性は精妙なしぐみで調節されている。

ﾌでのグリコーゲンの分解と合成に関係してい

骰y素系と、窒素を含む化合物の合成の出発点

ﾆもいうべきグルタミン合成酵素を例として取

闖繧ｰる。

同　上

11 ホルモン放出因子

　ホルモンによるさまざまな身体のしくみの調

ﾟについて、そのホルモンの産生が視床下部か

逡叝oされる別のペプチドによって支配されて

｢る○副腎皮質刺．戟ホルモン（ACTH》の放
o因子などについて述べる。

同　上

12 水

　生物体の大部分は水である。水という物質は
ｫわめて特別な物質で、この特殊性が生物の示
ｷさまざまな現象の基盤となっている。そのた
ﾟ、水の補給は生命の維持に不可欠であり、こ
ﾌ点をきわだった形で示しているのが脱水症状
ﾅある。

同　上

13 ヘモグロビン遺伝子

　DNA分子を切断し、適切に：結合し直す方法

�pいて、動物、とぐにヒトの遺伝子を純粋に

ｷることができるようになり、その構造を究明

ｷることが可能となった。ヘモグロビン遺伝子

�痰ﾆして、この分野の研究の現状を紹介する。

同　上

14 放射線の影響

　放射線の作用には、さまざまな型があるが、

cNA分子に対する影響が、もっとも詳細に研
?ｳれている。細胞には、生じたDNA分子の
ｹ傷を修復するしくみが具わっている。大腸菌
ﾆ、ヒトの培養細胞を利用して得られた成果を
ﾐ介する。

同　上

15 生命と　物質

　これまでの講義全体を尋りかえって考察し、

ｨ質についての研究から、生命現象が究明され

ﾄきた成果をまとめて考察してみる。このこと

ﾍ、とりもな訟さず、生命についての考えを改

ﾟて整理することになるであろう○

同　上
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　　＝　集　団　遺　伝　学　＝＝

〔主任講師：松永　英（国立遺伝学研究所）〕

全体のねらい

　集団遺伝等は、個体の集まりである集団を対象として、その邊伝的構成がどのような法則に：支配さ

れ、時とともにどのように変化していくかを追求する学問で・究極的には生物の進化機構の解明を目

的としやる・この学問襯缶詰の数学的理論体系を軸として旧離糠団に回る観察結果

（とくに分子レベルの変異）の解析と理論の検証を行っている○本講義では、放送大学の主旨にのっ

とり・集団遺伝学のあらましの一端をできるだけ平易に・そして人間とのかかわりを念頭に診やて・

解説してゆきたい。

主な項目

（11遺伝の基礎（遺伝子、染色体、DNAl

（2＞任意交配集団

（3）近親交配

（4）量的形質の遺伝

（5）、突然変異と自然三三

（6＞小集団の変異

（7）分子進化

（8）人種の分化

（9）　日本人の遺伝的特徴

（1◎　遺伝学からみた人類の未来、など
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＝　動　物　の　行　動　一

〔灘摯騰京都大学剃

全体のねらい

　動物は単細胞のアメーバから、人間に近い類人猿まで、非常に大きな拡がりをもっている。ここで

は動物の行動を系統と進化の軸にそってとらえてみる。そしてそのことを動物の生活や社会を背景に

∫して展開し、行動のメカニズムを探りながら、生命活動の具体的な表出としての行動の意味を考える。

回 倣送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
57／8

@28
総論
ｴ生動物の行動

　動物の行動を、どのような立場でとら
ｦるかについての基本路線を説明する。
ﾜず、単細胞で他の動物とはまったぐち
ｪつた構造をもつ原生動物がいかに巧み
ﾉ行動するか、またそのしぐみは？につ
｢て述べる。

河　合　雅　雄i

i京都大学教授）

冝@高　敏隆
i京都大学教授）

2 9／4 昆　虫の　行動

　チョウは異性や花を求めて飛び回る。
ﾞ等の行動が澄こるしくみを実験と観察
ﾉよって解析しつつ、生得的行動解発機
¥（IRM）、リリーサー、動機づけ、
~求行動など、動物行動学の基本的認識を

ﾞ等の生活との結びつきの中で理解する。

日　高　敏隆

3 11 社会性昆虫の行動

　昆虫の中でもアリ、ハチ、シロアリは
｢わゆる社会を作って生活をする。この“社会”の中での彼等の行動は驚異的で

?驕Bまた、保護色や擬態はそれ自体が
ﾁくべき現象であるが、行動が組合わさ
ﾁてこそその効果が発揮される。

同　上

4 18 鍵刺激のさまざま

　魚、両生類、爬虫類の行動ではどのよ

､なものがりリーサーになっているだろ
､か？いろいろな実験例をあげながら、

l争、採集、防御などの行動について、

ｶ得的行動解発機構の理解を深める。

同　上

5 25 鳥の行動と刷りこみ

　鳥の行動は巣作り、育児などが加わっ
ﾄ、相当に多岐にわたっている。しかし
ｻれらの行動も基本的には生得的解発機
¥によっておこる。ただし鳥類では、よ
ｭ知られているとおり、刷りこみという
ﾓしぎな現象がみられる。

同　上

6 10／2 哺乳類：の母子関係

　哺乳類の行動の特徴のひとつに母子関

Wの緊密さがあげられる。草食有蹄≡類で

ﾍそれがとくに著しい。奈良公園のシカ
�?Sにそれを観察する。また～攻撃と　　　　　　　　　　　，その仰制行動についても述べる。

河　合　雅　三

ｩ　日　　　稔
i兵庫医科大学教授）

7 9’ 食肉獣の一食行動

　肉食獣は餌をねらって生活せねばなら
ﾈい。そのため同じ種のなかでも対立す
髢ﾊと協力を必要とする面が生じる。ま
ｽ餌を襲う行動にもいろいろな型がみら
黷驕Bまた、攻撃とその仰制行動につい
ﾄ、肉食獣の特徴的行動をとりあげる。

同　上
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回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

嗅覚は重要な感覚で、多ぐの哺乳類は

、
嗅覚にたよって生きている。また、皮膚 河　合　雅　雄

8 16 嗅覚の　世界 腺の分泌物や尿などは通信手段ともなつ
（京都大学教授）

ている。いくつかの例から“匂いづけ” 朝　日　　　稔

行動の意義を探ってみよう。
（京都大学教授）

イヌの遠吠え、ゾウのトランペットな
ど、遠距離通信に用いられる鳴き声、さ

9 23 鳴き声と超音波 らにコウモリやイルカの超音波など、音 同　上

の世界での哺乳類の行動を調べる。

霊長類社会を成立させているいくつか
の原理のうち、主なるものとして順位制、

10 30 霊長i類の社会行動
血縁制、リーダー一丁があげられる。その

ｱとについてふれ、特に順位制の問題を
河合　雅　雄

とりあげ、攻撃行動と社会的調整行動、

あいさつ、分配行動などを解析する。

霊長≡類の性行動、その発現と仰制機構、

11 11／6
霊長類の性に関す
髀薄竭

性関係、性周期子殺しについて述べ、イ

塔Zスト（近親相姦）の問題ともあわせ

ﾄ種族維持行動としての性行動の意味を

同　上

考える。

霊長類の特徴は、成長期間が長いこと

12 13
霊長i類の育児行動

ﾆ発達

である○例えば、チンパンジーは5歳ま

ﾅ母子関係は密接である。育児に関する

黷ﾆ子、他個体の行動を子供の発達と関

同　上

早してとらえる。

ニホンザルは37種の音声を使って澄互

13 20
霊長類のコミュニ

Pごション

いのコミュニケーションを行っている。

ｻの他多様な身振りによるコミュニケー
Vョン活動もある。それらについて述べ

同　上

チンパンジーの言語習得の問題にもふれ
る。

文化は従来人間だけに特有の現象とさ

14 27
霊長類：の文化的行

ｮについて

れてきたが、動物に：もそれが見出される

ｱとがわかった。道具の使用と製作など

�ﾜめた文化行動を紹介し、文化とは何

同　上

かという問題を考える。

15 12／4
動物の行動について

　三人の講師が各々の分担講義をもとに

ｵ、動物行動の見方、意味のさぐり方、

ﾂ体維持と種維持の関連性などについて

河　合　雅　雄

ｩ　日　　稔

ま　　　と　　　め のてい談をし、全体のまとめを行う○ 日　高　敏隆

一309一



　　　　　　　　　　　・＝　植　物　の　生　理　＝

　　　　　　　　　　〔主任講師：増田芳雄（大阪市立大学教授）〕

全体のねらい

　植物は動物と異なり、自栄養（光合成1の機能をもっている。また、環境変化から逃れることがで

きないので、種々の環境要因に対応する能力を備えている。植物の形態形成と生理的機能はもちろん

遺伝子のもつプログラムにしたがって発現されるが、それはしばしば環境要因に強く影響される○こ

のような植物に：特徴的な構造診よび生理機能の調節について・植物ホルモンの役割などにもふれなが

ら・主として個体の水準に劇いて解説したい。

主な項目

（1）植物の体制

⑳．遺伝的性質と環境要因

（3）光合成と栄養

（4）成長、分化と運動
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＝生物の進化と系統＝
　　　　　　　　（動物の部）

〔主任講師：丸山工作（千葉大学教授）〕

全体のねらい

　この地球上で・どのように：して生吻が出現したのか、他の天体からの飛来説をふくめ論ずる。細菌

など原核細胞と真核細胞の出現と進化について述べるρさらに原生動物から多細胞生物への進化をた

どる。発生過程から進化をみたヘッケル説と、べん毛虫から進化したとするハッ薯説を論じ、比較す

る○

　タンパク質や核酸の変異からみた分子進化について考察する。

　地球上の多様な生物の系統進化について、これだけ論じられて、な齢、不明である点をタイムスケ

ールの大きな科学の困難さを言う。

主な項目

（1）生命の起源

（2）最初の生物

（3）原核生物

（4）真核生物

（5）多細胞生物

（6）無脊椎動物

（7）コン虫とホヤ

（8）脊椎動物

（9）哺乳類

（1①　ヒト化の道
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　　　　　　　　　　　＝＝生物の進化と系統＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（植物の部）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：西田　誠（千葉犬学教授）〕

全体のねらい

　現在1われわれをとりまいている種子植物の体制と構造および生活史を紹介すちだけでなく、それ

らが4億をかけ七成立してきた過程を紹介しようとするものである。化石を含めた比較形態学（比較

器官学）が主体となるが生活史の変遷にもふれ、それらと地質時代の環境との相関を考えることによ

り、陸上植物の進化の方向とその必然性についても考えようとするのがねらいである。

主な項目

（1）植物の上陸

（2＞コケとシダ～世代の交代とその起源～

（3）葉の成立

（4）種子の系統発生～裸子：植物の起源～

（5）花の成立

（6）被子性～被子植物の起源～
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＝＝

〔主任講師　林知己夫（統計数理研究所長）〕

全体のねらい
　データによる現象解析法をデータ解析法と名付ける。どのようにデータをとり、、どのように：データ

を解析して情報を取り出すかの方法を言う。これは、データを解析するための基礎的な考え方の上に：

構築される数理的方法である。データを取得する方法は別に講義があり、ここでは、データを解析すギ

る方法、特に数量化について述べる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

以下の講義では、統計学の基礎的知識を前提
とする。この講義の学習の仕方について説明す

1 データとは何か
る。

fータとは何か○これは単なる数字の羅列で

林　　　知己夫
i統計数理研究所長》

はなぐ、それが出現した背景が重要である。こ
うした点について述べる。

データ解析では、データを基にさぐりながら

情報をつかみ出すことが大事で、このためには、

2 グラフ化の重要性 ’データをグラフ化していくことが基本である。 同　上

こうしたことに関連した考え方や方法について

の基本を説明する。

データは究極的には数量によって表現される。

3 データに澄ける
ｿと量

しかし、測定や計測に：よって得られる標識には、

ﾂまり「なま」の測定は、数量である場合と質

Iな分類であ：る場合とがある。これらについて

同　上・

の性格を述べる。

データ間の関連性の最も単純なものを説明す

る。質的データの場合の関連性、数量的データ

4 相関について の関連性。この特殊な場合で重要なものが相関 同　上

係数で、これについて説明し、さらに相関の諸

相について言及する。

多数の変量の間の関係をみるものとして、重
相関関係がある。まず、r重相関関係数の意味に：

5 重相関関係について ついて説明し、新しい概念である偏相関係数に： 同　上

ついて説明する。ここで、多次元的なデータ処

理の考え方を習熟させるように：する。

一一沍ｳにおけるデータの散らばりを表わナ分散

6
多次元空間におげる

ｪ散

から出発し、多次元空間に澄けるデータの散ら

ﾎりを表わす一般化分散に言及し、この意味に

ﾂいて説明する。

同　上

判別とは何か、について説明し、これを表現

7
判別の測度について
P

するたφの測度を説明する。それぞれの測度の

烽ﾂ意味や特色について説明する。判別の概念

ﾆ距離の概念との関連性について説明する。

同　上
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回 テ　　一層　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

8
判別の測度について
ﾞ

前立の続き。

林　　　知己夫
i統計数理研究所長）

9 距離と一般化分散

多次元データを分析するに際して、ユークリ

bドの距離、一一般化分散の特色に基づいて、ど

､使い分けていくのが適切かについて説明する。 同　上

10
多次元データ分析

ﾌ重要性

　以上の基本を踏まえて多次元データ分析の方

@に進むが、ここで多次元分析が、いかに現象

�ﾍに対して重要な意味をもつかについて説明

ｷる。

同　上

11 測定誤差の意味1

　多次元データ分析の方法を説明する前に、測

闌?ｷがデータ分析に対して与える影響につい

ﾄ述べる。まず、測定したものが数量である場

№ﾉついて説明する。

同　上

，

12 測定誤差の意味■

　前講の続きで、測定が質的なもの、カテゴリー反応として表現されるのでカテゴリカル・データというが、この場合についての測定誤差の

竭閧�謌ｵう。

同　上

13
データ解析幽げる
迫ﾊ化

　データ解析に澄ける数量化の位置について説
ｾする。その前に数量化とは何か、その発生に
ﾂいて述べる。これがデータ解析の基本理念で
?驍ｱとを説明する。数量化の基本が理解でき
黷ﾎその考え方で各種のデータ解析が可能とな
驕B

同　上

14 二数量化の基本概念

　数量化に論ける測定・計測したことの表現と

軏{的二つの立場について説明する。こうした

ｱとが、数量化を超えて広い意味のデータ解析

ﾌ基本となっていることを示す。

同　上

15
外的基準が数量で
?髀鼾№ﾌ数量化
P

　数：量化1類と呼ばれる方法で、これについて

ﾚ細に説明する。これは、形式的には、重相関

ﾖ係の拡張となっている。 同　上

一・ R14一



回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師‘
i所属・氏名）

前講の続き。

外的基準が数量で 林、　知己夫
16 ある場合の数量化 （統計数理研究所長）、

H

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．O的基準が分類である場合の数量化を説明す

外的基準が分類で る。数量化皿類と呼ばれ、形式的には線型判別

17 ある場合の数量化
@　　　　　　　1

関数の拡張となっている。 同　上

前回の続き。

外的基準が分類で
18 ある場合の数量化 同・上

H

外的基準のない場合の数量化の一つであるパ
外的基準のない場 タン分類の数量化、数量化皿類と呼ばれる：方法

19 合の数量化、パタ について説明する。どうしてこの方法が発生し 伺　上

ン分類の数量化1 たかについて説明する。

この数理的構造につ矯て説明し・解り易いモ

20
パタン分類の数量化

@　　　　　　　H

デルについてその解釈を示す。
同　上

種々め応用法について説明する。

21
パタン分類の数量化

@　　　　　　　皿 同　上

二つのものの間の関係が数量で示されている

外的基準のない場 が厳格な意味でメトリカルでない場合の数量化

22 の数量化、 の方法である〇二つのものの間の関係を基にす 同　上

eij型の数量化1 る諸方法のなかで位置付げて説明する。この場

合、関係は親近性、非親近性を表わすものとする。

理論的構造と応用法について説明す．る。さら

に、これを発展的に応用した例について述べる。

23 eij型の数量化H 同　上
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回 テ　　㌔一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

24 一対比較法の数量化

　一対比較法の諸方法の説明とガットマンによ

驤齣ﾎ比較法の数量化について述べる。数量化

ﾌ方法発展の：礎となった考え方を中心に据えて

燒ｾする。

林一　知己夫
i統言楼鯉研究所長》

25
一対比較法に牽ける

@　矛盾と数量：化

　一対比較法では矛盾がよくおこるoA＞B、

a＞C、しかしA〈Cという関係である。＞は
謔闕Dましい、好ましくないという事を示す。

ｱの従来の取扱いと、数量化による別角度から

ﾌ取扱いを述べる。

同　上

26
多次元尺度解析法

lDS（Multi－
cimollsional
@　　Scaling）1

　二つのものの間の関係を、基にして、要素の空

ﾔ的位置付けを求める方法で、eij型数量と関

Wが深い〇二つのものの関係が、親近性、或は

�e近性をあらわす順位もしくは順位のついた

ｪ類で表現されている場合について述べる。

同　上

27 M　D　S，　　皿：

　二つのものの間の関係表現が、単なる分類、

｢わゆる名義尺度である場合について述べる。
同　上

28
三つの要素の間の
ﾖ係に＝基づく数量化

　三つの要素の間の関係が数量であらわされて

｢るが、厳格な意味でメトリカルでない場合の

迫ﾊ化について述べる。これはeij型数量化の

g張となる。

同　上

29 PARA：FACモデル

　三つの要素の間の関係が数量で表わされてい
髀鼾№ﾌデー．タ解析法としてタヅカーの三相因

q分析があるが、これは二つのものの間の関係
ﾉ帰着し本質的なもめではない。

ｱこではParallel　Factor　Analysis（PARAF
`C｝について述べる。一

同　上

30 分類とクラスター化

　分類は科学における最初の重要な操作である。

ｪ類を通しての情報抽出は不可欠の考え方であ

驕Bこのための統計的方法としてのデータに基

ﾃぐクラスター化による分類について述べる。

Aし、これは外的基準のない場合の方法である。

同　上
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＝コンピュータ・情報処理・数値計算：一
　　　　　（→統計解析とデータ処理）

〔主任講師　石田正次（統計二数理研究所教授）〕

全体のねらい
　まず、基礎統計量の意味とその計算法を説明し、同時にプログラミングの基本的な技法の演習を行

う。次に各種の統計解析法についてその数値計算法を実例に基づいて講義する。最後はより高度の統

計解析のためのプログラミング言語と計算機システムについて述べる。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

　ソロバン、手廻し計算、数表による計算から
d子計算機によるデータ解析までの過程を示す。

一部現地ロケ。

最も簡単な電子計算機（ワンボード・マイ・コ
1 数値計算と計：算機 ン）によって電子計算機の構造とその働きを説 ワンボード・マイ・、

明する。（CPU、　Memory（RAM）、1／0、 コンを用意する。
Monitor（RAM》：など）
プログラミング言語の謡い立ちに：ついて話す。

マイ・コンのコマンドとBASICの文法の 1．2は講義の準備。

2 BASICによるvログラミングの基礎

初歩を簡単な計算例によって説明する。

@プログラムの作成、計算の実行、プログラム

ﾌ修正の実；習。

使用するマイ・コン、

ﾍFM－7（富士通）
を考えている。

最小二乗法による平均と分散の統計的意味に 3～7は一次元の話
ついて述べその計算：法を示す。

3 平均と分散の計算

年令構成、k共通一次試験、電車の時刻表、自 一部現地ロケ。

動車の通過台数など身近な実例によって統計的

4 統計等分布の実例 分布を説明し、その形を特徴づけるための統計
量（平均、分散、モーメント、メディアン、レ

インジ、変位係数、歪度、荒玉）を計算する。

乱数（物理乱数、凝似乱数》と確率事象の話 物理乱数発生器を作

5
乱数によるいろい
?ﾈ分布の実験

を前置きとして、乱数による等確率分布（サイ
Rロ）、三角分布（二つのサイコロ）、ガウス分

z、二項分布、ポアソン分布の実験を行い、そ

る。

の結果と理論値とを対比する。（コンピュータ・

シミュレーションとしての確率実験》

平均値の分布の実験から中央極限定理の説明

をするσガウス分布に近づぐ速度についての考

6 中央極限定理 察を行う。

標本調査法の考え方と推定誤差について説明

する。

統計の理論でよぐ現れるt分布、劣2分布、F 6．7は良質の乱数を

7 理　論　分　布
分布の生い立ちとその性質をコンピュータ・シ

~ュレーションによって究明する。

必要とし計算時間も
ｷいので統計数理研
?鰍ﾌマシンを使用
する。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

円周率の計算を例として級数展開と数値積分 9のための準備
の計算法を述べる。ここでは倍精度計算も使う。

8 級数展開と数値積分 どうずれば計算精度を上げることができるかと
いう問題も合わせて考える。

ガウス分布、劣2分布などの確率密度関数を積

9
確率密度関数から
m率を求める

興することにより確率変数がある与えられた範

ﾍの値をとる確率を計算する。

最小二乗法による直線の当てはめから回帰直 例題として歩く速さ

線、相関係数、回帰直線のまわりの分散の説明 と歩幅の関係を使う

10 相　関・係　数 をし、その値を計算する。更に相関係数と回帰 のでその測定を戸外

係数の標本分布をシミュレーションによって考 で行う。

察する。序でSpearmanの順位相関にもふれる。

数値計算で頻繁に用いられる連立一次方程式 12以降のための準備⊃

11
連立一次方程式と
t行列の計算

の解法を述べ、その応用として常数項だけ異な

ﾁた複数個の連立一次方程式をまとめて解ぐ方

法と逆行列の計算法を説明する。

最小二乗法による多項式の当てはめ方とその 世論調査での支持率

応用として逐次近似法による非線形曲線の当て と得票率の関係、木

12 曲線の当てはめ はめ方を説明する。 の高さと太さの関係

を例題とする。

自己相関係数からコレログラムを作って時系 経済データのトレン

13
自己相関係数と
ﾚ動平均

列データの周期成分を求め、移動平均によって

ﾈ線のスムージングを行う。

ド計算を例題とする

P0～13は二次元の話

灘とyの間に相関があり、yとzの間にも相
関があるとき、ωとzの間に相関があるといえ

14 三つの変量間の相関 るかという問題から多変量解析の基本的な考え

方を述べる。

π次元空間での平面の当てはめから回帰平面、 物さしだけで重さが

重相関係数、偏相関係数の話をする。 測れるか、つまり身

15 重相関係数 長と胸囲から体重が
どの程度の精度で推

定できるかという簡

三
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回 テ　　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

回帰平面、重相関係数、偏相関係数の計算法

について述べる。

16 重相関の計算

重相関の特別な場合として、定性的に与えら 土壌、地形、樹種か

質的特性から、 れた持性から定量的な変量を推定する問題を考 ら樹木の生長量を求

17 量的特性の推定 える。 める。

（数量化法1）

二次曲線の分類の問題から特性方程式を導き、 21の準備。

まずその最大根を求める方法について説明する。

18 二次曲線の分類

特性方程式の三根を同時に求める計算法につ

いて述べる。

19 特性根の計算
18、19は21の次に
まわす方がよい。

分類（層別）の効果を示す量としての相関比

の意味について述べ、その応用として平均値推

20 相　　　関　　比 定のための層別標本抽出の効果を考える。

意見調査の回答パターンから回答者の性別と

か国籍をいい・当てる問題を相関比を最大にする

21 数量　化法■ という考え方で解決する。

争

数量化法nによ6てデータ解析をするための
プログラムを作る。

22 数量化法Hの計算 以上でBASICに：
一 よるプログラミング

は終る。

BASICより高度の機i能をもつ会話型プロ 統計数理研究所での

グラミング言語AP：しの概要について述べ、　A ロケ。またはPDP
23 A　　　　P　　　：L P：Lを使うことによって、これまでのプログラ 11を持ち込む。

ムがいかに簡単になるかをみる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

　BASICやAP：Lは会話型言語で大変使い易いが計算スピードは至って遅い○これは言語の

マイ・コン用のPA

24 PASCAL@　　　（その1）

難鱒聖血羅鶴き島三筋書籍を用いなければならない。最近マイ・コンから SCALb
o
m
p
i
l
e
r
を
用
意
す
る
。

大型機まで広く使われだしたCompi　ler型言語
oAS　CA：しの文法をBASICと対比し：ながら説明する。

これまでにBASICで作っ：たプログラムを

PASCAL
PASCA：しで書き直し、その計算スピードを

25 （その2）
比較する。

大量のデータを処理するためには磁気テープ

とか磁気ディスクなどの外部記憶装置を利用し

26 外部記憶装置 なければならない。ここではテープやディスク

によるデータ・ファイルの作り方と使い方を述

べる。

中大型計算機用に作られた高い機能のプログ

ラミング言語P：L／1の文法をBASICやP
27 P：L／1（その1） ASCALと対比し：ながら説明する。

磁気テープ、磁気ディスクを使った本格式の

プログラムPL／1で作る。

28 PL／1（その2）

BASIC、　PASCAL、　PL／1の文法
プロ　グラ　ミ　ング

を比較しながらそれぞれの特徴について述べる。

29 言語の比較

これまで行ってきた講義の内容をまとめ、今

後の勉強法を指示する。

30 統計解析のまとめ

スタジオに用意：するもの ワンボード・マイクロコンビ斗一門（自作も可》
マイクロ・コンピューータ（本体、CRT、　DISK　PRINTER、

乱数発生機）3システム
PASCA：しのCompiler
APLが使えるミニ・コンまたはTSS端末

（不可能ならば統計数理でロケ ）
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　　　　　　　　　　＝現代数学特論＝
　　　　　　　　　　〔主任講師：赤　摂也（立教大学教授）〕

全体のねらい

　超準解析（norstandard　analysi　s）の概要について講述する。超準解析は、数学的結果を導ぐの

に、数理論理学に澄けるモデル理論を活用しようというものである。今日これは、きわめて強力なも

のであることが知られて回り、また、古来多くの人達をなやませてきたライプニッツの「無限小」の

概念も、これによって完全に合理化された。

　超準解析そのものだけではなぐ、数理論理学や集合論などについての理解をもあたえるのが本四の

ねらいである。

主な項目

（1）数理論理学（構文論》

②　集合論の公理

（3＞数学的構造

（4）超準解析の基礎概念

（5）超準解析の応用
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＝・

〔主任講師：伊理正夫（東京大学教授）〕

全体のねらい

　現在の社会に：診いて実際に：応用され役に立っている数理的手法を数学的な立場から整理して講じる。

しかし、数学的な厳密性をあまり強調しすぎないように注意し、なるべく実際に：手法が使われている

場面に誇ける動機づけを重視した話としたい。

主な項目

1．数：と量と次元

2．システムの数学

　21　離散システムの数学一組合せ論、グラフ理論、ネットワーク理論

　2．2　連続システムの数学一常微分方程式、偏微分方程式

　2．3　最適化の数学一一数理計画法、オペレーションズ・リサーチ（の一部l

a　情報処理の数学

　3．1　数値情報の処理一各種数：値計算法

　3．2　非数値情報の処理一各種データ構造とその取り扱い
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〔主任講師：中川大倫（放送大学教授）〕

全体のねらい

　心理学は人や動物が、それぞれの生活環境の中に旧いて、いかに適応するかを課題として澄り、一

方、生理学は、肉体的機能に関する科学として、肉体の器官や組織に旧いて行われる諸過程の法則性

を明らかにしょうとする。rそこで、両方の二三を取り上げようとすれば、ある種ゐ心的過程に対応す

る有機体内の正確な生理学的過程が・いかに提示されうるかが中心課題となろう○この対晦関係の提

示は、行動の理解に有効であり、また、異常行動の理解と精神衛生への道をも開くものと考えられる。

本講の視点は以上の点に診かれる。

主な項目

・（1）情報の受容と処理過程7

、（2）覚醒水準

（3）高次精神作用と生理学的基礎

（4）心身症の様相と治療
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　　＝　地　域　開　発　論　一
　　　　　　（→都市問題と都市政策）

回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
54／8

@24
地域経済の変貌

　戦後における地域経済の構造変化の実
ﾔを、人口と所得を手がかりとしてつか
ﾝ、脱農と都市の社会淘汰がどのように
ｵて展開したかを明らかにする。あわせ
ﾄ人口比・ターン現象の意味をさぐりた
｢。

伊　藤善市
i東京女子大学教受）

ｲ貫　利　雄
i子等辮纏1

2 31
日本の工業化と都

s化

　明治維新以後の日本の歴史は、工業化

ﾆ都市化の歴史であった。日本の工業化

ﾌ特徴をさぐり、特に戦後においては、

H業化と都市化とが楯の両面であること

�ｽぐの事実によって明らかにする。

伊　藤善　市
i東京女子大学教授）

ﾁ　藤　　　寛
i慶応i義塾大学…教授〉

3 9／7
向都性向を規定す
髣v因

都市のごみごみした生活はごめんだ、

ﾆ言われながら、なぜ人々は都市に集ま

ﾁてくるか。ここでは職場という経済的

v因のほかに、いろいろの非経済的要因

ﾉついて、理論的・実証的に吟味する。

伊　藤善市
i東京女子大学教授）

ｴ　水　馨八郎
i千葉大学教授｝

4 14
地域格差は縮少し

ｽか

　現段階における地域開発の政策課題と

ｵて、過密、過疎、格差、環境という四

ﾂの問題がある。ここでは、地域格差を

ｪる方法とその実態を明らかにし、格差
k小の政策手段と効果について吟味する。

伊　藤善市
i東京女子大学教授）

ｼ　岡　久　男．

i青山学院大学教授》

5 21 過密都市と過大都市

　過密都市と過大都市の違いを明らかに

ｵ、前者が入れものと中味との間の社会

Iバランスを、後者が都市の適正規模論

�竭閧ﾉしていることを論証し、過密是

ｳのための政策について解明する。

伊　藤善市
i東京女子大学教授）

e　竹下　訓
i東京女子大学教授）

6 28
山村、離島の過疎
竭

　過疎地域とは、人口が大幅に減少した
ｽめに、社会生活を営むことが困難とな

ﾁた地域をさす。ここでは、過疎の実態
�ｾらかにし、過疎対策の諸類型とその
�ﾊについて、広い視野から比較検討を
ﾁえたい。

伊　藤善市
i東京女子大学教授）

蛛@城　常　夫
i琉球大学助教授）

7 10／5
地域開発と環境の

n造

　現在、工業化と都市化の進行に伴い、

�Q問題をはじめとする環境破壊が深刻

ｻしている。ここでは、開発がよりよき

ﾂ境の創造と両立させるために、なぜ発

zの転換が必要であるかを論じたい。

伊　藤善市
i東京女子大学教授）

驕@木忠義
i東京工業大学教授｝
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回 放送日 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

戦後に靡ける日本の開発政策の理念を 伊藤善市
類型化し、それが戦後における日本経済 （東京女子大学教授》

8 12 開発理念の変遷
の復興、自立、高度成長、高密度、高福
ヮﾐ会の建設、人間居住の総合的環境の
n造という歴史的課題と対応しているこ
ﾆを解明する。

阿　部　　　統
i東京］業大学教授》

ここでは、三つの全国総合開発計画の 伊　藤善市

9 19
三全総の特質とね
轤｢

特質を比較検討し、第三次全国総合開発

v画が、なぜ定住構想をうち出したかを

ｾらかにする。また、21世紀に齢ける地

（東京女子大学教授1

ｺ河辺　　　淳

域政策について長期展望を行う。 （国土庁事務次官》

地域開発政策は、国土の有効利用面積 伊藤善市
国土利用計画と地

を拡大するが、土地の効用を高めるため
ﾉ地価を上昇させる。この利益を公平に

（東京女子大学教授1

10 26 価問題 分配するための政策を明らかにし、国土
?p計画法のねらいと効果について吟味

ｷる。

日　下　公　人

i臨第暗農

　交通・通信体系の整備は地域開発の必

v条件である○これに地域住民のやる気

伊　藤善市
i東京女子：蝉教授）

11 11／2 地域開発と交通問題 が加わって十分条件が満たされる。ここ 角　本　良平
では、総合交通シヌテムについて論じ、 （交通評論家）
波及効果と逆流効果について解明する。

過密、過疎、三差、環境という政策課 伊　藤善市
題にこたえるためには、地方中堅都市を （東京女子大学教1受）

12 9 地方中堅都市の育成 育成することが必要である。それが果す
べきいろいろな役割について解明する。 吉　田　達　男

（地域振興公団幹事）

人間は職場のないところ、職場に通勤 伊　藤　善市
できないところに定住しない。ここでは、 （東京女子大学教授）

13 16 地域開発と中小企業 地域開発が、中小企業に与える影響は何
か。また、成長業種をどのようにして育 清成忠男
てるかについて解明する。

14 23 経済開発と社会開発

　地域開発政策の究極のねらいは、住民

沁モﾌ向上を図ることにある。したがっ
ﾄ、経済開発は、そのための手段にすぎ
ﾈい。ここでは、福祉の意味を明らかに
ｵ、社会開発のプログラムに：ついて解明

ｷる。

伊　藤　善市
i東京女子大学教授）

ｼ　原　治　郎
i東京大学助教授）

はじめに都市が「みやこ」と「いち」 伊　藤　善市
という基本的機能をもっていることを明 （東京女子大学教授）

15 30 美しい都市づくり らかにし、都市に期待されている安全性、

�K性、利便性、芸術性について論じ、

?ｵい都市づくりの意義を論ずる。

内藤錦樹
i交通公社主任､　　究　　員）
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＝人口 ・食糧・資源1＝
　一人口・資源一

全体のねらい

　人類にとって、基本的に最も重要である人口と資源の問題を対象として、その本質や所在、日本と世

界の問題展開の過去・現在・将来、澄よび危機の虚実等を分析し、人間が快適にかつ永遠に生存して

いくためにはどうすべきかを考えてみたい。

回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
56／8

@27
世界の　人　口

　過去から現在に至る期間に地球上の人
福ｪどのように増加してきたかを概観し、

Y業革：命後の一つの増加期と第2次大戦
繧ﾌ人口爆発の意義を説明する。将来に
ｨける世界人口の増加の予測についても
qべ、人口問題の重要性を指摘する。

岡　崎　陽　一

i鎌合離1

2 9／3 開発途上国の入口

　開発途上国の人口爆発の原因を高出生

ｦと低死亡率の両面から説明し、ついで

l口増加が経済社会開発の障害要因とな

骼柾薰ﾉついて考える。さらに人口増加

}制のための政策について説明する。

同　上

3 10 先進国の入口

　先進国の人口が多産多言から少産少死
ﾉ転換した過程を概説し、出生率低下の

＜Jニズムと死亡率低下の原因を説明す
驕Bついで人口都市集中の問題ならびに
l口老齢化の進行に伴って生じている諸
竭閧ﾉついて考える。

同　上

4 17

　鞭

坙{人口の動向

　日本人口の長期間にわたる動向を概説
ｵ、とくに明治以降の人口増加と第2次
蜷甯繧ﾌ変化について説明する。出生率
ﾆ死亡率の低下、それに伴う年齢構成の
ﾏ化と将来人口見通しについて考える。

同　上

5 24 日本に澄ける
n域人口の変化

・人口都市化は明治以降進行しているが
謔Q次大戦後とくに急激になった。しか
ｵ最近地域開発の推進、産業構造の変化
ﾉよりUターン、Jターンなどの変貌が
?轤墲黷ﾄいる。これらの状況を分析し、
ｫ来望まレい人口分布はどうであるべぎ
ｩについて考える。

同　上

6 10／1 高齢化社会の問題

　わが国は今後、西欧諸国が経験しなか
ﾁたほどに急速かつ深刻な高齢化社会を
ﾞかえようとしている。その原因と実状
ﾉついて説明し、さらにその中で発生す
髀薄竭閨A中高年人口問題、高齢者対策
ﾈどについて説明する。

同　上

7 8’ 資源問題入門

　資源問題とは一一体何なのかを正面切っ

ﾄとりあげ、まず問題の本質や真の所在、

ｻの基本的決定因、その課題澄よび問題

ﾌ範囲・対象を明確化する。さらに資源

ﾌ定義やその分類・整理をも考える。

深　海博　明
i慶応義塾大学教授）
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回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 15 資源問題の展開過程

　まず有史以来現在に至る世界資源問題
ﾌ大きな展開過程を概観し、次に日本に
d点を弔いて、明治維新以来の展開過程
�l察する。さらに1960年代以来の資源
竭閧ﾌ新しい登場ないし挑戦の展開をと
轤ｦて分析を行い資源問題の現段階をも
�ｾする。

深海博　明
i慶応議塾大学教授）

9 22 資源危機の虚実

　種々提：起されている資源危機論を対象

ﾉ、その分類・整理を大胆に行うととも
ﾉ、地球資源や環境の物理的枯渇が差し
翌ﾁているのかどうかを、地球の資源力
笆я?ﾊの検討等から、大きく評価・判
fし、さらに現在の危機の基本的性格（人
ﾗ的危機）を明示する。

同　上

、10 29・
石油・エネルギー
?@の構造

　1973年の第1次石～脆機以来、最大の関心
ﾎ象である石油・エネルギー危機をとりあげ、
ﾇんな危機が存在し、それが差し迫っでハるか

ﾇうか、石油は何時枯渇し我々はエネルギ㌣
ﾌ谷間を乗り切ることができるかどうかそし
ﾄ資源ナショナリズムの挑戦ともからませて、

P980年代の危機¢歌格は何かを考察する○

同　上

11 11／5 世界の資源需給構造

　世界の資源の賦存・供給と需要・消費

ﾌ偏在性を考察し、それと関連させて世
E資源需給の動向とパターンを総合的に
ｪ析する。さらに国際大資本の存在と今
繧ﾌ役割そして世界資源貿易や資源市場
ﾉついても説明する。

同　上

，12 12
日本の資源問題の

ﾁ徴

　日本は世界で資源最稀少国といわれて

｢るが、本当にそうなのかどうか、何故
H少国なのにこれだけ豊かな経済活動や

ｶ活を営めるのかの問題意識に中心を赴
｢て、世界の資源循環に占める日本の地
ﾊ・特徴・特殊性を分析する。

同　上

■3 19 資源問題の理論分析

　社会科学とくに経済学に重点を齢いて、
糟ｹ問題はこれまで理論的にどのように
ｪ析されてきたのか、現段階でどんな新
ｵい分析が展開されつつあるのか、資源
竭閧ﾌ十分な理論的解明は可能なのかど
､か、資源問題のもつ根本的な挑戦とは
ｽか等を考、．る。

同　上

14 26
資源政策の体系と
綷

　　　　　疏
@資源問題解決のための政策は、どのよ

､：な基本目標なり基本前提の下に、どう

ｧ案・実施されていくべきかの問題を、

麹∮I戦略と具体的戦術との双方から体

n的に分析を加える。

同　上

15 12／3 今後の展望と対応

　今後世界と日本の資源問題はどのよう
ﾉ展開していくのか、その将来を決定す
髣v因は何か、危機を回避するためには
ﾇんな発想の転換なり対応策が必要であ
驍ｩを日本に中心を訟いて考究し、各自
ﾌ問題として真剣に受け止め、解決に努
ﾍする必要性を指摘する。

同　上
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＝＝ l口
／

主任講師

放送局＼

・食糧・資源皿＝＝
一人口・食糧一

安川正彬（慶応義塾大学教授）
唯是康彦（千葉大学教授）
テレビ朝日

全体のねらい
有限の地球にふえ続ける人類が生存していく道は厳しいものがある。そこでの焦点は、人口増加と

資源・食糧とのバランスをどのように図るかにある。後期の授業では、とくに人口と食糧に課題をも

とめて考察する。

回 放送日 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

経済社会の発展と多産：多死かち少産少

1
56／12

@10
経済社会と人口変動

死にいたる人口転換過程との対比を考え

驕B
安川　正　彬
i慶応義塾大学教授1

第一次産業から第三次産業への構造変

化にかかわる人口移動の姿を検討し、人

2 17 人口変動の仕組み 口転換との関連を加えて人口学の基本を 同　上

さぐる。

人口と経済の学説の変遷をたどり、そ

3 24
人口学説と時代的

の時代的背景を概観する。
同　上

身ヒ且
目，示

一国の適度人口はいくらか○それはど
57／1 のように測ることができるか。適度人口

4 7 適度人口を測る をめぐる学説と計測の可能性をさぐる。 同　上

人口増加は経済成長へのプラス要因か

マイナス要因か。経済成長論を通じて、

5 14 人口増加と経済成長 先進国と発展途上国との対比を検討する。 同　上

人類生存への道は、人口の将来に何を

目標に置ぐべきか。有限の地球への認識

6 21 有限の地球と人口 を強調して、静止人口を目標設定とする 同　上

必要を強調する。

人口が増加する場合はもちろんのこと

7 28 人口と食生活
減少する場合も食糧消費は増加する。そ

黷ﾍ生活水準が向上するからであり、そ
ｱに：もいろいろの段階がある。

唯　是　康　彦

i千葉大学教授）
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回 放送日 テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

世界は長期的に食糧消費の増加傾向に

8 2／4 地球の食糧供給能力
あるが、地球はこれに適応できるのだろ

､か。植物の光合成能力と環境条件から

�ﾝ生産力の推定を行う。

唯　是　康彦
i千葉大学教授）

人口爆発の震源地は開発途上国である

9 11
開発途上国と緑の

v命

が、そこの食糧供給はどのようにしてな

ｳれるか。緑の革命は一つの希望である

ｪ、そこにはまた多くの問題が山積して

同　上

いる。

食糧原料の一端を担う水産業は日本人

にとってとくに重要であるが、地球の有

10 18 世界の水産資源 限性のために供給制限が発生し、それが 同　上

200海里問題として顕在化している。

世界の食糧問題は決して長期問題にと

どまることなぐ、現在の貿易構造に投影

11 25 食　糧　戦　略 されて、国際政治と密接な関係をもつよ 同　上

うになった○その有効性と影響は何か。

不安定な世界の食糧需給関係の中にあ
って、日本の食糧：自給率は国際的に：みて

12 3／4 日本の食糧自給率 きわめて低いといわれる。自給率の考え 同　上

方、現状の実態その問題点と対策につい

て述べる。

食糧需給の不安定性は具体的には価格
アグリビジネスと 水準とその変動に反映されるが、この点

13 11 食品価格（農業関
A産業）

で原料生産と最終消費をつ：なぐアグリビ

Wネスが、重要な役割を果す6

同　上

食糧：の安定供給は世界にとっても日本

にとっても重要であるが、他面で消費者

14 18 農業政策と財政負担 は安い食糧を欲しているし、供給者はそ 同　上

れで生計をたててゆかねばならない。そ

の点で農政の任い方が究明される。

食糧生産は生態系と密接な関係をもつ

て齢り、その関係の中から技術体系も確
15 25 生態系・技術・人口 立してくるし、食生活も成立してぐる。 同　上

食糧と入口の関係もここに基礎を置ぐこ

とになる○
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